
h-
h

、
、Pミ

静岡県小笠郡大東町

兼情横穴群・兼情遺跡・帝釈山砦
下小笠川捷水路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

2002主ド

大東町教育委員会









静岡県小笠郡大東町

兼情横穴群・兼情遺跡・帝釈山砦
下小笠川捷水路建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

20  0 2~三

大東町教育委員会





序

序

人聞が生活を営むために、その基となるものは衣食住が基本であります。時代の

変遷は、その姿を変えていくものであります。しかし、遺跡の発掘調査により明ら

かになった資料は、その当時の人間の生活を窺い知る貴重な証拠となります。その

ような資料の価値が認められ、年々文化財の保護・保存の大切さについて唱えられ

る気運が高まっておりますことは、誠に喜ばしいことであります。

この度、静岡県小笠郡大東町海戸地内における兼情横穴群・兼情遺跡発掘調査は、

「下小笠川捷水路建設Jに伴う事業として国土交通省浜松工事事務所の負担を得て

大東町教育委員会が調査主体者となり、静岡人類史研究所に調査を担当していただ

き実施しました。

この発掘調査により兼情横穴群からは古墳時代の横穴が4基確認され、横穴の中

からは須恵器・土師器・大万・装身具類が出土しています。さらに、兼情遺跡から

は主な遺構として弥生時代後期の周溝墓や溝状遺構、古墳時代の溝状遺構、古墳時

代から中世にかけての穴状遺構、江戸時代の士墳墓などが発見されました。弥生時

代の周溝墓や溝状遺構からは弥生土器の査や室、古墳時代の溝状遺構からは須恵器

や土師器、中世の穴状遺構からは山茶碗、江戸時代の土壌墓からは人骨・かわら

け・銭貨「寛永通賓jなどが発見されています。

今回の発掘調査により、下小笠川流域に弥生時代、古墳時代、近世と当時の人々

の生活の一端を知る上で貴重な資料を私たちに提供してくれました。これらの発掘

された資料を大切にすることは、私たちの重要な努めであり、この報告書によって

より多くの人々が、文化財に対する関心を高めていただければ幸甚であります。

終わりに今回の発掘調査にご指導・ご協力を賜った皆様に心より感謝申し上げます。

ここに発掘調査報告書を発刊し、多くの皆様方のご供覧を賜り、あわせて各位の

ご批判とご指導をお願いする次第です。

平成14年 3月

静岡県小笠郡大東町教育委員会

教 育 長 三 輪 隆
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1.本書は、静岡県小笠郡大東町海戸地先に計画された下小笠川捷水路建設工事区内に所在する兼情横

穴群・兼情遺跡・帝釈山砦の発掘調査報告書である。

2. この調査は、下小笠川捷水路建設工事の事業主体者である国土交通省中部地方整備局浜松工事事務

所の依頼により、大東町教育委員会が調査主体者となり、株式会社静岡人類史研究所が調査担当者と

なって調査を実施した。

3.発掘調査の実施に当たり、静岡県教育委員会文化課の指導の基に「発掘調査連絡会jを設置し、調

査の方法・日程等について協議を行いながら調査を進めた。

「発掘調査連絡会jの構成は、以下の通りである 0

・調査主体者 大東町教育委員会 教育長 三輪隆

-事業主体者 国土交通省浜松工事事務所 事務所長 長田孝一

-調査指導機関

-調査機関

・調査事務局

静岡県教育委員会文化課

株式会社静岡人類史研究所

大東町教育委員会社会教育課

工務第一課長 松浦勝巳

専門職 清水忠雄

平田出張所長(前) 遠山忠義

平田出張所長 金田達也

課長(前) 内山賢二

課長 山下蜂雄

副主任 富樫孝志

所長 森威史

課長(前) 赤堀義雄

課長 大石碩也

課長補佐 藤田正行

社会教育係 鬼津勝人

4.現地調査(発掘調査)は平成12年 3月20日から平成13年 3月30日まで実施し、情報データの整理・

解析および図面・写真・出土遺物の整理と報告書の作成は平成13年 4月20日から平成14年 3月8日ま

で実施した。

5.現地調査は森威史が調査担当者となり、中村伸吾(静岡人類史研究所学芸員)と服部孝信(静岡人

類史研究所研究員)が補佐した。

6.発掘調査で確認した遺構の実測には、株式会社システム提案の〈トータルステーション・システム

(遺跡図形処理システム)}を導入した。

7.空中写真撮影は玉野総合コンサルタント株式会社地理情報部航測課が担当し、遺構および遺物の出

土状況写真は中村伸吾と服部孝信が行った。

8.発掘調査の参加者は以下の通りである。

調査員 森威史 中村伸吾 服部孝信

調査補助員 大長康浩 加藤伸司 徳永加津生

作業員 相津猪一郎 相津初美 牒美津子 池守達樹 石川とみ 市瀬欽次

市野寿 市野峯雄 伊藤静江 今村多津子 岩倉好枝 大塚幸彦

岡田かね子 落合孝 笠原義一 笠原文次 鎌田雅子 神谷一江 川口由郎

川島一一 河原崎一枝 岸正美 熊切敏明 倉野邦夫倉野浩美 栗田直

樽松儀兼 後藤洋美 近藤安義 坂部木好 坂部マサエ 佐藤定男

白岩三郎 鈴木勝司 鈴木定男 鈴木俊美 鈴木道夫 鈴木実 鈴木ゆき

鈴木幸紀江高塚敏郎 高塚光雄 高橋尚一 高橋仁志 高橋芳乃

土屋洋子 常友義信 富田利雄中村真一郎 中山建夫 永田孝 萩田鉄次

春田清治 平野博司 深川広子 福井孝介藤田歩 藤田富雄 藤田房幸

藤田実 藤田理恵 細野巌 増田明男 松尾武晴 松下隆一 松下保三
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作業員 三浦辻夫 溝口悦子 溝口喜一 溝口錠一 三輪登美子 村松謙 望月三郎

森下辰夫

伐採作業

山下道雄 山本陽子 横山悦子 渡辺初枝 渡辺紀

金城工業(代表金城保幸) 杉山敦司 臼井忠義小野敏彦

表土除去・排土作業 金城工業

-重機オベレーター

.表土除去

・排土運搬

外壁(フェンス)設置 有限会社萩原組

金城保幸渡辺次郎増井光男大城一広

石上美喜雄山本恵一添田登佐々木五三郎

柴田達郎

仮設調査事務所設置 大和工商リース株式会社

仮設トイレ設置 大和工商リース株式会社

仮設電気工事 株式会社阿形電気

仮設上下水道工事ー 有限会社みやぎ管工

9.整理調査(情報データの整理・解析および図面・写真・出土遺物の整理)と報告書の作成は森 威

史が調査員および遺物整理員を指導して実施した。作業分担は以下の通りである。また、本書の執筆

はIを中村伸吾、 II-1を鬼津勝人(大東町教育委員会)、 Eの〈兼情横穴群〉を森威史、 〈兼情遺

跡〉を中村伸吾・森威史、 〈帝釈山砦〉と WおよびAbstractを森威史、出土遺物の観察表を池ケ谷和

美(静岡人類史研究所研究員)が担当した。なお、編集は森威史・中村伸吾が行った。

-情報データの整理・解析 中村伸吾

-出土遺物の基礎整理 池ケ谷和美 大長康浩 中島頼英 両角治子

・出土遺物の観察表作成 池ケ谷和美

-出土遺物の実測 池ケ谷和美 中島頼英 大長康浩 堀井由利子 松浦峰里

坊垣内希充子 黒田佳奈子 石上元子 土肥正道 井村美春

尾崎淳一

-出土遺物の補修・復元 両角治子 坊垣内希充子

・遺構のトレース 中村伸吾 服部孝信 片平剛

-遺物のトレース 池ケ谷和美 中島頼英 大長康浩

・写真図版作成 中村伸吾 服部孝信 池ケ谷和美 大長康浩 中島頼英

-写真撮影 片平剛

10.近世土墳墓から出土した人骨(2体分)の分析・鑑定は、国立科学博物館人類研究部の馬場悠男部

長と梶ヶ山虞里研究員に依頼し、調査結果は附載「近世土壌墓から出土した人骨について」として掲

載した。

11.発掘調査および整理調査においては次の方々に御指導・御助言・御協力を賜った。感謝の意を表し

たい。(順不同、敬称略)

近田文弘(国立科学博物館) 鈴木美江(鈴木美江翻訳事務所) 株式会社若杉組

12.現地調査の期間中、一年間にわたり駐車場を提供いただいた渡辺好雄氏に感謝の意を表したい。

13.本調査における図面・写真・遺物は大東町教育委員会が保管している。

11 
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本書における遺構・遺物の表示は以下の通りである。

1.遺構・遺物挿図の縮尺

各国にパースケールで表示しである。

2.遺構挿図の方位

特に示さない限り、図の上が北(磁北)を示す。

3.写真図版の縮尺

遺構・遺物とも、縮尺は任意で、ある。

4.水糸レベルの数字は海抜高を示し、単位はメートル (m)である。

5.遺構挿図

挿図に示した遺構名は下記の略称を用いた。

0号横穴 → O横 O号近世土墳墓 → O墓

O号周溝墓 → O周 O号土坑 → O土

O号溝跡 → O溝 O号ピット → Oピ

O号土壌 → O墳 O号自然排水路 → O自

6.遺構の断面形状(長径または長軸に対する断面)の表現は、下図に基づくものである。

皿状

|I I I I I I I I 
|II I I I I U 
閥幹 ......... ...I-......."IA欄

U字形狭い船底状狭いV字形

上に開く U字形船底状
照想貯十→ー

V字形

上に広く開く U字形丸底状上に聞く V字形

浅いU字形

|I I I I I I I I 
悶 II I I I闘
E}I I'Hm 

浅い丸底状

|I I I I I I I I 
|U  II I LLJ 
t ，""HI務. .-1 I IArm潟

7.地層断面図に示した色調と遺物(土器)の観察表に示した色調は、『新版標準土色帖

林水産省農林水産技術会議事務局監修).1に基づいた。

8.遺物挿図

遺構に伴う遺物の番号は、遺構ごとの通し番号とし、 1横-1のように「略称遺構名一番号jで表

記した。通し番号は本文・遺物観察表とも一致している。

9.遺物観察表

遺物の番号は遺構ごとの通し番号とし、本文・挿図・表・写真図版とも一致する。

1990年版(農

m 
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I 遺跡の立地と歴史的環境 1 .劫理的環境(1) 遺跡の位置

I 遺跡の立地と歴史的環境
1 .地理的環境

(1)遺跡の位置

兼情横穴群・兼情遺跡・帝釈山砦の在る海戸

地区は静岡県小笠郡大東町の中央からやや南東

側に位置する。東名高速道路菊川インターチェ

ンジより南南西に約7.8km、東名高速道路掛川

インターチェンジより南南東に約9.8kmで、主

要道路掛川・大東線を南下し、大東町大坂で相

良・大須賀線を東へ向かい、下小笠川を越えた

約650mの所である。兼情横穴群は兼政池の南

東部の西に伸びる丘陵、兼情遺跡はその正陵南

側緩斜面から平野部にかけて立地している。ま

た、正陵全体が帝釈山砦となっている。

03Okm  

第1図 兼情横穴群・兼情遺跡・帝釈山砦調査範囲図



I 遺跡の立地と歴史的環境 1.劫理的環境 (2) 地形と地質

(2)地形と地質

大東町は小笠山丘陵の南東部に位置し、町域の東寄りを一級河川の菊川が南流し、支流の佐束川が町域

の北東部を北西から南東方向に流下し、下小笠川が町域の中央部を北西から南東方向に流下して菊川に流

入している O 町域の南部は遠州灘に面している O

菊川流域は大井川や天竜川の大河川に挟まれた流域で、約300万年前(鮮新世)頃につくられた泥岩が

基盤をなしている。これは掛川層群と呼ばれ、小笠郡菊川町を中心として鮮新世から更新世前期 (450万年

~100万年前)までに海底に堆積した地層で、掛川層群は南西方向に傾斜しているため、南西ほど新しい

地層になる O 砂泥互層は比較的深い海底に堆積した地層である。その後、 50~90万年前(更新世)に赤石

山地から流出した砂喋が河口で扇状地的な三角州を形成し、北東側が隆起して小笠山丘陵が形成された。

菊川は全長32km、流域面積157km2の一級河川で、上流は牧ノ原台地北部に位置し、菊川町倉沢・潮海

寺辺りは河岸段丘があり、金谷町神谷城周辺は地滑り地帯となっている O 中流の菊川町堀之内付近から下

流にかけては、低湿な沖積平野である菊川平野がひらけている。

菊川平野は小笠郡菊川町から南側の小笠町・大東町の菊川下流域に聞けた沖積平野である o 1万5000年

前からヴ、ユルム氷期が衰えはじめ、その頃には現在より海水面が100m程下がっていたと考えられている O

後氷期になり、次第に上昇した海水面は約6000年前に、現在よりも数m程高くなっていた。これは「縄文

海進」と呼ばれている O 海水面の上昇により菊川の下流域にまで遠州灘が湾入し、天竜川によって運ばれ

た砂や喋が砂州・砂丘として発達し、湾口を閉ざして潟を形成した。ここに菊川流域の正陵部や台地から

運搬されてきた砂泥や植物遺体等が堆積して次第に浅くなり、やがて陸化し、菊川平野が誕生したのであ

る。この平野は、海から内海、湖、沼、湿地、陸地と変貌してきている低湿地帯で、泥質層は層厚が25m

以上あるところもあり、平野の中心部の地盤は軟弱である O

帝釈山は砂・泥岩から成る丘陵で、柔らかい地層からなるため浸食を受け、緩やかな丘陵を形成してい

る。兼情横穴群は土中では淡い青灰色を帯びた土方泥岩層に構築されている。この土方泥岩層は掛川層群

上部に位置し、掛川層群中部の堀之内砂岩泥岩互層とは整合に重なっている O 土方泥岩層は不透水層であ

るが、土粒子同士の結びつきが弱いため、風化すると脆く崩れやすくなり、浸食の進みやすい地層といえ

る。したがって、横穴群の造られた正陵部を含め、多くの丘陵部は緩やかな地形になり、山裾には河川に

よる U宇谷が形成されている O 一方、兼情遺跡は、横穴の造られた丘陵の緩斜面から平野部である後背湿

地にかけて立地している O

2 .歴史的環境

(1)周辺に分布する遺跡

大東町には縄文時代から近世にかけての遺跡が134ヶ所確認されている O特に古墳時代の横穴群と中世から

近世にかけての城館跡が多い。縄文時代の遺跡は三井山 E遺跡(大東町大坂)・山王遺跡(大東町大坂)・

糸繰遺跡(大東町千浜)の 3ヶ所があり、いずれも石錘が出土している。三井山 E遺跡は標高60m付近に

存在し、山王遺跡は標高30m付近、糸繰遺跡は標高 8m付近と標高に違いが見られる O この内、発掘調

査の行われた糸繰遺跡では縄文土器片・石錘・打製石鹸・磨石などが出土しているが、遺構に伴うもので

はない。

弥生時代の遺跡は高瀬遺跡(大東町高瀬)・中方遺跡(大東町中方)・三井山 I遺跡(大東町大坂)・神田

遺跡(大東町大坂)・報地遺跡(大東町大坂)・糸繰遺跡の6ヶ所がある O 遺跡の殆どは、平野部に立地する

が、三井山 I遺跡のみ台地上に立地している。いずれの遺跡も弥生土器の破片が確認されているのみで、

わずかに、糸繰遺跡で出土した弥生時代後期に属すると思われる壷の底部の破片が、時期を知る遺物とし

て知られている O

兼情遺跡周辺に分布する弥生時代の遺跡として、報地遺跡が挙げられるが、時期を決定する遺構・遺物

は出土していない。

なお、大東町域で周溝墓は確認されていないが、周辺の菊川町の三沢西原遺跡や小笠町の川田・東原因

遺跡等では弥生時代後期の方形周溝墓が確認されている O

古墳時代の遺跡としては、古墳が17基(内、 5基は消滅)、横穴群が45ヶ所、遺物散布地が14ヶ所、窯跡

が 1ヶ所の計77ヶ所が知られており、特に横穴群が多いことが特色として挙げられる O 菊川の支流であ
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第2図 大東町域の表層地質図

引用参考文献 r糸繰遺跡j(1988年)第36図を加筆・修正

る下小笠川や佐束川の流域には、丘陵部が削られ谷が形成されており、その谷ごとに横穴群が分布してい

る。横穴群の分布域は泥層や砂泥互層、あるいは凝灰岩層のように軟らかく横穴を構築し易い地層の分布

域でもあり、このような層は掛川層群や蘇我層群に相当する O 掛川層群には、堀之内砂岩泥岩互層や土方

泥岩層などがあり、蘇我層群は泥質砂岩層や泥岩層がある。

兼情横穴群の周辺に分布する横穴群は高塚横穴群と本勝寺裏横穴群が在る O 高塚横穴群は兼情横穴群の

南東方向へ直線距離にして250m程の所に位置し、兼情横穴群と同じような尾根筋直下に構築されている O

1基は天井部が崩落し、横穴の半分ほどが崩落した土砂により埋まっている O 羨道部の位置から、西に閉口

している横穴であることがわかった。もう 1基は尾根を挟んで反対側の東側に閉口する形で存在している O

本勝寺裏横穴群は兼情横穴群から北北西へ約 1kmのところに存在する。下小笠川西岸に位置し、高塚横穴

群と同じように西に閉口している横穴が1基、天井部が一部崩落している形で確認されている O なお、下小

笠川西岸には、この本勝寺裏横穴群のみが確認されている O

なお、中世から近世にかけての城館跡については、〈帝釈山砦〉の項で述べる O
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弥生時代の遺跡

・横穴群

第3図 兼情横穴群・兼情遺跡周辺の遺跡分布図
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E 調査の概要 1.労掘調査の経緯 2.調査の方法と経趨 (1)調査の方法

H 調査の概要
1 .発掘調査の経緯

大東町には一級河川l“菊川"をはじめ、その支流が数多く流れている O その内の一つで、ある下小笠川は、

大東町入山瀬の小笠山から端を発し大東町三俣で菊川に合流して遠州、灘にそそぐ、総延長9.8kmの河川であ

るO 現在の下小笠川は、入山瀬・上土方落合・土方・下土方までは比較的直線的に南流しているが、東大

坂地区に至ると急激で、大きな蛇行を繰り返し、さらに俗に言う「天井川jで、河川付近の家屋の 1階の天

井より川面が高い位置を流れている O 梅雨時の大雨や台風に伴う大雨の時などは、堤防際まで水位が上がり

いっ決壊するかと大変危険な状態が幾度となく起き、また、大雨時の排水にも苦慮していた。こうしたこ

とから安全に生活できる河川管理が急務となっていたが、その工法や用地の問題等解決しなければならな

いことが多く山積みしていた。

そこで、建設省(現国土交通省)と大東町事業課(現建設課)が協議を進め地元への理解を得て、下小

笠川ショートカット事業として捷水路新設事業を計画した。この捷水路は、急激な蛇行が始まる川久保地

区と東大坂地区との境附近から、現在の下小笠川と菊川の合流地点まで直線で結ぶ河川で、捷水路の計画

延長は1.6km、計画地域の田畑や山林は掘削して、河床を深くするものである O

こうした中、事業主体者であり工事を担当する建設省浜松工事事務所工務第一課より計画地内における

埋蔵文化財の照会があった。これを受けて大東町教育委員会では、計画区域内には静岡県文化財地図Eに

登載の「帝釈山砦跡」があり、その他にも埋蔵文化財が存在する可能性があることを伝えるとともに、遺

跡の取り扱いについて協議するよう要請した。また、当事業は国の事業であったため静岡県教育委員会文

化課の指導のもと三者による協議となった。

なお、大東町教育委員会では開発計画地域内における埋蔵文化財の詳細な状況を把握する事と、その他

の遺跡の有無を把握するための確認調査を実施した。調査では、計画区域内に51箇所のテストピットと9

箇所のトレンチを設定して実施した。その結果、古墳時代の横穴を 1基と古墳時代から中世までの遺物が

見られる散布地を発見した。そこで新たな遺跡の発見を受け、「兼情遺跡jおよび「兼情横穴jとそれぞれ

命名し、周知の埋蔵文化財包蔵地として認定した。また、「帝釈山砦跡」に関してはトレンチによる調査で

は限界があり、明確な遺構の状況把握はできなかった。

この確認調査の結果を踏まえて、再三にわたる三者協議を繰り返したが、開発計画の変更はできないた

め、本調査を実施することとなった。さらに国事業であることから静岡県埋蔵文化財調査研究所による調

査も検討されたが、当初計画にない突然の計画把握のため対応ができず、また同様に大東町でも他事業が

予定されていたため対応できないことから、大東町教育委員会の調査主体による民間調査機関での本発掘

調査の実施となった。

2 .調査の方法と経過

(1)調査の方法
兼情横穴群および兼情遺跡の発掘調査は、調査面積約15.000m2を対象に行った。調査に先立ち樹木の伐

採と表土を重機により排除した後、全域に磁北の南北を基線とする10mXlOmのグリッドを設定し、作業

員を導入して遺構および遺物の確認作業を実施した。

各グリッドは、東西方向は西から東の順にアルファベットのA~N、南北方向は北から南の順に数字の

1 ~17を付し、グリッド名は10m四方の区画のうち、北西角の杭の名称と一致させた。なお、平成12年 10

月より、橋梁建設予定地の部分を東西に拡張して調査を進めることとなり、東側の拡張部分はJ~Nグリッド

内に含まれるが、西側の拡張部分はAグリッドの西側に外れるため、新たにX~Zの11~15グリッドを設定

した(第4図)。

精査によって遺構および遺物の確認を行い、確認した遺構や遺物および土層については、実測図(平面

図・断面図・遺物の出土状況図など)を作成し、写真撮影を行った。

なお、遺構および遺物の記録には光波測距儀とパーソナル・コンピュータを組み合わせたトータルステー

ション・システム(遺跡図形処理システム)を導入した。

帝釈山砦については、捷水路建設に関わる地域内にトレンチ(試掘溝)を17箇所設定し(第320図)、平
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E 調査の概要 1.労掘調査の経緯 2.調査の方法と経過 (1)調査の方法

場-堀切・土塁などの確認に努めた。トレンチの設定部分は、排士の場所も考慮して樹木の伐採と草刈り

を行い、表土を重機により排除した後、作業員を導入して遺構および遺物の確認作業を実施した。確認作

業が終了したトレンチは地層の堆積状況を実測し、写真撮影を行った。

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 
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15 

16 

17 
!¥¥¥、|

50m 調査範囲
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| 

第4図 兼情横穴群および兼情遺跡の調査範囲とグリッド設定図

(2)調査の経過

兼情横穴群・兼情遺跡・帝釈山砦の発掘調査は平成12年 3月20日から平成13年 3月30日まで延べ12ヶ

月間、通算218日間にわたって行った。その経過を抄録する O

平成12年

3月20日(月)

3月21日(火)

3月27日(月)

3月28日(火)

4月6日(木)

発掘調査区域の確認を行い、兼情横穴群の調査対象となる B-02~I-2グリッド、 B

3~I-3グリッドの伐採・抜根・表土除去作業を重機(パックホー)により開始する。

調査に先立ち、発掘作業員に対して調査方法・保安管理などの説明会を開催する O

重機による表土除去作業が終了した筒所に作業員を導入し、横穴群の精査を開始する。

発掘調査現地事務所用のコンテナーハウスと器材倉庫用のプレハブを設置し、さらに仮

設トイレを設置する。

事前調査の際に確認されていた 1号横穴と新たに確認した 2号横穴の精査を開始する O
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4月14日(金)

4月18日(火)

4月19日(水)

4月25日(火)

5月1日(月)

5月2日(火)

5月10日(水)

5月29日(月)

5月30日(火)

E 調査の概要 2.調査の方法と経過 (2 )調査の経趨

2号横穴で装身具(切子玉・ガラス小玉)や携帯用の砥石などが出土する O

調査区北部のE陵裾部 (B-3・4グリッド)で近世の士墳を確認し、精査を開始する O

人骨・銭貨「寛永通賓」・かわらけが出土する。

正陵裾部から平地部分にかけての遺物包含層を確認するため、 C-5~6 グリッドにト

レンチを設定し、掘削を開始する。

調査区の平地部分においてベルトコンベアーを導入し、精査を開始する。

大東町立大坂小学校の児童90名に発掘体験学習を実施する O

大東町立千浜小学校の児童60名に発掘体験学習を実施する。

第 1回発掘調査連絡会を開催する。

1 .2号横穴を完掘する。

1・2号横穴および近世の士墳が確認された調査区北部を、ラジコン・ヘリにより空中写

真撮影を実施する O

6月20日(火) トータルステーション・システムを導入して遺構(横穴群・近世の土墳)の実測を行う。

7月4日(火 1-7グリットで 1号溝状遺構を確認する O

7月11日(火 G-6~H-7 グリッドでピット群を確認する。

8月 1日(火) 大東町立佐束小学校および大浜中学校の児童・生徒に発掘体験学習を実施する。

8月2日(水) 大東町立大浜中学校の生徒に発掘体験学習を実施する O

8月3日(木) 大東町立中小学校および大浜中学校の児童・生徒に発掘体験学習を実施する。

8月9日(水) 第2回発掘調査連絡会を開催する O

8月23日(水) トータルステーション・システムを導入して遺構(ピット群・ 1号溝状遺構)の実測を

行う。

8月29日(火 C-6.D-6グリッドで 2号溝状遺構を確認する O

10月16日(月) 帝釈山砦の調査範囲の確認を行い、調査対象区域の伐採作業を開始する。

橋梁建設予定地の部分を東西に拡張して調査を進めることとなり、東側拡張区の伐採お

よび安全防護用のフェンスを設営する。

10月18日(水) 帝釈山砦の調査トレンチを設定する O

10月19日(木) 横穴群の調査範囲を拡張し、 Z-3~A-3 グリッド、 Z-4 ~A-4 グリッドの伐採・

抜根・表土除去作業を重機(パックホー)により開始する。

10月30日(月) 帝釈山砦の第 1トレンチを設定し、重機により表土除去を行った後、作業員を導入して

精査を開始する O

10月31日(火) ~11月 5 日(月) 帝釈山砦の第 2トレンチから第4トレンチまでを調査する。

11月6日(月 C-9グリットで 1号土壌を確認する O

11月6日(月 A-8グリットで 1号周溝墓を確認する O

11月6日(火) ~11月 10 日(金) 帝釈山砦の第 5トレンチから第 7トレンチまでを調査する。

11月13日(月) ~11月 15 日(水) 帝釈山砦の第 8トレンチから第11トレンチまでを調査する O

11月16日(木) ~11月 27 日(月) 帝釈山砦の第12トレンチから第17トレンチまでを調査する。

11月28日(火) 帝釈山砦の各調査トレンチについて位置および標高の測量を行い、トレンチを埋め戻し、

11月29日(水)

11月30日(木)

12月6日(水)

12月14日(木)

平成13年

1月22日(月)

1月30日(水)

2月5日(月)

帝釈山砦に関する調査を終了する O

z-3グリッドで 3・4号横穴を確認し、精査を開始する O

3号横穴で造り付けの石棺・一石五輪塔などを確認する O

東側拡張区(J~N-6~9グリット)の表土除去作業を開始し、除去された箇所から精

査を開始する。

3.4号横穴の実測作業を終了する。

調査区中央部で池の端を確認する O

ローリングタワーから溝状遺構の全体写真を撮影する。

A-8・B-8グリットから周溝墓の精査を開始する O
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E 調査の概要 2.調査の方法と経週 (2)調査の経過

2月8日(木) 西側拡張区を調査するため発掘調査現地事務所などを隣地に移転する O

2月15日(木) B-8グリットから順に丘陵緩斜面の下位層の精査を開始する O

2月26日(月) 東側拡張区においてピット群を確認する O

3月2日(金) 第3回発掘調査連絡会を開催する O

3月16日(金) 東側拡張部分のピット群 (60~98号)の全体写真を撮影する O

3月21日(水) 東側拡張部分のピット群 (150~212号)の全体写真を撮影する O

3月22日(木) トータルステーション・システムを導入し、東側拡張区のピット群 (150~212号)の実

測を行う O

3月23日(金) 東側拡張区の最下面の精査を行う O

3月27日(火) 第4回発掘調査連絡会を開催する。

3月28日(水) ラジコン・ヘリにて遺跡全体の空中写真撮影を実施する O

3月29日(水) トータルステーション・システムを導入して遺構の実測を行う O

3月30日(金) 現地における調査を全て終了し、発掘器材および出土遺物を搬出する O

4月1日(日) 現地説明会を開催する O

4月2日(月) 発掘調査現地事務所を閉鎖する。
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皿 調査の結果
〈兼情横穴群〉

1.横穴群の概要

E 調査の結果表作手旋JtIfF 1.横JtIfFの概要

今回の調査において 4基の横穴を確認した。いずれも、帝釈山の山頂から西に延びる丘陵の南傾斜面に

構築されている。この西に延びる丘陵は後世の開墾により尾根部が削り取られ、さらに兼政池に通じる道

の部分は切り通しとなり、この切り通しを爽んで 2基ずつ確認した。

横穴の位置する高さ・形状・規模は一様でなく、また共有する墓前域も確認できなかった。 1~ 3号横

穴は、天井部の岩盤が崩落し、完全に土中に埋没していた。以下に各横穴および出土遺物について述べる。

O 1Om 

20.00・

2号横穴

※床面中央の標高を示した。

第5図 兼情横穴群遺構全体図
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E 調査の結果兼f育按';tlfF 2.遺袴と造物

2.遺構と遺物

1号横穴

確認調査で封鎖石が確認されていた横穴で、 4基の横穴の最東端に位置している。天井部が崩落し、完

全に埋没していた。

玄室床面の中央部の標高は17.65mで、主軸の方位はN-260-Eを指向している。

玄室の平面形状は隅丸方形に近い形状を呈しており、全長が2.97m、最大幅が2.92mある。断面形状は天

井部が崩壊しているため不明である。床面は奥壁から玄門部までほぼ平坦である O 玄室の西側に主軸と平

行する方向で板石を組合せた箱式石棺を 1基確認した。また、石棺の東側には石棺と同じ石材を用いた敷

石が 2列みられ、石棺と敷石を据えるための溝は排水溝と一体となり奥壁を通り玄室の東壁に沿って掘ら

れている O 排水溝の幅はO.25~O.39m、深さはO.05~O.16m を測る O なお、天井部および壁面の崩壊が激し

く、掘削工具痕は観察できなかった。

ーし~一18.000

1> 1> 

B 

¥ 
1 C 

C Q'18.000 

D ¥ { 0' 
.~ 18.000 

¥ 
1> 

4 

αコ

CCCココ3 

に¥¥ ~ 
E ~，込合rfr濯t E' 

-一 18.000

正面見通し図
o 1 m 

-ーー一平
第6図 1号横穴の平面・断面図
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E 調査の結果表停横;t$学 2.道梼と造物

⑥ A 主18.000

竺竺』園圃ι=

三 i
C Q'18.000 

ミメ
D E18.000 

三~ぎ

o 1 m ¥ o  1 m 

-ー孟= ¥ 
第7図 1号横穴の石棺・敷石配置状況および排水溝平面・断面図

箱式石棺は厚さ 10~16cmの板石12枚(床石 2 枚、側石 6 枚、蓋石 4 枚)を長さ 2.10m、幅O.70~O.78mの棺

に組合せている。最も大きい板石は床石として用いているもので長さl.11m、幅0.48mある。蓋石は原位置

を保持しておらず、棺の外側にずれ落ちたり、中に落ち込んでいるものもある。また、東側の側石は上部

がやや内側に傾いている。

0
0
0

・∞F

ミヨ
<(j 

<(1 ⑥ 

B B' 

.e.' 18.000 

O 

第8図 1号横穴出土石棺の平面・断面図
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E 調査の結果葉信横穴祥 2.遺待と遺物

石棺の東側に接する敷石は 1列目が 3枚、 2列目が 4枚残存し、 1列目の敷石の東側と南側には細長い

石を配している O 敷石の上面は石橋の床石面より 8cm高い。

羨道は玄室と同様に天井部は崩落して無い。全長が1.41m、玄門部の幅が1.54m、羨門部の幅がl.09m

ある O 床面は傾斜角度 60で緩やかに下がり、東壁に沿って玄室に続く排水溝が掘られている O 排水溝の

幅はO.19~O.24m、深さはO.05~O.14m を測る O 墓前域は確認できず、羨道に続き長さ1.70mの墓道が急斜面

まで続いている O

閉塞施設は封鎖石が 6段、長さ1.94m、幅1.22mの範囲で積まれ、やや大きめの喋の隙聞に小礁を爽ん

でいる。長径 9cmX短径 9cm大の小礁から長径36cmX短径18cm大の川原石を152個用いている O

33 

32 

@ 

24 

n
u
i
h
 

m
 

第9図 1号横穴の遺物出土状況図
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E 調査の結果表傍横;¥$学 2.道袴と遺物

遺物は石棺内から耳環が 1点、鉄鉱片が1点、人骨片が16点、歯が4点出土し、奥壁の東隅からは土師器

の坪が 7点、高杯が8点、須恵器の杯蓋が8点、坪身が 8点、高杯が 1点、壷が 1点の計31点がまとまって

出土している O このうち図化が可能な土師器・須恵器・耳環・鉄鉱片を示した。

1 ~13は土師器である o 1 ~ 7は杯で、ほぼ問じ形態を有している O 丸みを帯びた底音防ミら内湾して立

ち上がり、口縁端部を丸く収めている O 内外面ともに摩耗のため調整方法については不明瞭である o 8 ~ 

13は高坪で、大型で、脚が細いもの、大型で、脚が太いもの、小型で、坪部が内湾しているものとがある o 8・

9はほぼ同じ形態を有しており、脚部が高く、裾部は「ハ」の字状に聞いている。体部から口縁部にかけ

て大きく外反し、口縁端部はやや尖り気味に収めている O 内外面ともに摩耗のため調整方法については不

明瞭である。 10・11は脚部が太く杯部が浅い。脚部は「ハjの字状に聞き、体部から口縁部にかけてや

C U-1 ¥よ22C LJ.-3 

Lムイ-4 CLィ-5 ¥ム2.-6

¥D.横一7

1横一10

1横一8 1横-11

。 10cm 
1横-9 1横一12

第10図 1号横穴から出土した土師器の実測図
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E 調査の結果兼傍横JtltF 2.遺袴と造物

戸守ミミ戸三ミ〆至ヘ~当

ど?、戸予豆、戸三、/菌、
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。
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第11図 1号横穴から出土した須恵器・耳環・鉄鍛片の実測図
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E 調査の結果表情横穴非 2.遺梼と造物

や内湾気味に大きく聞いている O 内外面ともに摩耗のため調整方法については不明瞭である o 12は脚部

がは「ハ」の字状に開き、体部から口縁部にかけて内湾している O 内外面ともに摩耗のため調整方法につ

いては不明瞭である。 13は脚部がは「ハ」の字状に聞き、体部から口縁部にかけて内湾して立ち上がり、

口縁端部を丸く収めている。内外面ともに摩耗のため調整方法については不明瞭で、ある O

14~31 は須恵器である。 14~21 は杯蓋で、天井部が平らなものと弓張り状を呈するものとがある。 14 ・

15・16・17は天井部が平らで、体部は内湾し、口縁部は垂直に下がっている O 外面は天井部に回転ヘラ削

りが見られ、体部から口縁部にかけてナデ仕上げが認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O

18・19・20は天井部が弓張り状を呈し、体部は内湾し、口縁部は垂直に下がっている O 外面は天井部に回

転ヘラ削りが見られ、体部から口縁部にかけてナデ仕上げが認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認め

られる。 21は天井部が歪んでおり、体部は内湾し、口縁部は垂直に下がっている O 外面は天井部に回転ヘ

ラ削りが見られ、体部から口縁部にかけてナデ仕上げが認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認められ

る O なお、 15 ・ 16 ・ 17 ・ 18 ・ 21 の天井部には「キ」の字状の記号が見られる。 22~29は坪身で、底部

が丸味を帯びているものと平らなものとがある o 22・23は底部が弓張り状かまたは丸味を帯ぴたもので、

体部は内湾し、口縁部との聞に受けを持ち、口縁部は内傾している。外面は底部に回転ヘラ削りが見られ、

体部から口縁部にかけてナデ仕上げが認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる024・25・26・

27は底部がほぼ平らなもので、体部は内湾し、口縁部との聞に受けを持ち、口縁部は内傾している o 24の

外面は底部にヘラ切り後ナデ仕上げが認められ、体部から口縁部にかけてナデ仕上げが認められる O 内面

は全体にナデ仕上げが認められる。 25・26・27の外面は底部に回転ヘラ削りが見られ、体部治、ら口縁部に

かけてナデ仕上げが認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる。 28・29は底部が平底で、体部は

内湾し、口縁部との聞に受けを持ち、口縁部は内傾している。 28の外面は底部が摩耗しているため調整方

法は不明瞭で、体音防、ら口縁部にかけてナデ仕上げが認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O

29の外面は底部に回転ヘラ削りが見られ、体部から口縁部にかけてナデ仕上げが認められる O 内面は全体

にナデ仕上げが認められる O なお、 24・28・29の底部には坪蓋と同様の「キ」の宇状の記号が見られる O

30は高杯で、脚部は「ハ」の字状に聞き、空洞部は高く、端部に段をつけている O 脚の中央部に 2箇所

平行して孔(径 3凹)があけられている O 杯部の体部は内湾し、口縁部との聞に稜を持ち、口縁部はやや外

反している。内外面ともナデ仕上げが認められ、全体に粕がかかっている o 31は壷で底部はほぼ平底を

呈し、体部は内湾しながら立ち上がり、肩部は内傾している O 頚部から口縁部は直線的に外反している O 内

外面ともナデ仕上げが認められ、全体に粕がかかっている。

32は石棺の床面から出土した耳環で、決入部の両端が欠損している O

33は石棺の床面から出土した鉄鍛の茎部の破片で、箆議の部分と思われる O 残存長は僅かに2.11cmで、

幅は0.89cmある。

2号横穴

2号横穴は 1号横穴の西側10mの尾根上で、表土除去の過程で確認された。玄室の床面から1.10mを残

すのみで、上部は完全に削平され、玄室内は土砂で埋まった状態であったが、岩盤が崩落した痕跡は確認

できなかった。

玄室床面の中央部の標高は19.00mで、主軸の方位はN-100-Eを指向している O

玄室の平面形状は三角フラスコ形に近い形状を呈しており、全長が4.38m、最大幅が3.65mある O 断面形

状は天井部が無いため不明である O 床面は奥壁から3.50mまで傾斜角度 30で緩やかに下がり、そこから玄

門部までは傾斜角度120で、下がっている。玄室の中央部で玄門部に近いところに「ト」の字状の浅い排水

溝が確認できた。排水溝の幅は0.17~0.24m、深さは0.05~0.08m を測る O なお、壁面において掘削工具痕

は観察できなかった。

羨道は残存部の長さが0.56m、玄門部の幅が0.74mある。床面は玄室に引き続き傾斜角度120で下がり、

急崖で遮断されている。墓前域は確認できず、また、閉塞施設も確認できなかった。

遺物は玄室の西側から土師器の高坪が5点、長頚査が2点、聾が2点、須恵器の杯蓋が2点、杯身が6点、

ハソウが2点、提瓶が 1点、査が I点、鉄鉱片が6点、中央音防当ら切子玉が2点、棄玉の破片が 1点、ガラ

ス小玉が14点、砥石が 1点、大万の鍔の破片が 1点、東側から土師器の鉢が 1点、須恵器の杯蓋が 1点、
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2.遺梼と造物表f彦横穴lFf調査の結果E 
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2号横穴の平面・断面図
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第12図

8 

第13図 2号横穴の遺物出土状況図

坪身が 1点、小型壷が2点、鉄鉱片が 8点、鉄鎌片が 2点、南東側から小型の大万が 1口、大万のハバキ片

が1点、鉄鉱片が 1点の合計64点が出土している。このうち図化が可能な土師器・須恵器・玉類・砥石・

-16-



2横一1

2横-4

2横一5

2横一8

E 調査の結果兼傍横穴詳 2. i茸袴と造物

2横一2

、、、、、
、

， 
〆

-Y 2横-6

2横-7

~Iミ
，，"燃やwtlN
¥怜¥小嶋 iミ

Wふ

nu--h 

10cm 

第14図 2号横穴から出土した土師器の実測図

大刀・鉄鉱片を示した。

1 ~ 10は土師器である o 1 ~ 5は高坪で、玄室の西側から出土している o 1は脚部が「ハ」の字状に

聞き、体部は外反気味に立ち上がり、口縁部はやや内湾している O 外面は摩耗のため調整方法については

不明瞭である。内面は脚部に斜位のハケ目痕が残っている o 2 ・3は脚部が「ハ」の字状に聞き、体部

はやや内湾して立ち上がり、口縁部で外反している O 内外面ともに摩耗のため調整方法については不明瞭

である。 4 ・5は底部から脚部にかけての破片で、脚部は「ハjの字状に聞いている O 内外面ともに摩

耗のため調整方法については不明瞭で、あるが、 5の脚部内面にしぼり痕と接合痕が認められる。 6 . 7 

は長頚壷で、玄室の西側から出土している o 6は底部が平らで、体部から頚部は球形を呈し、口縁部は

直線的に外反しながら立ち上がっている O 外面は摩耗のため調整方法については不明瞭であるが、底部に

木葉痕が認められる O 内面は頚部から口縁部に斜位のハケ日痕と輪積痕が残っている o 7は肩部から口
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2.若様と造物請をf茸横1c詳調査の結果E 

f±~"，_13 戸手~，.-12戸空宇「日

九二f-~16くて斗215人占~14

2横-19え二辰之-18~ヰデ主17

4

可，，n/-横

、、，，，，内£

一

十

一

一

¥

nJ』

J ノ

2横一22

¥
C
¥、
〆

ι
 

一一一一

10cm 。
2横-26

2号横穴から出土した須恵器の実測図
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E 調査の結果兼'滞在苦'Jtll-害 2.遺殺と遺物

縁部にかけての破片で、肩部は内傾し、頚部から口縁部は直線的にやや外反しながら立ち上がっている。

外面は頚部から口縁部に斜位のハケ目痕が残っており、内面には斜位・横位のハケ目痕が残っている。

8・9は蓋で、玄室の西側から出土している。 8は底部が丸味を帯びており、体部は内湾しながら立ち上

がり、口縁部は外反している。外面は底部から体部にかけて斜位のハケ目痕が残っており、内面は口縁部

に横位のハケ目痕が残っている。 9は蓋の底部から体部中央にかけての破片で、平底の底部からやや外反

して立ち上がっている。外面は斜位のハケ目痕が残っており、底部には木葉痕が残っている。内面は横位

のハケ目痕が残っている。 10は鉢で、玄室の東側から出土している。平底の底部から内湾して立ち上が

り、口縁部は薄く尖らせている。外面は斜位のハケ目痕が残っており、内面は摩耗のため調整方法につい

ては不明瞭である。

11 ~26は須恵器である。 11 ~13は杯蓋で、 11 ・ 13は玄室の西側から出土し、 12は玄室の東側から出

土している。 11は天井部が弓張り状を呈し、口縁部はほぼ垂直に下がっている。外面は天井部に回転ヘ

ラ削りが見られ、体部から口縁部にかけてナデ仕上げが認められる。内面は全体にナデ仕上げが認められ

る。 12は天井部が弓張り状を呈し、口縁部は垂直に下がっている。外面は天井部から体部上半に回転ヘ

ラ削りが見られ、体部下半から口縁部にかけてナデ仕上げが認められる。内面は全体にナデ仕上げが認め

られる。 13は天井部が弓張り状を呈し、体部と口縁部の間に稜を持ち、口縁部は垂直に下がっている。

外面は天井部に回転ヘラ削りが見られ、体部から口縁部にかけてナデ仕上げが認められる。内面は全体に

ナデ仕上げが認められる。 14~20は杯身で、 14は玄室の東側治、ら出土し、 15~20は玄室の西側から出

土している。 14は丸味を帯びた底部から内湾気味に立ち上がり、体部と口縁部の聞に受けを持つ。口縁

部は内傾している。外面の底部は摩耗のため調整方法は不明瞭であるが、体部から口縁部までナデ仕上げ

が認められる。内面は全体にナデ仕上げが認められる。 15は平底の底部から内湾気味に立ち上がり、体

部と口縁部の聞に水平に開く受けを持つ。口縁部は内傾している。外面の底部は回転ヘラ削りが見られ、体

部から口縁部までナデ仕上げが認められる。内面は全体にナデ仕上げが認められる。 16はほぼ平らな底

部から内湾気味に立ち上がり、体部と口縁部の聞に水平に聞く受けを持つ。口縁部は内傾している。外面

の底部は摩耗のため調整方法は不明瞭であるが、体部から口縁部までナデ仕上げが認められる。内面は全

体にナデ仕上げが認められる。 17は底部から体部にかけて弓張り状を呈し、体部と口縁部の聞に水平に

聞く受けを持つ。口縁部は内傾し、端部は立っている。外面の底部から体部上半まで回転ヘラ削りが見ら

れ、体部上半から口縁部までナデ仕上げが認められる。内面は全体にナデ仕上げが認められる。 18は底

部から体部にかけて弓張り状を呈し、体部と口縁部の聞に受けを持つ。口縁部はやや内傾している。外面

の底部に回転ヘラ削りが見られ、体部から口縁部までナデ仕上げが認められる。内面は全体にナデ仕上げ

が認められる。 19は底部から体部にかけて弓張り状を呈し、体部上半で内湾しながら立ち上がり、体部

と口縁部の聞に受けを持つ。口縁部はやや内傾し、端部は立っている。外面の底部に回転ヘラ削りが見ら

れ、体部から口縁部までナデ仕上げが認められる。内面は全体にナデ仕上げが認められる。 20は底部か

ら体部にかけて弓張り状を呈し、体部と口縁部の聞に受けを持つ。口縁部はやや内傾し、端部は立ってい

る。外面の底部に回転ヘラ削りが見られ、体部から口縁部までナデ仕上げが認められる。内面は全体にナ

デ仕上げが認められる。 21・22は小型壷で、玄室の東側jから出土している。 21は小型の短頚壷で、底

部は丸味を帯びており、体部は半球状に内湾し、口縁部は直線的に立ち上がっている。外面の底部に回転

ヘラ削りが見られ、体部から口縁部までナデ仕上げが認められる。内面は全体にナデ仕上げが認められる。

22は小型の短頚壷で、底部は平底で、体部は球状に内湾し、口縁部は外反気味に直線的に立ち上がって

いる。内外面ともにナデ仕上げが認められ、また内外面全体に紬がかかっている。 23は査で、玄室の西側

から出土している。丸底の底部から丸味を持って外反しながら立ち上がり、体部上半から頚部に向かい緩

やかに内反している。頚部から口縁部にかけて外反しながら立ち上がり、口縁部でさらに外反している。

外面は底部から頚部にかけてナデ仕上げのような細かい横線が全体に施され、叩き目痕も認められる。頚

部から口縁部にかけて細いヘラ状工具による縦長の紋様が見られる。内面は頚部から口縁部にかけてナデ

仕上げが認められ、全体に紬がかかっている。 24・25は題で、玄室の西側から出土している。 24は

底部から体部
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E 調査の結果菜傍横';tM 2.遺待と遺物

横線紋を施している O 内面は口縁部から頚部にかけてナデ仕上げが認められる o 25は底部から体部が球

形を呈し、体部の中央に正円形の孔(径15mm)が 1箇所あけられている。頚部から口縁部にかけては外反

しながら立ち上がっている。口縁部は欠損している。外面は全体にナデ仕上げをした後、頚部と口縁部に

櫛目紋を、体部に櫛状工具による刺突紋を施し、頚部に 4本、体部に 3本の横線紋を施している O 内面は

口縁部から頚部にかけてナデ仕上げが認められる o 26は提瓶で、玄室の西側から出土している O 口縁部

はやや直線的に聞き、肩部には一対の環状の把手が付くが、基部しか残存していない。体部の外側は球状

を呈し、内側は平坦になっている O 外面は球状側カ、ら側面全体にカキ目調整が見られ、内側と口縁部はナ

デ仕上げが認められる O 内面は口縁部にナデ仕上げが認められる O

27~44は装身具で、いずれも玄室の中央部から出土している o 27は携帯用の砥石で、長さ3.97cm、

最大幅2.42cm、最大厚1.15cm、重量14.77gあり、平面形状は長方形を呈している O 長径O.50X短径O.35cm

の紐を通す孔があけられている O 材質はシルト岩である o 28・29は切子玉で、片側穿孔の孔があけられ

ている o 30は棄玉の破片で、琉拍製である o 31 ~44はガラス小玉で、 31 ・ 33 ・ 34 ・ 38 ・ 40~44は濃

青色を呈し、 32・35・36・37・39は薄青色を呈している O いずれも、孔のある両側が僅かに平坦になって

おり、管切法により製作されたと思われる O 外径は O.29~0.42cm を測る。
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第16図 2号横穴から出土した装身具類の実測図
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E 調査の結果菜停様Jt非 2.遺梼と造物

45~63は鉄器で、小型の大刀とハパキ片は玄室の南東部から、鍔片は中央部から出土し、鉄畿は玄室の

西側は纏まって出土しているが、西側から南東部にかけては散乱して出土している。鉄鎌は東側の土器の

聞から出土している。 45は平棟平造の小型の大万で、茎尻を欠損している。残存長は44.10cm、万身長

は36.10cm、万身幅は2必瓜葦ねは0.69cmある。すはふくらが付く。首は片関で刃関は深く切られている。

室ごの残存長は8.00cm、茎の中間部の幅は1.50瓜董ねは棟側が0.68cm、刃側が0.49cmある。目釘孔は不明

である。 46は倒卵形板鍔の破片で大万に付属していたものと思われる。残存長3.33cm、幅1.68cm、重ねは

0.30~0.36cmある。 47はハパキの破片で、これも大万に付属していたものと思われる。残存長2.11cm、幅

1.27cm、重ねは0.18cmある。

48~61 は鉄鉱である。 48 ・ 49は平根系の箪読ま議主主主り~菟鉱員の鉄鉱で、 48は先端を欠いているが

鎌身部の平面形状は長三角形で、関は角関である。残存長は12.15cm、鎌身部の残存長は4.45cm、鍛身の

幅は2.14cm、箆被部の長さは3.05cm、箆被部の幅は0.40cm、茎部の長さは4.65cmある。 49の鎌身部の平

面形状は三角形で、聞は角関である。残存長は3.43cm、鍛身部の長は3.03cm、銀身の残存幅は2.33cm、箆

被部の残存する長さは0.40cm、箆被部の幅は0.91cmある。 50~53は尖根系の芹荒孟鍾議長の鉄鉱で、 50 

は箆被の一部と茎を欠いている。鎌身部の平面形状は長三角形で、関は角関である。残存長は12.14cm、

鉄身部の残存長は2.86cm、鎌身の幅は0.88cm、箆被部の残存長は9.28cm、箆被部の幅は0.52cmある。 51は

鎌身の先端と箆被の一部と茎を欠いているが鍛身部の平面形状は長三角形を呈すると思われる。鎌身部

の関は角関である。残存長は6.63cm、鍛身部の残存長は2.06cm、鍛身の幅は1.03cm、箆被部の残存長は4.57

cm、箆被部の幅は0.68cmある。 52は箆被の一部と茎を欠いている。鍛身部の平面形状は長三角形で、鍛

身部の関は角関である。残存長は6.74cm、鍛身長は2.52cm、鎌身の幅は1.08cm、箆被部の残存長は4.22cm、

箆被部の幅は0.64cmある。 53は鍛身部の破片で、鍛身の残存長は2.12cm、鍛身の幅は1.13cmある。
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第17図 2号横穴から出土した鉄器類の実測図(1)
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E 調査の結果兼信義寄;til苧 2.道袴と遺物

かたまちかたはやしき

54~57は尖根系の片関片刃箭式で、 54は鎌身部の先を欠いている。腸扶は見られない。また、箆被の

一部と茎を欠いている O 残存長は4.60cm、鍛身の残存長は1.48cm、鎌身の幅は1.23cm、箆被部の残存長は

3.12cm、箆被部の幅は0.80cmある o 55は鉱身部の破片で、先端部を欠いており、基部から茎も欠損して

いる O 銑身の残存長は3.71cm、鎌身の幅は0.96cmある o 56も銑身部の破片で、先端部を欠いており、基部

から茎も欠損している。験身の残存長は5.30cm、銀身の幅は1.18cmある。中間部に布目痕が見られる o 57 

も鍛身部の破片で、先端部を欠いており、基部から茎も欠損している O 銑身の残存長は6.88cm、鎌身の幅

は1.02cmある o 58は鉄鉱の箆被の破片で、残存長は5.50cm、幅は0.93cmある o 59~61 は鉄鉱の箆被から茎

にかけての破片で、 59は鉱身部と箆被の一部を欠損している。箆被部の関は角関である O 残存長は7.04cm、

箆被部の残存長は3.22cm、箆被部の幅は0.64cm、茎部長は3.82cm、茎の中央部の幅は0.46cmある o 60は
きょくまち

鍛身部と箆被の一部を欠損している O 箆被部の関は腕関である O 残存長は5.98cm、箆被部の残存長は2.15

cm、箆被部の幅は0.76cm、茎部長は3.83cm、茎の中央部の幅は0.47cmある。 61は鍛身部と箆被の一部を欠

損し、茎の基部も欠損している。箆被部の関は腕関である。残存長は3.20cm、箆被部の残存長は2.18cm、

箆被部の幅は0.85cm、茎部の残存長は1.02cm、茎の幅は0.42cmある。

62・63は鉄鎌である。 62は先端部を欠いているが直刃鎌と思われる。基部を120度捻り返し、茎はない。

残存長は6.76cm、刃部の残存長は5.75cm、身幅は1.93~2.08cm、重ねは0.33cmある o 63は先端が尖り、刃

の側に曲がった曲刃鎌で、基部を欠いている O 残存長は12.20cm、身幅は1.40~ 1.42cm、重ねは0.26~0.27

cmある。
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第18図 2号横穴から出土した鉄器類の実測図 (2)
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2.遺袴と遺物表f青横穴五学調査の結果E 

3号横穴

3号横穴は切通の西側の丘陵南斜面で、表土除去の過程で確認された。僅かに玄室の床面を残すのみで、

上部と前面は完全に削られ、玄室内は岩盤が崩落し土砂で埋まった状態であった。

玄室床面の中央部の標高は14.89mで、主軸の方位はN-510-Eを指向している O

玄室の平面形状は三角フラスコ形に近い形状を呈しており、残存長が4.07m、最大幅が3.91mある O 断面

形状は天井部が無いため不明で、ある O 玄室の奥には奥壁から2.05mまでに主軸に直交するように造り付け

の石棺があり、床面はそこから4.07mまで傾斜角度10。で下がり、その全面は急崖になっている O なお、

壁面において掘削工具痕は観察できなかった。また、東壁に「南無阿弥陀仏Jの刻印文字があった。

羨道部も墓前域も閉塞施設も確認できなかった。

造りイ寸けの石棺は平面形状が隅丸長方形に岩盤を掘り込んだもので、規模は、上端の長さ1.66m、最大

幅0.73m、下端の長さ1.43m、最大幅0.64m、深さ0.26mを測る O

遺物は石棺の中から「かわらけ」が2点、銭貨「寛永通賓jが 1点、人骨片が5点、石棺の東側カミら一石

五輪塔が 2基、人骨片が 1点、石棺の南側から「かわらけjが 1点、人骨片が 1点、石棺の西側から鉄釘

片が2点出土している O このうち図化が可能な「かわらけ」・銭貨「寛永通賓J.一石五輪塔を示した。

1 ~ 3はロクロ成形の「かわらけjで、 1.2は石棺の中から出土し、 3は石棺の南側から出土したもの

である o 1. 2・3ともに底部は平底で、体部から口縁部まで外反している O 内外面ともナデ仕上げが

認められ、底部の外面には回転糸切り痕が残っている。

4は銭貨「寛永通賓jで、背面に「文」の字が読みとれる新「寛永通賓」である O

5・6は一石五輪塔である o 5はほぼ完形で、地輪は方形、水輪は円形、火輪は三角形、風輪は半月形、

空輸は宝珠形をなしている O 全体に著しく摩耗しており塔体の表面に党字等の文字を読みとることはでき

ない。 6は地輪と水輪の一部を欠損している。この五輪塔も全体に著しく摩耗しており塔体の表面に党字

等の文字を読みとることはできない。
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E 調査の結果表情横穴詳 2.遺袴と遺物
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第21図 3号横穴から出土した土器・銭貨・一石五輪塔の実測図
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2.遺梼と遺物葉信酌七五学調査の結果E 

4号横穴

4号横穴は切り通しの西側の丘陵南斜面で、 3号横穴の南下に位置し、表土除去の過程で確認された。

床面に覆土はなく、現代の鉄板が破棄してあった。

床面の標高は12.64mで、主軸の方位はN-410-Eを指向している O

平面形状は片袖型の長方形で、断面形状も長方形を呈している O 長さ2.23m、片袖部の幅1.35m、高さ

1.12m、奥壁の幅1.34m、奥壁の高さO.89m、入口部の幅l.03mを測る。覆士・遺物は無かった。
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E 調査の結果兼1'1勧tlfP 3.封針演依・造物観察表

3圃遺構計測表闘遺物観察表

第1表 兼情横穴群遺構計測表

内の数値は残存部の測定値

遺構番号 1号横穴 2号横穴 3号横穴 4号横穴

標高 17.15m 19.00m 14.89m 12.64m 

主軸方向 N-260-E N-100-E N-510-E N-410-E 

玄室

全長 2.95m 4.38m (4.07m) 

最大幅 2.92m 3.65m 3.91m 

平面形 隅丸方形 二角フフスコ形 ニ角フラスコ形

最大局 (1.29m) (O.58m) (O.86m) 

羨道

全長 1.41m (O.56m) 

玄門部幅 1.54m O.74m 

羨門部幅 l.09m 

墓道

全長 (1.70m) 

最大幅 (O.99m) 

閉塞施設

遺存状況 ほぼ完全な状態で残

存しており、 6段に

積み上げている O

封鎖石の高さ O.63m 

封鎖石の範囲 1.22X1.79m 

封鎖石の大きさ 9X6cm~36X 18cm 

封鎖石の総数 152個

積石の形態 6段

その他の施設 箱式石棺 造り付けの石棺

第2表 1号横穴出土土器観察表

図版 遺構名 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 遺物番号 器種

10図 l横 土師器 口径 11.8 丸みを帯びた底部 内外面とも摩耗の為 やや粗 5YR7j6 仁ブ王己?I川zコィシ: 

1 土5 器高 4.4 から内湾して立ち 調整不明瞭。 灰色・白色 桂

杯 上がるり、口縁端 粒子
部を丸く収める。

10図 1横 土師器 口径 11.4 丸みを帯びた底部 内外面とも摩耗の為 やや粗 5YR7j6 完形

2 土6 器高 4.3 から内湾して立ち 調整不明瞭。 灰色・白色 キ登

杯 上がるり、口縁端 粒子、
部を丸く収める。 機(4mm大)多い

10図 1横 土師器 口径 11.7 丸みを帯びた底部 内外面とも摩耗の為 やや粗 5YR8j4 完形

3 士7 器高 4.3 から内湾して立ち 調整不明瞭。 灰色・白色 淡桂

杯 上がるり、口縁端 粒子、 5YR7j8 
部を丸く収める。 磯(3mm大)多い 桂

10図 1横 土師器 口径 11.4 丸みを帯びた底部 内外面とも摩耗の為 やや粗 2.5YR7j8 完形

4 士8 器高 4.0 から内湾して立ち 調整不明瞭。 灰色・白色 樟

杯 上がるり、口縁端 粒子 7.5YR8j6 
部を丸く収める。 浅黄楼

10図 1横 土師器 口径 11.5 丸みを帯びた底部 内外面とも摩耗の為 ややキ宜 5YR8j2 ぞ7う己工凡t主'

5 土9 器高 4.3 から内湾して立ち 調整不明瞭。 灰色・白色 灰白

杯 上がるり、口縁端 粒子、 5YR8j4 
部を丸く収める O 小磯 (2mm大) 淡櫨
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E 調査の結果来信横/tM 3.遺梼ttfJ.ff表・遺物観察表

第3表 1号横穴出土土器観察表(つづき)

図版 遺構名 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎士 色調 残存率

番号 遺物番号 器種

10図 l横 土師器 口f圭 11.5 丸みを帯びた底部 内外面とも摩耗の為 やや粗 2.5YR7/6 仁フ士Eァz川zク~ 

6 土10 器高 4.4 から内湾して立ち 調整不明瞭。 灰色・白色 権
杯 上がるり、口縁端 粒子、 5YR8/4 

部を丸く収める O 機(4nnn大) 淡桂

10図 1横 土師器 口径 11.2 丸みを帯びた底部 内外面とも摩耗の為 やや粗 7.5YR7/6 口才象部~

7 土1 器高 3.6 から内湾して立ち 調整不明瞭。 灰色・白色・ キ登 底部 2/3
土不 上がるり、口縁端 透明粒子 残存

部を丸く収める。

10図 l横 土師器 口径E 22.6 脚部は高く、裾部は「ハJ内外面とも摩耗の為 やや粗 5YR7/8 仁ブi:%ノ

8 土11 器高 16.3 の字状に開く O 体部~口 調整不明瞭。 灰色・白色・ 樫

高杯 底径 12.4 縁部は大きく外反する 透明粒子、

脚接合部径 4.2 し、口縁端部をやや尖り 機 (5nnn大)

気味に収める。

10図 1横 土師器 口径: 22.0 脚部は高く、裾部は「ハJ内外面とも摩耗の為 ややキ且 2.5YR7/6 ほほ完形

9 土4 器高 15.6 の字状に開く O 体部~口 調整不明瞭。 灰色・白色・ 燈
高杯 底径 12.2 縁部は大きく外反する 透明粒子、

脚接合部径 4.1 し、口縁端部をやや尖り 磯 (5nnn大)

気味に収める。

10図 l横 土師器 口径 21.7 脚部は「ハJの字状 内外面とも摩耗の為 やや粗 5YR7/8 完形

10 土12 器高 9.4 に聞く。体部~ 調整不明瞭。 灰色・白色・ キ登

高杯 底径 11.8 口縁部は内湾気味 透明粒子、

脚接合部径 6.4 に大きく聞く O 磯(4nnn大)

10図 1横 土師器 器品 (9.3) 脚部は「ハ」の字状 内外面とも摩耗の為 やや粗 5YR6/8 口縁部~

11 土13 底径 11.4 に聞く O 調整不明瞭。 灰色・白色 桂 底部 2/3
高杯 脚接合部径 7.0 体部は内湾気味に 粒子、 残存

大きく聞く。 機(31llI11大)多い

10図 1横 士師器 器高 (10.7) 脚部は「ハ」の字状 内外面とも摩耗の為 やや粗 5YR6/8 脚部、

12 土3 底径 9.2 に聞く O 調整不明瞭。 灰色・白色 糧 体部下半

高坪 脚接合部径 3.0 体部は内湾する O 粒子、 残存
機(31llI11大)多い

10図 1横 土師器 口径 (10.6) 脚部は「ハ」の字 内外面とも摩耗の為 やや粗 5YR6/8 口縁部~

13 土2 器高 9.6 状に聞く O 体部~ 調整不明瞭。 白色・灰色 車登 脚部 1/2
高杯 底径 (8.2) 口縁部は内湾して 粒子 残存

脚接合部径 3.6 立ち上がる。

11図 1横 須恵器 口径 10.2 天井部は平ら O 外面:天井部は回転 密 N6/ ぐフうじI凡f;ミシ

14 須1 器高 4.2 体部は内湾して ヘラ削り O 体部~ 灰色・白色 灰

杯蓋 下がる。 口縁部はナデ。 粒子

内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵器 口径 10.8 天井部は平ら O 外面:天井部は回転 密 N5/ dブヨ巳ァ耳川~ン

15 須6 器高 4.1 体部は内湾して ヘラ削り。イ本部~ 白色・黒色・ 灰

杯蓋 下がる O 口縁部はナデ。 灰色粒子

天井部に記号あり。

内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵器 口径 10.3 天井部は平ら O 外面:天井部は回転 密 N5/ 口縁部

16 須13 器高 4.0 体部は内湾し口縁部 ヘラ削り。体部~ 白色・黒色 灰 1/11 
杯蓋 は垂直に下がる。 口縁部はナデ。 粒子 欠損

天井部に記号あり。

内閣:全体ナデ。

11図 l横 須恵器 口径 10.6 天井部はほぼ平ら。 外面:天井部は回転 密 N6/ とフ壬己ァ7Eノノ

17 須8 器高 4.0 体部は内湾し口縁部 ヘラ削り。体部~ 白色・黒色・ 灰

杯蓋 は垂直に下がる。 口縁部はナデ。 灰色粒子

天井部に記号あり。

内面:全体ナデ。
L一一
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E 調査の結果菜停横穴詳 3.遺捧$t刻表・造物観察表

第4表 1号横穴出土土器観察表(つづき)

図版 遺構名 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 遺物番号 器種

11図 1横 須恵、器 日程2 10.7 天井部は弓張り状。 外面:天井部は回転 密 N5/ 完形

18 須9 器高 4.0 体部は内湾し口縁部 ヘラ削り O 体部~ 白色・灰色 灰

杯蓋 はほぼ垂直に下がる。 口縁部はナデ。 粒子

天井部に記号あり O

内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵器 口径 10.2 天井部は弓張り状。 外面:天井部は回転 密 N6/ 7三じァ工凡乙ノコシ

19 須17 器高 4.1 体部は内湾し口縁部 ヘラ削り。体部~ 白色・黒色 灰

杯蓋 は垂直に下がる O 口縁部はナデ。 粒子

内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵器 口径 10.4 天井部は弓張り状。 外面:天井部は回転 密 N6/ 仁ア主巳.~凡f:シt 

20 須16 器高 4.0 体部は内湾し口縁部 ヘラ削り O 体部~ 白色・黒色・ 灰

杯蓋 は垂直に下がる。 口縁部はナデ。 灰色粒子

内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵器 口f歪 10.8 天井部は歪んで、いるO 外面:天井部は回転 密 N6/ 完形

21 須10 器高 4.2 体部~口縁部は ヘラ削り O 体部~ 白色・黒色 灰

杯蓋 内湾して下がる。 口縁部はナデ。 粒子

天井部に記号あり O

内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵器 口径 9.4 全備句に歪んでいる。 外面:底部は回転 密 N6/ cフfじァI凡f3シ

22 須12 器高 3.9 底部は弓張り状。 ヘラ削り。体部~ 白色・黒色 灰

杯身 体部は内湾し口縁部 口縁部はナデ。 粒子

との聞に受けを持つ。 内面:全体ナデ。

口縁部は内傾する O

11図 1横 須恵器 口径 9.8 底部は丸みを帯び 外面:底部は回転 密 N6/ フ仁土ロn凡f3シ

23 須3 器高 4.9 ている O イ本部は内湾 ヘラ削り O 体部~ 白色・灰色・ 灰

杯身 し口縁部との聞に 口縁部はナデ。 黒色粒子

受けを持つ。 内面:全体ナデ。

日正蒙部は内{頃する O

11図 I横 須恵、器 口径 9.6 底部はほぼ平ら。 外国:底部はヘラ 密 N6/ フ仁土じ♂主川岳三〈シ

24 須5 器高 4.5 体部は内湾し口縁部 切り後ナデ。体部 白色・灰色 灰

士不身 との聞に受けを持つ。 ~口縁部はナデ。 粒子
口縁部は内傾する O 底部に記号あり O

内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵、器 口f壬 9.3 底部はほぼ平ら O 外面:底部は回転 密 N6/ 完形

25 須4 器高 3.7 体部は内湾し口縁部 ヘラ削り O 体部~ 白色・灰色・ 灰

杯身 との聞に受けを持つ。 口縁部はナデ。 黒色粒子

口縁部は内傾する O 内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵、器 口f壬 8.9 底部はほぼ平ら O 外面:底部は回転 密 N5/ 完形

26 須7 器高 4.5 体部は内湾し口縁部 ヘラ削り O 体部~ 白色・灰色 灰

士不身 底径 4.6 との聞に受けを持つ。 口縁部はナデ。 粒子

口縁部は内傾する O 内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵器 口径 8.7 底部はほぼ平ら。 外面:底部は回転 密 N6/ に7士じn凡f3シ

27 須18 器高 3.7 体部は内湾し口縁部 ヘラ削り O イ本部~ 白色・灰色 灰

杯身 底径 4.0 との間に受けを持つ。 日縁部はナデ。 粒子

口縁部は内傾する。 内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵、器 口径 9.5 底部は平底。 外面:口縁部~体部 密 5B5/1 完形

28 須15 器高 4.0 体部は内湾し口縁部 はナデc 白色・灰色 青灰

士不身 底径 4.5 との聞に受けを持つ。 底部は摩耗の為不明。 粒子

口縁部は内傾する O 底部に記号あり。

内面:全体ナデ。
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E 調査の結果来償援JtlfF 3.遺待tft刻表・遺物観察表

第5表 1号横穴出土土器観察表(つづき)

図版 遺構名 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率|

香号 遺物番号 器種

11図 1横 須恵、器 口径 9.4 底部は平底。 外面:底部は回転 密 N5/ ほほ完形

29 須14 器高 3.9 体部は内湾し口縁部 ヘラ削り O 体部~ 白色・灰色・ 灰 (口縁部

杯身 底径 4.5 との聞に受けを持つ。 口縁部はナデ。 黒色粒子 一部欠損)
口縁部は内傾する。 底部に記号あり O

内面:全体ナデ。

11図 1横 須恵器 口径 9.4 脚部は「ハ」の字状 内外面ともナデ。 密 N6/ ほほ完形

30 須11 器高 8.2 に聞き端部に段を 全体に粕がかかって 白色粒子 灰

高杯 底径 9.0 つけている。空洞部 いる O N5/ 
脚接合部径 2.9 は高い。脚部中央に 灰

2箇所平行に孔(径
3mm)あり。体部は

内湾し、口縁部との

聞に稜をもっ。

口縁部はやや外反

する O

11図 I横 須恵器 口径 8.2 底部はほぼ平底。 内外面ともナデ。 密 5Y6/1 仁フ三じ，~凡Bシt 

31 須2 器高 16.5 体部は内湾し頚部 全体に紬が 白色・黒色 灰

宜 底径 4.6 から口縁部は直線 かかっている。 粒子

頚径 4.9 的に外反する O

体部最大径 12.8
L___ 

第6表 2号横穴出土土器観察表

図版 遺構名 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎士 色調 残存率

番号 遺物番号 器種

14図 2横 土師器 口径 13.6 脚部は「ハjの字状 外面:摩耗の為、 密 7.5YR8/4 口縁部~

I 土10 器高 9.3 に聞く。イ本部は外 調整不明瞭。 白色・灰色・ 浅黄樟 体部2/3、

高杯 底径 (9.6) 反気味に立ち上が 内面:脚部に斜位の 茶色・透明 脚部4/5
脚接合部径 4.6 り、口縁部はやや ハケ日 O 粒子、 残存

内湾している O 牒 (3mm大)

14図 2横 土師器 口径 (13.4) 脚部は「ハjの字状 内外面とも摩耗の為、 やや粗 7.5YR7/6 口縁部~

2 土7 器高 9.5 に聞く O 体部はやや 調整不明瞭。 白色・灰色・ 澄 体部113

高杯 底径 10.6 内湾し、口縁部で 黒色・茶色 欠損

脚接合部径 3.9 外反する。 粒子、
磯(31llll1大)多い

14図 2横 土師器 口f王(13.6) 脚部は「ハ」の字状 内外面とも摩耗の為、 やや粗 7.5YR7/4 口縁部~

3 土6 器高 8.1 に聞く O 体部は 調整不明瞭 白色・灰色・ にぶい撞 体部1/3、

高坪 底径 10.8 内湾し、口縁部で 黒色・茶色 脚部4/5

脚接合部径 4.4 やや外反する O 粒子、 残存
磯 (3mm大)

多い

14図 2横 土師器 器高 (9.2) 脚部は[ハ」の字状 内外面とも摩耗の為、 やや粗 5YR7/6 脚部2/3

4 土4 底径 (10.6) に聞く。 調整不明瞭 灰色・赤茶色 樫 残存

高杯 脚接合部径 3.1 粒子、

磯(31llll1大)多い

14図 2横 士師器 器品 (5.6) 脚部は「ハ」の字状 外面:摩耗の為、 密 7.5YR7/6 脚部のみ

5 土9 体部最大径 9.3 に聞く。 調整不明瞭。 黒色・長石・ 澄 残存

高坪 内面:しぼり痕。 石英・雲母

粒子

14図 2横 土師器 口11: 11.8 底部は平底。体部 外面:摩耗の為、 粗 5YR7/6 体部114

6 土5 器高 19.8 は球形。頚部~ 調整不明瞭。 白色・透明・ キ登 欠損

長頚壷 底径 7.2 口縁部は直線的に 底部に木葉痕。 灰色・赤色

頚径 7.6 外反して立ち上が 内面:口縁部~頚部 粒子、

体部最大径 13.0るO に余羽立のハケ目。 小磯 (2mm大)

頚部に輪積痕。 多い
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E 調査の結果 表f彦被穴iJ1 3.還井手計測表・造物観察表

第7表 2号横穴出土土器観察表(つづき)

図版 遺構名 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 遺物番号 器種

14図 2横 士師器 口縁部 (9.5) 肩部は内傾し、頚 外面:余ヰ位のハケ目 O やや粗 5YR6/8 口帝京部~

7 土2 器高 (10却 部~口縁部は直線 内面:余羽立・横位の 灰色・黒色・ 撞 肩部

長頚壷 頚径 (6.8) 的にやや外反して ハケ目。 茶色粒子、 残存

立ち上がる。 小磯 (2mm大)

14図 2横 土師器 口径 15.8 底部は丸みを帯びて 外面:体部~底部は キ且 5YR7/6 口縁部~

8 士8 器高 20.3 いる。イ本音日は内i脅し、 奈H立のハケ目 O 白色・灰色・ 糧 底部2/3

重 体部最大径 18.3口縁部は外反する O 内面:口縁部は横位 茶色粒子、 残存

のハケ目。 機 (3mm大)

14図 2横 土師器 器局 (13.4) 平底の底音防、ら 外面:余ヰ位のハケ目 O 粗 7.5YR7/6 体部下半

9 土11 底径 9.8 やや外反して立ち 底部に木葉痕。 白色・灰色・ 糧 2/3、
斐 上がる O 内面:横位のハケ目。 茶色粒子、 底部

機 (5mm大) 残存
多い

14図 2横 士師器 口径 (12.7) 平底の底部から 外面:体部中央に 密 7.5YR8/3 ほぼ完形

10 土1 器高 7.7 内湾して立ち上が 斜位のハケ目 O 灰色・赤色・ 浅黄桂 (口縁部

鉢 底径 6.4 り、口縁部は薄く 内面:摩耗の為、 茶色粒子、 7.5Y7/6 一部欠損)

尖らせている。 調整不明。 小磯 (2mm大) 糧

15図 2横 須恵、器 口径 13.6 天井部は弓張り状。 外面:口縁部~体部 密 5B6jl 仁7士i:;Jf;凡;4ン

11 須11 器高 3.8 口縁部はほぼ垂置 はナデ。天井部は回 白色・透明・ 青灰

主不蓋 に下りる O 転ヘラ削り O 黒色粒子、

内面:全体ナデ。 礁 (3~4mm大)

15図 2横 須恵器 口f歪 14.0 天井部は弓張り状。 外面:口縁部~体部 密 7.5Y8/1 吃7三己二会I凡E才ノ

12 須2 器高 4.2 口縁部は垂直に下 下半はナデ。天井部 白色・灰色 灰白

坪蓋 りる。 ~体部上半は回転へ 粒子

ラ削り。

内面:全体ナデ。

15図 2横 須恵、器 口径 13.3 天井部は弓張り状。 外面:口縁部~体部 密 N5/ ほほ完形

13 須5 器高 4.2 体部と口縁部の間 はナデ。天井部は 白色粒子 灰 (口縁部

杯蓋 に稜を持つ。口縁 回転ヘラ削り。 1/5欠損)
部は垂直に下りる。 内面:全体ナデ。

15図 2横 須恵、器 口径 13.0 丸みを帯びた底部 外面:口縁部~体部 密 N8/ 仁フ三じ?I凡Zエ〈ン

14 須1 器高 4.4 から内湾気味に立 上半はナデ。底部は 白色・灰色 灰白

坪身 ち上がり、体部と 摩耗の為、不明。 粒子

口縁部の聞に受け 内面:全体ナデ。

を持つ。口縁部は

内傾する。

15図 2横 須恵器 口径 11.2 底部はほぼ平底。 外面:口縁部~体部 密 N6/ 花7王己ア立川f;シ: 

15 須7 器高 4.6 体部は内湾気味に はナデ。底部は回転 白色・黒色 灰

主不身 立ち上がり、口縁 ヘラ削り。 粒子

部との聞に受けを 内面:全体ナデ。

持つ。口縁部は内

傾する。

15図 2横 須恵器 口径 11.0 底部は摩滅。体部 外面:口縁部~体部 密 N6/ ほぼ完形

16 須16 器高 4.1 は内湾気味に立ち はナデ。底部は摩滅 白色粒子、 灰 (口縁部

主不身 上がり、口縁部と の為不明。 機 (2~4mm大) 7.5Y6jl 2/3欠損)

の間に受けを持つ。 内面:全体ナデ。 灰

口縁部は内傾する。

15図 2横 須恵器 口径 12.0 底部は弓張り状。 タ半面:口命家部~イ本部 密 5PB6/1 完形

17 須6 器高 3.8 体部と口縁部の間 上半はナデ。体部下 白色・透明 青灰

杯身 に受けを持つ。 半~底部は回転ヘラ 粒子

口縁部はやや内傾 削り。

する。 内面:全体ナデ。
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E 調査の結果兼傍横f(J，苧 3. :i茸袴計測表・遺物観察表

第8表 2号横穴出土土器観察表(つづき)

図版 遺構名 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎士 色調 残存率

番号 遺物番号 器種

15図 2横 須恵器 口径 12.0 底部は弓張り状。 内外面ともナデ調整。 密 5PB7j1 フ仁三ロ7CIノP少〈

18 須8 器高 4.35 体部と口縁部の間 外面底部にヘラ削り 白色・透明・ 青灰

杯身 に受けを持つ。 の痕あり。 黒色粒子
口縁部はやや内傾

する O

15図 2横 須恵器 口f呈 11.9 底部は弓張り状。 外面:口縁部~体部 密 N6j ほほ完形

19 手頁10 器高 3.8 体部と口縁部の問 はナデ。底部は回転 長石・石英・ 灰 (口市柔部

主不身 に受けを持つ。 ヘラ削り O 黒色粒子 114欠損)
口縁部はやや内傾 内面:全体ナデ。
する。

15図 2横 須恵、器 口千:I 11.4 底部は弓張り状。 外面:口縁部~体部 密 N5j 完形

20 須9 器高 4.3 体部と口縁部の間 上半はナデ。体部下 白色・黒色 灰

坪身 に受けを持つ。 半~底部は回転ヘラ 粒子

口縁部はやや内傾 削り O

する O 内面:全体ナデ。

15図 2横 須恵、器 口1~ 7.6 底部は丸みを帯び 外面:口縁部~体部 密 N5j 完形

21 須4 器高 4.8 ており、体部は半 はナデ。底部は回転 白色・黒色 灰

小型壷 頚径 7.6 球状に内湾する。 ヘラ削り O 粒子

体部最大径 9.3 口縁部はほぼ垂直 内面:全体ナデ。
に立ち上がる。

15図 2横 須恵器 口径 9.0 底部は平底。体部 内外面ともナデ。 密 N4j ほほ完形

22 須3 器高 11.0 は球状に内湾する。 内外面とも全体に 黒色・白色・ 灰 (口高ま部
小型壷 底径 4.8 口縁部は外反気味 灰粕がかかっている。 透明粒子 115欠損)

頚径 8.0 に立ち上がる。

体部最大径 13.0

15図 2横 須恵、器 口径 18.4 底部は丸底。丸み 外面:底部~頭部は 密 N6j ほほ完形

23 須15 器高 26.5 をもって外反し、 ナデの様な細かい 長石・石英・ 灰 (口縁部

壷 頚径 9.6 頚部にむかい緩や 横根が全体に施され、 黒色粒子、 114欠損)

体部最大径 21.5かに内反、頚部か 叩き目もみられる。 機 (31lllll大)
ら口縁部にかけて 口縁部はヘラ状工具 少量

外反する。 の痕あり。内外面
とも自然粕の付着、

黒斑の痕あり O

15図 2横 須恵器 器局 (16.2) 底部~体部は球形。 外面:全体ナデ後、 密 5PB6j1 口縁部

24 須12 頚径 4.7 体部中央に孔(径 口縁部に櫛目紋。 白色・灰色 青灰 上半欠損
題 体部最大径 10.5161lllll)が1箇所ある。 頭部と体部に櫛状 粒王磯(41lllll大)

頭部~口縁部は 工具による刺突紋。

外反する O 頭部に3本、体部に
2本横線紋。

内面:口縁部~頚部
はナデ。

15図 2横 須恵、器 器高 (15.5) 底部~体部は球形。 外面:全体ナデ調整 密 N5j 口縁部

25 須14 頚径 4.2 体部中央に孔(径 後、頚部と口縁部に 白色・灰色 灰 上半欠損

題 体部最大径 8.8 151lllll)が1箇所ある。 櫛目紋。体部に櫛状 粒子、 N6j 

頚部~口縁部は 工具による刺突紋。 小磯 (21lllll大) 灰

外反する。 頚部に4箇所、体部

に3箇所横線紋。

内面:口縁部~頚部
はナデ。

15図 2横 須恵、器 器高 (21.2) 口縁部は直線的で、 外面:球状側から 密 N6j ほほ完形

26 須13 頚径 6.5 わずかに聞く。肩 側面全体にカキ目 長石・石英・ 灰 (口縁部、

提瓶 体部最大径 18.4部には一対の環状 調整。 黒色・茶色 把手欠j員)

把手が付き、体部 内側はナデ。 粒子、

外側は球状。内側 口縁部はナデ。 磯 (3~41lllll大)
は平坦。 内面:口縁部はナデ。
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E 調査の結果葉信勧tli学 3.還祷制限・造物観察表

第9表 3号横穴出土土器観察表

図版 遺構名 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 遺物番号 器種

21図 3横 かわらけ 口径 (10.0) 平底の底音防、ら 内外面ともナデ調整。 密 7.5YR7/6 口忠柔部~

1 土器片 器高 2.1 口縁部まで外反 外面底部に回転糸切 白色・黒色・ 桂 底部1/2

9 小皿 底径 5.7 する。 り痕。 透明・金色・ 残存

赤色粒子

21図 3横 かわらけ 口径 10.4 平底の底部から 内外面ともナデ調整。 密 7.5YR6/6 口i傭 s---iI'1I，

2 土器片 器高 3.0 口縁部まで外反 外面底部に回転糸切 白色・黒色・ 糧 底部

10、12、13 小皿 底径 (6.2) する O り痕。 金色粒子 欠損

21図 3横 かわらけ 口径 10.6 平底の底部から 内外面ともナデ調整。 密 5YR6/8 日系暴部~

3 土器片 器高 3.5 口縁部まで外反 外面底部に回転糸切 白色・茶色・ 桂 底部1/2

14、15、16 小皿 底径 5.7 する O り痕。 赤色・透明・ 欠損
金色粒子

第10表 兼情横穴群出土石造物の観察表

図版 遺構名 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎士 色調 残存率

番号 遺物番号 器種

21図 3横 一石五輪塔 高さ 23.9 下から方形状、円、 全体に著しく摩耗し 5Y7jl ほほ完形

5 2 三角、半円形と続 ている為、塔体表面 灰白
き、一番上に宝珠 からは党字等を読み
形をなしている O とることはできない。

21図 3横 一石五輪塔 局さ 20.0 下から水輪、火輪、 全体に著しく摩耗し lOYR6/3 地輪から

6 1 風輪、空輪と形を ている為、塔体表面 にぶい黄櫨 水輸の一部
なすが、一つ一つ からは党字等を読み 欠損

が全体に丸形。 とることはで、きない。

第11表 兼情横穴群出土装身具の観察表

図版番号 遺構名 出土地点 名称 材質 外径 内径 厚 さ 断面形 孔径 重量 色調

(長さ) (幅)

11図32 1号横穴 石棺床面 耳環 18.31lllll 10.71lllll 4.71lllll 円形 2.03g 暗灰色

16図27 2号横穴 玄室床面 砥石 シルト岩 39.71lllll 24.21lllll 11.51lllll 長方形 0.50 XO.351lllll 14.77g 灰白色

16図28 2号横穴 玄室床面 切子玉 水晶 14.21lllll 4.01lllll 18.71lllll 7角形 0.81lllll、 3.81lllll 4.76g 白色透明

16図29 2号横穴 玄室床面 切子玉 水晶 15.31lllll 3.81lllll 20.31lllll 6角形 1.21lllll、 3.71lllll 5.47g 白色透明

16図30 2号横穴 玄室床面 棄玉 琉泊 13.81lllll 9.4皿1 (l4.11lllll) 楕円形 0.32 XO.24m由 (0.86g) 琉王白色

16図31 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 3.51lllll 2.01lllll 円形 1.01lllll 0.04g 濃青色

16図32 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 3.11lllll 2.01lllll 円形 1.01lllll 0.02g 薄青色

16図33 2号横穴 玄室床面 小玉 ガラス 3.81lllll 2.11lllll 円売主 1.0皿n 0.04g 濃青色

16図34 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 3.51lllll 2.41lllll 円形 0.71lllll 0.04g j農青色

16図35 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 3.71lllll 1.61lllll 円形 1.01lllll 0.03g 薄青色

16図36 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 3.51lllll 1.91lllll 円形 1.01lllll 0.03g 薄青色

16図37 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 4.21lllll 2.31lllll 円形 1.51lllll 0.05g 薄青色

16図38 2号横穴 玄室床面 小玉 ガラス 3.91lllll 2.41lllll 円形 1.01lllll 0.04g j農青色

16図39 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 3.91lllll 2.31lllll 円形 1.31lllll 0.04g 薄青色

16図40 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 4.21lllll 2.71lllll 円形 1.21lllll 0.07g j農青色

16図41 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 3.81lllll 2.31lllll 円形 1.41lllll 0.05g 濃青色

16図42 2号横穴 玄室床面 小玉 ガラス 3.61lllll 2.11lllll 円形 0.81lllll 0.04g 濃青色

16図43 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 2.81lllll 2.11lllll 円形 0.9阻 0.03g 濃青色

16図44 2号横穴 玄室床面 小玉 ガフス 2.91lllll 1.91lllll 円形 1.01lllll 0.02g 濃青色
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E 調査の結果言葉信横;t$苧 3.遺梼!Jt刻表・遺物観察表 4.まとめ

第12表 兼情横穴群出土大万の観察表

全長| 万身

幅

第13表兼情横穴群出土鉄鎖の観察表 単位 cm

図版番号 遺構名 出土地点 全長 鎌身長 動実身幅 柄部長さ 備 考

11図33 1号横穴 石棺床面 ( 2.11 ) (2.11) 

17図48 2号横穴 玄室床面 (12.15) (4必) 2.14 7.70 箆被広鋒平造二角形式

17図49 2号横穴 玄室床面 ( 3必) 3.03 ( 2.33 ) (0.40) 箆被広鋒平造二角形式

17図50 2号横穴 玄室床面 (12.14) ( 2.86) 0.88 ( 9.28 ) 片丸造撃箭式

17図51 2号横穴 玄室床面 (6.63 ) ( 2.06) 1.03 ( 4.57 ) 片丸造撃箭式

17図52 2号横穴 玄室床面 (6.74) 2.52 1.08 ( 4.22 ) 片丸造撃箭式

17図53 2号横穴 玄室床面 ( 2.12 ) ( 2.12 ) 1.13 片丸造撃箭式

18図54 2号横穴 玄室床面 (4.60 ) ( 1.48 ) 1.23 ( 3.12 ) 片関片刃箭式

18図55 2号横穴 玄室床面 ( 3.71 ) ( 3.71 ) 0.96 片関片刃箭式

18図56 2号横穴 玄室床面 ( 5.30 ) ( 5.30 ) 1.18 片関片刃箭式

18図57 2号横穴 玄室床面 ( 6.88 ) ( 6.88 ) 1.02 片関片刃箭式

18図58 2号横穴 玄室床面 ( 5.50 ) ( 5.50 ) 

18図59 2号横穴 玄室床面 ( 7.04 ) ( 7.04 ) 

18図60 2号横穴 玄室床面 ( 5.98 ) ( 5.98 ) 

18図61 2号横穴 玄室床面 ( 3.20 ) ( 3.20 ) 

単位 cm

重ね|備 考

O 33 I 直刃鎌

0.26~0.27 I 曲刃鎌

第15表兼情横穴群出土銭貨の観察表

一，、 I ~ ~〆、 l 重量 (g) I 備 考

3.72 背面に「文」の文字がある

4. まとめ
兼情横穴群は静岡県小笠郡大東町海戸に存在し、古代の行政区では遠江国城飼(きこう)郡に当たる or和

名類緊捗』に見られる城飼郡の郷名は、[加美Ji新井(にいい)J i荒木Ji河上Ji高橋Ji新野(にいの)J

「鹿城(からこ)Ji朝夷(あさひな)Ji松淵Ji士形(ひじかた)Ji狭束(さづか)Jの11郷であるが、こ

のうち土形郷・狭束郷と新井郷の一部が現在の大東町域に該当すると考えられている O

大東町域の横穴群は菊川の支川佐束川・亀惣川・下小笠川に沿って分布している。佐束川左岸には穴口

横穴群・八ッ谷横穴群・清水ヶ谷横穴群・中方横穴群・山田ヶ谷横穴群・鳥見ヶ谷横穴群・天王谷横穴群

など 7群が、佐束川右岸には山脇横穴群・興禅庵横穴群・明僧横穴群・火ヶ峰横穴群・玉体横穴群・山崎

横穴群など 6群があり、亀惣川左岸には毛森山横穴群・猫田横穴群・田ヶ谷横穴群・下土方青谷横穴群・

笹ヶ谷横穴群など 5群が、下小笠川左岸には高塚横穴群と今回調査を行った兼情横穴群の 2群、下小笠川

右岸には本勝寺裏横穴群が知られている O これらの横穴群は流域の谷ごとに小規模に構築されているが、

亀惣川左岸に在る毛森山横穴群は大規模な横穴群を形成している O

兼情横穴群は下小笠川左岸で、同じ帝釈山の急斜面にある高塚横穴群と 2群を形成している。

今回の調査では 4基の横穴を確認したが、完全な保存状態を維持していたものはなかった。

1号横穴は箱式石棺を確認したが、蓋石は乱れ、内部からは人骨片と耳環が 1点、鉄鉱片が 1点のみ
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E 調査の結果葉信在むtE苧 4まとめ

で、それ以外に棺内での副葬品は確認できなかった。ただし、玄室の奥壁東隅から土師器の杯が 7点、高

杯が6点、須恵器の均二蓋が8点、杯身が8点、高杯が 1点、壷が 1点の計31点がまとまって出土している O

2号横穴は玄室の床面を残すのみで、石棺・棺台・棺座・敷石・喋床などの埋葬施設は確認できなかっ

たが、玄室の西側から土師器の高杯が 5点、長頚査が 2点、妻が 2点、須恵器の杯蓋が 2点、杯身が 6点、

ハソウが 2点、提瓶が l点、壷が 1点、鉄鉱片が 6点、中央部から切子玉が 2点、棄玉の破片が 1点、ガラ

ス小玉が14点、砥石が 1点、大万の鍔の破片が 1点、東側から士師器の鉢が 1点、須恵器の杯蓋が 1点、

杯身が 1点、小型壷が2点、鉄鉱片が 8点、鉄鎌片が2点、南東側から小型の大万が 1口、大万のノ、パキ片

が1点、鉄鉱片が 1点の合計64点が出土している。

3号横穴は造り付けの石棺を確認することができたが、石棺から出土した遺物は銭貨「寛永通賓」と「か

わらけ」で、江戸時代に再利用したものと考えられる。なお、出土した銭貨「寛永通賓」は、背面に「文j

の字が読みとれる新「寛永通賓jで、この銭貨は江戸時代の寛文 8年 (1668)以降に鋳造され、使用され

た銭貨である。

4号横穴は覆土が無く、規模・形態などから古墳時代の所産と断定するのは困難であり、検討を要する O

1号 .2号横穴から出土した土器は総数57点ある。

第16表 各横穴から出土した須恵器・土師器の器種別個数

遺構名 須恵、器 土師器

杯蓋 杯身 高坪 宜七三~ 聴 提瓶 計 杯 高均二 長頚壷 書 喜本 計 合計

1号横穴 8 8 1 18 7 6 13 31 

2号横穴 3 7 3 2 1 16 5 2 2 1 10 26 

計 11 15 1 4 2 1 34 7 11 2 2 1 23 57 

このうち須恵器の杯類について、形態(杯蓋・杯身の口縁部の形状など)と法量(口径・器高など)に

基づいて分類を試みた。

I類 杯蓋は口縁部と天井の境が無く、口径が14cm程度ある O

杯身は口縁部がやや内傾して立ち上がり最大径が15cm前後ある o

E類一杯蓋は口縁部と天井の境が無く、口径が13cm程度ある O

杯身は口縁部がやや内傾して立ち上がり最大径が14cm前後ある o

E類杯蓋は口縁部と天井の境が無く、口径が12cm程度ある。

杯身は口縁部が内傾して立ち上がり最大径が13cm前後ある O

町類杯蓋は口縁部と天井の境が無く、口径が11cm程度ある O

杯身は口縁部が内傾して立ち上がり最大径が12cm前後ある。

V類杯蓋は口縁部と天井の境が無く、口径が10cm程度ある O

杯身は口縁部が短く内傾して立ち上がり最大径が11cm前後ある。

VI類 杯蓋は口縁部と天井の境が有り、口径が10cm程度ある O

杯身は口縁部が短く内傾して立ち上がり最大径が10cm前後ある O

以上の区分で分類した結果を第17表と第22図に示した。法量から見れば 1号横穴と 2号横穴に明確な差

があり、時期が新しくなるにつれて法量の縮小化や口縁部の退化が認められるため、 1号横穴が 2号横穴

より時期的が新しい横穴であると想定される。 2 号横穴の I~III類は 6 世紀後半に、 1 号横穴の町~VI類

は7世紀初頭に位置づけられる O

鉄製品は 1号横穴の石棺の床面から鉄鉱の箆被の部分と思われる破片(残存長は2.11cm) と、 2号横穴

の玄室床面から小型の大万が 1口、鉄鉱片が 6点出土している O 小型の大万は片関で刃関が深く切られて

いるという特徴を持っており、片関→両関という変遷を考えると、 6世紀後半から 7世紀初頭に見られる

大万の特徴を持っているといえる O

鉄鉱は平根系の箆被広鋒平造三角形式と尖根系の片丸造撃箭式、片関片刃箭式の 3種類があり、それ以

外は尖根系の柄部と思われる破片である O その中に箆被部の闘が腕関を有するものがあり、そのことから

6世紀後半に属する鉄鉱と考えられる。
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第17表 横穴から出土した須恵器の耳、蓋・耳、身の法量と分類区分 単位 cm

主不 蓋 杯 身

遺物番号 口f壬 器高 分類区分 遺物番号 最大径 器高 分類区分

l号横穴須 1 10.2 4.2 VI類 1号横穴須12 11.3 3.9 V類

1号横穴須6 10.8 4.1 VI類 1号横穴須3 12.0 4.9 N類

1号横穴須13 10.3 4.0 VI類 1号横穴須5 11.0 4.5 V類

1号横穴須8 10.6 4.0 VI類 1号横穴須4 11.3 3.7 V類

1号横穴須9 10.7 4.0 V類 1号横穴須7 11.4 4.5 V類

1号横穴須17 10.2 4.1 V類 1号横穴須18 10.5 3.7 VI類
1号横穴須16 10.4 4.0 V類 1号横穴須15 11.4 4.0 V類

1号横穴須10 10.8 4.2 百類 1号横穴須14 11.0 3.9 V類

2号横穴須11 13.6 3.8 E類 2号横穴須 1 14.9 4.4 I類

2号横穴須2 14.0 4.2 I類 2号横穴須7 13.4 4.6 E類

2号横穴須5 13.3 4.2 E類 2号横穴須16 13.2 4.1 E類

2号横穴須6 14.4 3.8 E類

2号横穴須8 13.9 4.35 E類

2号横穴須10 13.6 3.8 E類

2号横穴須9 13.1 4.3 E類

cm 

5 

4 

1号横穴の蓋杯

ζ忌
2号横穴の蓋坪

'¥0 0) 、 ーノ、。/r
器高

3 

9 10 11 12 13 14 
T 
15 cm 

口径

cm 

5 d

-

J

J

F

 

身

/

/

/

不
1

/

・・
-

J
〆

帥/ー・・一

穴

4

・一

横

/

/

↑

号
/
一
.

1
i
 

2号横穴の杯身

4 

，-ーー-
〆o ーーー

(p 0 夕

、 。〆
、ノ
¥CL ータノノ器高

3 

9 10 11 12 
7 

13 14 
T 

15 cm 

最大径

第23図 横穴から出土した須恵器の珂蓋・珂身の法量と分類図
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確認した遺物の時期が横穴の構築年代と必ずしも一致するとはいえないが、 1.2号横穴から出土した

須恵器、大万、鉄鉱の形態は 6世紀後半から 7世紀前半に見られる特徴を示しており、横穴が構築された

年代は大東町域で確認されている横穴と同様に、 6世紀後半から 7世紀前半と考えられる O なお、追葬の

有無に関しては、出土した遺物から明確な時期差は認められなかった。

兼情横穴群の形状・規模を玄室の平面形状によって分類すると、隅丸方形(1号横穴)と三角フラスコ

形(2・3号横穴)とに分けられる O

3号横穴

2号横穴

o 1 m 

=ーーー=
1号横穴

第24図 玄室の平面形状による分類

I号横穴の玄室は隅丸方形で組合せ式箱式石棺を有し、 2号横穴の玄室は三角フラスコ形で埋葬施設は

なく、 3号横穴の玄室は三角フラスコ形で造り付けの石棺を有するというように、 3基とも異なった特徴

を持っている。さらに共有する墓前域が確認されなかったことや、それぞれの横穴の標高も異なること O

さらに横穴の存在が考えられる丘陵の上部が削平されていることなどから単位群について断定することは

困難で、ある O 今回の調査区域の隣地において、さらに調査が行われれば、単位群の構成も判明する可能性

カすある。
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E 調査の結果葉信遺跡 1. 遺跡の概要

〈兼情遺跡〉

1.遺跡の概要
今回の調査で確認した遺構は、周溝墓が16基、溝状遺構が62条、穴状遺構のうち土坑が45基、土墳

が 2基、士墳墓(近世の土壌を「土墳墓」として区分した)が26基、ピット(柱穴状遺構)が232基、

井戸跡が 1基の合計322基62条である。遺構以外には自然排水路も 8条確認している O 遺物は弥生土器

片が10.871，点、石器が 4点、須恵器片が10，119点、土師器片が18，331点、山茶碗片が9，495点、陶磁器片

が710点、土製品が 5点、装身具が 2点、銭貨が60点、鉄製品が83点、かわらけ片が247点、人骨片が

2，056点の合計51，983点である O

確認した遺構の内、遺構の形状、覆土の状況、覆土から出土した遺物の内容および遺構の確認面を総

合的に検討し、時代区分した。弥生時代の遺構は周溝墓が16基、溝状遺構が40条、穴状遺構のうち土坑

が 2基、ピットが28基の合計46基40条である O 古墳時代の遺構は溝状遺構が13条、穴状遺構のうち土

壌が 2基、土坑が43基、ピットが170基の合計215基13条である O 遺構以外では自然排水路が 8条ある O

中世の遺構は溝状遺構が l条、穴状遺構のうちピットが18基の合計18基 l条である O 近世の遺構は溝

状遺構が8条、穴状遺構のうち士墳墓が26基、ピットが16基、井戸跡が 1基の合計43基 8条である O
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第25図 兼情遺跡遺構全体図 o 20m 
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E 調査の結果兼傍遺跡 2.遺跡の厚序

2.遺跡の層序

(1)土層の堆積状況
兼情遺跡は土方泥岩層からなる正陵緩斜面から平坦面にかけての標高 4~29mに立地している。

調査区域内の層序を緩斜面と平坦面で対比した。緩斜面の層序概念図は第26図に示したNo.1 ~ 3地点、

とNo.7地点である。このうちNo.2地点はNo.l・No.3地点に比べ、平坦面に近いため土砂の堆積が容易

で、変化に富んでいる。一方、平坦面の層序概念図は第25図に示したNo.4 ~ 6地点とNo.8地点で、緩斜

面の 1~4層に相当する層は堆積していない。

11 
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16 

17 

No.4 

耕作土

1b 

20 

3b 

6b 
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第26図 土層確認位置図
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第27図 平坦面における層序概念図
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E 調査の結果請を傍遺跡 2.遺跡の層原
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第28図 緩斜面における層序概念図
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E 調査の結果兼傍遺跡 2.遺跡の層序

第29図は遺跡のほぼ中央部の平坦面 (No8地点)における地層断面図で、兼情遺跡の基本層序として

示した。

本遺跡は沖積平野に位置し、湿地帯であったため、湿地に繁茂したヨシ・アシ等により黒泥など高有

機質の泥炭質地盤となっている O そのため、黒色系の土壌が多くの割合を占めている。黒色系の土壌は

表面の乾燥が速く、乾くと白っぽくなり、固く締まるという特徴を持っている。

1層は耕作土との撹乱層、 2層は近世の土層、 3層は中世の土層で黒色土層のため鍵層的な土層、 4層

は主に緩斜面の士層、 5・6層は主として平坦面の土層、 7層は弥生時代の遺構の覆士、 8層は弥生時代

の遺構確認面の士層、 9層は地山および無遺物層となっている。以下に各層序の詳細な注記をした。
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耕作土 a 10YR 4/4 褐色を呈する O 茶畑の耕作土。

耕作土 b 2.5Y 4/1 黄灰色を呈する。水田の耕作土。

E 調査の結果来信遺跡 2.遺跡の層序

1 a層 10YR 4 / 3 にぶい黄褐色を呈する O 粘性はそれほど強くなく、締まりはやや強い。撹乱の

影響を受けている部分もあり、分層線がはっきりしない。中世から近世の遺物を包含する

が、近世の遺物が多くの割合を占める O

1 b層 2.5Y 5 / 1 黄灰色を呈する O 粘性・締まりともにやや強く、撹乱の影響を受けているorp 

30mm大以下の河原石を 2%ほど含有し、 10YR7/ 8 黄桂色が20%以上で含有する O

2a層 10YR 3 / 3 暗褐色を呈する O 粘性・締まりともにやや強く、少量の雲母が混じり斑状で鉄

分もみられる。中世の遺物を包含する。

2b層 10YR 3 / 2 黒褐色を呈する O 粘性・締まりともにやや強く、少量の雲母が混じり斑状で鉄

分もみられる O 主に中世の遺物を包含するが、遺物の量は 3 層との分層線より 10~15cm 

上位付近がやや多く出土する O

2 c層 10YR 3 / 1 黒褐色を呈する O 粘性・締まりともにやや強く、少量の雲母が混じり斑状で鉄

分もみられる O

2d層 10YR 2 / 2 黒褐色を呈する O 粘性・締まりともにやや強く、 rp4 mm大以下の10YR 5 / 6 

黄褐色のシルト岩粗粒を 5%ほど含有する O

2 e層 2.5Y 3 / 1 黒褐色を呈する。粘性はやや強く、締まりは強い。撹乱の影響を受けている部

分もある O

3a層 2.5YR 2 / 1 黒色を呈する。粘性・締まりともにやや強く、少量の雲母が混じるo2層との

境界および 3層上位で古墳時代から中世の遺物を包含する O

3b層 7.5YR 1.7 / 1 黒色を呈する。粘性・締まりともにやや強く、少量の雲母が混じるo2層と

の境界および 3層上面で古墳時代から中世の遺物を包含する O

3 c層 10YR 2 / 1 黒色を呈する O 粘性・締まりともにやや強く、少量の雲母が混じる O 千数凹

大の2.5Y 5 / 1黄灰色のシルト質泥岩を 1%ほど含有する。 2層との境界および 3層上面で

古墳時代から中世の遺物を含有する O

3d層 10YR 2 / 2 黒褐色を呈する O 粘性はなく、締まりは強いorp5 mm大以下の亜角牒・亜円

礁の砂質蝶層である O

3 e層 5YR 2 / 1 黒褐色を呈する O 粘性はやや強く、締まりは強いorp5mm大以下の 5Y 7/4 

浅黄色のシルト岩粗粒を 5%ほど含有する。

4a層 lOYR 3/2 黒褐色を呈する O 粘性はかなり強く、締まりはやや強い0

4b層 lOYR 3/3 暗褐色を呈する。粘性はかなり強く、締まりはやや強い。

4c層 10YR 2/2 黒褐色を呈する O 粘性・締まり 3d層に酷似している O

4d層 10YR 2 / 2 黒褐色を呈する O 粘性はやや強く、締まりは強い。この層の上面が遺構確認面

である O

5a層 2.5Y 4 / 3 暗オリーブ褐色を呈する。粘性・締まりともにやや強く、所々で地下水が漆出

する。数m大の2.5Y 5/1 黄灰色のシルト質泥岩を 3%ほど含有する O

5b層 2.5Y 4 / 3 暗オリーブ褐色を呈する O 粘性・締まりともにやや強く、所々で地下水が濠出

する O 数聞大~こぶし大の2.5Y 5 / 1 黄灰色のシルト質泥岩を40%ほど含有する O そのた

め5a層よりも若干明るめに見える O

5 c層 2.5Y 4 / 2 暗灰黄色を呈する。粘性はかなり強く、締まりはやや強い。古墳時代から中世

の遺物を包含するが、非常に少数である O 竹や土管を使用した近・現代の暗渠が設けられ

ている。

5d層 10YR 5 / 3 黄褐色を呈する O 粘性・締まりともにやや強い。古墳時代から中世の遺物を包

含するが、非常に少数である O 竹や蛇腹を使用した近・現代の暗渠が設けられている O

6a層 10YR 3/2 黒褐色を呈する O 粘性はかなり強く、締まりはやや強い。

6b層 10YR 2 / 2 黒褐色を呈する O 砂質喋層で粘性は弱く、締まりはかなり強い。平坦部では広

範囲に拡がっているが、調査区の西部の方が若干厚く堆積していることから、本遺跡の西
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E 調査の結果葉信遺跡 2.遺跡の厚序

方を流れる下小笠川の洪水により運ばれた堆積層と考えられる。古墳時代から中世の遺物

を包含する O

6c層 10YR 3 / 2 黒褐色を呈する O 砂質喋層で粘性は弱く、締まりはかなり強い。古墳時代から

中世の遺物を含有する。

6d層 7.5YR 2/2 黒褐色を呈する O 粘性はやや強く、締まりはやや弱い。シルト質砂層である。

7a層 10YR 1.7 / 1 黒色を呈する O 粘性は非常に強く、締まりはやや強い。周溝墓の溝の覆土に

当たる O

7b層 10YR 1.7 / 1 黒色を呈する O 粘性は非常に強く、締まりはやや強い。無遺物層である。調

査区の南部では層厚が厚く、黒色土層面から2.5m以上掘り下げても下位層を確認すること

ができなかった。

7 c層 7.5YR 1.7/1 黒色を呈する O 粘性は非常に強く、締まりはやや強い。

7d層 2.5Y 2 / 1 黒色を呈する O 粘性はやや強く、締まりは強い。この層の上面が遺構確認面で

ある O

8a層 2.5GY 4 / 1 暗オリーブ灰色を呈する O 粘性・締まりともにやや強い。この層の上面が遺

構確認面である。

8b層 7.5Y 4 / 2 灰オリーブ色を呈する。粘性・締まりともにやや強い。この層の上面が遺構確

認面である O

8 c層 2.5Y 3 / 2 黒褐色を呈する。粘性・締まりともにやや弱く、~50mm大以下の砂質シルト岩

(2.5Y 7/6 明黄褐色)を10%ほど含有する O

8d層 2.5Y 3 / 2 黒褐色を呈する。粘性・締まりともにやや弱く、亜角磯・亜円疎が30%ほど、砂

質シルト岩 (2.5Y 7/6 明黄褐色)を 1%ほど含有する O 全体的に7.5YR 4/6 褐色の鉄

分を帯びる O

8e層 2.5Y 3/2 黒褐色を呈する o7.5YR 2!1 黒色土が10%ほど含有する O 粘性・締まりともに

やや強い。

8f層 2.5Y 5/4 黄褐色を呈する。粘性はやや強く、締まりは強い。上層の 7d層よりも粘性は

若干弱い。

9a層 10GY 6/1 緑灰色を呈する。地山層で、丘陵部の泥岩層に当たる O

9b層 7.5GY 6 / 1 緑灰色を呈する。粘性はほどんどなく、締まりはやや強い。上部はシルト質

でその下は砂層である O 自由水面を持つ帯水層と考えられる O

9c層 5GY 5 / 1 オリーブ灰色を呈する O 粘性はほどんどなく、締まりはやや強い。シルト質砂

層で自由水面を持つ帯水層と考えられる O
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E 調査の結呆請をj傍遺跡 3.遺袴と造物

3.遺構と遺物

(1)弥生時代の遺構と遺物

今回の調査で確認した弥生時代の遺構は周溝墓が16基、溝状遺構が40条、穴状遺構のうち土坑が 2基、

ピットが28基の合計46基40条である。

周溝墓は丘陵緩斜面に構築されているが、後世の農地改善事業に伴う土木工事等により上位面が削平さ

れ、主体部を確認することができなかったため、溝の形状、覆土の状況、遺物の出土状況、遺物の内容を

総合的に検討し、判断した。周溝の方向軸は、西側では北西・南東方向、中央では南北方向、東側では北

東・南西方向を指向し、地形の等高線にほぼ直交している。

溝状遺構は調査区の東側に多く分布し、中でも55号溝跡は溝の規模が大きく、遺物も多く出土している。

遺物は周溝墓の覆土から1，314点、溝状遺構の覆土から1，796点、ピットの覆土から 1点の合計3，111点出

土している。 以下に各遺構の詳細について述べる。

x y z A B C D E F G H J K L M N 
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2 
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16 

17 

o 20m 

第30図 弥生時代の遺構全体図
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺梼と遺物

〈周溝墓〉

1号周溝墓

遺構 1号周溝墓はA-8、B-7・8グリッドに位置し、方形周溝墓の東溝の一部と甫溝と考えられる O

東溝の北端部は 8号周溝墓の西溝の南端部に接するように終息し、南側は南東南方向に伸長し、西南西に

屈曲して南溝となる O 南溝の西端部は未調査地区のため確認できなかった。規模は推定不可能である O 溝

の残存音防、ら形状は方形と推定される。

溝の規模は東溝の長さが0.86m、南溝の長さが9.30mで合計1O.16m、幅は0.39~1.41mで、ある O 南北軸

のN値方位は変化点が 1箇所、屈曲点が 1箇所認められる O 北から N-10.90 -w、屈曲点でN-57.80 

E 、すなわち南北軸と東西軸は内角111.30 で屈曲していることになり、次の変化点でN-72.70 
- Eを指

向する。断面形状は浅い丸底状および上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で65cmある O

覆土はA-A' は 1層、 B-B' は6層で構成される。断面A-A' の 1層は黒色 (10YR 211)土層

である O 断面B-B'の1層はにぶい黄褐色 (10YR 5/4)土層、 2層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 3

層 .4層・ 5層は黒色(lOYR 211)土層、 6層はアメリカザリガニの生痕で褐灰色 (10YR 411)土層

である。

遺物は覆土の下位から弥生土器の口縁部が 1点、体部片が77点、底部片が2点出土し、上位からは土師

器の体部片が10点、須恵器の体部片が 1点の合計91点が出土している。その内、図下が可能な弥生土器の

壷 2点を図示した。

十五一8

5m 

10YR2/l 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。三~ 10YR6/8 明黄褐色土(20mmX20mm)が斑状に 3%ほど混じる。

_~' 5.719 旦 1

//¥ ------r.;つ杢
三:勾 ¥九一.=:J'-Y' n ~金三三三
三士二竺主=-- 2 J6V' lL:三三二三三

5 3 

1m 

1 10YR5/4 にぶい黄褐色土が40%ほど、 10YR1/2 黒色土が40%ほど、 10YR5/6 黄褐色土が20%ほど混じる。
粘性・締まりともにやゃあり。

2 7.5YR1.7/l 黒色 粘性・締まりともにやや強い。 10YR5/6黄褐色土が 1弛ほど混じる。
3 10YR 2/1 黒色 粘性・締まりともにやや強い。 10YR5/6黄褐色土が 3%ほど混入しているが、境界は不明瞭。
4 10YR2/1 黒色土60%ほど、 10YR4/4 褐色土30%ほど、 10YR5/6 黄褐色土が10%ほど混じる。互いの境界は不明瞭。
5 10YR2/l 黒色土50%ほど、 10YR4/4 褐色土40%ほど、 10YR5/6 黄褐色士が10%ほど混じる。互いの境界は不明瞭。
6 生痕。 10YR4/l 褐灰色粘性やや強く、締まりあまりなし。

第31図 1号周溝墓の平面・断面図
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E 調査の結果通産停遺跡 3.遺棒と造物

。
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。

第32図 1号周溝墓の遺物出土状況図

o 

1周一1

第33図 1号周溝墓から出土した弥生土器の実測図

¥ 

1m 

10cm 

遺物 第33図の 1は査の口縁部から頚部にかけての破片で、口縁部は「くJの字状に外反している。外面

は頚部に縄紋を思わせる櫛歯状施具による刺突紋が施されているが、摩耗している。内面も縄紋を思わせ

る櫛歯状施具による刺突紋が施されている。胎士は普通で、灰色・白色・赤色粒を含んで、いる。 2は査

の底部の破片で、底部から体部下半にかけて大きく外反している。外面は斜位のハケ目痕が残り、内面は

摩耗しているが、わずかにハケ目痕が残っている。胎土は普通で、長石・黒色・石英・樺色粒を含んでい

る。
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E 調査の結果来停遺跡 3.若様と造物

2号周溝墓

遺構 2号周溝墓はA-8グリッドの南部から A-9グリッドの北西部に位置し、円形周溝墓の南西部に

あたる溝と考えられる O西端部は未調査地区のため確認できなかった。規模は溝幅を含め、推定直径6.73m、

推定面積35.6ぱを測り、外郭の形状は円形を呈する。

溝の規模は長さが4.57m、幅は0.24~ 1.23m で、ある O 断面形状は上に広く聞く U字形を呈し、遺構確認面

からの深さは最深部で、98cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (10YR 2/l)土層である。遺物は覆

土の最下位から弥生土器の蓋の口縁部から体部下半にかけての破片が2点、体部片が30点、底部片が2点

の合計34点出土している O その内、図化が可能な弥生土器の聾 2点を図示した。

三ミ
ミ主』

。

メ竺三三

/ 一
2m 

1 10YR2/l黒色土層粘性かなり強く、締まりやや強い。

九一9

5YR5/8 明赤褐色土 (1rnm-2rnm大)が 1%以下ほど混じる。

1m 

第34図 2号周溝墓の平面・断面図

2 

第35図 2号周溝墓から出土した聾の位置図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と遺物

J 
J 

えi)

o 

第36図 2号周溝墓から出土した弥生土器の実測図

10c円、

遺物 第36図の 1は蓋の口縁部から体部下半にかけての破片で、体部は緩やかに内湾し、頚部から口縁部

にかけやや外反気味に聞いている O 外面は口縁部に刻み目痕が残り、口縁部から体部に縦位と斜位のハケ

目痕が残っている O 内面は口縁部に横位のハケ目痕が残り、体部には板ナデ仕上げが認められる O 胎土は

普通で長石・石英・黒色・赤色粒を含んで、いる。 2は翠の口縁音防ミら体部にかけての破片で、体部は内

湾し、口縁部はやや外反している。外面は口縁部に刻み目痕が残り、口縁部から体部に斜位のハケ目痕が

残っている。内面は口縁部に横位のハケ目痕が残っている O 胎土は普通で、灰色・黒色・赤色粒と小礁

(2 mm大)を含んでいる O

3号周溝墓

遺構 3号周溝墓はB-8グリッドに位置し、北東部と南東部の溝を欠く円形周溝墓と考えられる O 規模

は溝幅を含め、縦軸の長さが6.41m、横軸の長さが7.40mあり、外郭の形状は隅丸方形を呈する O

溝の規模は北東部の溝の長さが1.04m、北東部以外の溝の長さが14.58mで合計15.62mである。幅は北

東部が0.38~0.58m、北東部以外の溝の幅は0.20~0.61m で、ある O 南北軸のN値方位は北東部の溝で変化

点が 1箇所、北東部以外の溝で15箇所の計16箇所認められる。北東部の溝N-31.50 -W、変化点でN

11.50 
- Wを指向し、北東部以外の溝は、変化点でN-58.70 

- E 、変化点でN-77.r -E 、変化点でN

83.10 
- E 、変化点でN-76.50 

- E 、変化点でN-88.10 -E、変化点でN-82.40 
- W、変化点でN-

72.00 
- W、変化点でN-72.70 - W、変化点でN-23.20 

- W、変化点でN-0.50 -W、変化点でN-

13.40 
- E 、変化点でN-28.40 

- E 、変化点でN-50.50 
- E 、変化点でN-72.90 

- E 、変化点でN-

84.30 
- Eを指向する O

断面形状は浅いU字形および上に広く聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'55cmある O

覆土はA-A' は6層、 B-B' は5層、 C-C'は 8層で構成される O 断面A-A'の1層は黒色 (10
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E 調査の結果惑を傍遺跡 3.遺停と遺物

YR 2/1)士層、 2層はにぶい黄褐色 (10YR 5/4)士層、 3層は黒褐色 (10YR 3/2)土層、 4層は黒色

(10YR 2/1)土とにぶい黄褐色 (10YR 5/4)土が混じった層、 5層・ 6層は黒色 (10YR 2/1)土層で

ある。断面B-B'の 1層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 2層はにぶい黄褐色 (10YR 5/4)土層、 3層は

黒色 (10YR 2/1)土層、 4層は 2層と 3層が混じった層で、 5層はにぶい黄褐色(10YR 5/4)士層であ

るO 断面C-C'の 1層・ 2層は黒色 (10YR 2/1)土層、 3層はにぶい黄褐色(10YR 5/3)土層、 4層

は黒色 (10YR 2/1)士層、 5層は褐灰色(10YR 4/1)土層、 6層は黒色 (10YR 2/1)土層、 7層・ 8層

はにぶい黄褐色 (10YR 5/4)土層である O

遺物は覆土から弥生土器の歪の口縁部片が5点、奮の体部片が15点、台付斐の脚部片が6点、弥生土器

の体部片が9点の合計35点出土している O その内、図化が可能な弥生土器の蓋の口縁部の破片 1点を図示

した。
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第37図 3号周溝墓の平面・断面図
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E 調査の結果請を傍遺跡 3.遺袴と造物

1 10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやゃあり。
10YR5/4 にぶい黄褐色土 (1-5mm大)が 5%ほど混じる。

2 10YR3/2 黒褐色粘性やゃあり、締まりあまりなし。
3 10YR2/1 黒色土が50%ほどと、 10YR5/4 にぶい黄褐色土が50%ほど混じる。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色土が50%ほど、 10Y3/2黒褐色土が30%ほど、10YR4/6

褐色土が15%ほど、 10YR211 黒色土が 5%ほどがまだらに混じる。
5 10YR2/1 黒色土が70%ほど、 10YR5/4 にぶい黄褐色土が30%ほど混じる。
6 10YR211 黒色土が90%ほど、 10YR5/4 にぶい黄褐色土が10%ほど混じる。

1 7.5YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 10YR5/4 にぶい黄褐色粘性・締まりともにやや強い。

10YR2/1 黒色土(I-2mm大)が 3%ほど混入するが、境界は不明瞭。
3 10YR2/1 黒色 1層より暗い。粘性・締まりともにやや強い。

10YR5/4 にぷい黄褐色土(I-3mm大)が 5%ほど混じる。
4 2層と 3層が50%ほど混じる。
5 10YR5/4 にぶい黄褐色粘性・締まりともにやや強い。

1 10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 10YR2/1 黒色 10YR5/4 にぶい黄褐色土 (1-2mm大)が5百ほど混じる。
3 10YR5/3 にぶい黄褐色粘性あまりなく、締まりやや強い。
4 10YR2/1 黒色土が70%ほどと、 10YR5/4 にぶい黄褐色土が30%ほど混じる。
5 10YR4/1 褐灰色粘性・締まりともにやや弱い。
6 10YR2/1 黒色土が50%ほどと、 10YR5/4 にぷい黄褐色土が50%ほど混じる。
7 10YR5/4 にぶい黄褐色土が70%ほどと、 10YR2/1 黒色土が30%ほど混じる。
8 10YR5/4 にぶい黄褐色土が80%ほどと、 7層が20%ほど混じる。

第38図 3号周溝墓の断面図

遺物 第39図の 1は蓋の口縁部の破片で、口縁

部は「く」の字状に外反している。外面は口縁

部に刻み目痕が残り、横位と斜位のハケ目痕が

残っている。内面は口縁部に横位と斜位のハケ

目痕が残っている。胎土は普通で、白色粒を含

んでいる。

4号周溝墓

({3周一1

o 10cm 

第39図 3号周溝墓から出土した弥生土器の実測図

遺構 4号周溝墓はC-8・9グリッドに位置し、北部と東部から南部を欠く円形周溝墓と考えられる。

規模は溝幅を含め、縦軸推定1O.01m、横軸推定7.00mを測る。外郭の形状は南北を長軸とする楕円形と思

われる。

溝の規模は北東部の溝の長さが1.98m、幅がO.22~O.76m、西部の溝の長さが8.93m、幅はO.37~O.52m

である。南北軸のN値方位は西部の溝で変化点が 1箇所認められる。変化点でN-11.50 -Wを指向する。

断面形状はU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で33cmある。覆土はA-A' は 5層、 B-B'

は 4層、 C-C'は 5層で構成される。断面A-A' の 1層は黒色 (10YR 2/1)土層、 2層は黒褐色

(10YR 3/2)土層、 3層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 4層・ 5層は黒色(lOYR 2/1)土層である。断

面B-B' の1層・ 2層・ 3層は黒色 (10YR 2/1)土層、 4層はにぶい黄褐色(lOYR 5/4)土層であ

る。断面C-C'の1層・ 2層・ 3層は黒色 (10YR 2/1)土層、 4層は黒色 (10YR 2/1)土と黄櫨色

-49-



E 調査の結果来信遺跡 3.遺袴と遺物
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1 10YR2/l黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 10YR3/2黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
3 7.5YR2/l黒色粘性・締まりともにやや強い。
4 10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y5/4 黄褐色 (粘性かなり強く、締まりやや弱Lミ)が 7%ほど混じる。
5 10YR2/l黒色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y5/4 黄褐色土(粘性かなり強く、締まりやや弱Lミ)が50%ほど混じる。

1 10YR2/l黒色粘性・締まりともにやや強い。
10YR5/4 にぶい黄褐色 シルト岩細粒 (lmm大以下)が 1%以下で混じる。

2 10YR2/l黒色土が90%ほどと10YR5/4 にぶい黄褐色土が10%ほどで混じる。
10YR4/6褐色 シルト岩細粒(1mm以下)が 1%ほど混じる。

3 10YR2/l黒色土が60%ほどと10YR5/4 にぶい黄褐色土が40%ほどで混じる。
4 10YR5/4 にぶい黄褐色粘性・締まりともにやや強い。

10YR2/l黒色土が 5%ほど、 10YR4/6 褐色土が 2%ほど混じる。

1 10YR2/l黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10YR 5/3にぶい黄褐色 シルト岩細粒の直径3mm大以下
(殆どが直径1mm大以下)が 1%ほど混じる。

2 10YR2/l黒色土が80%ほどと10YR7/8 黄燈色土が20%ほどで混じる。
3 10YR2/1 黒色土が70%ほどと10YR7/8 黄樫色土が30%ほどで混じる。
4 10YR2/l黒色土が50%ほどと10YR7/8 黄櫨色土が50%ほどで混じる。
5 10YR7/8黄燈色土が70%ほどと10YR2/1 黒色土が30%ほどで混じる。

いずれも粘性かなり強く、締まりやや強い。

1m 

第40図 4号周溝墓の平面・断面図
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E 調査の結果 ヨ震傍遺跡 3.遺梼と造物

(10YR 7/8)土が混じった土層、 5層は黄櫨色 (10YR 7/8)土層である。

遺物は覆土から弥生土器の蓋の口縁部片が 3点、体部片が88点の合計91点出土している。その内、図化

が可能な弥生土器の聾の口縁部の破片 1点を図示した。

遺物 第41図の1は蓋の口縁部の破片で、口縁部

は「く jの字状に外反している。外面は口縁部

に刻み目痕が残り、斜位のハケ目痕が残ってい

る。内面は口縁部に横位のハケ目痕が残ってい

る。胎土は粗く、灰色・黒色粒と磯(3 mm大)

を含んで、いる。

5"7号周溝墓

第41図

、当b

.¥育弘

o 

一一一一一一

10cm 

4号周溝墓から出土した弥生土器の実測

遺構 5・7号周溝墓はC-7'8、D-7・8グリッドに位置し、中央部を後世のU字溝で分断されていた

ため別々の番号を付しているが、 8号周溝墓と 9号周溝墓の南溝と重複関係にある横長の方形周溝墓と考

えられる。南東部の角は12号周溝墓南溝の西端部を切っている。遺構は北東部と北西部に陸橋部を有し、

幅は北東の陸橋部がO.94m、北西の陸橋部が1.10mの間隔で開放されている。南溝の中央付近は後世の排

水溝(コンクリート製のU字溝)により、大部分が削り取られている。
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5 • 7号周溝墓の平面・断面図
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と遺物

規模は溝幅を含め、縦軸推定10.84m、横軸推定15.06mを測り、外郭の形状は横長の方形を呈する。

溝の規模は北溝の長さが11.98m、幅が0.71~ 1.74m、N値方位は変化点が4箇所、屈曲点が 1箇所認め

られる。西端から屈曲点でN-71.00 
- E 、変化点でN-62.10 -E、変化点でN-68.20 

- E 、変化点で

N -80.90 
- E を指向する。西溝の内角はおよそ100.40 で接している。東溝の長さが6.97m、幅が0.98~

1.82m、N値方位は変化点が 1箇所認められる。北端から N-34.10 - W、変化点でN-8.80 - Wを指向す

る。北溝との内角はおよそ82.20 である。南溝の長さが13.43m、幅が0.98~2.01m 、 N値方位は変化点が

6箇所、屈曲点が 1箇所認められる。東溝との屈曲点から N-35.40 
- E 、変化点でN-65.90 

- E 、変化

点でN-82.20 
- E 、変化点でN-79.00 - W、変化点でN-74.90 - W、変化点でN-57.40 

- W、変化点で

N-86.70 - Wを指向する。東溝との内角はおよそ79.2。である。西溝の長さが5.14m、幅が0.61~1.39m 、

N値方位は屈曲点が 1箇所認められる。南溝との屈曲点から N-27.00 - W、長さ1.10mの陸橋が在り、

N -15.80 
- Eを指向する。断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で80cmある。

覆土は塊状の土が入り込んで、はいるがA-A'は6層、 B-B'は6層、 C-C'は 5層で構成される。

断面A-A'の 1層は黒色 (10YR 1.7/1)土層、 2層・ 3層は黒色 (2.5Y 2/1)土層、 4層は黒色

(5Y 2/1)土層、 5層はオリーブ黒色 (7.5Y 3/1)土層、 6層は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層である。

断面B-B'の 1層は黒色 (10YR 1.7/1)土層、 2層は黒色 (10YR 2/1)土層、 3層は黒褐色 (2.5Y

3/2)土層、 4層は灰オリーブ色 (7.5Y5/2)、5層は黒色 (5Y2/1)土層、 6層はにぶい黄色 (2.5GY

6/1)土が混じった土層である。断面C-C'の 1層は黒褐色 (10YR 3/3)土層、 2層は黒色 (7.5YR

1.7/1)土層、 3層は黒色 (7.5YR2/1)土層、 4層は黒褐色 (2.5Y 3/1)土層、 5層は灰オリーブ色

(5Y 5/2)土層である。

遺物は覆土から弥生土器の蓋の口縁部片が 1点、体部片が39点、平底の底部片が 1点の合計41点が出土

している。その内、図化が可能な弥生土器の壷の底部の破片 1点と台付書の体部下半から底部にかけての

破片を図示した。
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1 10YR1.7/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/8 明黄褐色 シルト岩細粒(直径3rnrn大)と
10YR6/8 明黄褐色 シルト岩細粒(直径 1rnrn大)が 3%ほど混じる。

2 2.5Y2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
7.5Y5/3 灰オリーブ色と2.5Y5/4 黄褐色のシルト岩細粒が 1%ほど、
7.5Y4/2 灰オリーブ色が斑状で2%ほど混入。

3 2.5Y2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
7.5Y5/3 灰オリーブ色と2.5Y5/4 黄褐色のシルト岩細粒が 3%ほど混じるロ

4 5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
7.5Y4/2が7%ほど斑状で混入。粘性かなり強く、締まり弱い。

5 7.5Y3/l オリーブ黒色粘性かなり強く、締まり弱い。
7.5Y4/2 灰オリーブ色と2.5Y3/1 黒褐色が斑状で混入。

6 2.5Y3/2 黒褐色粘性やや強く、締まりかなり強い。
7.5Y4/2 灰オリーブ色と2.5Y3/1 黒褐色が斑状で混入。

1 10YR1.7 /1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10YR6/8 明黄褐色 (直径3rnrn) ・5Y4/6 オリーブ黄色(直径 1-2rnrn) 
2.5Y5/6 黄褐色 (直径2-3rnrn)の粒子が 2%ほど混じる。

2 10YR2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
5Y5/2 灰オリーブ色土(粘性かなり強く、締まりやや弱い)
が3%ほど混じる。

3 2.5Y3/2 黒褐色粘性かなり強く、締まりやや強い。
5Y5/2 灰オリーブ色士(粘性かなり強く、締まりやや弱い)が10%ほど混じる o

4 7.5Y5/2 灰オリーブ色粘性やや強く、締まりやや弱い。
5 5Y2/1 黒色が40%ほど、 2.5Y4/6 にぶい黄色が30%ほど、

2.5GY6/l オリーブ灰色が30%ほどで混じる。
6 2.5Y4/6 にぶい黄色と2.5GY6/l オリープ灰色が混じる。

1 10YR3/3暗褐色粘性やや強く、締まり弱い。
10YR4/6褐色 3rnrn大が 3%ほどが斑状に混じる。境界は不明瞭。

2 7.5YRl.7/1黒色粘性・締まりともにやや強い。
10YR7/4 にぶい黄樺色土が 1%ほど混じる。

3 7.5YR2/1黒色粘性・締まりともにやや強い。
4 5Y4/2灰オリープ色であるが、 5Y5/2灰オリープ色土が50%ほどと、

10YR5/8黄褐色土が40%ほどと、 7.5YR2/1黒色土が10%ほど混じる。
5 2.5Y3/1黒褐色粘性・締まりともにやや強い。

第43図 5・7号周溝墓の溝の断面図
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3.遺袴と遺物表停遺跡調査の結果E 

L2 ¥マl\~壬グ5.7周一 1
10cm o 

5 • 7号周溝墓から出土した弥生土器の実測図

遺物 第44図の 1は壷形土器の底部の破片で、平底の底部から外反して立ち上がっている。外面は摩耗の

ため、調整方法については不明瞭である。内面は横位と斜位のハケ目痕がわずかに残るが、摩耗している。

胎土はやや粗く、白色・灰色・茶色粒と多くの小磯(2 mm大)を含んでいる。 2は台付蓋の体部下半か

ら底部にかけての破片で、脚の接合部から体部下半にかけて内湾しながらて立ち上がっている。外面は斜

位のハケ日痕が残り、内面は摩耗のため調整方法については不明瞭である。胎土は普通で、白色・灰色・

赤色粒と小磯 (2mm大)を含んでいる。

第44図

6号周溝墓

遺構 6号周溝墓はA-7・B-7グリッドの北部に位置し、東端部は 8号周溝墓の西溝に切られ、西端

部は未調査地区のため確認できなかったが、円形周溝墓の北部分と考えられる。規模は溝幅を含め、推定

直径7.22m、推定面積40.9m2を測り、外郭の形状は円形を呈する。

溝の規模は長さが6.92m、幅はO.24~0.44mである。断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さ

は最深部で74cmある。覆土は塊状の土が入り込んではいるがA-A' ・B-B'ともに 2層で構成される。

断面A-A' の I層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 2層はオリーブ黒色 (7.5Y 3/2)である。断面

B-B'の 1層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 2層はオリーブ黒色 (7.5Y 3!1)土層、 3層はオリーブ

黒色 (5Y 2/2)士層である。遺物は出土しなかった。
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6号周溝墓の平面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.道棒と遺物
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1 7.5YR1.7/l 黒色粘性非常に強く、締まりやや強い。
2 7.5Y3/2 オリーブ黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。

1層がわずかに混じる。

1 7.5YR1.7/l 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
2 7.5Y3/1 オリーブ黒色粘性・締まりともにやや強い。

(締まりは l層より強Lミ)
3 5Y2/2 オリーブ黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。

第46図 6号周溝墓の断面図

8号周溝墓

遺構 8号周溝墓はB-7・8グリッドと C-7・8グリッドに位置し、東溝は 9号周溝墓の西溝と共有し、

南溝は 9号周溝墓の南溝と一帯となっているが方形周溝墓と考えられる。北東部と南西部に陸橋部を有し、

陸橋部の幅は北東部が1.01m、南西部が1.81mの間隔で開放されている O
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第47図 8号周溝墓の平面・断面図
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E 調査の結果葉信遺跡 3.遺袴と遺物

規模は溝幅を含め、縦軸10.42m、横軸11.01mを測り、外郭の形状は方形を呈する O

溝の規模は北・西溝の長さが16.94m、幅が0.64~ 1.33m、東・南溝の長さが 14.41m、幅が0.90~2.07m

である O

北・西溝の東西軸のNイ直方位は変化点が4箇所、屈曲点が 1箇所、東・南溝で変化点が6箇所、屈曲点

が 1箇所認められる O 北溝の北東端から N-63.40 
- E 、変化点でN-60.70 

- E 、屈曲点でN-9.50 - W、

すなわち東西軸と南北軸の内角は99.40 で屈曲し、変化点でN-17.20 - W、変化点でN-29.60 -W、変

化点でN-17.60 Wを指向する O 東-南溝の北東端から N-9.80 -W、変化点でN-18.80 -W、変化点

でN-13.30 -W、変化点でN-20.70 -W、変化点でN-9.30 -W、屈曲点でN-75.00 
- E 、すなわち南

北軸と東西軸の内角は92.50で屈曲し、変化点でN-66.90 
- E 、変化点でN-78.00 

- Eを指向する O

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で68cmある。覆士は塊状の土が入り

込んではいるがA-A' は3層、 B-B' は2層、 C-C'は 2層で構成される O 断面A-A' の 1層・

2層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 3層は黒色 (7.5YR 1.7/1)士と緑灰色(10GY 6/1)士が混じっ

た層である O 断面B-B' の 1層は黒色 (7.5YR 2/1)士層、 2層は黒色(黒色 (2.5Y 2!1)土層で

ある。断面C-C'の 1層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 2層は黒色(黒色 (2.5Y 2/1)士層である O

遺物は覆土から弥生土器の査が 1点、壷の底部片が 1点、妻の口縁音防、ら体部下半にかけての破片が 1

点の合計3点が出土しており、その 3点を図示した。

A A' 
一、 ~~-5.973

一一一一斗¥ ミ 2J今「一一

1/ 
シル卜岩

B B' 
ー『ーー~一一一← 6.260 

二ご主¥ 1 i 三

2(;;二二二二》

C 撹乱 C' 
，-6.181 

o 1m 

1 7.5YR1.7 /1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
5Y5/4 オリーブ色直径10mm大、 2.5Y6/8 明黄褐色直径3mm大、
2.5Y6/2灰黄色直径7mm大が 1%以下ほど混じる。

2 7.5YR1.7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10GY6/1 緑灰色のシルト岩細粒(殆どが直径 1mm大以下)が 7%ほど混じる。

3 7.5YR1.7 /1 黒色と10GY6/l 緑灰色が混じる O 境界は不明瞭。

1 7.5YR2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
7.5Y5/2 灰オリーブ色直径40mm大の粒子が 2%ほど混じる。

2 2.5Y2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。

1 7 .5YR1.7 /1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10YR4/6 にぶい黄褐色直径30mm大、 1-2mm大が 5%ほど混じる。

2 2.5Y2/1 黒色が50%ほどと、 5GY6/1 オリーブ灰色が45%ほどと
10YR6/8 明黄褐色が 5%ほどが斑状で混じる。

第48図 8号周溝墓の溝の断面図

遺物 第50図の 1は壷の底部から体部下半にかけての破片で、平底の底部から大きく外反して立ち上がっ

ている O 外面は底部に斜位と縦位のハケ日痕が残り、体部下半にヘラ磨き痕が残っている O 内面は摩耗の

ため調整方法については不明瞭である O 胎土は普通で、白色・灰色・赤色粒を多く含んでいる。 2は査

で、底部は平底で、体部下半が下膨れする無花果形を呈している O 頭部から口縁部は外反し、口縁端部に

段をつけている。外面は口縁部に刻み目痕が残り、体部下半に波状と斜行縄紋を思わせる刺突紋が残って

いるが、摩耗している O 体部中央と底部に斜位と縦位のハケ目痕が残っている O 内面は摩耗のため調整方

法については不明瞭である O 胎土はやや粗く、白色・灰色・透明粒と多くの小磯 (2mm大)を含んでいる O

3は査の口縁音防、ら体部下半にかけての破片で、体部下半から体部上半は大きく外反し、体部中央から

頚部は内湾し、口縁部は「く jの字状に外反している O 外面は口縁部に刻み目痕が残り、頚部には縦位と
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺待と遺物
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第49図 8号周溝墓の遺物出土状況図

、、

、
、、

、、

、川l¥¥¥

、、、、、、、

，
 

J
 〆

，，
 

〆
〆

/
 ノ

8周一2

10cm o 

第50図 8号周溝墓から出土した弥生土器の実測図

横位のハケ日痕が残り、体部には斜位のハケ日痕が残っている。内面は口縁部に横位のハケ日痕が残り、

体部には板ナデ仕上げが認められる O 胎土は普通で、長石・石英・黒色・茶色粒と少量の喋(4 mm大)を

含んでいる。
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E 調査の結果表停遺跡 3.遺梼と遺物

9号周溝墓

遺構 9号周溝墓はC-6・7グリッド、 D-6・7グリッドに位置し、北溝の西端部は確認調査のテスト

ピット跡があり、南溝は 8号周溝墓の南溝と一帯となっているが、方形周溝墓と考えられる。

l
u
ア
0
0
0

〉
J
l

A 

3 

主主 ~-6.000 

。 5町、

5 

1 lOYR1.7/l 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
竺 5.902 7.5Y5/2 灰オリープ色・ 2.5Y5/6 黄褐色

2.5Y4/6 オリーブ褐色.7.5GY5/1 緑灰色.10YR6/8 明黄褐色
粒子 (3rnm大)が 1%ほど混じる。

2 2.5GY2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
7.5Y5/2 灰オリープ色・ 2.5Y5/6 黄褐色
2.5Y4/6 オリーブ褐色.7.5GY5/1 緑灰色 10YR6/8 明黄褐色
粒子 (3rnm大)が1%ほど混じる。

3 3 2.5Y3/1 黒褐色粘性かなり強く、締まりやや強い。
4 5Y2/2 オリーブ黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。

10YR6/8明黄褐色土と10YRl.7/1黒色土が斑状で混じる。
5 5Y2/l 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。

B 撹乱 B' 
一一ー、 / 一一-6.301 

2/と斗~し 1 ，é二二
二二~，'02~ー止二二二

1 10YR1.7/1黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
5GY5/1 オリーブ灰色粒子(2rnm大)が 1%ほど混じる。

2 10YR1.7/1黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
5GY5/1 オリーブ灰色粒子(2rnm大)が15%ほど混じる。

3 5Y2/2 オリーブ黒色が50%ほどと、 5GY5/1 オリーブ灰色が50%ほど
混じる。

c c' 
=- _=-6.553 

---¥. A一一

1/  

8/  

I/""' 
2 0 1m 

1 5YR1.7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10GY6/1 緑灰色粒子(直径50rnm大以下)が 5%ほど混じる。

2 5YRl.7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強Lミ。
10GY6/1 緑灰色粒子(直径15rnm大以下)が 2%ほど混じる。

第51図 9号周溝墓の平面・断面図
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺梼と遺物

規模は溝幅を含め、縦軸12.61m、横軸9.19mを測り、外郭の形状は縦長の方形を呈する O

溝の規模は長さが25.52m、幅は0.78~ 1.87mで、ある O 溝の北西から東西軸のN値方位は変化点が10箇所、

屈曲点が 2箇所認められる O 北溝の北西端から N-69.70 
- E 、変化点でN-78.20

- W、屈曲点でN

58.20 
- W、すなわち東西軸と南北軸の内角は87.60 で屈曲し、変化点でN-21.30 

- W、変化点でN-

18.20 
- W、変化点でN-11.80 - W、変化点でN-23.30 -W、変化点でN-20.10 -W、屈曲点でN-

61.90 
- E 、すなわち南北軸と東西軸の内角は87.0。で屈曲し、変化点でN-75.80 

- E 、変化点でN-

71.40 
- E 、変化点でN-74.50 

- E 、変化点でN-87.00 
- Eを指向する。

断面形状は丸底状および上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で56cmある O 覆土は

塊状の土が入り込んで、はいるがA-A'は 5層、 B-B' は 3層、 C-C' は 2層で構成される O 断面

A-A'の 1層は黒色 (10YR 1.7/1)土層、 2層は黒色 (2.5GY2/1)土層、 3層は黒褐色 (2.5Y

3/1)土層、 4層はオリーブ黒色 (5Y 2/2)土層、 5層は黒色 (2.5Y 2/1)土層である O 断面B-B'

の 1層・ 2層は黒色 (10YR 1.7/1)土層、 3層はオリーブ黒色 (5Y 2/2)土層である o C-C' の 1

層・ 2層は黒色 (5YR1.7/1)土層である O

遺物は覆土から弥生土器の小型査が 2個体、塞が 1個体、小型査の口縁部片が 1点、壷の口縁部片が 1

点、壷の頚部から体部にかけての破片が13点、台付聾の底部片が 1点、査の底部片が 1点の合計20点出土

している O その内、図化が可能な弥生土器の小型壷が2点、聾が2点の計4点を図示した。

J録。。<0 。。
/ / 

三三ノだ三

第52図 9号周溝墓の遺物出土状況図

-58-

1ア

匂

f孝斗

¥Y. 

。 1m 



、、

11/11111 

E 調査の結果表f育遺跡 3.遺棒と造物

、、

a鳴長

o 

第53図 9号周溝墓から出土した弥生土器の実測図

10cm 

遺物 第53図の 1は小型壷の頚部から底部にかけての破片で、底部は平底で中央に意図的に空けたと思わ

れる直径1.8cmの穴が空いている O 底部から体部下半まで外反し、体部下半から頚部にかけては内湾し、

頚部から口縁部は外反している。外面は口縁部と体部と底部に斜位と縦位のハケ目痕が残り、頚部にはヘ

ラ磨き痕が残っている O 内面は口縁部に斜位のハケ目痕が残っている O 胎土はやや粗く、石英・長石・灰

色・茶褐色粒と喋(2 mm大)を多く含んでいる o 2も小型査で、体部上半から頚部は内湾し、頭部は外

反している O 外面は体部に櫛歯状施具による刺突紋が施され、底部に斜位のハケ日痕が残っている O 内面

は体部と底部に斜位のハケ日痕が残っている O 胎土はやや粗く、長石・石英・灰色・黒色粒と喋(2 ~ 3 

m大)を含んでいる。 3は蓋の口縁部から体部下半にかけての破片で、体部下半から体部中央は外反し、

体部中央から頭部は内湾し、頚部から口縁部は外反している O 外面は口縁部に刻み目痕が残り、口縁部か

ら体部は横位と斜位のハケ日痕が残っている。内面は口縁部に横位のハケ日痕が残っている O 胎土は普通

で、長石・石英・黒色粒を含んでいる。

11号周溝墓

遺構 11号周溝墓はD-5・6・7グリッド、 E-5・6・7グリッド、 F-6グリッドに位置し、接してい

るO 南溝が12号周溝墓の北溝を切り、溝の北東角は33号溝跡に、南東角は28号溝跡に一部削られている

が、方形周溝墓と考えられる O
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3.遺袴と遺物ヨ安倍遺跡調査の結果E 

規模は溝幅を含め、縦軸13.01m、横軸14.59mを測り、外郭の形状は方形を呈する。

溝の規模は長さが44.73m、幅は0.48~1.57mで、ある。溝の北西部から東西軸のN値方位は変化点が21箇

所、屈曲点が 4箇所認められる。北溝の北西端から N-78.50 
- E 、変化点でN-89f-W、変化点で

N -81.10 
- W、変化点でN-86.40 -W、変化点でN-77.50 -W、変化点でN-80.20 -W、変化点でN-

72.40 
- W、変化点でN-41.90 -W、屈曲点でN-4.30 -W、すなわち東西軸と南北軸の内角は90.7。で屈

曲し、変化点でN-8.10 -E、変化点でN-4.00 -E、変化点でN-16.50 
- E 、変化点でN-6.60

- E 、

変化点でN-39.40 
- E 、屈曲点でN-85.80 

- E 、すなわち南北軸と東西軸の内角は85.80 で屈曲し、変化

点でN-88.10 -W、変化点でN-79.20 -W、変化点でN-61.40 
- W、変化点でN-40.60 -W、屈曲点で

N-4.80 -W、すなわち東西軸と南北軸の内角は94.0。で屈曲し、変化点でN-1.20 
- E 、変化点でN-

1.70 
- E 、変化点でN-5.10 -E、変化点でN-22.20 

- E 、変化点でN-45.00 
- Eを指向している O すな

わち南北軸と東西軸の内角は89.50 で屈曲する O
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11号周溝墓の平面・断面図
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺存と遺物

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で76cmある。覆土は塊状の土が入

り込んではいるがA-A'は2層、 B-B'は4層、 C-C'は2層、 D-D'は2層、 E-E'は6層、

F-F'は7層で構成される。断面A-A'の1層は黒色 (lOYR 1.7/1)土層、 2層は黒色 (5YR 1.7/1) 

ミよ差

B 

主主 7.401

B' 
-7.644 

三Z芸

1 10YR1.7/1 黒色士層粘性かなり強く、締まりやや強い。
7.5GY5/1 緑灰色 (直径12rrun大) ・5Y6/4 オリープ黄色 (直径2mm大)
7.5Y4/1 灰色 (直径 lmm大) 泥岩粒子が 2%ほど混じる。

2 5YR1.7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
5Y5/2 灰オリープ色粒子(直径5mm大で、殆どが lmm大以下)が 2%ほど混じる。

1 10YR2/2黒褐色土粘性かなり強く、締まりやや強い。
7.5YR3/3 暗褐色土が斑状で混入。境界は不明瞭。
10YR6/6 明黄褐色最大径(40X 25)mmと直径3mm大の泥岩細粒・
5YR5/8 明赤褐色 (直径2-3mm大) ・2.5Y7/3 浅黄色 (直径 1-2mm大)
粒子が20%ほど混じる。

2 10YR2/1 黒色土粘性やや強く、締まりかなり強い。
7.5YR3/3 暗褐色土が斑状で混入。境界は不明瞭。
10YR6/6 明黄褐色 (直径 3mm大)の泥岩細粒・
5YR5/8 明赤褐色 (直径2-3mm大) ・2.5Y7/3 浅黄色 (直径 1-2mm大)
10YR6/6 明黄褐色最大径(30X4伽nm)大粒子が2%ほど混じる。

3 2.5Y4/4 オリープ褐色粘性かなり強く、締まりやや強い。
2.5Y7/4 浅黄色のかなり硬いシルト岩。最大径 (35X20mm)泥岩粒が 5%ほど混じる o

4 5Y2/1 黒色土粘性かなり強く、締まりやや強い。
第 1層と酷似。 7.5YR3/3 暗褐色土が斑状で混入。境界は不明瞭。
10YR6/6 明黄褐色 (直径3mm大)の泥岩細粒・ 5YR5/8 明赤褐色 (直径2-3mm大)
2.5Y7/3 浅黄色(直径 1-2mm大)粒子が 1%ほど混じる。

1 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/6 明黄褐色・ 7.5YR6/8 樫色粒子(直径 1-2mm大)が 7%ほど混じる。

2 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/6 明黄褐色 (直径 1-2mm大)
7.5YR6/8 樺色 (直径1O-25mm大)粒子が20%ほど混じる。

1 2.5Y2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
5Y7/4 浅黄色・ 5Y8/2 灰白色・ 7.5YR6/8 樫色
粒子(殆どが15mm大と 2-2mm大)が20%ほど混じる。

2 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘性かなり強く、締まりやや弱い。
2.5Y6/4 にぷい黄褐色地山の泥岩がかなり多く混じる。

1 5Y2/1 黒色粘准・締まりともにやや強い。
2.5Y6/6 明黄褐色・ 7.5Y4/2 灰オリープ色粒子(直径 1-2mm大)が 2%で混じる。

2 2.5Y2Il 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/6 明黄褐色・ 7.5Y4/2 灰オリープ色粒子(直径 1-2mm式)が 5%で混じる。

3 7.5Y2I2 オリープ黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
E 1l E' MY4/3 暗オリーブ色 (直径 8-10mm大)2.5Y4/6 オリーブ褐色 (3-4mm改)
-- ¥ 一一 5.9日31
三行?ーャふマ守士一一一一←ー『ー 粒子が 3%ほど混じる。

3で三~-\ζ兵一--.f/-乙よ二 4 7.5Y4/2 灰オリープ色粘性かなり強く、締まりやや強い。
二二三k ¥4f=こ二三三 メ二二 7.5Y6/2 灰オリープ色土・ 5Y2/1 黒色土・ 2.5Y4/6 オリーブ褐色士が混じる。
二二二4.ァー ←一二 10Y4/2 オリープ灰色粒子(直径1伽 n大)が混じる。
二二二二二三A ~竺三二二 5 5Y2/2 オリーブ黒色 粘性かなり強く、締まりやや弱い。

ー '一 2.5Y4/6 オリーブ褐色・ 10Y4/2 オリープ灰色粒子(直径 1-2mm大)が 1%ほど混じる。

F F' 
- ... -6.046 

二宝、 t 々必至二

二二Iヘ 3 (A二二
==:\.\~t:三三ェ6

7-一

9 ，m 

6 10YRl.7/1 黒色粘准非常に強く、締まりやや強い。
10Y6/2 オリーブ灰色(直径 lmm大) ・7.5GY6/1 緑灰色(直径25mm大)粒子が 1%ほE混じる。

1 10YR1.7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。 10Y4/2 オリープ灰色(殆どが直径2mm大)
7.5Y4/3 暗オリープ色(直径4mm大) ・10YR6/2灰黄褐色(直径2mm大)粒子が3%ほど混じる。

2 10YR1.7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10Y4/2 オリーブ灰色(殆どが直径2mm大) ・7.5Y4/3 暗オリーブ色(直径4mm大)
10YR6/2 灰黄褐色(直径2mm大) ・10YR5/8 黄褐色(直径2mm大)粒子が 5%ほど混じる。

3 10YR1.7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。 1層より明るい。
10Y5/2 オリープ灰色士・ 2.5GY6/1 オリープ灰色土が25%ほど混じる。

4 2.5Y2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10Y5/2 オリープ灰色土・ 2.5GY6/1 オリープ灰色士10YR5/8 黄褐色粒子が25%ほど混じる。

5 10YR1.7/1 黒色粘性非常に強く、締まりやや強い。
5Y5/4 オリーブ色粒子(直径 lmm大)が 5%ほど混じる。

6 10Y5/l 灰色粘性非常に強く、締まりやや弱い。水分を多く含む。
7 7.5Y2I2 オリーブ黒色粘性かなり強く、締まりやや弱い。

第55図 11号周溝墓の溝の断面図
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E 調査の結果請を信遺跡 3.遺袴と造物

土層である O 断面B-B' の 1層は黒褐色(lOYR 2/2)土層、 2層は黒色(lOYR 2/1)土層、 3層

はオリーブ褐色 (2.5Y 4/4)土層、 4層は黒色 (5Y 2/1)土層である O 断面C-C'の 1層は黒色

(2.5Y 2/1)土層、 2層は暗オリーブ褐色 (2.5Y3 /3)土層である。断面D-D' の1層は黒色 (2.5Y

2/1)土層、 2層は暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)土層である O 断面E-E' の 1層は黒色 (5Y 2/1) 

土層、 2層は黒色 (2.5Y 2/1)土層、 3層はオリーブ黒色 (7.5Y 2/2)土層、 4層は灰オリーブ色

(7.5Y 4/2)土層、 5層オリーブ黒色 (5Y 2/2)土層、 6層は黒色 (lOYR 1.7/1)士層である O 断

面F-F' の 1層は黒色 (7.5YR 1.7 / 1 )土層、 2層は黒色 (lOYR 1.7/1)土層である O 断面G-G'

の 1層 .2層・ 3層は黒色 (lOYR 1.7/1)土層、 4層は黒色 (2.5Y 2/1)土層、 5層は黒色 (lOYR

1.7/1)士層、 6層は灰色 (lOY 5/1)土層、 7層はオリーブ黒色 (7.5Y 2/2)土層である O

A ~ 6.500 

A A' 

B 旦二 6.500

3鈴 B' 

r、、

o 1m 

第56図 11号周溝墓の遺物出土状況図(1)
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺袴と遺物

遺物は覆土の下位から弥生土器の査が 1点、口縁部片が4点、肩部片が 1点、平底片が 1点、蓋が 1点、

口縁部から体部にかけての破片が 3点、体部片が50点、台付費の底部が 1点、脚部破片が 3点の計65点、

覆土の上位から土師器の口縁部片が 1点、体部片が7点の計8点、須恵器のつまみ片 1点、杯の口縁部片

が 1点、体部片 5点、高台付き底部が 1点の計 8点の合計81点出土している。その内、図化が可能な壷

の口縁部片 1点、壷の体部片 1点、壷の頚部から体部下半にかけての破片 1点、聾の口縁部片 1点、棄の

口縁部から体部にかけての破片 1点、聾の口縁部から体部下半にかけての破片 1点、台付聾の口縁部から

底部にかけての破片 1点の計7点を図示した。

g 

01 01 

。 01

o 1m 

第57図 11号周溝墓の遺物出土状況図 (2)
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E 調査の結果表情遺跡 3.道棒と遺物
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第58図 11号周溝墓から出土した弥生土器の実測図
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.若様と造物

遺物 第58図の 1は弥生土器の壷の口縁部片で、頚部から口縁部にかけて外反している。外面は、口縁部

に刺突紋が施され、斜位のハケ目痕が残り、頚部にヘラ磨き痕が残っている。内面は口縁部に刺突紋が施

され、頚部にヘラ磨き痕が残っている。胎土は普通で長石・石英・黒色粒を含んでいる。 2は査の体部

片で、体部は内傾している。外面は櫛歯状施具による羽状の刺突紋を施した後にやや細長い貼り付け浮紋

を一周させていると思われる。内面は摩耗のため調整方法は不明瞭である。胎土は粗く、白色・黒色・石

英粒を多く含んでいる。 3は壷の頚部から体部下半にかけての破片で、体部は内湾し、頚部から口縁部

は外反している。外面は体部上半に波状紋と櫛歯状施具による羽状の刺突紋が施され、 3個 1組の浮紋が

2箇所にあったと思われる。体部の中央は縦位と縦位と斜位のハケ目痕が残り、体部下半はヘラ磨き痕が

残っている。内面は口縁部に波状紋とヘラ磨き痕が残り、体部は板ナデ仕上げが認められる。胎土は普通

で、長石・石英粒を多く含んでいる。 4は聾の口縁部片で、口縁部は「く jの字状に外反している。外

面は口縁部に刻み目痕が残り、口縁部から体部上半は縦位と斜位のハケ目痕が残っている。内面は口縁部

に斜位と横位のハケ目痕が残っている。胎土はやや粗く、灰色・白色・赤茶色粒と磯(3 mm大)を多く含

んでいる。 5は聾の口縁部から体部上半にかけての破片で、体部は内湾し、口縁部は「く jの字状に外

反している。外面は口縁部に刻み目痕が残り、頚部に縦位のハケ目痕が残り、体部に横位のハケ目痕が残っ

ている。内面は口縁部に横位のハケ目痕が残り、体部に指頭圧痕が残っている。胎土は普通で、白色・黒

色・赤色・石英粒を多く含んでいる。 6は奮の口縁部から体部下半にかけての破片で、体部は内湾し、

口縁部は「く jの字状に外反し、端部は波状である。外面は口縁部から体部は斜位と横位のハケ目痕が残

り、口縁端部を波状に整えている。内面は口縁部に横位と斜位のハケ目痕が残り、体部に指頭圧痕が残っ

ている。胎土はやや粗く、赤色・白色・灰色・透明粒と小磯(2 mm大)を多く含んでいる。 7は台付蓋

の口縁部から底部にかけての破片で、体部は内湾し、口縁部は「く」の字状に外反している。外面は口縁

部に刻み目痕が残り、口縁部から体部は斜位と横位のハケ目痕が残っている。内面は口縁部に横位のハケ

目痕が残っている。胎土は普通で、灰色・黒色・糧色粒を含んでいる。

12号周溝墓

遺構 12号周溝墓はD-7グリッドと E-7'8グリッドに位置し、北溝のは11号周溝墓の南溝に切られ、

東溝はなく、南溝は直交する69号溝跡に切られ、西溝は5号周溝墓の東溝と共有しているが、方形周溝墓

と考えられる。

規模は溝幅を含め、縦軸推定9.69m、横軸推定9.71mを測り、外郭の推定形状は方形を呈する。

溝の規模は北溝の残存長が4.71m、残存幅は1.55m、南溝の長さが8.96m、幅はO.77~ l.l1mである。北

溝は北西から南北軸のN値方位は屈曲点が 1箇所、南溝は変化点が 3箇所認められる。北溝は北西から

N -53.10 
- E 、屈曲点でN-83.30 -W、すなわち南北軸と東西軸の内角は102.30 で屈曲する。南溝の東

から変化点でN-76.60
- E 、変化点でN-85.70 -W、変化点でN-76.60 -Wを指向し、東西軸と南北軸

の内角は108.70で屈曲する。

断面形状は上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で52cmある。覆土は塊状の土が入り込

んではいるがA-A'は 3層で構成される。断面A-A'の 1層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 2層は黄糧色

(lOYR 7/8)土と黒色 (2.5Y 2/1)土の混じりあった土層、 3層はオリーブ黒色 (7.5Y 3/2)土層である。

遺物は覆土から弥生土器の壷が 1点、壷の口縁部片が 1点、体部片が34点、底部片が 1点の合計37点出

土している。その内、図化が可能な査の破片 2点を図示した。

遺物 第61図の 1は壷で、底部は平底を呈し、体部下半が下膨れする無花果形を呈する。頚部から口縁部

は大きく外反し、端部を四角形に収めている。外面は口縁部と体部の中央と底部に斜位のハケ目痕が残り、

頚部と体部下半にヘラ磨き痕が残っている。頚部下半に櫛歯状施具による羽状の刺突紋が施され、体部上

半に斜位の刺突紋が施されている。口縁部に刻み目痕が一周していると思われるが、摩耗のため不明瞭で

ある。内面は口縁部と底部に斜位のハケ目痕が残っている。胎土はやや粗く、灰色・赤色粒を含んでいる。

2は査で、底部はほぼ平底を呈し、体部下半が下膨れする無花果形を呈する。頚部から口縁部は外反して

いる。外面は体部と底部に斜位のハケ自痕が残り、内面は底部に板ナデ仕上げが認められる。胎土はやや

粗く、赤色・白色・灰色・透明粒と多くの小磯 (2mm大)を含んでいる。
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3.遺袴と遺物ヨ駐停遺跡調査の結果E 
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2.5Y6/8 黄色粒子(直径1mrn大)が 1%ほど混じる。
10YR7/8 黄樟色土と、 2.5Y2/1黒色土が斑状で混じる。
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12号周溝墓の平面・断面図第59図
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12号周溝墓の遺物出土状況図
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺存と造物

糊

o 10cm 

第61図 12号周溝墓から出土した弥生土器の実測図

14号周溝墓

遺構 14号周溝墓は I-7・8グリッドと J-7・8グリッドのに位置し、北溝は未調査地区のため確認で

きなかったが、方形周溝墓と考えられる。

規模は溝幅を含め、縦軸推定7.11m、横軸7.79mを測り、外郭の推定形状方形を呈する。

溝の規模は長さが16.63m、幅は0.38~ 1.26mである。溝の北東から N値方位は変化点が 8 箇所、屈曲点

が2箇所認められる。東溝の北東端からN-31.40 
- E 、変化点でN-36.40 

- E 、変化点でN-31.10 
- E 、

変化点でN-39.60 
- E 、屈曲点でN-85.90

- E 、すなわち東西軸と南北軸の内角は102.90で屈曲し、変

化点でN-69.10 - W、変化点でN-62.90 - W、変化点でN-46.90 - W、屈曲点でN-16.90 
- E 、すなわ

ち南北軸と東西軸の内角は84.60 で屈曲し、変化点でN-25.70
- E 、変化点でN-38.80 

- Eを指向する。

断面形状は上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で43cmある。覆土は塊状の土が入り

込んではいるがA-A' . B-B' ともに 2層で構成される。断面A-A' . B-B' の 1層は黒色

(lOYR 1.7/1)土層、 2層は暗オリーブ灰色 (2.5GY 4/1)である。

遺物は覆土から弥生土器の口縁部片が 1点、頚部から体部にかけての破片が1点、頚部片が 1点、体部

片が7点、平底の底部片が 1点の合計11点が出土している。その内、図化が可能な小型査の体部片 1点を

図示した。

遺物 第63図の 1は小型査の頚部から体部下半のかけての破片で、体部下半が下膨れする無花果形を呈す

ると思われる。外面は斜位のハケ目を施した後、櫛歯状施具による横位と斜位の刺突紋が施されている。

体部の中央には 2本の波状紋が施されている。内面は摩耗のため調整方法については不明瞭である。胎土

は普通で、白色・灰色粒と小磯 (2mm大)を含んでいる。
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と遺物
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1 10YRl. 7/1 粘性かなり強く、締まりやや強い。
7.5Y4/2 灰オリーブ色土 (粘性かなり強く、締まり弱Lミ)
2.5Y4/6 オリーブ褐色土 (粘性かなり強く、締まり弱Lミ)
が1%ほど混じる。

2 2.5GY4/l 暗オリーブ灰色粘性かなり強く、締まりやや強い。

B B' 
一一 5.806 1 10YR1.7/1 粘性かなり強く、締まりやや強い。

7.5Y4/2 灰オリーブ色土 (粘性かなり強く、締まり弱い)
2.5Y4/6 オリーブ褐色土 (粘性かなり強く、締まり弱い)
が 1%ほど混じる。

2 2.5GY4/1 暗オリーブ灰色粘性かなり強く、締まりやや強い。
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第62図 14号周溝墓の平面・断面図
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第63図 14号周溝墓から出土した弥生土器の実測図
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3.遺符と造物兼停遺跡調査の結果E 

17号周溝墓

遺構 17号周溝墓は F-8・9グリッド、 G-8・9グリッド、 H-8・9グリッドに位置し、東溝は自然排

水路 (10号溝跡)に、南溝は自然排水路 (12号溝跡 ) に 切 ら れ 、 北 東 角 は 8号溝跡に、南西角は 7号溝跡

に よ り一部削られているが、方形周溝墓と考えられる。
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2.5Y211 黒色粘性・締まりともにやや強い。
7.5YR1.7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
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黒色粘性・締まりともにやや強い。
黒色粘性・締まりともにやや強い。
にぶい黄色土(粘性やや強く、締まり弱い)が50%ほど混じる。
黒色粘性・締まりともにやや強い。
にぷい黄色土(粘性やや強く、締まり弱い)が10%ほど混じる。
黒色粘性・締まりともにやや強い。
にぶい黄色土(粘性やや強く、締まり弱い)が20%ほど混じる。
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17号周溝墓の平面・断面図

-69-

第64図



E 調査の結果兼停遺跡 3.遺袴と遺物

規模は溝幅を含め、縦軸推定9.90m、横軸12.42mを測り、外郭の推定形状は方形を呈する。

溝の規模は長さが32.50m、幅は0.59~2.09mである。溝の南西から南北軸のN値方位は変化点が 9 箇所、

屈曲点が 3箇所認められる。南西角から N-7.40 -W、変化点でN-14.40 
- E 、屈曲点でN-67.60 -E 、

すなわち南北軸と東西軸の内角は92.7。で屈曲し、変化点でN-85.10 
- E 、変化点でN-87.20 -W、変化

点でN-80S-W、変化点でN-71.10 -W、屈曲点でN-15.10 -W、すなわち東西軸と南北軸の内角は

92.50で屈曲し、変化点でN-1.60 -W、変化点でN-11.60 
- E 、屈曲点でN-81.40 

- E 、すなわち南北

軸と東西軸の内角は92.5。で屈曲し、変化点でN-86.70
- E 、変化点でN-89.30 -Eを指向し、東西軸と

南北軸の内角は82.30で屈曲する。

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で107cmある。覆土は塊状の土が入

り込んではいるがA-A' は 4層、 B-B' は 3層で構成される。断面A-A' の 1層は黒色 (2.5Y

211)土層、 2層は黒色 (2.5Y 211)土とにぶい黄色 (2.5Y 6/3)土が混じった土層、 3層.4層は

黒色 (2.5Y 211)土層である。断面B-B' の 1層は黒色 (10YR 211)土層、 2層は黒色 (2.5Y

211)土層、 3層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層である。

遺物は覆土の下位から弥生土器の壷の口縁部片が2点、体部片が56点、台付聾の底部片が 1点、脚部片

が 1点、覆土の上位から須恵器の体部片が2点の合計62点出土している。その内、図化が可能な台付費の

脚部片 l点を図示した。

遺物第65図の 1は台付蓋の脚部で、脚部は「ハ」の

字状に聞いている。外面は縦位と斜位のハケ目痕が残

り、内面は横位のハケ目痕が残ってる。胎土は粗く、

白色・灰色・樟色粒を含んでいる。

o 10cm 

第65図 17号周溝墓から出土した

弥生土器の実測図

18号周溝墓

遺構 18号周溝墓は 1-9・10グリッドに位置し、西溝を欠き、北溝の一部は38号溝跡に切られ、南溝の

西端部は40号溝跡に切られているが、方形周溝墓と考えられる。

規模は溝幅を含め、縦軸6.39m、横軸推定5.21mを測り、外郭の推定形状は方形を呈する。

溝の規模は長さが13.52m、幅は0.27~0.74mである。溝の北西から東西軸のN値方位は変化点が7箇所、

屈曲点が 2箇所認められる。北溝の北西端から N-51.90 
- E 、変化点でN-89.60 -W、変化点でN-

82.30 -W、変化点でN-68.80 - W、屈曲点でN-6.90 -W、すなわち東西軸と南北軸の内角は84.20で屈

曲し、変化点でN-14.90 
- E 、変化点でN-24.60 -E 、変化点でN-29.90 -E 、屈曲点でN-67.60 -W、

すなわち南北軸と東西軸の内角は83.20で屈曲し、変化点でN-40.80 -Wを指向する。

断面形状は丸底状を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で28cmある。覆土は塊状で土が入り込んでは

いるがA-A' は 1層、 B-B' は3層で構成される。断面A-A' の I層は黒色 (2.5Y 211)土層で

ある。断面B-B'の1層・ 2層は黒色 (2.5Y 211)土層、 3層は 2層と暗灰黄色が混じった土層である。

遺物は覆土の下位から弥生土器の体部片が140点、平底の底部片が 3点、脚部片が4点の計147点、覆土

の上位から土師器の体部片が 1点、底部片が 2点、須恵器の体部片が 2点の合計150点出土している。そ

の内、図化が可能な査の底部片 1点を図示した。

遺物 第67図の 1は壷の底部片で、体部に向かつて外反している。外面は体部は斜位のハケ目痕が残って

いる。内面は摩耗のため調整方、法については不明瞭である。胎土は粗く、長石・石英・黒色粒を含んで、い

る。
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E 調査の結果 ヨ震停遺跡
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2.5Y2/l 黒色 粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/4 にぷい黄色士が10%ほど混じる。
2層に2.5Y4/2 暗灰黄色土が50%ほど混じる。

1m 

第66図 18号周溝墓の平面・断面図

¥各会〕-乞プ18周一1
O 

第67図 18号周溝墓から出土した弥生土器の実測図
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3.遺梼と遺物兼停遺跡調査の結果E 

19号周溝墓

遺構 19号周溝墓はG-9・10グリッド、 H-9グリッドに位置し、北溝は12号溝跡に、東溝は17号溝跡

に切られているが、方形周溝墓と考えられる。
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10YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
10YR1.7 /1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
10YR1.7/1 黒色土(粘性・締まりともにやや強Lミ)と
2.5Y6/3 にぶい黄色土(粘性やや強く、締まりやや弱Lミ)が混じる。
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5GY7/l 明オリーブ灰色粘性やや強く、締まりやや弱い。
10YR3/2 黒褐色粘性やや強く、締まりやや弱い。
10YR2/2 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
10YR3/3 暗褐色粘性やや強く、締まりやや弱い。
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19号周溝墓の平面・断面図
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E 調査の結果菜作著者跡 3.遺待と造物

規模は溝幅を含め、縦軸6.69m、横軸推定8.37mを測り、外郭の推定形状は方形を呈する。

溝の規模は北溝の残存長が4.20m、残存幅は0.06~0.45m、南・西溝の長さが10.24m、幅は0.63~ 1.85m で、

ある O 北溝は東西軸のN値方位は変化点が5箇所、南西の溝は変化点が4箇所、屈曲点が1箇所認められる。

北溝の北西端から N-34.60 - W、変化点でN-72.90 - W、変化点でN-88.90 -W、変化点でN-84.8。

E 、変化点でN-86.60 - Wを指向する O 南・西溝の南東端から、変化点でN-70.00 - W、変化点でN

82.60 -W、変化点でN-73.00 -W、屈曲点でN-2.70 -W、すなわち東西軸と南北軸の内角は92.40で屈曲

し、変化点でN-25.90 
- E 、変化点でN-14.00 

- Eを指向し、南北軸と東西軸の内角は88.0。で屈曲する O

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で40cmある O 覆土は塊状の土が入り

込んではいるがA-A' は3層、 B-B' は4層で構成される O 断面A-A' の 1層は黒色(10YR 2/1) 

土層、 2層 .3層は黒色(lOYR 1.7/1)士層である。断面B-B'の1層は明オリーブ灰色 (5GY 7/1) 

土層、 2層は黒褐色 (10YG 3/2)土層、 3層は黒褐色 (10YG 2/2)土層、 4層は暗褐色(10YG

3/3)土層である。

遺物は覆土から弥生土器の査の口縁音防、ら体部上半にかけての破片が 1点、口縁部から頭部にかけての

破片が 1点、口縁部片が2点、頚部片が25点、体音防、ら底部にかけての破片が 1点、体部片が55点、底部

Uも
金

マ/

¥)ノf

1m 

第69図 19号周溝墓の遺物出土状況図
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺梼と遺物
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o 10cm 

第70図 19号周溝墓から出土した弥生土器の実測図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と遺物

片が3点、妻の口縁部から体部上半にかけての破片が 1点、口縁部から体部にかけての破片が 1点、口縁

部片が6点、体部片が 1点、脚部片が 1点の合計98点が出土している。その内、図化が可能な査の口縁部

から体部中央にかけての破片が 1点、壷の頚音防、ら底部にかけての破片が 1点、査の口縁苦防、ら体部上半

にかけての破片が I点、査の底部片が 1点、妻の口縁部から体部中央にかけての破片が 1点、護の頚部か

ら体部下半にかけての破片が 1点、警の口縁部から体部下半にかけての破片が 1点の計7点を図示した。

遺物 第70図の 1は査の口縁部から体部中央にかけての破片で、体部上半から頚部は内湾し、頚部から口

縁部は大きく外反している O 外面は体部上半は縦位のハケ日痕が残り、櫛歯状施具による羽状の刺突紋が

施されている。頚部はヘラ磨き痕が残り、口縁部は斜位のハケ目痕が残り、羽状の刺突紋が施されて、 3 

個 1組の棒状浮紋が5箇所に施されている。内面は頚部はヘラ磨き痕が残り、口縁部は 3重の羽状刺突紋

が施されている O 胎土は普通で、長石・黒色・赤色・石英粒を多く含んでいる o 2は壷の頚音防、ら底部

にかけての破片で、底部は平底で、体部は下半が下膨れする無花果形を呈する O 外面は体部下半はヘラ磨

き痕が残り、底部は縦位のハケ目痕が残っている O 内面は体部に板ナデ仕上げが認められる O 胎土は普通

で、白色・灰色・茶色・黒色粒と多くの小喋(2凹大)を含んでいる o 3は曹の口縁音防、ら体部上半に

かけての破片で、口縁部は「くIの字状に外反し、端部を四角形に収めている O 外面は口縁端部と体部は

斜位のハケ日痕が残っている O 内面は口縁音防、ら体部に横位と斜位のハケ日痕が残っている O 胎土はやや

粗く、白色・灰色・赤色粒を含んでいる。 4は壷の底部片で、平底の底音防、ら大きく外反している O 内

外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎土は粗く、白色・灰色・赤色粒を多く含んでい

る。 5は蓋の口縁部から体部上半にかけての破片で、体部は内湾し、口縁部は「く」の字状に外反して

いる。外面は口縁部に刻み目痕が残り、口縁音防、ら体部は斜位と縦位のハケ日痕が残っている O 内面は口

縁部から体部に横位のハケ目痕が残っている O 胎士はやや粗く、白色・灰色・赤色粒と蝶(3 mm大)を多

く含んでいる o 6は妻の頚部から体部下半にかけての破片で、口縁部は「く Jの字状に外反し、体部は

内湾している O 外面は体部に縦位と斜位のハケ目痕が残っている O 内面は口縁部に横位と斜位のハケ目痕

が残っている O 胎土はやや粗く、白色・灰色・赤色粒と喋(3 mm大)を多く含んでいる。 7は聾の口縁

部から体部下半にかけての破片で、体部下半から中央に向かつて外反し、中央から肩部は内湾し、口縁部

は「く」の字状に外反している。外面は口縁部に刻み目痕が残り、口縁苦防、ら体部は斜位のハケ日痕が残っ

ている O 内面は口縁部に横位と斜位のハケ日痕が残っている O 胎土はやや粗く、白色・灰色・赤色粒を含

んでいる O

20号周溝墓

遺構 20号周溝墓は日 -9・10グリッドに位置し、西溝を欠き、北溝と南溝の西端部は41号溝跡に接して

いるが、方形周溝墓と考えられる O

規模は溝幅を含め、縦軸6.18m、横軸推定6.37mを測り、外郭の推定形状は方形を呈する O

溝の規模は長さが7.17m、幅は0.57~0.90mで、ある。溝の北西から東西軸のN値方位は変化点が 4 箇所、

屈曲点が 2箇所認められる O 北溝の北西端から N-88.30 
- E 、屈曲点でN-64.40 

- W、すなわち東西軸

と南北軸の内角は103.5。で屈曲し、変化点でN-24.10 - W、変化点でN-24.60 
- E 、変化点でN-3.70 

W変化点でN-22.90 -E、屈曲点でN-82.50 -E、すなわち南北軸と東西軸の内角は87.30 で屈曲し、変化

点でN-80.30-Wを指向する O

断面形状は上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'47cmある O 覆土は塊状の土が入り

込んではいるがA-A' は 8層で構成される O 断面A-A'の 1・2層は黒褐色 (2.5Y 2!1)土層、で

ある o 3層は黄褐色 (2.5Y 5/4)士層、 4層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 5層は黄褐色 (2.5Y 5/3) 

土層、 6層は黒色 (2.5Y 2!1)土層、 7層は黒褐色 (2.5Y 3!1)土層、 8層はオリーブ褐色 (2.5Y

4/3)土層である。

遺物は覆土の下位から弥生土器の頚部片が 8点、体部片が35点、体部下半から底部にかけての破片が 1

点、平底の底部片が2点の計46点、覆土の上位から土師器の体部片が 1点、須恵器の口縁部片が 1点、底

部片が 1点の合計49点出土している O その内、図化が可能な弥生土器の壷の体部下半から底部にかけての

破片 1点、壷の底部片 1点の計2点を図示した。
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3.遺梼と器物兼f彦遺跡調査の結果E 
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1 2.5Y2/l 黒色

2 2.5Y2/1 黒色
1層より明るい。

2.5Y5/4 黄褐色粘性・締まりともにやや強い。
7.5YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y5/3 黄褐色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y4/3 オリーブ褐色土が20%ほど混じる。

7 2.5Y3/l 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
8 2.5Y4/3 オリーブ褐色粘性・締まりともにやや強い。

粘性・締まりともにやや強い。
粘性かなり強く、締まりやや強い。
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20号周溝墓の平面・断面図

¥幽山d三二プ 20周一2

第71図

20号周溝墓から出土した弥生土器の実測図

遺物 第72図の 1は壷の体部下半から底部にかけての破片で、平底の底部から外反して立ち上がっている。

外面は底部に斜位のハケ日痕が残っている O 内面は摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎土は

普通で、白色・灰色粒を含んでいる。 2は壷の底部片で、平底の底部から外反している O 外面は底部に

縦位のハケ目痕が残っている O 内面は摩耗のため調整方法については不明瞭で、ある O 胎土は普通で、長

石・石英・黒色粒を含んでいる。
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E 調査の結果表傍遺跡 3.遺袴と造物

く溝状遺構〉
弥生時代の溝状遺構は調査区の東部に多く分布しており、 40条確認したが、その内の20条から弥生土器

片が出土している O 特に、 55号溝跡は溝の規模も大きく、弥生土器の出土量も多い。また、 49・52・66・

68・69・71号溝跡では覆土の上位から土師器片・須恵器片が少量出土している。

24号溝跡(弥生-1)

遺構 24号溝跡は I-9グリッド中央付近を南南西から北北東方向に伸長し、南端部は26号溝跡にほぼ直

角に接している。溝の規模は長さが2.16m、幅は0.32~0.44mで、ある O 南北軸のN値方位は変化点が 1 箇

所認められる O 溝の北端から N-33.30 
- E 、変化点でN-17.70 -Eを指向する O 断面形状は浅いU字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で9cmある O 覆土はA-A' は 1層で構成される O 断面A-A'

の 1層は黒色(lOYR 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

26号溝跡(弥生 2 ) 

遺構 26号溝跡は I-9グリッド中央付近を東南東から西北西方向に伸長し、中央部で24号溝跡がほぼ直

角に接している O 東端は45号溝跡に接するように終息している O 溝の規模は長さが5.46m、幅は0.25~

0.37mで、ある O 東西軸のN値方位は変化点が 2箇所認められる。溝の西端から N-84.90 
- E 、変化点で

N-70.90 -w、変化点でN-77.20 -wを指向する O 断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深

さは最深部で、llcmある。覆土はA-A' は1層で構成される。断面A-A'の 1層は黒色(10YR 2/1) 

士層である O 遺物は出土しなかった。

. ・・・.・・ー ー一一.、.
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• E
 

• 
・

• • • • • • 
・

1主±空二ご7竺三一主 5.415
1三三三二b

1m 

24溝 26溝

2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

第73図 24・26号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺符と遺物

28号溝跡(弥生一 3) 

遺構 28号溝跡はF-6グリッド中央から南西方向に伸長し、 11号周溝墓の南東角を切り、 E-7グリッ

ドの東側を南方向に伸び、途中E-8グリッドで撹乱により一部途絶えるが、さらに南南東方向に伸長し、

南端部は 7号溝跡に切られている o E-7グリッドでは、東側に27号溝跡、西側に29号溝跡が併走してい

るO 溝の規模は長さが31.48mで、幅は1.09~2.42mで、ある。南北軸のN値方位は変化点が 4 箇所認められ

る。北東端から N-41.50 
- E 、変化点でN-29.90 

- E 、変化点でN-5.80 -W、変化点でN-15.90 -W、

変化点でN-42.30 - Wを指向する O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部

で63cmある O 覆土はA-A'、B-B' は 1層、 C-C'は 2層で構成される。断面A-A'、B-B' の

1層は黒色 (lOYR 2/l)土層である o C-C' の 1層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 2層は黒褐色 (2.5Y

3/1)土層である。

.. .・....- 一一一ーー・--膚・・・・・・ E 匹 E

11周

12周

撹乱

-~?~-6蜘

10YR2/1 黒色粘性やや弱く、締まりかなり強い。
2.5Y7/4 浅黄色 シルト質泥岩粒子の直径 1mm大-85mm大
(ほとんど直径10mm大)が30%ほど混じる。

B 3撹乱 B' 
ー←一、 ---ー+ー+一一ーーー一一ー『ニ'-5.503 

2在、 \fーよ~

撹乱3主主ζ ごっごC/' ~@;: '¥ l' r ア~一一
5 

、~1I1/

6 

10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
10YR6/8 明黄褐色 (3mm大) ・10YR8/1 灰白色 (3mm大)
10YR5/8 黄褐色 ( 1mm大)粒子が 1%ほど混じる。

2 2.5Y3/2 黒褐色 粘性・締まりともにやや強い。(1層より強い)

鉄分が 1%ほど混じる O

3 10YR1.7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや弱い。
2.5Y5/4 黄褐色粒子 (2mm大)が 1%ほど混じる。

4 5Y3/1 オリーブ黒色粘性かなり強く、締まりやや弱い。

10YR5/8 黄褐色粒子 (2mm大)が 1%ほど混じる。
5 2.5Y5/3 黄褐色土・ 10YR5/8 黄褐色土・ 10YR2/1 黒色土が

斑状に混じる。
6 10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

4層の土が10%ほど混じる。

C 鞘乱 C' 
-ー一一一一一 1¥ L-5.481 

二二:1 ~、一~一一~2 l:::二 o 1m 

m
 

n
U
 

1
 7.5YR 2/1黒色粘性・締まりともにやや強い。

5Y 4/3暗オリーブ色粒子(最大径(lOX50)mm大と
ほとんどは 2mm大)が 1%ほど、 5YR4/8 赤褐色
粒子が 5%ほど混じる。

2 2.5Y 3/1黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
7.5YR2/1 黒色土が 5%ほど、 5YR4/8 赤褐色土
が10%ほど混じる。

第74図 28・29号溝跡の平面・断面図
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3.遺停と遺物来信遺跡調査の結果E 
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28号溝跡の遺物出土状況図
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第76図 28号溝跡から出土した土器と石器の実測図

1~ 4 弥生土器、 5 須恵器、 6 石錘

遺物は覆土の下位から弥生土器の蓋の口縁部片が 4点、台付蓋の脚部片が 1点、壷の口縁部片が 2点、

複合口縁部片が4点、体部片が112点、底部片が3点の計126点と石錘が 1点、覆土の上位から須恵器の平

瓶が 1点、須恵器の口縁部片が 1点、体部片が 1点、底部片(高台付)が 1点の計 4点で合計131.点出土

している O その内、図化が可能な弥生土器の壷の口縁部 1点、査の体部中央から底部にかけての破片 1点、

重の口縁部片 1点、台付蚕の脚部 1点、須恵、器の平瓶 1点、石錘 1点の計6点を図示した。

遺物 第76図の 1は壷の口縁部から頚部にかけての破片で、頚部から口縁部は「く」の字状に外反してい

るO 内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎士はやや粗く、長石・石英・黒色粒を多

く含んでいる。 2は壷の体部中央から底部にかけての破片で、平底の底部から体部下半にかけて外反し、

体部下半から体部中央にむかつて内湾している O 内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭である O

胎土はやや粗く、白色・透明・灰色・赤色粒と、喋(4 mm大)を多く含んでいる。 3は聾の口縁部から

体部中央にかけての破片で、体部は内湾し、口縁部は「く」の宇状に外反している O 外面は口唇部に刻み

目痕が残り、体部に縦位と斜位のハケ目痕が残っている O 内面は摩耗のため調整方法については不明瞭で

ある O 胎土は粗く、白色・灰色・茶色粒と喋 (2~4mm大)を多く含んでいる o 4は台付蓋の脚部で、

脚部は緩やかに「ハ」の字状に聞いている O 内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎

士は粗く、灰色・白色・赤色粒を多く含んでいる。 5は平瓶で、平底の底部に台形の貼り付け高台が付

いている。底部から体部上半は直線的に外反し、体部上半から頚部は内傾している O 頚部から口縁部は直

線的に外反し、口縁端部を丸く収めている O 内外面ともナデ仕上げが認められ、外面の体部下半に 5本の

沈線が施されている O 内外面とも全体に粕がかかっている O 胎士は粗く、白色・灰色・黒色粒を含んでい

るo 6は石錘でほぼ円形の肩平な礁を素材とし、両端に紐掛け用の切り込みを施した切目石錘である O 上

端の切り込みは片面から、下端の切り込みは両面から打ち欠いている O 両端とも紐による摩耗は認められ

ない。石材は砂岩である。

29号溝跡(弥生-4) 

遺構 29号溝跡はE-7グリッドの中央よりやや東側を南北方向に伸長し、 E-8グリッドの北部で終息

している O 東側には28号溝跡が併走している O 規模は長さが7.12m、幅は1.22~1.65mである O 南北軸のN

値方位は変化点が 1箇所認められる O 北端から N-2.50 
- E 、変化点でN-18.00 

- Eを指向する O 断面形
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E 調査の結果表i青遺跡 3.遺袴と遺物

状は浅いU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、60cmある O 覆土はA-A'は1層で構成される O

断面A-A'の 1層は黒色 (10YR 2!1)土層である O 遺物は覆土から弥生土器の体部片が16点、底部

片が 1点、台付奮の脚部が 1点の計18点出土したが、図化が可能な破片はなかった。

30号溝跡(弥生-5) 

遺構 30号溝跡はE-7グリッド南部に位置し、西南西から東北東方向に伸長している O 規模は長さが3.70

m、幅は0.76~0.86m で、ある O 東西軸の N~直方位は変化点が 1 箇所認められる O 東端から N-66.60 
- E 、

変化点でN-74.80 
- Eを指向する。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で

42cmある O 覆土は所々に塊状の土が入り込んで、はいるが、 A-A'は 3層で構成される O 断面A-A'の 1

層は黒色 (10YR 1.7/1)土層、 2層は黒色 (10YR 7/1)士層、 3層は黒褐色 (2.5Y 7/1)土層である O

遺物は覆土から弥生土器の口縁部片が 1点、体部片が14点、土師器の体部片が 1点の計16点出土した

が、図化が可能な破片はなかった。

31号溝跡(弥生-6) 

遺構 31号溝跡はF-8グリッドの中央を北北西から南南東方向に伸長し、 32号溝跡の北端部を切って終

息している O 途中、撹乱により一部削られている O 規模は長さが6.09m、幅は0.49~0.60mである O 南北

軸のN値方位は変化点が 1箇所認められる O 北端から N-23.70-W、変化点でN-8.60-Wを指向する O

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で53cmある O 覆土は塊状の土が入り込

んではいるが、 A-A' は2層で構成される O 断面A-A'の 1層は黒色(IOYR 1.7 / 1 )土層、 2層は

黒色 (2.5Y 3/3)土層である O 遺物は覆土から弥生土器の体部片が 8点、土師器の体部片が 1点の計 9

点出土したが、図化が可能な破片はなかった。

32号溝跡(弥生一7)

遺構 32号溝跡はF-8グリッドの中央部を北北西から南南東方向に伸長し、 F-9グリッドで東に屈曲

し、 G-9グリッドの手前で終息している O 北端部は31号溝跡に切られている O 規模は長さが1O.21m、幅

は0.27~0.70mである O 南北軸のN値方位は変化点が 1 箇所、屈曲点が 1 箇所認められる O 北端から N-

3.90 
- E 、変化点でN-20.80 

- W、屈曲点でN-80.40 
- Eを指向する O すなわち、南北軸と東西軸は

88.9。で屈曲する O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、31cmある O 覆土

は塊状の士が入り込んではいるが、 A-A' は 2層で構成される O 断面A-A' の l層は黒色(IOYR

1.7 !1 )土層、 2層は暗オリーブ褐色 (2.5Y 3/3)土層である O 遺物は覆土から弥生土器の体部片が 5

点出土したが、図化が可能な破片はなかった。

35号溝跡(弥生-8) 

遺構 35号溝跡はH-7グリッドの北東部から 1-7グリッド北側を東西方向に伸長し、東端部は未調査

地区のため確認できなかった。規模は長さが9.20mで、幅は0.46~1.17mである O 東西軸のN値方位は変

化点が 4箇所認められる。西端から N-85.20 -W、変化点でN-73.20 -W、変化点でN-79.50 -W、変

化点でN-84.40 
- W、変化点でN-77.90 - Wを指向する。断面形状は皿状を呈し、遺構確認面からの深

さは最深部で44cmある O 覆土は塊状で土が入り込んで、はいるがA-A' は 1層で構成される O 断面A←

A'の1層は黒色 (10YR 1.7/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

48号溝跡(弥生-9) 
遺構 48号溝跡はH-7グリッドの北東部を南北方向に伸長し、同グリッドの南東部で終息している O 規

模は長さが10.72mで、幅は0.39~O.65mである O 南北軸のN値方位は変化点が 8 箇所認められる O 北側か

らN-35.70 -W、変化点でN-19.70 -W、変化点でN-18.40 -W、変化点でN-15.40 
- E 、変化点で

N -14.30 
- E 、変化点でN-21.50 

- E 、変化点でN-14.00 
- E 、変化点でN-2.20 -W、変化点でN-

12.0 
- Eを指向する O 断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'18cmある O 覆土は塊状

の土が入り込んではいるがA-A'は1層で構成される O 断面A-A'のl層は黒色 (10YR 1.7!1)土層
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~~溝

----.1:ミ~

撹乱

可う

。

o 

5町、

35溝

3 

5 

6 

30溝、4

1 10YR1.7/l 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10YR6/6 明黄褐色粒子(直径 1-2mm大)が 1%ほど混じる。

2 10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
5Y5/4 オリーブ色土が 3%ほど混じる。

3 2.5Y3/l 黒褐色粘性やや強く、締まり弱い。
4 2.5Y2/l 黒色粘性やや強く、締まり弱い。
5 5Y2/2 オリーブ黒色粘性-締まりともにやや強い。 6層が少し混じる。
6 2.5Y7/8 黄色土と2.5Y3/2 黒褐色土が混じる。粘性やや強く、締まりは少し強い。

旦」 E5500

2二辛 1 しff 1 10YR1.7 /1 黒色粘性少し強く、締まりかなり強い。

3~ 上 10YR5/6 黄褐色粒子(直径 1mm大以下)が 1%ほど混じる。
----ー一一 2 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y5/4 黄褐色土と10YR2/l 黒色土が斑状に混じる。

31溝
3 2.5Y5/4 黄褐色粘性やや弱く、締まりやや強い。

」三 L...C' 5.513 

三ヨ E 1 10YR1.7 /1 黒色粘性少し強く、締まりかなり強い。

三三~\ E三~2 10YR8/1 灰白色粒子(直径 1mm大)が 1%ほど混じる。
二式と~竺 2 2.5Y3/3 灰オリーブ褐色 粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y5/4 黄褐色土と10YR2/l 黒色土が斑状に混じる。

。32溝
1m 

第77図 30~32号溝跡の平面・断面図

7.5m 

一豆
35溝

1 2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

主五三
48溝

o 50cm 
Eニエニニゴ

1 2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

第78図 35・48号溝跡の平面・断面図

である O 遺物は覆土から弥生土器の口縁部片が 4点、体部片が87点、平底の底部が 1点の合計92点出土

したが、図化が可能な破片はなかった。
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36号溝跡(弥生一10)

遺構 36号溝跡は 1-9グリッドの南部を南北方向に伸長し、南端部は41号溝跡に切られている。規模は

長さが2.89m、幅は0.38~0.63mである O 南北軸のN値方位は変化点が 2 箇所認められる。北端から N-

12.10 
- E 、変化点でN-3.10 -W、変化点でN-8.40 -Eを指向する。断面形状は皿状を呈し、遺構確認

面からの深さは最深部で15cmある O 覆土はA-A' は 1層で構成される O 断面A-A' の 1層は黒色

(2.5Y 2/1)士層である O 遺物は出土しなかった。

41号溝跡(弥生-11)

遺構 41号溝跡は日 -9グリッドの南部から H-10グリッドの北部にまたがるU字形を呈する溝で、溝の

北端部はH-9グリッドで12号溝跡(自然排水路)に切られている O また、北東角と南東角で20号周溝墓

の北溝と南溝を切っている。さらに東西方向の溝は36号溝跡の南端部を切っている。規模は西側の南北方

向の溝の長さが3.83m、南側の東西方向の溝の長さが6.07m、東側の南北方向の溝の長さが4.79mで、合計

14.68m、幅は0.44~0.85mである O 南北・東西軸のN値方位は変化点が 4 箇所、屈曲点が 2 箇所認められ

るO 北西端から N-12.30 
- E 、屈曲点でN-59S-W、南北軸と東西軸は内角81.9。で屈曲し、変化点

でN-87.40 
- W、変化点でN-69.50 

- E 、屈曲点でN-9.30 -E、東西軸と南北軸は内角96.40 で屈曲し、

変化点でN-4.90- Wを指向する O 断面形状は上に聞く V字形、底部は丸底状を呈し、遺構確認面からの

深さは最深部で42cmある O 覆土はA-A' は 4層で構成される。断面A-A' の 1層は黒色(10YR

2/1)土層、 2層は黒色(lOYR 2/1)士と暗灰黄色 (2.5Y 4/2)土が混じり合った土層、 3層は黒色

(2.5Y 2/1)土と暗灰黄色 (2.5Y 4/2)土が混じり合った土層、 4層は黒色 (2.5Y 2/1)土層であ

るO 遺物は出土しなかった。

42号溝跡(弥生-12)

遺構 42号溝跡は日 -10グリッドの北東部で南北方向に伸長し、北端部は20号周溝墓の南溝に切られてい

る。規模は長さ0.78m、幅は0.30~0.37mである。南北軸のN値方位は変化点が 1 箇所認められる O 北端

から N-7.00 -E、変化点でN-20.20 
- Eを指向する O 断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの

深さは最深部で 9cmある。覆土は 1層で構成される O 覆土の I層は黒色 (10YR 1.7/1)土層である O

遺物は出土しなかった。

A A' 

1-=>> L 

44溝 1 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

.20周:

:ミ差i
1 lOYR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

ード 2 lOYR2/1 黒色土と2.5Y4/2 暗灰黄色土が混じる O

川 -10 3 2.5Y2/1 黒色土と2.5Y4/2 暗灰黄色土が混じる。
4 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

-・・・. 四

♀。豆' .Q <2.:. 5.360 
1一つみc-~- 。

1m 

.ー ..圃 E ・・'.一・...困・・ー一一 一ー'.・.

49溝

。 3.2m 
1 2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

第79図 36・41・42号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果請を傍遺跡 3.若様と遺物

37号溝跡(弥生-13)

遺構 37号溝跡は 1-9グリッドの北西部を東西方向に伸長し、西端部は70溝に切られている O 規模は長

さが2.34m、幅は0.30~0.55mである。東西軸の N値方位は変化点が 1 箇所認められる O 東端から N

69.00 
- E 、変化点でN-88.90 

- Eを指向する O 断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深

部で33cmある。覆土はA-A' は6層で構成される O 断面A-A'の 1層は黒色 (10YR 1.7/1)土層、

2層・ 3層は黒色 (10YR 2/l)土層、 4層・ 5層は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層、 6層は黒褐色 (2.5Y

3/l)土層である。遺物は出土しなかった。

38号溝跡(弥生一14)

遺構 38号溝跡は 1-9グリッドに位置し、北西から南東方向に伸長し、 26号溝跡の西部を切り、その南

側で21号周溝墓の北溝に切られ、グリッドの中央付近から南方向に伸長し、同グリッドの南部で終息して

いる O 規模は長さが7.38m、幅は0.25~0 .48mで、ある O 南北軸のN値方位は変化点が 4 箇所認められる。

北端から N-63.00 -W、変化点でN-47.40 - W、変化点でN-22.60 -W、変化点でN-5.90 -E、変化

点でN-36.90 
- Eを指向する O 断面形状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'14cmある O 覆

土はA-A' は1層で構成される O 断面A-A'の 1層は黒色 (2.5Y 2!1)土層である。遺物は出土し

なかった。

39号溝跡(弥生-15)

遺構 39号溝跡は 1-9グリッドの南西部を南北方向に伸長し、北端部は47号溝跡の東端と接するように

終息し、南端部は40号溝跡に切られている O 規模は長さが1.48m、幅は0.29~0.35mである O 南北軸のN

値方位は変化点が 2箇所認められる O 北端から N-11.90 -W、変化点でN-10.80 
- E 、変化点でN-

23.40 -Eを指向する O 断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'13cmある。覆土は

A-A' は 1層で構成される O 断面A-A'の 1層は黒色 (2.5Y 2/l)土層である O 遺物は出土しな

かった。

40号溝跡(弥生一16)

遺構 40号溝跡は 1-9グリッドの南西部を東西方向に伸長し、 39号溝跡の南端部と18号周溝墓の南溝を

切り、西端部は44号溝跡に切られている O 規模は長さが2.10m、幅は0.48~0.62mである O 東西軸の N1i直

方位は変化点が 1箇所認められる O 東側から N-87.90- W、変化点でN-78.60 
- Eを指向する O 断面形

状は上に聞く浅いU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で104cmある。覆土はA-A' は 4層で

構成される O 断面A-A'の 1層は黒褐色(10YR3/2)土層、 2層は黒褐色 (2.5Y 3/l)土層、 3層

は黒色(10YR 1.7/1)土層、 4層は黒褐色 (10YR 3/2)士層である O 遺物は出土しなかった。

44号溝跡(弥生-17)

遺構 44号溝跡はH-9グリッドと 1-9グリッドの境界付近を南北方向に伸長し、 47号溝跡の西端部を

切っている。北端部は70号溝跡に切られ、南端部は 9号溝跡に切られている O 規模は長さ6.15m、幅は

0.38~0.68m で、ある O 南北軸のN値方位は変化点が 2 箇所認められる。北端から N-14.60-W、変化点で

N -12.80 - W、変化点でN-20.40 
- Wを指向する O 断面形状は上部はV字形、下部はU字形を呈し、遺

構確認面からの深さは最深部で45cmある O 覆土は 4層で構成される。覆土の 1層は黒色 (2.5Y 2/l)土

層、 2層は黒色 (2.5YR 1.7/1)土層、 3層・ 4層は黒色 (2.5Y 2/l)土層である O 遺物は覆土から弥

生土器の体部片が2点出土したが、図化が可能な破片はなかった。

47号溝跡(弥生-18)

遺構 47号溝跡は 1-9グリッドの南西部を東西方向に伸長し、西端部は44号溝跡に切られ、 39号溝跡の

北端部と 18号周溝墓の北溝の西端部に接するように終息している。規模は長さが2.56m、幅は0.42~0.76m

である O 東西軸のN値方位は変化点が 2箇所認められる。東側から N-89.60 - W、変化点でN-63.30 

W、変化点でN-88.80- Wを指向する O 断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部

で、22cmある O 覆土はA-A' は2層で構成される。断面A-A'の1層は暗褐色 (10YR 3/3)土層、 2
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3.若様と造物兼f淳遺跡調査の結果E 

層は黒色 (2.5Y 2!1)土層である。遺物は覆土から弥生土器の聾の口縁部片が 2点、体部片が17点、

底部片が 1点の合計20点出土したが、図化が可能な破片はなかった。
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10YR2/l 黒色粘性やや強く、締まり 2層より強い。
2.5Y3/2 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y3/2 黒褐色土に2.5Y4/2 暗灰黄色土が混じる。
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10YR1.7/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
10YR3/2 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
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2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5YR1.7/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
直径 1-5mm大の砂礁が混じる。
2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y4/2 暗灰黄色粒(直径5-lOmm大)が15%ほど混じる。
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37......40・44・47号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果 最寄f育遺跡 3.遺梼と造物

45号溝跡(弥生-19)

遺構 45号溝跡は 1-9グリッドを東西方向に伸長し、西端部は18号周溝墓の北東角を切っている O また、

東部分では46号溝跡の北端部とほぼ直角に接している。規模は長さが1.43m、幅は0.30~0.55mである O

東西軸のN値方位は変化点が 1箇所認められる。東側から N-89.70-w、変化点でN-70.20 -Wを指向

する O 断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で20cmある。覆土は 1層で構成される。

覆土の l層は黒色(lOYR 1.7/1)土層である。遺物は出土しなかった。

46号溝跡(弥生一20)

遺構 46号溝跡は 1-9グリッドから1-10グリッドにかけて l号土坑と接するように南北方向に伸長し、

北端部は45号溝跡とほぼ直交するように接している O 南端部は撹乱により切られている。規模は長さが

5.48m、幅は0.18~0.42mで、ある。南北軸の N~直方位は変化点が 3 箇所認められる O 北側から N-10.40-W、
変化点でN-6.20 

- E 、変化点でN-20.90 
- E 、変化点でN-36.00 

- Eを指向する O 断面形状は丸底状

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で24cmある。覆土は 1層で構成される O 覆土の 1層は黒色(lOYR

1.7!1 )土層である。遺物は覆土から弥生土器の体部片が10点出土したが、図化が可能な破片はなかった。

. . . . . . . . 

: 18周

. ..26溝.¥

1> 

。

第81図

A A' 
一一一5.450

百三Z
45溝

2.5Y2/l 黒色 粘性・締まりともにやや強い。

三三玉-5.345

2.5m 

46溝

2.5Y2/1 黒色 粘性・締まりともにやや強い。

50cm 

45・46号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺井手と遺物

49号溝跡(弥生-21)
遺構 49号溝跡は G-10グリッドの北東部から41号溝跡に一部接しながら併走するように東西方向に伸長

し、 H-10グリッドで南方向に屈曲し、 48号土坑の南西部に接して、 63号溝跡の西端部を切っている。

西端部は12号溝跡に切られており、南端部は49号土坑に切られている O 規模は東西方向の長さが7.17m、

南北方向の長さが5.76mで合計12.94m、幅は0.30~0.74mである O 東西軸・南北軸のN値方位は変化点が

5箇所、屈曲点が 1箇所認められる O 西側から N-85.90 -W、変化点でN-63.90 
- W、変化点でN

76.10 -W、変化点でN-88.10 - W、屈曲点でN-4.70 
- E 、東西軸と南北軸は内角102.60で屈曲し、変化

点でN-9.50 -W、変化点でN-1.60 
- Eを指向する。断面形状は上部は浅い丸底状、下部はU字形を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で50cmある O 覆土は塊状の土が入り込んではいるがA-A' は1層で

構成される O 断面A-A'の1層は黒色 (10YR 1.7/1)土層である O

遺物は覆土の下位から弥生土器の体部片・底部片が2点、覆土の上位から土師器の口縁部片が2点、体

部片が 1点の計3点、須恵器の体部片が 1点、底部片(高台付)が 1点の合計7点出土したが、図化が可

能な破片は出土しなかった。
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• • • • • • • 
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:.: 42溝
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51土

o 5m 

A A' 
‘ー〓----5.300 

二二二二入 ~三 1 2.5Y2/1 黒色 粘性・締まりともにやや強い。

o 5Ocm 

第82図 49号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果請を傍遺跡 3.遺梼と遺物

50溝

写勺/
十

55溝

一戸-8

三と三Z

1 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 2.5Y2/l 黒色と2.5Y6/4 にぶい黄色土が混じる。

粘性・締まりともにやや強い。

C 

三長 E 
C' 

5.867 

1 2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

E 撹乱 E' 
一一5.972

2 
3 3 

4 

1 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 2.5Y5/4 黄褐色粘性・締まりともにやや強い。
3 10YR3/l 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
4 2.5Y6/4 オリーブ褐色粘性・締まりともにやや強い。

。

B s' 
5.873 

主 1三
1 2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 2.5Y2/l 黒色と2.5Y6/4 にぶい黄色土が混じる。

粘性・締まりともにやや強い。

三ミムニづ4三

1 2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 2.5Y2/l 黒色と2.5Y6/4 にぶい黄色土が混じる。

粘性・締まりともにやや強い。

主主主主L 5.563 

1 2.5Y2/l 黒色粘d性・締まりともにやや強い。
2 2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

5m 

1m 

2.5Y 3/3暗オリーブ褐色土(粘性・締まりともにやや強p)が
10%ほど混じる。

3 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色粘性・締まりともにやや強い。
4 2.5Y2/l 黒色粘性やや強く、締まりかなり強い。

第83図 50"'54・56号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺袴と遺物

50号溝跡(弥生 22)

遺構 50号溝跡は J-7グリッドの南東部から南南西方向に伸長し、 J-8グリッドの中央付近で南東方

向に屈曲したあと終息している O 溝跡の北部分で48号溝跡の東端部がほぼ直交するように接している O 北

端部より先は未調査地区のため確認できなかった。

規模は南北方向の長さが6.86m、東西方向の長さがl.09mで合計7.95m、幅は0.51~0.91mである。南北

軸のN値方位は変化点が 3箇所、屈曲点が 1箇所認められる O 北側から N-19.40 -E、変化点でN

26.80 
- E 、変化点でN-40.70 

- E 、変化点でN-37.40 
- Wを指向する O 断面形状は上に聞く U字形を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で31cmある O 覆土は塊状の土が入り込んではいるがA-A' は2層で

構成される。断面A-A'の 1層は黒色 (2.5Y 2!1)土層、 2層は黒色 (2.5Y 2!1)土とにぶい黄色

(2.5Y 6/4)土が混ざり合ったものである O

遺物は覆士から弥生土器の体部片が28点、底部片が 3点、脚部片が 1点の計32点、土師器の体部片が 1

点の合計33点出土している O その内、図化が可能

な弥生土器の台付聾の脚部 l点を図示した。

遺物第84図の 1は台付撃の脚部で、脚部は「ハ」

の字状に聞いている O 外面は斜位のハケ目痕が

残っている O 内面は摩耗のため調整方法について

は不明瞭である。胎土はやや粗く、灰色・黒色・

白色粒と小磯 (2阻大)を含んでいる。

51号溝跡(弥生-23)

10cm 

第84図 50号溝跡から出土した弥生土器の実測図

遺構 51号溝跡は K-7グリッドの南西部から南南西方向に伸長し、 K-8グリッドの北西部を経て、

J -8グリッドの56号溝跡の西端部に接するように終息している O 北端部は53号溝跡にほぼ垂直で接して

いる O 規模は長さが6.08m、幅は0.71~0.95mで、ある O 南北軸のN値方位は変化点が 1 箇所認められる O

北端から N-23.60 
- E 、変化点でN-3l.20 

- Eを指向する。断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面から

の深さは最深部で49cmある O 覆士は塊状の土が入り込んで、はいるがA-A' は 2層で構成される。断面

A-A'の 1層は黒色 (2.5Y 2!1)土層、 2層は黒色 (2.5Y 2!1)士とにぶい黄色 (2.5Y 6/4)土

が混ざり合ったものである O

遺物は覆土から弥生土器の体部片が 6点出土し、

その内、図化が可能な弥生土器の壷の口縁部片 1点

を図示した。

遺物 第85図の 1は壷の口縁音防ミら頚部にかけての

破片で、頚部から口縁部は大きく聞き、端部を四角

形に収めている O 外面は摩耗のため調整方法につい

ては不明瞭である O 内面は口縁部に櫛歯状施具によ

る羽状の刺突紋が施されている O 胎士は粗く、灰

o 10cm 

色・白色粒を含んでいる O 第85図 51号溝跡から出土した弥生土器の実測図

52号溝跡(弥生-24)

遺構 52号溝跡はK-8グリッドの中央よりやや西側を北北東から南南西方向に伸長し、南端部は56号溝

跡にほぼ直角に接している O 規模は長さが5.12m、幅は0.91~ l.12mで、ある O 南北軸のN値方位は変化点

が I箇所認められる O 北側から N-29.80 
- E 、変化点でN-15.90 

- Eを指向する O 断面形状は上に聞く

U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'15cmある O 覆土は塊状の土が入り込んではいるがA-A'

は2層で構成される O 断面A-A'の 1層は黒色 (2.5Y 2!1)土層、 2層は黒色 (2.5Y 2!1)士とに

ぶい黄色 (2.5Y 6/4)士が混ざり合ったものである O

遺物は覆土から弥生土器の体部片が5点、台イ寸聾の底部片が 1点の計6点、土師器の体部片が2点、須

恵器の底部片(高台付)が 1点の合計9点出土したが、図化が可能な破片はなかった。
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E 調査の結果来慌遺跡 3.若様と造物

53号溝跡(弥生 25)

遺構 53号溝跡は J-7グリッドの南東部から南南東方向に伸長し、 53号溝跡の北端部がほぼ直交するよ

うに接している K-7グリッドの南西部を経て、 K-8グリッドの52号溝跡の北端部に接するように終息

している。西端部は未調査地区のため確認できなかった。規模は長さが6.35m、幅は0.95~ 1.27mである O

東西軸のN値方位はN-54.20 - Wを指向する O 断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは

最深部で、83cmある O 覆土はA-A'では 2層で構成される。断面A-A' の 1層は黒色 (2.5Y 2 J1 ) 

土層、 2層は黒色 (2.5Y 2 J1 )土とにぶい黄色 (2.5Y 6/4)士が混ざり合ったものである O 遺物は出

土しなかった。

54号溝跡(弥生-26)

遺構 54号溝跡はK-7グリッドの南東部から南南東方向に伸長し、 L-7グリッドの55号溝跡にほぼ直

角で接している O 規模は長さが2.53m、幅は0.19~0.47mで、ある O 東西軸の N~直方位は N-67.80-Wを指

向する。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、83cmある。覆土は塊状の土

が入り込んではいるがA-A' は 4層で構成される。断面A-A'の 1層は黒色 (2.5Y 2 J1 )士層、 2

層は黄褐色 (2.5Y 5/4)土層、 3層は黒褐色 (10YR 3 J1 )土層、 4層はオリーブ褐色 (2.5Y 6/4) 

土層である O 遺物は覆土から弥生土器の体部片が27点出土したが、図化が可能な破片はなかった。

56号溝跡(弥生-27)

遺構 56号溝跡は J-8グリッドの東側から南南東方向に伸長し、 K-8グリッドで55号溝跡にほぼ直交

するように接している。規模は長さが9.47m、幅は0.75~1.47mで、ある O 東西軸のN値方位は変化点が 4

箇所認められる O 西側から N-44.30 -W、変化点でN-87.10 -E、変化点でN-74.40 -W、変化点で

N-58.70 - W、変化点でN-82.10 -Eを指向する O 断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深

さは最深部で38cmある。覆土は塊状の土が入り込んで、はいるがA-A'は4層で構成される。断面A-A'

の 1層・ 2層ともに黒色 (2.5Y 2 J1 )土層、 3層は暗オリーブ褐色 (2.5Y 3/3)土層、 4層は黒色

(2.5Y 2 J1 )士層である。遺物は出土しなかった。

55号溝跡(弥生-28)

遺構 55号溝跡は L-7グリッドの中央北部から南南西方向に伸長し、 J-11グリッドの中央部で南東方

向に屈曲し、 K-12グリッドで61・62号溝跡の南端部が切っている O 溝跡の北部では54・56号溝跡の東端

部がほぼ直交するように接し、 59号溝跡の西端部もほぼ直交するように接している。北端部および南東端

部は未調査地区のため確認できなかった。規模は北北東・南南西方向の長さが47.17m、北西・南東方向

の長さが30.01mで、合計77.18m、幅は1.54~2.49mである O 南北軸のN値方位は変化点が 6 箇所、屈曲点が

1箇所認められる O 北端から N-17.60 -E、変化点でN-27.60 
- E 、変化点でN-24.50 

- E 、変化点で

N -20.50 
- E 、変化点でN-22.60 

- E 、変化点でN-31.70 
- E 、変化点でN-41.80 

- E 、屈曲点でN

41.80 -W、南北軸と東西軸は内角111.30 で屈曲しており、変化点でN-42.30 -Wを指向する。断面形状

は上に聞く U字形および丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、88cmある O 覆土は塊状の土が入

り込んではいるがA-A' . B-B' ともに 4層で構成される。断面A-A'の 1層・ 2層・ 3層は黒色

(2.5Y 2 J1 )土層、 4層は黒色 (2.5Y 2 J1 )士とにぶい黄色 (2.5Y 6/4)土が混ざり合ったもので

ある O 断面B-B'の 1層 .2層・ 3層は黒色 (2.5Y 2 J1 )土層、 4層は黒色 (7.5Y 1.7/1)土層であ

るO

遺物は覆土から弥生土器の壷の口縁部片が16点、重の口縁部片が20点、頚部片が42点、奮の体部片が 1

点、体部片が1，002点、壷の平底の底部片が29点、台付聾の底音防、ら脚部にかけての破片が35点の合計

1，153点出土している O その内、図化が可能な弥生土器8点を図示した。
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3.遺梼と遺物表j惹遺跡

A' 
-6.368 

4 

調査の結果E 

A 

54溝

53溝

51溝:¥・

...52溝

50溝

¥56溝

1 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y6/3 にぶい黄色直径10-15mm大の粒子が
20%ほど混じる。

3 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y6/3 にぶい黄色直径20-25mm大の粒子が
20刻まど混じる O

4 2.5Y2/1 黒色土と2.5Y6/4

十L-9ート

にぶい黄色土が混じる O

2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y6/4 にぶい黄褐色粒子が20%ほど混じる。
2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/4 にぶい黄褐色粒子が30%ほど混じる。
2層に砂磯(直径 1-5mm)が15%ほど混じる。
2層に砂磯(直径 5-10mm)が15%ほど混じる。

3層に10YR1.7/1 黒色が混じる。
1層に2.5Y6/4 にぶい黄褐色土が30%ほど混じる O

2.5Y6/4 にぶい黄褐色土に 1層が30%ほど混じる。
10YR1.7/1 黒色砂磯(直径 5-10mm)が10%ほど混じる。
2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/4 にぶい黄褐色粒子が60%ほど混じる。

11 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y6/4 にぶい黄褐色粒子が70%ほど混じる。
11層に砂磯(直径 5-lOmm)が20%ほど混じる。
2.5Y6/4 にぶい黄褐色士に11層が30%ほど混じる。
2層と15層が混じる。
10YR1.7/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/4 にぶい黄褐色粒子が15%ほど混じる。
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55号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺待と遺物

グ々珍うx
泳、η 移ク

413 0 000 Q 00 0 0 00 0 0 I一一一一

o 

第87図 55号溝跡から出土した弥生土器の実測図
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E 調査のがJ喪 主繁信遺跡 3.遺梼と遺物

遺物 第87図の 1は壷の口縁部から頚部にかけての破片で、口縁部は「くJの字状に外反し、端部に段を

付けている O 外面は頚部に櫛目紋が施されている O 内面は口縁部に斜位のハケ目痕が残っている O 胎土は

やや粗く、白色・赤色・灰色粒を含んでいる o 2は壷の頚部から肩部にかけての破片で、頚部から肩部

に向かつて内傾し、頚部は口縁部に向かつて外反しながら立ち上がっている O 外面は頚部に縦位のハケ目

痕が残り、頚部と肩部の聞に櫛歯状施具による刺突紋が施され、肩部に斜位・横位のハケ日痕が残ってい

るO 内面は頚部に斜位のハケ目痕が残っている O 胎土は粗く、糧色・赤色・-白色・灰色粒を含んでいる O

3は壷の体部下半から底部にかけての破片で、平底の底音防当ら内湾して立ち上がっている O 内外面とも摩

耗のため調整方法については不明瞭で、ある O 胎土は粗く、白色・灰色粒を含んで、いる o 4は壷の体部下

半から底部にかけての破片で、底部は平底で、体部下半が下膨れする無花果形を呈すると思われる O 外面

は底部から体部下半に斜位のハケ日痕が、体部下半にはヘラ磨き痕が残り、底部には木葉痕が残っている O

内面は底部に横位のハケ目痕が残っている O 胎土は普通で、灰色・白色・黒色粒を含んで、いる O

5は蓋の口縁部から体部下半にかけての破片で、体部は内湾し、口縁部は「く」の字状に外反している O

外面は口縁部に刻み目痕が残り、体部に縦位と斜位のハケ目痕が残っている O 内部は口縁部に横位のハケ

目痕が残り、体部には板ナデ仕上げが認められる O 胎土は粗く、白色・赤色・灰色粒を多く含んでいる O

6は蓋の口縁部から体部中央にかけての破片で、体部は内湾し、口縁部は「く」の字状に外反している O

外面は口縁部に刻み目痕が残り、口縁部から体部は縦位と斜位のハケ日痕が残っている O 内面は口縁部に

横位のハケ日痕が残っている O 胎土はやや粗く、灰色・白色・赤褐色粒と蝶 (2mm大)を多く含んでいる O

第83図の 7は台付蓋で、脚接合音防、ら体部下半は外反し、体部中央から頚部は内湾している O 口縁部は

「く jの字状に外反している O 外面は口縁部に刻み目痕が残り、日縁部から体部には縦位と斜位のハケ目

痕が残っている O 内面は口縁部から体部に横位のハケ目痕が残っている C 胎士はやや粗く、長石・石英・

黒色粒と喋 (2~3mm大)を含んでいる o 8は高杯の脚部で、脚接合部から底部は緩やかに外反して下

りていて、脚部の中央には 8~9mm大の孔が 4 箇所空けられている O 外面は縦位と斜位のハケ目痕が残り、

内面は横位と斜位のハケ目痕が残っている O 胎土は普通で、透明・白色・灰色粒を含んでいる O

57号溝跡(弥生-29)

遺構 57号溝跡はN-6グリッドの南西部から南南西方向に伸長し、 N-7グリッドを経て、 M-7グリッ

ドの東部で終息している O 北端部は未調査地区のため確認できなかった。規模は長さが6.37m、幅は0.38

~1.30mで、ある O 南北軸のN値方位は変化点が 2 箇所認められる O 北側から N-16.40 
- E 、変化点でN-

29S-E 、変化点でN-54.00 
- Eを指向する。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深

さは最深部で50cmある O 覆土は塊状の士が入り込んで、はいるがA-A' は 2層で構成される O 断面A-

A' の 1層は黒色 (2.5Y 2!1)士層、 2層は黒色 (2.5Y 2!1)土とにぶい黄色 (2.5Y 6/4)士が混

ざり合ったものである O 遺物は出土しなかった。

A A' 
一一一 7.000

o 1m 

1 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

o 5m 

第88図 57号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果 来信遺跡 3.選梼と遺物

61号溝跡(弥生一30)

遺構 61号溝跡は L-11グリッドの北西部から南西方向に伸長し、 K-11グリッドで62号溝跡に切られ、

K-12グリッドの北西部で55号溝跡に切られている O 北端部は未調査地区のため確認できなかった。規模

は長さが13.42m、幅は0.58~1.62mで、ある。南北軸のN値方位はN-43.80 
- Eを指向する。断面形状は浅

い丸底状および皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で46cmある O 覆土は塊状の土が入り込んで、

はいるがA-A' は1層で構成される。断面A-A'の1層は黒色 (2.5Y 2 J1 )土層である。遺物は覆

土から出土しなかった。

62号溝跡(弥生-31)
遺構 62号溝跡はK-10グリッド北東から南北方向に伸長し、 K-11グリッドで61号溝跡を切っていて、

K-12グリッド南東の55号溝跡に切られている。北端部は未調査地区のため確認できなかった。規模は東

西方向の長さが24.04m、幅は1.l4~ 1.80mで、ある O 南北軸のN値方位は変化点が 3 箇所認められる O 北側

から N-6.60 -E、変化点でN-24.30-w、変化点でN-13.50 
- E 、変化点でN-2.80 -wを指向する O

断面形状は上に聞く U字形および皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で46cmある O 覆土は塊状の

土が入り込んではいるがA-A' は1層で構成される O 断面A-A' の1層は黒色 (2.5Y 2 J1 )土層で

ある O 遺物は出土しなかった。

さ¥ムメど三
一片-11

2.5Y2/l 黒色 粘性・締まりともにやや強い。

55溝:

±ミーっ一二〆三三十
B 

1m 

2.5Y2/l 黒色 粘性・締まりともにやや強い。

。 10m 

第89図 61・62号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺袴と遺物

63号溝跡(弥生-32)

遺構 63号溝跡はH-10グリッドの南東部から東南東方向に伸長し、 1-10・11グリッドを経て、 J-11

グリッドの北西部で55号溝跡の屈曲点に接するように終息している。西端部は48号土坑に接して49号溝跡

に切られている。規模は長さが14.64m、幅は0.74~ 1.84mで、ある。東西軸のN値方位は変化点が 2 箇所認

められる。西側から N-76.70-w、変化点、でN-61.90 -Wを指向する。断面形状は丸底状を呈し、遺構

確認面からの深さは最深部で55cmある。覆土は塊状の土が入り込んではいるがA-A'は 1層で構成さ

れる。断面A-A'の1層は黒色 (2.5Y 2!1)土層である。遺物は出土しなかった。

49溝:: 50土 主 」/F三

•. •• •• • • •• 
--a 
.• •• 

・・

。 1m 

。 10m 
1 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

第90図 63号溝跡の平面・断面図

64号溝跡(弥生-33)

遺構 64号溝跡はJ-7グリッドの南西部から南方向に伸長し、 J-8グリッドで14号周溝墓の南溝を切っ

て終息している。北端部は未調査地区のため確認できなかった。規模は長さが4.54m、幅は0.41~0.59m 

である。南北軸のN値方位は変化点が2箇所認められる。北側から N-27.70 
- E 、変化点でN-5.50 -E 、

変化点でN-6.40 
- Eを指向する。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で

34cmある。覆土はA-A'は1層で構成される。断面A-A'の 1層は黒色(lOTR 2!1)土層である。

遺物は出土しなかった。
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1 2.5Y2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 2.5Y2/1 黒色と2.5Y6/4 にぶい黄色土が混じる。

粘性・締まりともにやや強い。

第91図 64号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺袴と遺物

65号溝跡(弥生-34)

遺構 65号溝跡は G-6グリッドに位置し、逆U字状を呈している O 規模は西側の南北方向の溝の長さが

3.11m、北側の東西方向の溝の長さが2.00m、東側の南北方向の溝の長さが4.70mで、合計15.81m、幅は

0.48~ 1.51mである。南北・東西軸のN値方位は変化点が 5箇所、屈曲点が 2箇所認められる O 南西端か

らN-21.60 -W、屈曲点でN-31.80 
- E 、南北軸と東西軸は内角96.50 で屈曲し、変化点でN-60.10 

- E 、

変化点でN-56.90 
- E 、変化点でN-78.30 

- E 、屈曲点でN-82.30 
- E 、東西軸と南北軸は内角77.8。で

屈曲し、変化点でN-31.40 
- W、変化点でN-0.30 -Wを指向する O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で、111cmある O 覆土は塊状の土が入り込んではいるがA-A' は 4層、

B-B' は4層、 C-C'は 1層で構成される。断面A-A' の 1層は黒色 (7.5YR 211)士層、 2層

は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層、 3層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 4層は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層であ

るO 断面B-B' の l層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 2層は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層、 3層・ 4層は黒

色(lOYR 211)土層である。断固C-C'の 1層は黒色(IOYR 1.7/1)土層である O

遺物は覆土から弥生土器の体部片が4点出土したが、図化が可能な破片はなかった。

65溝 A A' 
一一7圃607

3 
4 

6 5 

。 1m 

。 5m 
1 7.5YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

10YR8/4 浅黄樫色(直径 1-4mm大) ・7.5YR4/4 褐色
(直径 1-20mm大)粒子と10YR4/3 にぶい黄褐色土が 3%ほど混じる。

2 10YR2/2 黒褐色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10YR8/4 浅黄燈色粒子(直径 1-120mm大)が50%ほど混じる。

3 10YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
10YR8/4 浅黄樫色粒子(直径30mm大)が 3%ほど混じる。

4 10YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
10YR8/4 浅黄樫色粒子(直径 1-120mm大)が50%ほど混じる。

5 7.5YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
6 10YR2/2 黒褐色粘性かなり強く、締まりやや強い。

10YR8/4 浅黄櫨色粒子(直径 1-3mm大)が 5%ほど混じる。

第92図 65号溝跡の平面・断面図

66号溝跡(弥生-35)

遺構 66号溝跡はH-8グリッドの西側中央部で71号溝跡の南端部から17号周溝墓の東溝に併走するよう

に南方向へ伸長し、 H-9グリッドの中央部で東方向に屈曲し、東端部は70号溝跡に接している O 南北方

向に伸長している部分は、 10号溝跡(自然排水路)により、上端の一部が削られている O

規模は南北方向の溝の長さが9.97m、東西方向の溝の長さが6.42mで、合計16.39m、幅は0.40~0.84m で、

ある。南北軸のN値方位は変化点が 5箇所、屈曲点が 1箇所認められる O 北から N-0.50 -E、変化点で

N-5.40 - W、変化点でN-17.70 -W、屈曲点でN-57.50 -W、すなわち南北軸と東西軸の内角は

101.60 で屈曲し、変化点でN-78.80 
- E 、変化点でN-84.40 

- Eを指向する。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で56cmある O 覆土はA-A' は5層、 B-B' は3層で構成さ

れる。断面A-A' の 1層・ 2層は黒色 (2.5Y 211)土層、 3層は黄褐色 (2.5Y 5/3)士層、 4層は

にぶい黄色 (2.5Y 6/3)土層、 5層は暗灰黄色 (2.5Y 4/2)土層である O 断面B-B'の 1層は黒色

(2.5Y 211)士層、 2層・ 3層は黒色 (2.5Y 1.7/1)土層である O
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺袴と遺物

主三三i
1 2.5Y2/l黒色粘性・締まり

ともにやや強い。
2 2.5Y2/l黒色粘性・締まり

ともにやや強い。
2.5Y5/3 黄褐色土が10%ほど
混じる。

3 2.5Y5/3 黄褐色粘性やや強く、
締まりやや弱い。

4 2.5Y6/3 にぶい黄褐色粘性・締まり
ともにやや弱い。

5 2.5Y4/2 暗灰黄色粘性・締まり
ともにやや強い。

ミ互主;
1 2.5Y2/l黒色粘性・締まり

7石m ともにやや強い。

2 10YR1.7/l 黒色粘性かなり強く、
締まりやや強い。

3 10YR1.7/l 黒色粘性かなり強く、
締まりやや強い。周囲の土が少量混じる O

亘書
1 2.5Y2/l 黒色粘性やや弱く、締まりやや強い。
2 10YR2/2 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色粘性・締まりともにやや強い。
4 7.5YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
5 7.5YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
6 7 .5YRl. 7 /1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。

D D' 
ーι 』ー←-5.523 
1プ三金vつVぷ竺

二二玄 2I乞二
3一一=も/手二3

4三三主当云:-5
o 1m 

1 2.5Y2/l 黒色粘性やや弱く、締まり強い。
2 5YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

10YR5/3 にぶい黄褐色粒子が30%ほど混じる。
3 7.5YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
4 7.5YR1.7/l 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
5 5YR2/l 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。

第93図 66・70号溝跡の平面・断面図

遺物は覆土の下位から弥生土器の口縁部片が 2点、壷の頚部片が 4点、体部片が66点、底部片が 3点、

脚部片が2点の計77点、覆土の上位から土師器の体部片が2点、底部片が l点、須恵器の口縁部片が4点、

体部片が10点、底部片が3点、高杯の脚部片が 1点の合計98点出土している O その内、図化が可能な士師

器の皿の破片 1点を図示した。

遺物第94図の Iは皿の破片で、底部は平底で、

口縁部にむかつて大きく外反している O 外面は

底部に回転糸切り痕が残っている O それ以外は

摩耗のため調整方法については不明瞭である O

胎土は密で、石英・黒色・赤色粒を多く含んで

いる O

J_2 
10c円、

第94図 66号溝跡から出土した土師器の実測図

70号溝跡(弥生-36)
遺構 70号溝跡は I-8グリッドの中央東側から西方向に伸長し、屈曲して南方向に伸長する O 南端部は

37 ・ 66号溝跡に接している。規模は長さが16.42m、幅は0.26~0.64m で、ある O 東西方向の N値方位は変
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺待と遺物

化点が 6箇所、屈曲点が 1箇所認められる。東端から N-65.10 -W、変化点でN-75.50 -W、屈曲点で

N-17.90 -E 、すなわち東西軸と南北軸の内角は79.10で屈曲し、変化点でN-4.40 -E、変化点でN-

15.00 
- E 、変化点でN-6.00

- E 、変化点でN-0.60 -E、変化点でN-9.5" -Eを指向する。断面形状

はU字形および上に聞く U字形を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で36cmある。覆土は塊状の土が入

り込んではいるがA-A' は 4層、 B-B' は 5層で構成される。断面A-A'の 1層は黒色 (2.5Y

2/1)土層、 2層・ 3層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 4層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層である。断面

B-B'の1層は黒色 (2.5Y 2/1)土層、 2層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 3層は黒褐色 (5YR 2/1) 

土層、 4層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 5層は層は黒褐色 (5YR 2/1)土層である。

遺物は覆土から弥生土器の査の口縁部片が2点、蓋の口縁部片が3点、体部片が33点、底部片が 1点の

合計39点出土している。その内、図化が可能な弥生土器の壷の口縁部片 1点を図示した。

l!7副 1 10cm 

第95図 70号溝跡から出土した弥生土器の実測図

遺物 第95図の 1は弥生土器の蓋の口縁部片で、口縁部は外反している。外面は口縁部に刻み目痕と縦

位と斜位のハケ目痕が残り、内面は口縁部に横位のハケ目痕が残っている。胎土は普通で、茶色・灰色粒

を含んでいる。

67号溝跡(弥生-37)

遺構 67号溝跡はB-7グリッドの北側中央部から A-7グリッドの東部にかけて伸長し、西端部は未調

査地区のため確認できなかった。東端部は 6号周溝墓の溝の南端部に接するように終息している。規模は

長さが7.05m、幅は0.88~ 1.67mである。東西軸のN値方位は変化点が 2 箇所認められる。東から N-

76.60 
- E 、変化点でN-58.30 

- E 、変化点でN-71.10 
- Eを指向する。断面形状は丸底状を呈し、遺構

確認面からの深さは最深部で、49cmある。覆土はA-A' は2層で構成される。断面A-A'の 1層は黒色

(7.5YR 1.7/1)土層、 2層は暗オリープ灰色 (7.5Y 4/1)土層である。

. 6周

• • • • • 
• • ・

• 
A A' 

一一 一一一ー一一一 5.908

一一一一党¥ r一一一一一

---- 一司司.同・ー-.....-z 2 

o 1m 

o 4m 

1 7 .5YR1.7 /l 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
7.5Y6/2 灰オリーブ色 シルト岩細粒 (直径3mm大)が
1%ほど混じる。

2 7.5Y4/1 灰色粘性かなり強く、締まりやや強い。

第96図 67号溝跡の平面・断面図

遺物は覆土から弥生土器片が3点出土し、その内、図化が可能な弥生土器の底部片 1点を図示した。

遺物 第97図の 1は底部の破片で、平底の底部か

¥'/ /いえ-1
ら外反して立ち上がっている。外面は斜位のハケ

目痕がわずかに残っているが、摩耗している。内

面は摩耗のため調整方法については不明瞭であ

る。胎土はやや粗く、白色・灰色粒と磯 (3mm大)

を多く含んでいる。

o 10cm 

第97図 67号溝跡から出土した弥生土器の実測図
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E 調査の結果完結傍遺跡 3.遺梼と遺物

68号溝跡(弥生-38)

遺構 68号溝跡は C-5グリッドの西部から東方向に伸長し、 D-5グリッドで南方向に屈曲し、同じグ

リッドで終息している。規模は長さが18.50m、幅は0.35~ 1. 12m で、ある O 東西軸のN値方位は変化点が 8

箇所、屈曲点が 1箇所認められる。西端から N-89.70 -W、変化点でN-87.60 -W、変化点でN-

89.770 -W、変化点でN-87.70 
- E 、変化点でN-86.20 -W、変化点でN-77.7r-w、屈曲点でN-

26.60 -w、すなわち東西軸と南北軸の内角は107.0。で屈曲し、変化点でN-13.90 -w、変化点でN

5.30 -w、変化点でN---'11.00 -Wを指向する O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さ

は最深部で76cmある O 覆土は塊状の土が入り込んで、はいるがA-A' は1層、 B-B' は3層で構成され

るO 断面A-A' の 1層は黒色 (10YR 211)士層である。断面B-B' の 1層は黒色 (7.5YR 2/1) 

土層、 2層は黒色(lOYR 211)土層、 3層は黒褐色 (10YR 3/2)土層である O

十三一5
十

s' 

5m 

A A' 
一一 一一 9.363

B 撹乱 旦-8.410 

3 

3 

1 10YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
10Y5/2 オリーブ灰色・ 10Y7/2 灰白色
粒子(直径 1-2mm大)が 5%ほど混じる。

。 1m 

1 7.5YR2/l 黒色粘性やや強く、締まりかなり強い。
10YR8/3 浅黄櫨色最大径(8X 5)mm大 90%以上は直径2-3mm大
7.5YR5/8 明褐色(直径2-3mm大) ・2.5YR4/8 赤褐色
(直径 1-2mm大)10YR6/6 明黄褐色(直径 1-3mm大)

粒子が10%ほど混じる。
2 10YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

1層と同じような含有物カ15%ほど混じる。
3 10YR3/2 黒褐色粘性かなり強く、締まりやや強い。

含有は、第 2層と同じ。

第98図 68号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺棒と造物

遺物は覆土から弥生土器の壷の口縁部片が6点、体部片が33点の計39点、土師器の杯の口縁部片が3点、

体部片が7点、底部片が 2点の計12点、須恵器の口縁部片 1点、体部片が3点、底部片が3点の計 7点、

合計58点出土している。その内、図化が可能な弥生土器の壷の口縁部の破片 1点と須恵器の口縁部の破片

1点を図示した。

r 崎 -2
o 10cm 

第99図 68号溝跡から出土した弥生土器と須恵器の実測図

遺物 第99図の 1は壷の口縁部の破片で、頚部から口縁部は外反している。外面は斜位のハケ目痕が残っ

ている。内面は斜位のハケ目痕が残っているが、摩耗している。胎土は普通で、、白色・灰色・茶色粒と小

磯(2 mm大)を多く含んでいる。 2は須恵器の蓋の口縁部の破片で、口縁部は「く」の字状に外反し、

端部を三角形に収めている。内外面ともナデ仕上げが認められ、全体に粕がかかっている。胎土は密で、

白色・灰色粒を含んでいる。

69号溝跡(弥生-39)

遺構 69号溝跡はE-7・8グリッドの中央部を南北方向に伸長し、溝の中央部で12号周溝墓の南溝を切

るように直交している。規模は長さが6.60m、幅はO.32~0.41mで、ある。東西軸のN値方位は変化点が 4

箇所認められる。北から N-8.1V - W、変化点でN-4.70 -W、変化点でN-2.70 -W、変化点でN-

3.30 -W、変化点でN-9.90 -Wを指向する。断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部

で49cmある。覆土は塊状の土が入り込んで、はいるがA-A' は2層、 B-B'は4層で構成される。断面

A-A'の 1層は黒色 (5YR 1.7/1)土層、 2層は黒褐色 (2.5Y 3/1)土層である。断面B-B'の

1層はオリーブ黒色 (5Y 3/2)土層、 2層は黒色 (5Y 2/1)土層、 3層は黒色 (10YR 2/1)土層、

4層は灰オリーブ色 (7.5Y 4/2)土層である。

12周

...，尉町 .. 一司." -・・".一一 一一‘・一ー..・..・・・ F ー

→亘寸

。

.・
.' ・. . . . 

28溝
29溝~

5m 

A A' 
一一一 5.466

二三h正、 /下ζ

4そこ二コミ入ラミ"'- / 子二 3

二三:z;:z主主 ー一一 2"-とこご

5%: 

1m 

1 5YR1.7/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 2.5Y3/l 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y6/8 明黄褐色土が混じる。
3 2.5Y4/2 暗灰黄色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y6/8 明黄褐色土が混じる。
4 2.5Y4/4 オリープ褐色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y6/8 明黄褐色土が混じる。
5 7.5YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y6/8 明黄褐色士が混じる。

第100図 69号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果訪れ育遺跡 3.遺符と遺物

遺物は覆土から弥生土器の蓋の口縁部片が2点、体部片が2点、底部および脚部片が4点、壷の体部片

が43点、底部片が 1点の計52点、須恵器の口縁部片が 1点で合計53点出土し、その内、図化が可能な弥生

土器の壷の底部片 1点、蓋の口縁部片 1点の計2点を図示した。

_~-1 
阜

10cm 

第101図 69号溝跡から出土した弥生土器の実測図

遺物 第101図の 1は壷の底部の破片で、平底の底部から大きく外反している O 外面は縦位と斜位のハケ

目痕が残り、内面は摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎土はやや粗く、灰色・白色粒と小蝶

( 2 mm大)を含んでいる o 2は査の口縁部の破片で、口縁部は「く」の字状に外反している O 外面は口

唇部に刻み目痕が残り、体部に斜位と横位のハケ目痕が残っている。頚部には刺突紋が施されている O 内

面は頚部に斜位と横位のハケ目痕が残っている。胎士は普通で、灰色・黒色・赤色粒を含んで、いる O

71号溝跡(弥生-40)

遺構 71号溝跡は G-7グリッドの西側から北側を経て東側へ弧状に伸長し、 H-7グリッドで南方向に

伸長する O 規模は長さが25.62m、幅は0.56~l.llmで、ある。南北軸のN値方位は変化点が9箇所認められ

三ι」 一三 三位

1 7.5YR1.7/1 黒色粘性非常に強く、締まりかなり強い。
10Y7/2 灰白色粒子(直径 1-2mm大)が 1%ほど混じる。

B B' 
-6.148 

1 7.5YR1.7/l 黒色粘性非常に強く、締まりかなり強い。

一見-7

+ 
10Y7/l 灰白色 (直径2mm大) ・2.5YR4/8 赤褐色(直径3mm大)粒子と
10Y3/2 オリーブ黒色土が 3%ほど混じる。

2 2.5Y2/l 黒色土・ 7.5Y3/2 オリーブ黒色土が混じる。
10YR7/6 明黄褐色粒子(直径4-7mm大)と鉄分が 1%ほど混じる。

c' 
一一 5.842
2 

o 

1 10YR1.7/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

十

6m~ 

66~ 2 

3 10GY6/1 緑灰色(直径lOmm大) ・5Y6/4オリーブ黄色(直径3mm大)

4 

3 7.5YR4/6 褐色(直径 5mm大) 粒子が 1%ほど混じる。
2 10YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

2.5Y8/1 灰白色(直径1mm大) ・7.5YR5/8 明褐色(直径2mm大)
粒子が 1%ほど混じる。

3 7.5Y3/2 オリーブ黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
2.5Y6/6 明黄褐色土・ 10YR1.7/l 黒色土が混じる。

1m 4 10YRl. 7/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
10GY6/1 緑灰色(直径10mm大) ・5Y6/4オリーブ黄色(直径3mm大)
7.5YR4/6 褐色(直径5mm大) 粒子が 5%ほど混じる。

第102図 71号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果兼f育遺跡 3.選梼と遺物

る。西端から N-11.30 
- E 、変化点でN-26.60

- E 、変化点でN-37.50 
- E 、変化点でN-69.00

- E 、

変化点でN-77.00 
- E 、変化点でN-84.70 - W、変化点でN-71.90 - W、変化点でN-57.20 - W、変化

点でN-14.50 - W、変化点でN-6.40 -Wを指向する。断面形状はU字形を呈し、遺構確認面からの深さ

は最深部で52cmある。覆土はA-A' は1層、 B-B' は2層、 C-C'は 4層で構成される。断面A-

A'の 1層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層である。断面B-B'の 1層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 2

層は黒色 (2.5Y 2 Jl )土層である。断面C-C'の 1層は黒色 (10YR 1.7/1)土層、 2層は黒褐色

(10YR 2/1)土層、 3層は黒色 (10YR 1.7/1)土層、 4層はオリーブ黒色 (7.5Y3/2)土層である。

遺物は覆土から弥生土器の口縁部片が12点、小型壷がL点、体部片が413点、底部片が3点、妻の口縁部片

が4点、台付童形土器の底部から脚部片が12点、台付聾形土器の脚部が2点、鉢が 1点、鉢の口縁部が2

点の計450点、土師器の口縁部片が 1点、体部片が14点の計15点、須恵、器の体部片が 7点、高杯の底部片

が 1点、杯の底部片(高台付)が 3点の計11点で、合計476点が出土している。その内、図化が可能な壷

の口縁部片 1点、小型壷の頚部から体部下半にかけての破片 1点、壷の底部3点、壷の底部から体部下半

にかけての破片 1点、蓋の口縁部から体部下半にかけての破片 1点、事形土器の口縁部片 3点、台付蓋の

底部から脚部にかけての破片 5点、台付聾の脚部 1点、鉢が2点、鉢の口縁部片 2点の計20点を図示した。

遺物 第103図の 1は壷の口縁部片で、頚部から口縁部は外反し、端部は折り返して複合口縁になってい

る。外面は口縁部に櫛歯状施具による刺突紋を施した後、 2個 1組の浮紋が3箇所に貼り付けてある。頚

部は斜位のハケ日痕が残っている。内面は口縁部に櫛歯状施具による刺突紋を施した後、竹管紋が 1周し

ていると思われる。胎土はやや粗く、長石・石英・糧色・黒色粒を含んでいる。 2は小型査の頚部から

体部下半にかけての破片で、体部下半から体部中央は丸味を帯びて外反し、体部中央から頚部は内湾して

いる。外面は体部上半に 2本の太い沈線と羽状刺突紋が施され、下半に斜位のハケ目痕が残っている。内

面は体部に指頭圧痕が残っている。胎土は普通で¥石英・長石・黒色粒が含まれている。 3は壷の体部

下半から底部にかけての破片で、底部は平底で体部は丸味を帯ぴて外反している。外面は体部下半から底

部に縦位と斜位のハケ目痕が残り、底部には木葉痕が残っている。内面は摩耗のため調整方法については

不明瞭である。胎土はやや粗く、白色・灰色粒と小喋 (2mm大)を多く含んでいる。 4は壷の底部の破

片で、ほぽ平底の底部から外反して立ち上がっている。内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭

である。胎土は普通で、、赤色・灰色・白色粒を含んでいる。 5は査の底部の破片で、底部の中央に段が

あり、体部は外反している。内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭である。胎土はやや粗く、

長石・石英・黒色粒が多く、白色磯 (3~4mm大)が少量含まれている。 6 は聾の口縁音防当ら体部下半

にかけての破片で、体部は内湾し、口縁部で「く」の字状に外反している。外面は口縁部に刻み目痕と斜

位のハケ目痕が残り、体部に斜位と横位のハケ目痕が残っている。内面は口縁部に横位のハケ目痕が残り、

体部に板ナデ仕上げが認められる。胎土はやや粗く、白色・灰色・糧色粒を含んでいる。 7は棄の口縁

部片で、口縁部は「く」の字状に外反している。外面は口縁部に刻み目痕が残り、体部は斜位のハケ目痕

が残っている。内面は口縁部に横位のハケ目痕が残っている。胎土はやや粗く、赤色・灰色・白色粒を含

んでいる。 8は奮の口縁部片で、口縁部は「くJの字状に外反している。外面は口縁部に刻み目痕が残

り、体部は斜位のハケ目痕が残っている。内面は体部に横位のハケ目痕が残っている。胎土はやや粗く、

白色・灰色粒と小磯(2 mm大)を多く含んでいる。 9は蓋の口縁部片で、口縁部は「く」の字状に外反

し、端部を四角形に収めている。外面は口縁部に刻み目痕が残り、内面は口縁部に横位のハケ目痕が残っ

ている。胎土は普通で、茶色・灰色粒を多く含んでいる。 10は台付聾の底部から脚部にかけての破片

で、脚部は「ハjの字状に聞き、体部は外反している。内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭

である。胎土は普通で¥長石・石英・灰色粒を含んでいる。 11は台付聾の底部から脚部にかけての破

片で、脚部は「ハ」の宇状に聞き、体部は内湾している。外面は脚部に縦位と斜位のハケ目痕が残ってい

る。内面は脚部に板ナデ仕上げが認められる。胎土は粗く、赤色・灰色粒を含んでいる。 12は台付棄

の脚部で、脚の接合部から底部は緩やかに外反している。外
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3.遺待と造物ヨ駐停遺跡調査の結果E 
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E 調査の結果支配胃遺跡 3.遺符と造物
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第104図 71号溝跡から出土した弥生土器の実測図 (2)

が認められる O 胎土は粗く、赤色・灰色・樫色粒を含んでいる。 15は台付蓋形土器の脚部で、脚部は

「ハjの字状に聞いている。外面は縦位と斜位のハケ目痕が残っている。内面はわずかに板ナデ痕が残さ

れている O 胎士はやや粗く、長石・石英・黒色粒を含んで、いる O 第104図の16は鉢で、平底の底部から口

縁部まで大きく外反している。外面は縦位のハケ目痕が残っている O 内面は摩耗のため調整方法について

は不明瞭である。胎土は普通で、白色・灰色・桂色粒を含んでいる o 17は鉢の口縁音siOミら体部下半に

かけての破片で、体部から口縁部は内湾している O 外面は口縁音防当ら体部に斜位のハケ日痕が残り、内面

は体部に板ナデ仕上げが認められる O 胎士はやや粗く、白色・灰色・赤色粒が多く含まれている o 18 

は鉢で、平底の底部から外反して立ち上がり、体部は球形を呈する O 口縁部は「く jの字状に外反し、端

部を四角形に収めている O 外面は口縁部から体部に横位と斜位のハケ日痕が残り、内面は口縁部に横位の

ハケ日痕が残っている。胎土は普通で、白色・灰色・茶色粒と喋(3 mm大)を多く含んでいる。 19は

鉢(? )の底部から脚部の破片で、体部は内湾し、脚の接合部から裾部は短くほぼ垂直に下りている O 外

面は、脚の接合部に縦位のハケ目痕が残り、内面は体部に板ナデ仕上げが認められる O 胎土は普通で¥白

色・灰色粒を含んでいる o 20は鉢(? )の口縁部片で、口縁部は直線的に立ち上がり、端部を四角形

に収めている O 内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎土はやや粗く、白色・灰色・

赤色粒を多く含んでいる O
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E 調査の結果言葉信遺跡 3.遺梼と遺物

〈穴状遺構〉
穴状遺構は士坑 2基とピット28基確認したが、ピットで規則性のあるものは存在しなかった。ピット群

はH-6グリッド、 H-9グリッドの北東部から I-8グリッドの南西部にかけて分布するもの、 L-7・8

グリッド、 M-7グリッドの北部からM-8グリッドの東部にかけて分布するものの 4群に分けられる O

また、 B-7グリッド、 C-9グリッド、 J-lOグリッドに単独で存在するものがある O

〈土坑〉

12号土坑(弥生 1) 

遺構 12号土坑はB-7グリットの中央部よりやや南寄りに位置している O 平面形状は円形で、規模は長

軸の長さが0.90m、短軸の長さが0.89mを測る O 長軸のN値変換方位はN-200- Wを指向している。断

面形状は中間に段があるが丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で38cmある。覆土は 1層で構

成され、黒色 (10YR 2 jl )土層である O

遺物は弥生土器の体部片が2点出土しているが、図化が可能な遺物はなかった。

A A' 
-8.300 

ミ~
1 黒色lOYR2/1

締まりはふつう、粘性はややあり。ただし、直径2-3mm
のゆト~粘質土
(黄褐色lOYR5/6・オリーブ褐色2.5Y4/3)が10%ほど混入
する。

ト

---〆

B s' 
一一 8.300

ミ一一三
o 

E二二=コ

1m 

第105図 12号土坑の平面・断面図

15号土坑(弥生-2) 

遺構 15号土坑はH-6グリットの南東部に位置し、平面形状は不定形で、規模は長軸の長さが4.75m、

短軸の長さが2.73mを測る O 長軸のN値変換方位はN-200-Eを指向している O 断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で37cmある O 覆土は 3層で構成され、 1層は黒色 (10YR 1.7/1)士層、

2層はオリーブ黒色 (7.5YR 3/2)土層、 3層は黒色 (5Y 2/1)土層である O 遺物は弥生土器の口縁

部片が3点、体部片が7点、底部片が I点の合計11点出土しているが、図化が可能な遺物はなかった。

ゐ/
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U
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第106図 15号土坑の平面・断面図

〈ピット〉

・73・76・207・208・212号ピット

73・76号ピットはL-7グリッドの中央部よりやや南寄りに位置し、 207・208・212号ピットはL-8グ

リッドの中央音防、ら北西部に位置している O
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E 調査の結果言葉信遺跡 3.遺梼と遺物
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第107図 73・76・207・208・212号ピットの分布図

5m 

73号ピット(弥生-1)

遺構 L-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.24m、短

軸の長さがO.23mを測る O 長軸のN値変換方位はN-450 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部でllcmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3) 

土層である O 遺物は弥生土器の体部片が 1点出土しているが、図化は出来なかった。

76号ピット(弥生-2) 

遺構 L-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.56m、短

軸の長さがO.54mを測る O 長軸のNイ@:変換方位はN-510-Eを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、39cmある。覆士は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3) 

士層である O 遺物は出土しなかった。

207号ピット(弥生-3) 
遺構 L -8グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.64m、短

軸の長さがO.59m を測る O 長軸の N~直変換方位は N-30 -wを指向している O 断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、29cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/2)土

層である O 遺物は出土しなかった。

208号ピット(弥生-4) 

遺構 L-8グリッドの西部に位置し、平面形状は隅丸長方形を呈している O 規模は長軸の長さがO.59m、

短軸の長さが0.48mを測る O 長軸のN値変換方位はN-820-Eを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部でllcmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(10YR 2/2)土層である。
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3.若様と造物表情遺跡調査の結果E 

遺物は弥生土器の体部片が2点出土しているが、図化は出来なかった。

212号ピット(弥生-5) 

遺構 L-8グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.35m、短

軸の長さがO.31cmを測る。長軸のN値変換方位はN-730 -Wを指向している。断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で26cmある。覆土は 1層で構成され黒褐色 (10YR 3/2)土

層である。遺物は出土しなかった。
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73・76・207・208・212号ピットの平面・断面図

• 121・122・124・125号ピット

121・122・124ピットはB-7グリッドの南西部で、 12号土坑の周縁に分布し、 125号ピットはB-7グ

リッドの東北部に位置している。

121号ピッ卜(弥生-6) 

遺構 B-7グリッドの南西部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している。規模は長軸の長さがO.57m、

短軸の長さが0.46mを測る。長軸のN値変換方位はN-790 -Eを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 211)土層である。

遺物は出土しなかった。

第108図

122号ピット(弥生-7)

遺構 B-7グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さがO.35m、

短軸の長さがO.29mを測る。長軸のN値変換方位はN-710 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、44cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (10YR 211) 

土層である。遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と造物

124号ピット(弥生-8) 

遺構 B-7グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.50m、

短軸の長さがO.39mを測る。長軸のN値変換方位はN-llO-Wを指向している。断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'llcmある O 覆土は 3層で構成され、 1層は黒色士 (7.5YR 211) 

土層、 2層は黒色土 (2.5YR 2/1)士層、 3層は黒色土(lOYR 211)土層である O 遺物は出土しなかった。

125号ピット(弥生-9) 

遺構 C-7グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.32m、短

軸の長さがO.30mを測る O 長軸のN値変換方N-350 - Wを指向している O 断面形状はV字形を呈し、遺

構確認面からの深さは最深部で、20cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (10YR 1.7/1)土層である O

遺物は出土しなかった。

::?13:; 。
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第109図 121・122・124・125号ピットの分布図
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1 7.5YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y5/4 黄褐色粒子(直径4mm大)が 1%ほど混じる。

2 10YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。
10YR6/8 明黄褐色粒子(直径2mm大)と
5Y3/1 オリーブ黒色土(粘性・締まりともにかなり弱い)
が1%ほどf毘じる。

3 2.5Y3/1 黒褐色粘性・締まりやや弱い。

125ピ

第110図 121・122・124・125号ピットの平面・断面図
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺袴と遺物

• 123号ピット

123号ピットは単独に存在している O

123号ピット(弥生 10)

遺構 C-9グリッドの中央部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.45m、

短軸の長さが0.36mを測る O 長軸のN値変換方位はN-800 
- Eを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で10mある。覆土は 2層で構成され、 1層はオリーブ黒色 (5Y 3/2) 

土層、 2層はオリーブ黒色 (7.5Y 2/2)士層である O 遺物は弥生土器の体部片が18点出土しているが、

図化は出来なかった。

:;主::

O 

第111図 123号ピットの位置図と平面・断面図

主ムど三

~ ( ( i'¥ 8 
B 

。 50cm 
~I 三 五空

第112図 123号ピットの平面・断面図

.215・219号ピット

215・219号ピットはH-6グリッドの北東部で、 15号土坑の北側に位置する O

215号ピット(弥生-ll)

::立:

遺構 H-6グリッドの北東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.65m、

短軸の長さが0.44mを測る O 長軸のN1i直変換方位はN-440 -Eを指向している O 断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、24cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/2) 

士層である O 遺物は出土しなかった。

219号ピット(弥生-12)

遺構 H-6グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.23m、短軸

の長さが0.20mを測る。長軸のN値変換方位はN-300
← Wを指向している。断面形状は上に聞く U字形
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E 調査の結果兼信遺跡 3.遺袴と造物

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で17cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 2/2)土

層である O 遺物は出土しなかった。

:市二;

σ 
215ピ

O 。 1m 
219ピ

第113図 215・219号ピットの分布図

O 
A 

ミ1j三 0: 
219ピ 。 1m 

215ピ

第114図 215・219号ピットの平面・断面図

• 300"'305号ピット、 307"'310号ピット

300~304ピット号は H-9 グリッドの北東部に位置し、 36号土坑の西側に位置している。 305 ・ 308 ・

310号ピットは I-8グリッドの南西部、 307号ピットは I-8グリッドの北東部、 309号ピットはH-8

グリッドの南東部に位置している O

300号ピット(弥生一13)

遺構 H-9グリッドの北東部に位置し、 36号土坑の西側に位置している O 平面形状は楕円形を呈してい

る。規模は長軸の長さが0.25m、短軸の長さが0.20mを測る O 長軸のN値変換方位はN-830 
- Eを指向

している O 断面形状はV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で16cmある。覆土は 1層で構成さ

れ、黒色 (2.5Y 2!1)士層である O 遺物は出土しなかった。

301号ピット(弥生-14)
遺構 H-9グリッドの北東部に位置し、 36号土坑の西側に位置している。平面形状は円形を呈している O
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E 調査の結果兼億遺跡 3.遺棒と遺物

規模は長軸の長さが0.47m、短軸の長さが0.42mを測る O 長軸のN値変換方位はN-450 
- Eを指向して

いる。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で27crnある O 覆土は 3層で構

成され、 1層は黒色 (2.5Y 2!1)土層、 2層は黒色 (2.5 Y2!1)土層、 3層は黒色 (2.5Y 1.7/1)土

層である。遺物は出土しなかった。

302号ピット(弥生-15)

遺構 H-9グリッドの北東部に位置し、 36号土坑の西側に位置している O 平面形状は不定形を呈している O

規模は長軸の長さが0.47m、短軸の長さがO.31mを測る O 長軸のN値変換方位はN-240 -Wを指向して

いる O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で12crnある O 覆土は 2層で構成

され、 1層は黒色 (2.5 Y2!1)土層、 2層は黒色 (2.5 Y1.7/ 1 )土層である O 遺物は出土しなかった。

303号ピット(弥生一16)

遺構 H-9グリッドの北東部に位置し、 36号士坑の西側に位置している O 平面形状は不定形を呈してい

る。規模は長軸の長さが0.42m、短軸の長さがO.33mを測る。長軸のN値変換方位はN-130 -Wを指向

している O 断面形状はV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で35crnある。覆土は 4層で構成され、

1層は黒色 (2.5Y 2!1)土層、 2層は黄褐色 (2.5YR 5/4)土層、 3層は黒色 (10YR 2!1)土層、 4

層は黒色 (10YR 1.7/1)土層である。遺物は出土しなかった。

304号ピット(弥生-17)

遺構 H-9グリッドの北東部に位置し、 36号士坑の西側に位置している O 平面形状は楕円形を呈してい
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第115図 300""'305・307""'310号ピットの分布図
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E 調査の結果葉信遺跡 3.遺梼と遺物
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と遺物

る O 規模は長軸の長さが0.67m、短軸の長さが0.58m を測る O 長軸の N~直変換方位は N-220 -wを指向

している O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'19cmある O 覆土は 7層

で構成され、 I層は黒色 (2.5Y 2/1)士層、 2層は黒色 (10YR 2/1)士層、 3層は黒色 (10YR

2/1)土層、 4層は黒色(10YR 1.7/1)土層、 5層は黒色 (10YR 1.7/1)土層、 6層は黄褐色

(2.5YR 5/4)土層、 7層は黒色 (10YR 1.7/1)士層である O

遺物は覆土から弥生土器の聾の口縁部から頚部にかけての破片が 1点、体部の破片が 4点出土してい

る。その内、図化が可能な翠の口縁音防ミら頚部にかけての破片 1点を図示した。

遺物 第117図の 1は聾の口縁部から頚部に

かけての破片で、口縁部は緩やかに外反する O

外面は口縁部に刻み目痕が残り、口縁部から

体部に斜位のハケ目痕が残っている O 内面は

口縁部に横位のハケ目痕が残ってる O 胎士は

普通で、白色・灰色・茶色粒子を含んで、いる。

305号ピット(弥生-18)

久ピー1
o 10cm 

第117図 304号ピットから出土した弥生土器の実測図

遺構 1 -8グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.40m、

短軸の長さが0.27m を測る O 長軸の N~直変換方位は N-300 -Wを指向している O 断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で'14cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土

層である O 遺物は出土しなかった。

307号ピット(弥生-19)

遺構 1 -8グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.20m、

短軸の長さが0.15mを測る O 長軸のN値変換方位はN-270-Wを指向している O 断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で15cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土

層である O 遺物は出土しなかった。

308号ピット(弥生一20)

遺構 1 -8グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.42m、

短軸の長さが0.30mを測る O 長軸のN値変換方位はN-80 -Wを指向している O 断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で11cmある O 覆士は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土層であ

るO 遺物は出土しなかった。

309号ピット(弥生-21)

遺構 H-8グリッドの南東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.33m、

短軸の長さが0.21mを測る。長軸のN値変換方位はN-740 - Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある O 覆士は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土層である。遺

物は出土しなかった。

310号ピット(弥生一22)

遺構 1 -8グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.31m、

短軸の長さが0.26mを測る O 長軸のN1l宜変換方位はN-440 
- Eを指向している O 断面形状は上に開く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、23cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土

層である。遺物は出土しなかった。

• 401 "'406号ピッ卜

401 ~405号ピットはM-7 グリッドの北部から東部に、 406号ビットはM-8 グリッドの東部に位置し

-113-



E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と遺物

ている O

401号ピット(弥生-23)

遺構 M-6グリッドの東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.31m、短

軸の長さがO.27mを測る O 長軸のN値変換方位はN-850 
- Eを指向している O 断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で25cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土層

である O 遺物は出土しなかった。

402号ピット(弥生一24)

遺構 M-7グリッドの東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.42m、短

軸の長さがO.36mを測る。長軸のN値変換方位はN-490-wを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、12cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土層

である O 遺物は出土しなかった。
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3.遺梼と造物
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401 ~406号ピットの平面・断面図

403号ピット(弥生-25)

遺構 M-7グリッドの東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.23m、短

軸の長さがO.18mを測る。長軸のN値変換方位はN-200 -Eを指向している O 断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'12cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)士層

である O 遺物は出土しなかった。

第119図

404号ピット(弥生-26)

遺構 M-7グリッドの東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.42m、短

軸の長さがO.32mを測る O 長軸のN値変換方位はN-160-Wを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で12cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土層

である。遺物は出土しなかった。

405号ピット(弥生-27)

遺構 M-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.25m、短軸

の長さがO.24mを測る O 長軸のN値変換方位はN-450-Wを指向している O 断面形状は上に開く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'12cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土層で

ある。遺物は出土しなかった。

406号ピット(弥生-28)

遺構 M-8グリッドの東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.24m、短

軸の長さがO.21mを測る O 長軸のNイI宣変換方位はN-70 
- Eを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 3cmある O 覆士は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2!1)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺符と遺物

( 2 )古墳時代の遺構と遺物

今回の調査で確認した古墳時代の遺構は、調査区の中央部に集中している O 溝状遺構が13条、穴状遺

構のうち土墳が 2基、土坑が43基、ピットが170基で、その他に自然排水路が 8条ある。講状遺構のうち

7号溝跡と 9号溝跡は自然排水路により分断されているが、同一の溝と考えられる O また、この 7・9号

溝跡は緩斜面と平坦面との境界に位置している O

遺物は、溝状遺構の覆土から1，581.点、土墳の覆土から 3点、土坑の覆土から 4点、ピットの覆土から

1点出土し、自然排水路の覆土から175点し、合計1，764点出土している O
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第120図 古墳時代の遺構と自然排水路の分布図

〈溝状遺構〉

7号溝跡(古墳-1) 

遺構 7号溝跡は調査区の中央部に位置し、 B-9グリッドの西側から C-9グリッドの中央部を経て東

北東方向に伸長し、 D-9'E-9・F-8・9グリッドを経て、 G-9グリッドの北西部で自然排水路

(12号溝跡)に切られている O 溝の西端部は未調査地区のため確認できなかった。規模は長さが23.29mで、

幅は0.50~0.89m である O 東西軸の N値方位は変化点が 6 箇所認められる O 西側l から N -87.30 
- W、
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E 調査の結果 言葉傍遺跡 3. i茸梼と遺物

変化点でN-78.60 -W、変化点でN-87.80 -W、変化点でN-77.00 -W、変化点でN-84.60 -W、変化

点でN-33.20 -W、変化点でN-59.30 -Wを指向する。断面形状は浅い丸底状および皿状を呈し、遺構

確認面からの深さは最深部で、148cmある O 覆士はA-A' は 1層、 B-B' は 4層で構成される O 断面

A-A' の 1層は黒褐色(10YR 3/2)土層である o B -B' の 1層は暗褐色 (10YR 3/4)土層、 2

層・ 3層は黒色 (7.5YR 2/1)士層、 4層は黒褐色 (7.5YR 2/2)土層である。

14溝

セ-9

十 + 十 十 十

。 20m 

。ιヲ'
民
u

kJM 

，
一A

一j
 

A

二
1 10YR3/2 黒褐色粘性なく、締まりやや強い。

10YR4/6 褐色 シルト岩やその砕けたもの
(直径 1-85rnrn大)が15%ほど混じる。

35X20X20(mm)程の磯が50%以上混じる。
潜の底面には細砂が薄く堆積している

3三塁ζτ二~2
10YR3/4 精褐色砂磯層最大径50X 20 X 20 (rnrn) 
粘性なし、締まりやや強い。
亜円磯・円磯(20X10rnrn大)が90%以上混じる。

2 7.5YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
シルトが70%ほど、砂が30%ほどの割合で混じる。

3 7.5YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや弱い。
砂が70%ほど、シルトが30%ほどの割合で混じる。

4 7.5YR2/2 黒褐色粘性やや弱く、締まりやや強い。

第121図 7号溝跡の平面・断面図

遺物は覆土から弥生土器の口縁部片が 6点、体部片が558点、底部片が11点の計575点、土師器は碗が

1点、口縁部片が38点、体部片が289点、底部片が 6点、脚部片が 9点の計343点、須恵器は坪身片が 1

点、鉢片が 1点、口縁部片が28点、体部片が60点、底部片が19点の計109点で合計1，027点出土している O

その内、図化が可能な土師器の碗 I点、須恵器の杯身 1点、皿 1点の計3点を図示した。

¥ 主戸地;も可司王 //  

¥ ¥  トーペユ/' 7;蕎 1 7溝-3

10cm 

第122図 7号溝跡から出土した土師器と須恵器の実測図
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E 調査の結果 兼信遺跡 3.遺梼と遺物

遺物 第122図の 1は土師器の碗で、丸味を帯ぴた底部から口縁部にかけて内湾している。外面は摩耗の

ため調整方法については不明瞭である。内面は板ナデ仕上げが認められる O 胎土は普通で¥石英・雲母・

長石粒を含んでいる o 2は須恵器の杯身の破片で、平底の底部に断面が台形の貼り付け高台が付いてい

る。体部から口縁部にかけてやや内湾気味に聞いている O 外面は口縁音防ミら体部にナデ仕上げが認められ、

底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる。胎土は密で、黒色・白色・灰

色粒と小磯 (2.0mm大)を含んでいる o 3は須恵器の皿で、平底の底部に断面が台形の貼り付け高台が付

いている O 体部から口縁部にかけてやや内湾気味に大きく聞いている。外面は口縁部から体部にナデ仕上

げが認められ、底部は回転糸切り痕が残り、口縁部に紬がかかっている。内面は全体にナデ仕上げが認め

られる O 胎土は密で、黒色・白色・灰色粒を含んで、いる O

9号溝跡(古墳一 2) 

遺構 9号溝跡は 7号溝跡の続きでH-9グリッドの中央部から南東方向に伸長している O 西端部はG-

9グリッドの自然排水路 (12号溝跡)で切られ、南東部は25号溝跡の南部で一部切られているがL-13 

グリッドの調査区外まで伸長している O

1品、r

20m 

第123図 9号溝跡の平面図

規模は長さ 57.09mで、幅は0.90~2.26mで、ある O 南北軸のN値方位は変化点が10箇所認められる。西端

から N-67.70 -W、変化点でN-51.30 -W、変化点でN-36.00 -W、変化点でN-52.90 -W、変化点で

N -76.00 -W、変化点でN-50.50 -W、変化点でN-32.30 -W、変化点でN-43.40 -W、変化点でN-

32.00 -W、変化点でN-45.90 -W、変化点でN-41.00 -W、変化点でN-48.60 -Wを指向する O 断面形

状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、52cmある O 覆土はA-A'は7層、 B-B'は

6層、 C-C'は1層、 D-D'は8層で構成される。断面A-A'の1層はにぶい黄褐色 (10YR 4/3) 
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺梼と遺物

土層、 2層は暗灰黄色 (2.5Y 4/2)土層、 3層は暗オリーブ褐色 (2.5Y 3/3)土層、 4層は暗オリーブ褐

色 (2.5Y 3/3)土層、 5層は黒褐色 (10YR 3/2)土層、 6層は黒褐色 (10YR 3/2)土層、 7層は黒褐

色 (2.5Y 3/1)土層である。断面B-B'の 1層は暗灰黄色 (2.5Y 5/2)土層、 2層は暗灰黄色 (2.5Y

4/2)土層、 3層は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層、 4層は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層、 5層は黒褐色 (2.5Y 3/2) 

土層、 6層は黄褐色 (2.5Y 5/4)土層である。断面C-C'のI層は青灰黄色 (2.5G 5/2)土層である。

断面D-D' の 1層は黒褐色 (10TR 3/2)土層、 2層は青灰黄色 (2.5G 5/2)土層、 3層は青灰黄色

(2.5G 5/2)土層、 4層は黒褐色 (10YR 2/2)土層、 5層は黒褐色 (10YR 3/2)土層、 6層は黒褐色

(10YR 2/2)土層、 7層は極暗赤褐色 (5YR 2/4)土層で、 8層は暗赤褐色 (5YR 3/3)土層である。

A A' 
一一 5.543

主公ユ苛そな空三
一ーベ二三戸=三子 5 /-一一一一一一
二二二~6J7芦=三三-6

B ~ B' 
一一ー ~\ 一一 5.498 

1 10YR4/3 にぶい黄褐色粗粒砂以下の砂層。
2 2.5Y4/2 暗灰黄色砂質磯層。
3 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色砂層(粗粒砂以下)。
4 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色磯質砂層。
5 10YR3/2 黒褐色直径 1-lOmm大の砂質磯層。
6 10YR3/2 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
7 10YR3/1 黒褐色直径5-20mm大の円傑層。

二二~く 2 Cノ----ヘー 3 /J二 1 
一一一~-\ごー三---守一~ι2

2.5Y5/2 
2.5Y4/2 
2.5Y3/2 
2.5Y3/2 
2.5Y3/2 
2.5Y6/6 

暗灰黄色直径 1-5mm大の砂磯層。
暗灰黄色砂質磯層(直径1伽nm大)。
黒褐色磯質砂層(直径 1-5mm大)。
黒褐色砂層。

『-'---一一~ 3 
司、.u ~ 

一 一、--←ーニー---=一一一一 4 
n 

1:1 5 黒褐色砂質磯層

ーミ~壁一

暗灰黄色の砂が20%ほど混じる。
6 2.5Y5/4 黄褐色粘性やや強く、締まりやや弱い。

1 2.5G5/2青灰黄色直径 1-5mm大の砂磯層。

1 10YR3/2黒褐色直径3-5mm大の砂磯層。
2 2.5G5/2 青灰黄色直径 1-5mm大の砂磯層。
3 2.5G5/2青灰黄色直径 1-4mm大の砂磯層。
4 10YR2/2黒褐色直径5-1伽nm大の砂磯層。三云》ι蓄量三一
5 10YR3/2黒褐色砂層粘性・締まりともにやや強い。
6 10YR2/2 黒褐色直径 1-1Omm大の砂磯層。
7 5YR2/4 極暗赤褐色鉄分を含む。
8 5YR3/3 暗赤褐色，粘性・締まりともにやや強い。

鉄分を含む。
9 2.5YR1.7 /1 赤黒色粘性・締まりともにやや強い。

2m 

第124図 9号溝跡の断面図

遺物は覆土から弥生土器の査の口縁部片が1点、高杯の脚部が1点、口縁部片が6点、体部片が290点、

底部片が3点の計301点、土師器の高杯の脚部が 1点、鉢片が1点、口縁部片が5点、体部片が101，点の計

108点、須恵器の杯蓋片が 2点、杯身片が 2点、聾の破片が 2点、ハソウ片が 1点、高杯片が 1点、口縁

部片が12点、体部片が37点、底部片の高台付が 9点、平底が 7点の計73点で合計482点出土している。そ

の内、図化が可能な弥生土器の高杯の脚部片が 1点、壷の底部片が 1点、土師器の高杯の脚部片が 1点、

鉢が1点、須恵器の杯蓋が2点、杯身が2点、奮が2点、ハソウが l点、高杯が1点の計12点を図示した。

遺物 第125図の 1は弥生土器の高杯の脚部で、底部の接合部分から裾部に向かつて聞いている。内外面

とも摩耗のため調整方法については不明瞭である。飴土はやや粗く、長石・赤色・黒色粒と喋 (4阻大)を

多く含んでいる。 2は弥生土器の査の底部片で、平底の底部から外反して立ち上がっている。外面は底
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第125図 9号溝跡から出土した土器の実測図

1・2 弥生土器、 3~5 土師器 6 ~12 須恵器

部に縦位のハケ目痕残っている O 内面は摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎土はやや粗く、

長石・石英・灰色・黒色粒・牒 (1~3mm大)を含んでいる。 3 は土師器の杯の口縁部から底部の破片で、

丸味を帯びた底部から内湾して立ち上がっている O 内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭であ

る。胎土は粗く、灰色・茶色粒・牒 (3mm大)を含んでいる o 4は土師器の高杯の脚部片で、底部との

接合部分から脚は大きく聞いている。内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭である。胎土は普

通で、長石・石英・黒色粒を含んでいる o 5は甑の把手の破片で、午角状を呈している O 外面は摩耗の

ため調整方法については不明瞭である O 胎土は普通で、長石・石英粒・疎 (3mm大)を含んでいる o 6 

は坪蓋の口縁部で、弓張り状の天井部から口縁部まで内湾して下りている。外面は天井部に回転ヘラ削り

痕が残り、口縁部はナデ仕上げが認められる。内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白

色・茶色粒を含んでいる o 7は杯蓋の口縁音防、ら体部にかけての破片で、弓張り状の天井部から口縁部

まで内湾して下りている O 外面は天井部は回転ヘラ削り痕が残り、体部から口縁部はナデ仕上げが認めら
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E 調査の結果請を信遺跡 3.遺袴と遺物

れる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる。胎士は密で、白色・黒色粒を含んでいる o 8は杯蓋で、

天井部は平らで、体音1防ミら口縁部は直線的に聞いている。外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められ、

天井部は回転ヘラ削り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、黒色・白

色・茶色粒・小磯 (2.0mm大)を含んでいる o 9は杯身で、底部は弓張り状を呈し口縁部と体部の聞に

受けを持っている O 口縁部は内傾している O 外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められ、底部に回転

糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎士は密で、白色・黒色粒を含んでいる O

10は高杯の口縁部から体部にかけての破片で、体部から口縁部は内湾している O 内外面ともナデ仕上げ

が認められるが、内面全体に柚がかかっている O 胎土は密で、白色・黒色・灰色粒を含んでいる o 11 

は蓋の口縁部で、口縁部は「く」の字状に外反している O 内外面ともにナデ仕上げが認められる O 胎土は

密で、長石・石英・灰色・黒色粒・磯 (2~3mm大)を含んでいる。 12は聾の口縁部で、頚苦防、ら口縁

部にかけて緩やかに外反している。外面は頭部に板ナデ仕上げが認められ、口縁部は刺突紋と沈線が 3箇

所施されている O 内面は板ナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色粒・小磯 (2mm大)を含んでいる O

13はハソウの頚音防、ら口縁部にかけての破片で、頚音防ミら口縁部は丸味をもって外反している O 内外面

とも摩耗のため調整方法については不明瞭で、あるが、内面の口縁部に粕がかかっている O 胎士は密で、白

色・石英・黒色粒を含んで、いる O

11号溝跡(古墳-4) 

遺構 11号溝跡は 1-10グリッドの南東で 9号溝跡から分岐しており、 J-10グリッドを経て J-11グリ

ッドの北部まで東南東方向に伸長している O 規模は長さが6.64m、幅は0.51~0.82mである O 東西軸のN

値方位は変化点が 3箇所認められ。西側カミら N-68.30 -W、変化点でN-72.80 -W、変化点でN

77.10 -W、変化点でN-69.30 - Wを指向する O 断面形状は丸底状を呈し、遺構確認、面からの深さは最深

部で22cmある O 覆土はA-A' は 4層で構成される O 断面A-A' の 1層は黒色(10YR 2/l)土層、 2

層は黒褐色 (10YR 3/2)土層、 3層は黒色 (7.5YR 2/l)土層、 4層は黒褐色 (7.5YR 3/l)土層であ

る。遺物は出土しなかった。

9溝

14号溝跡(古墳-4) 

5m 

三迄夏三子 2

o 

1 10R2/l赤黒色粘性なし、締まりやや強い。
直径2-lOmm大の磯質砂層。

2 10R2/1 赤黒色直径5mm大以下の砂磯層。
3 10YR2/3 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
4 1層が70%ほどと 3層が30%ほど混じった層。
5 7.5YR2/2 黒褐色 シルト質砂層。

第126図 11号溝跡の平面・断面図

遺構 14号溝跡はD-8グリッドの南東部で、 E-8グリッドの境界沿いを南北方向に伸長し、 5号土坑

の北側に接するように終息している O 規模は長さが4.56m、幅は0.60~0.64mである O 南北軸のN値方位

は変化点が 1箇所認められる O 北側から N-14.40- W、変化点でN-0.70-Eを指向する O 断面形状は皿

状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'14cmある O 覆土はA-A'は2層で構成される。断面A-A'

の 1層・ 2層とも黒色 (7.5YR 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。
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3.若様と遺物乗f淳遺跡調査の結果E 

50cm 

一竺豆ミ玉歪三孟1=--5制
A' 

A 

7.5YR2/1 黒色土砂傑層粘性・締まりともにやや強い。
最大径(20X15)mmほどで、直径5-lOmm大が90%以上を占める。
7.5YR2/l 黒色土粘性・締まりともにやや強い。
10YR8/8 黄燈色粒子が 1%ほど混じる。
最大径(lOXlO)mmほど、直径 1mm以下が90%以上を占める。

2 

5m 

14号溝跡の平面・断面図

15号溝跡(古墳-5) 

遺構 15号溝跡はB-llグリッドの中央部よりやや南側に東西方向に伸長する。西端部は未調査地区のた

め確認できなかった。規模は長さが3.27m、幅はO.25~O.36mである O 東西軸の N1i直方位は変化点が 2 箇

所認められる。東側から N-72.50 
- E 、変化点でN-64.20 

- E 、変化点でN-78.70 
- Eを指向する O 断

面形状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある O 覆土はA-A' は 1層で構成される O

断面A-A' の 1層は暗灰黄色 (2.5Y 5/2) 土層である O 遺物は出土しなかった。

第127図

50cm 

~ 5.440 

.-2忘~竺

A 

15溝

粘性・締まりともにやや弱い。砂層暗灰黄色2.5Y5/2 
5m 

15号溝跡の平面・断面図

16号溝跡(古墳-6) 

遺構 16号溝跡は J-12グリッドの北東部から東南東方向に伸長し、東端部は K-12グリッドで 9号溝

第128図

主ι5.308

ニゴ戸弐ー?イもジミ乏そ三

直径 1-5mm大の砂磯層。
粘性・締まりともにやや強い。

直径2-3mm大の砂磯層。

黒褐色

黒褐色
黒褐色

10YR2/2 
7.5YR2/2 
10YR2/3 
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十

16号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果来傍遺跡 3.遺袴と遺物

跡に切られている。規模は長さが5.37m 、 I幅は0.42~ 1.20mである。東西軸のN値方位は変化点が 1 箇所

認められる。北側から N-63.70 -w、変化点でN-51.30 -Wを指向する。断面形状は皿状を呈し、遺構

確認面からの深さは最深部で、20cmある。覆土はA-A'は3層で構成される。断面A-A'の1層は黒褐

色(lOYR 2/2)土層、 2層は黒褐色 (7.5YR 2/2)土層、 3層は黒褐色 (10YR 2/3)土層である。遺物

は出土しなかった。

27号溝跡(古墳-7)

遺構 27号溝跡はE-7グリッドの東部を南北方向に伸長し、 16号土坑の北側で終息している。西側には

28号溝跡が併走している。規模は長さが5.18m、幅はO.57~ 1.12mである。南北軸のN値方位は変化点が 2

箇所認められる。北側から N-8.40 
- E 、変化点でN-1.70 -W、変化点でN-12.80 -Wを指向する。断

面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で34cmある。覆土はA-A'は3層で構成さ

れる。断面A-A'の 1層は黒色(IOYR 1.7/1)土層、 2層は黒色 (5YR 2/1)土層、 3層は黄褐色

(2.5Y 5/6)土層とオリーブ黄色 (5Y 6/3)土層が混じり合っている。遺物は出土しなかった。

A 

33号溝跡(古墳-8) 

5m 

A 
A' 4.926 

3~手立三
。 1m 

1 1 OYRl. 7/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
10YR6/8 黄燈色・ 2.5Y6/8 黄色粒子(直径2mrn大)
が1%ほど混じる。

2 5Y2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
7.5Y5/2 オリーブ灰色が混じる。境界は不明瞭。

3 2.5Y5/6 黄褐色土と、 5Y6/3 オリーブ黄色土が混じる。

第130図 27号溝跡の平面・断面図

遺構 33号溝跡はE-6グリッドの北東部を東方向に伸長し、途中で11号周溝墓の北東角を切り、 F-6

グリッドに入って終息している。規模は長さが3.45mで、幅は0.43~O.59mである。東西軸のN値方位は

変化点が 3箇所認められる。西側から N-55.60 
- E 、変化点でN-87.50 

- E 、変化点でN-82.00 -W、

変化点でN-89.80 - Wを指向する。断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で25cmあ

る。覆土は 1層で構成される。 1層は黒色 (2.5Y 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。

何千-5

L守=ご二つ)繍

5m 

A A' 
一一 __  ~7.401 

::l 1 / t:.二
~2 トー
一一一一』¥../一一 0 

l 
1町1

1 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/6 明黄褐色・ 7.5YR6/8 檀色粒子(直径 1-2mrn大)が 7%ほど混じる。

2 2.5Y2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y6/6 明黄褐色 (直径 1-2mrn大)
7.5YR6/8 穫色 (直径10-25mrn大)粒子が20%ほど混じる。

第131図 33号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果表停遺跡 3.遺携と遺物

34号溝跡(古墳-9) 

遺構 34号溝跡はH-6グリッドの北西部で65号溝跡の東側を併走するように東西から南北方向に伸長し

ている。規模は東西方向の長さが0.73m、南北方向の長さが3.39mで、合計4.12m、幅は0.51~0.78mで、ある O

東西・南北軸のN~直方位は変化点が 2 箇所、屈曲点が 1 箇所認められる O 北西端から N-78.90-W、屈

曲点でN-7.50 -W、東西軸と南北軸は内角1Ol.60 で屈曲し、変化点でN-5.30 
- E 、変化点でN-3.60

-

Eを指向する O 断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で33cmある O 覆土は塊状の士が

入り込んではいるがA-A' は 2層で構成される O 断面A-A'の 1層は黒色 (10YR 2/1)土層、 2層

は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層である O 遺物は出土しなかった。

九-6

34溝

A' 

。

43号溝跡(古墳-10)

A 

10m 

主二五
o 

1 10YR2/l 黒色粘性やや弱く、締まりやや強い。
10YR5/3 にぶい黄褐色・ 10YR7/3 にぶい黄樫色
7.5YR5/8 明黄褐色粒子(直径 1mm以下一 5mm大)が
5%ほど混じる。

2 2.5Y3/2 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
10YR6/8 明黄褐色粒と2.5Y4/3 オリーブ褐色土が
混じる O

第132図 34号溝跡の平面・断面図

遺構 43号溝跡はM-8グリッドの中央部よりやや北側を東南東から西北西方向に伸長し、東部端は58号

溝跡にほぼ直交するように接している O 規模は長さがl.43m、幅は0.30~0.55mである O 東西軸のN値方

位は変化点が 1箇所認められる O 東側から N-89.7"-W、変化点でN-70.20-Wを指向する O 断面形状

は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、20cmある O 覆土は 1層で構成される O 覆土の 1層

は黒色(lOYR l.7/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

o 

58溝

=Lょメ三

43溝

1 10YR1.7/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

自 B'
一一一 6.084

空豆三三1 9 1，m 

58溝

5m 1 10YR2/l 黒色粘性・締まりともにやや強い。

第133図 43・58号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果菜傍遺跡 3.遺符と造物

58号溝跡(古墳-ll)

遺構 58号溝跡はN-7グリッドの南西部から西南西方向に伸長し、 M-7グリッドの南東部を経て、 M

-8 グリッドで43号溝跡の東部にほぼ直交するように接している O 規模は長さが7.25m、幅は0.22~0.32

mである O 東西軸のN値方位は変化点が 3箇所認められる O 東側から N-53.60 
- E 、変化点でN-

58.20 
- E 、変化点でN-41.90 

- E 、変化点でN-55.90 - Wを指向する O 断面形状は浅い丸底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で16cmある O 覆土はA-A' は1層で構成される。断面A-A' の 1層は

黒色 (10YR 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

59号溝跡(古墳-12)

遺構 54号溝跡は L-7グリッドの中央部で55号溝跡から東南東方向に伸長し、 M-7グリッドの南西部

を経て、 M-8グリッドで43号溝跡の西端部に接するように終息している O 規模は長さが11.98m、幅は

0.29~0.94m で、ある O 南北軸のN値方位はN-59.80-Wを指向する O 断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構

確認面からの深さは最深部で、21cmある。覆土はA-A' は 1層で構成される。断面A-A' の 1層は黒

色 (10YR 2/1)土層である O

遺物は覆土から土師器の体部片が3点、須恵器の口縁部片が5点、体部片が9点、底部片(高台付)が

16点の計15点で、合計18点出土したが、図化が可能な破片はなかった。

55溝

一竺こ三一
6.000 

o 1m 

59溝

1 10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。

o 5m 

第134図 59号溝跡の平面・断面図

60号溝跡(古墳-13)

遺構 60号溝跡は L-8グリッドの北部で半円形状に伸長し、 223号ピットの半分を切り、グリッドの中

央部で終息している O 溝の両端部と中間部にビットが存在する。規模は長さが5.94m、幅は0.22~0.50m

である O 南北軸のN値方位は変化点が 7箇所認められる o N-65.60 -W、変化点でN-39.10 -W、変化

点でN-21.40 
- E 、変化点でN-10.90 

- E 、変化点でN-43.30 
- E 、変化点でN-62.10 

- E 、変化点で

N -83.20 
- E 、変化点でN-62.30 -Wを指向する O 断面形状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最

深部で39cmある O 覆土はA-A' は 1層で構成される O 断面A-A'の 1層は黒色 (10YR 211)土層で

ある O

遺物は覆土から弥生土器の体部片が2点出土したが、図化が可能な破片はなかった。
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3.遺待と遺物来信遺跡調査の結果E 

L-汁
A' 
一一一 6.000

o 50cm 

60溝

三L 三二E

A 

粘性・締まりともにやや強い。黒色lOYR2/1 

5m 。

60号溝跡の平面・断面図

〈自然排水路〉

自然排水路は 8条確認されているが、 8・10・12・13号溝跡は一連の流路で、同じように17. 18・20号

溝跡も一連の流路を形成している O これらの自然排水路は弥生時代の周溝墓の溝や古墳時代の溝を切って

いるため、覆土からは弥生土器片、土師器片、須恵器片などが混然となって出土している。

8号溝跡(自然排水路一1)

8号溝跡は自然排水路で調査区ほぼ中央部にあり、 F-7グリッドと G-7グリッドの南部の境界から

南方向に伸長し、 G-8グリッドの東部を経て、 G-gグリッドで12号溝跡(自然排水路 3 )の北部に

流入している O

第135図

10m 
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• 
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• 
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• • • • 
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17溝

G-斗

".  . . 

の平面図• 1 0 ・12・13号溝跡)
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3.遺梼と遺物ヨ転停遺跡調査の結果E 

規模は長さが12.51mで、幅は0.42~2.01mで、ある O 南北軸のN値方位は変化点が 4 箇所、屈曲点が 2 箇

所認められる O 北側から N-19.40 -W、変化点でN-34.5"-W、屈曲点でN-5.00 -W、南北軸と東西

軸は内角117.50 で屈曲し、屈曲点でN-42.90 
- E 、東西軸と南北軸は内角119.10 で屈曲し、変化点でN

21.80 
- w、変化点でN-39.20 -W、変化点でN-3.10 -Wを指向する。断面形状は少し上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で130cmある O 覆土はA-A'は11層で構成される O 断面A-A'

の 1層は黒褐色 (5Y 2/1)土層、 2層は灰色 (5Y 6/1)土層、 3層は黒色 (10YR 1.7/1)士層、 4層

は黒色 (5Y 2/1)土層、 5層は黒褐色 (10YR 3/1)士層、 6層はオリーブ褐色 (2.5Y 4/4)土層、 7

層は黒褐色 (2.5Y 3/1)土層、 8層は黒色 (5YR 2/1)士層で、 9層は黒色 (10Y 1.7/1)土層、 10層

は黒色 (2.5Y 2/1)土層で、 11層は黒褐色 (2.5Y 3/1)士層である O

5Y2/l黒色粘性弱く、締まりやや強い。
直径 5-20mm大の隊合む砂質磯層。
5Y6/l 灰色直径1O-30mm大の磯含む磯質砂層。
10R1.7 /1 黒色で、粘性強く、締まりやや強い。
5Y2/l黒色粘性強く、締まりやや強い。
10YR3/l 黒褐色直径 1-3mm大の粗粒砂から角傑含む砂層。
2.5Y4/4 オリーブ褐色 粘性・締まりともにやや強い。
2，5Y3/1 直径 1-2mmの粗粒砂層。
5YR1.7/1 黒色で粘性・締まりともにやや強い。
(10・11層よりも粘性弱い)
10Y1.7/1 黒色で粘性やや弱く、締まりやや強い。
2.5Y2/1 黒色で粘性・締まりともにやや強い。
(黒色土に極細砂が混じる)
2.5Y3/l 黒褐色で粘性・締まりともにやや強い。
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7.5YR2/l 黒色土粘性・締まりともにやや強い。
10YR2/l黒色土砂質磯層最大径(40X30X20)mm
7.5YR1.7/1 黒色土粘性・締まりともにやや強い。
10YR2/3 黒褐色土 曜軽質砂層。
直径 3-4mm大の磯が20%ほど混じる。
10YR2/1 黒色土曜襲層。
10YR2/3 黒褐色土砂層。
10YR2/3 黒褐色土 曜襲層。
10YR2/3 黒褐色土砂層が50%ずつ。
7.5YR1.7/l 黒色土粘性・締まりともにやや強い。
10YR2/3 黒褐色土砂質磯層。
7.5YR2/1 黒色土磯質砂層。
含有70%ほどが砂で、直径-30mmほどの亜円磯・円際が
混じる。
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7.5YR2/1 黒色土粘性・締まりともにやや強い。
10YR2/1 黒色土砂質磯層最大径(40X30X20)mm。
7.5YR1.7 /1 黒色土粘性・締まりともにやや強い。
10YR2/3 黒褐色土磯層。
10YR2/l黒色土磯質砂層。
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第137図 自然排水路(8 ・10・12・13号溝跡)の断面図

遺物は覆土から弥生土器は体部片が28点、小型壷の頚部片が 2点の計30点、土師器は完形の碗が 1点、

妻の口縁部片が 1点、蓋の口縁部から体部にかけての破片が l点、口縁部片が7点、頚部片が 1点、体部

片が29点、底部片が 1点の計41点、須恵器は完形を含む杯葦片が 3点、坪身片が 3点、口縁部片が 3点、

体部片が3点、底部片が3点の計15点で、合計86点出土している O その内、図化が可能な土師器の碗 1点、

蓋の口縁部片が2点、須恵器の坪蓋 3点、杯身 3点の計9点を図示した。

遺構 第138図の 1は土師器の碗で、丸味を帯びた底部から内湾して立ち上がり、口縁部でわずかに外反

している O 内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎土はやや粗く、灰色・透明・赤茶

色粒を含んでいる o 2は蓋の口縁部から体部中央にかけての破片で、体部は内湾し、頚部から口縁部にか

けて緩やかに外反する O 内外面とも摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎土は普通で、白色・
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E 調査の結果菜傍遺跡 3.遺梼と造物
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第138図 自然排水路(8号溝跡)から出土した土器の実測図

1 ~ 3 土師器、 4~9 須恵、器

赤色粒と礁 (0.5~ 4 mm大)を含んでいる。 3は蓋の口縁部の破片で、口縁部は大きく外反し、端部を丸

く収めている O 外面は摩耗のため調整方法については不明瞭で、ある O 内面は口縁部に横位のハケ目痕が残

っている。胎土は普通で、白色・赤色・金色粒と小磯 (0.5~1.5mm大)を含んでいる o 4は杯蓋で、天

井部は歪んで、いる O 体部は内湾し、口縁部は聞きながら直線的に下っている O 外面は口縁昔防、ら体部にナ

デ仕上げが認められ、天井部は回転ヘラ削り痕が残り、記号が認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認

められる O 胎土は密で、白色・灰色・黒色・茶色粒を含んでいる o 5は杯蓋の天井部の破片で、弓張り

状の天井部に径3.6cmの中央が窪んだ、円盤状のつまみが付いている O 外面は天井部に回転ヘラ削り痕が残って

いる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、透明・白色粒を含んでいる。 6は杯蓋の天

井部の破片で、弓張り状の天井部に径2.9cmの扇平擬宝珠状のつまみが付いている O 外面は天井部に回転

ヘラ削り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎士は密で、黒色・白色粒を含んでい

るo 7は杯身の破片で、平底の底部に断面が隅丸方形の貼り付け高台が付いている O 体部から口縁部は

外反している O 外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められ、底部は回転ヘラ削り痕が残っている O 内

面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・灰色粒を含んでいる o 8は均二身の破片で、丸

味を帯びた底部に断面が隅丸長方形の貼り付け高台が付いている。体部から口縁部は外反している O 外面

は口縁部から体部にナデ仕上げが認められ、底部は回転ヘラ削り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上

げが認められる O 胎土は密で、白色・灰色粒を含んで、いる o 9は杯身の口縁部から底部の破片で、平底

の底部に断面が隅丸四辺形の貼り付け高台が付いている。体音問、ら口縁部は外反している O 外面は口縁部

から体部にナデ仕上げが認められ、底部は回転ヘラ削り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認め

られる。胎土は密で、白色・灰色粒を含んで、いる O

10号溝跡(自然排水路-2) 

10号溝跡は自然排水路でG-8グリッドの東部から H-8グリッドの西部を南北方向に伸長し、 G-9

・H-9グリッドで12号溝跡(自然排水路-3 )の北部に流入している O 規模は長さが7.13m、幅は1.24

~2.30mで、ある。南北軸のN値方位は変化点が 2 箇所認められる O 北側から N-41.40 
- W、変化点でN-

14.20 
- Eを指向する O 断面形状は少し上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で139cm

ある O

遺物は覆土から弥生土器の壷が 2点、体部片が31点の計33点、土師器の体部片が 1点、須恵器の斐が
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1点、口縁部片が 1点、体部片が 1点の計3点、山茶碗が 1点で、合計38点出土している O その内、図化

が可能な弥生土器の壷 3点、須恵器の蓋 1点、山茶碗 1点の計5点を図示した。

10溝 1

10溝 3

o 10cm 
巳孟孟孟孟孟孟孟孟J 10溝-4 o 10cm 

第139図 自然排水路 (10号溝跡)から出土した土器の実測図

1 ~ 3 弥生土器、 4 須恵器、 5 山茶碗

遺物 第139図の 1は弥生土器の壷の口縁部から頚部にかけての破片で、頚部から口縁部は「く」の字状

に外反し、日縁端部を四角形に収めている。外面は口縁音防、ら頚部に縦位のハケ日痕が残っており、頚部

には 2本の波状の刺突紋が施され、その聞に斜位の刺突紋が施されている。体部上半に斜位のハケ目痕が

残っている O 内面は口縁部に波状の沈線と斜位の刺突紋が施されている O 胎士は普通で、白色・灰色・黒

色・茶色粒と小磯 (2mm大)を含んでいる o 2は壷の口縁部の破片で、頚部から口縁部にかけて外反し

て大きく聞いている O 口縁端部を丸く収めている O 外面は頚部に縦位のハケ日痕とヘラ磨き痕が残ってい

るO 内面は口縁音防、ら頚部にかけて刺突紋が施されている O 胎土はやや粗く、白色・灰色粒を含んで、いる O

3は小型壷で、底部は平底で体部の下半が下膨れする無花果形を呈している。頚苦防当ら口縁部にかけて外

反している。外面は体部に 1単位(3本)の横線紋が施され、その聞に斜格子紋が施されている O 頚部に

刺突紋が施され、ヘラ磨き痕が残っている。内面は摩耗しているため調整方法については不明瞭である O

胎土はやや粗く、長石・石英・灰色粒と喋 (3mm大)を多く含んでいる。 4は須恵器の蓋で、丸底の底部から
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体部下半にかけて外反し、肩部から頚部にかけて内湾する O 頚音防、ら口縁部にかけて外反する。外面は口

縁部にナデ仕上げが認められ、頚音防、ら底部には全体に叩き目痕が残っている O 内面は口縁部にナデ仕上

げが認められ、体部下半にヘラ削り痕が残っている。内面の口縁部と外面の肩部に紬がかかっている O 胎

士は密で、長石・石英・黒色粒を含んでいる o 5は山茶碗の碗で、平底の底部に断面が隅丸三角形の貼

り付け高台が付いている O 体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部でわずかに外反している O 外面は口縁部

から高台部にナデ仕上げが認められ、底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認め

られ、内外面とも口縁部の一部に薄い柚がかかっている O 胎土は密で、白色・灰色粒を含んで、いる O

12号溝跡(自然排水路一 3) 
12号溝跡は自然排水路で調査区の中央部に位置し、 H-9グリッドの中央部から西方向に伸長し、 G

9グリッドから G-10グリッドまで南方向に伸長している O 南端部は池跡に流入している O 規模は東西方

向の長さが8.45m、屈曲部で、5.98m、南北方向にl1.72mで合計26.15m、幅は1.80~3.05mである。東西・

南北軸のN値方位は変化点が 1箇所、屈曲点が 2箇所認められる O 東側から N-75.10-W、屈曲点で

N -55.70 
- E 、屈曲点の内角は130.80、次の屈曲点でN-8.80 - W、屈曲点の内角は82.60、変化点でN

44.90 -W、変化点でN-24.50 
- Eを指向する O 断面形状はV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深

部で、195cmある O 覆土はA-A' は15層、 B-B' は10層で構成される O 断面A-A' の 1層は黒褐色

(IOYR 2/2)土層、 2層はにぶい黄褐色 (10YR 4/3)土層、 3層は黒褐色 (10YRY 3/2)土層、 4層は

黄灰色 (2.5Y 4/1)土層、 5層は暗オリーブ褐色 (2.5Y 3/3)土層、 6層は暗オリーブ褐色 (2.5YR

3/2)土層、 7層は黒褐色(IOYR 2/2)土層、 8層は黒褐色 (7.5Y 3/1)土層、 9層は黒色 (7.5YR 1/2) 

土層、 10層は黒色 (7.5YR 211)土層、 11層は黒褐色 (10YR 2/2)土層、 12層は黒色 (2.5Y 2/1)土

層、 13層は黒色 (10YR 2/1)土層、 14層は黒褐色 (10YR 3/1)土層、 15層は黒色 (7.5Y 211)土層で

ある O 断面B-B' の 1層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 2層は黒色(IOYR 2/1)土層、 3層は黒色

(7.5YR 1.7/1)土層、 4層は黒褐色 (10YR 2/3)土層、 5層は黒色 (10YR 2/1)土層、 6層は黒褐色

(10YR 2/3)土層、 7層は青灰黄色 (10YR 2/3)土層、 8層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 9層は黒褐色

(10YR 2/3)土層、 10層は黒色 (7.5YR 211)士層である O 遺物は覆土から弥生土器の壷と斐の口縁部

片が2点、体部片が 1点、土師器の口縁部片が4点、高杯の脚が 1点、須恵器の杯身が3点、査の口縁部

片が 1点の合計12点出土している。また、植物遺体も確認されたが、パラ科サクラ属のモモ (Prunus

persica (L.) Batsch)の枝・葉・種子であった。遺物の内、図化が可能な弥生土器の査と斐の口縁部片 2点、

土師器の口縁部片 4点、高杯の脚 1点、須恵器の杯身 3点、斐の口縁部片 1点の合計11点を図示した。

遺物 第140図の 1 ・ 2 は弥生土器、 3~7 は土師器、 8 ~11 は須恵器である o 1は査の口縁部から頚部に

かけての破片で、頚部で緩やかに屈曲し、口縁端部まで直線的に外反している O 外面は頚部に波状紋と刺

突紋が施されている。内面は摩耗のため調整方法については不明瞭である。胎土は普通で、白色・赤色粒

と喋 (0.5~3.5mm大)を含んでいる o 2は聾の口縁部の破片で、口縁部は「く」の字状に外反している。

外面は口唇部に刻み目痕が残り、口縁音防、ら体部に斜位のハケ目痕が残っている。内面は口縁部に横位の

ハケ日痕が残っている O 胎土は粗く、白色・茶色・灰色粒と喋 (3mm大)を多く含んでいる o 3は聾の

口縁音問、ら頚部にかけての破片で、口縁部は「く」の字状に外反している O 外面は口縁部に横位のハケ日

痕が残り、頚部に斜位・横位のハケ日痕が残っている。内面は口縁音防、ら頚部に横位のハケ日痕が残って

いる O 胎士は普通で、白色・赤色粒と小磯 (0.5~2.0mm大)を含んでいる o 4は蓋の口縁部から頚部に

かけての破片で、口縁部は「く」の字状に外反している。外面は口縁部にナデ仕上げが認められ、体部に

斜位のハケ目痕が残っている O 内面は口縁部にナデ仕上げが認められる O 胎土は普通で、灰色・茶色粒を

含んでいる。 5は棄の口縁音防ミら頚部にかけての破片で、頚部で屈曲し、口縁部は大きく聞いている O

外面は頚部に縦位のハケ目痕が残っている O 内面は口縁部から頚部に横位のハケ日痕が残っている O 胎土

は普通で、白色・赤色粒と小牒 (0.5~1.5mm大)を含んでいる。 6は蓋の口縁部から頚部にかけての破

片で、頚部で屈曲し、口縁部は水平に聞き、端部はやや内湾する O 外面は頚部に縦位のハケ日痕、体部上

半に斜位のハケ目痕が残っている O 内面は頚部に横位のハケ日痕が残っている。胎土は普通で、、白色・赤

色粒と喋 (0.5~3.0mm大)を含んでいる o 7は高杯の脚部で、脚部は「ハjの字状に聞いている O 外面

は斜位のハケ目の後に横ナデ仕上げが認められる O 内面は横ナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、黒
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第140図 自然排水路 (12号溝跡)から出土した土器の実測図

1 ・ 2 は弥生土器、 3~7 は土師器、 8 ~11 は須恵器

色・赤色粒と小磯(1.5mm大)を含んでいる。 8は杯身の口縁部から底部にかけての破片で、平底の底

部に断面が台形の貼り付け高台が付いている。体部から口縁部は内湾している。外面は口縁部から体部に

ナデ仕上げが認められ、底部は回転ヘラ削り痕が残っている。内面は全体にナデ仕上げが認められる。胎

土は密で、白色・灰色・赤色・透明粒と小磯 (2mm大)を含んでいる。 9は杯身の口縁音防ミら底部にか

けての破片で、平底の底部に断面が台形の貼り付け高台が付いている。体音防、ら口縁部は外反している。

外面は口縁部から高台部にナデ仕上げが認められ、底部は回転ヘラ削り痕が残っている。内面は全体にナ

デ仕上げが認められる。胎土は密で、白色・茶色粒を含んでいる。 10は杯身の口縁部から底部にかけ

ての破片で、底部は歪んでいるが、断面が台形の貼り付け高台が付いている。体部から口縁部は直線的に

外反している。外面は口縁部から高台部にナデ仕上げが認められ、底部は回転ヘラ削り痕が残っている。
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内面は全体にナデ仕上げが認められる。胎土は密で、白色・灰色・黒色粒と喋 (4mm大)を含んでいる。

11は蓋の口縁部から頚部にかけての破片で、口縁部は「く」の字状に外反している。内外面ともにナデ

仕上げが認められる。胎土は密で、白色・黒色粒を含んでいる。

13号溝跡(自然排水路-4) 

13号溝跡は自然排水路で、 F-9グリッドの南東部で12号溝跡(自然排水路-3) より分岐し、南方向

に伸長し、 F-10グリッドの北東部で南端部が池跡に流入している。規模は長さが3.25m、幅は1.04~

1.17mである。南北軸のN値方位は変化点が 1箇所認められる。北側から N-28S-E、変化点でN

14S-Eを指向する。断面形状は上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で61cmある。

覆土はA-A' は 5層で構成される。断面A-A' の 1層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 2層は黒色

(10YR 2/1)土層、 3層は黒色 (7.5YR 1.7/1)土層、 4層は黒褐色 (10YR 2/3)土層、 5層は黒色

(10YR 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。

17号溝跡(自然排水路-5) 
17・18.20号溝跡は一つの自然排水路を形成している。

17号溝跡は自然排水路で、 H-9グリッドの中央部から南西方向に蛇行しながら伸長し、 9号溝跡を切

り、 20号溝跡(自然排水路-7)と合流し、 49号溝跡の西端部を切り、 G-lOグリッドで南端部は池跡に

流入している。規模は長さが25.69m、幅は0.18~ 1.15mで、ある。南北軸のN値方位は変化点が25箇所、屈

曲点が 6箇所認められる。北側から N-46.20 -W、変化点でN-86.70 -W、屈曲点でN-67.00
- E 、東

西軸と南北軸は内角119.0。で屈曲し、変化点でN-52.00 -W、変化点でN-36.90 -W、変化点でN-

24.40 
- W、屈曲点でN-15.90 - W、南北軸と東西軸は内角96.50 で屈曲し、屈曲点でN-67.60

- E 、東

西軸と南北軸は内角95.7。で屈曲し、屈曲点でN-16.70 -W、南北軸と東西軸は内角103.0。で屈曲し、変

化点でN-60.30 
- E 、変化点でN-77.30

- E 、変化点でN-71.60 -W、変化点でN-34.60 -E 、変化点

九-9 十 十

.・・・

-. 
-溝n

M
G
 

+ + 

10m 

第141図 17・18・20号溝跡の平面図
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でN、変化点でN-54.50 
- E 、変化点でN-78.50 -w、変化点でN-58.80 

- E 、変化点でN-35.50 
- E 、

変化点でN-O.4O - W、変化点でN-25f-E、変化点でN-43.30 
- E 、変化点でN-53.40 

- E 、変化

点でN-2.70 
- E 、変化点でN-32.80 

- E 、変化点でN-67.00 
- E 、変化点でN-69.20 -W、変化点で

N ← 59.60
← E 、屈曲点でN-11.00 

- E 、東西軸と南北軸は内角115.0。で屈曲し、変化点でN-54.00 
- E 、

変化点でN-28.70 
- E 、変化点でN-8.40 -E、変化点でN-34.70 

- Eを指向する。断面形状は上に聞

くU字形および丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、98cmある O 覆土A-A' は 1層で構成

される O 断面A-A'の1層は黒色(lOYR 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。

A 

三ミ 1 三三 10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
亜門機・円磯(直径 5mm大)が 1%ほど混じる。

17溝

B B' 
一一一 5.442 

¥¥-----メ竺=
10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
亜円磯・円傑(直径 5mm大)が 1%ほど混じる。

18溝

C 三-5.529 

10YR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
亜円磯・円磯(直径5mm大)が 1%ほど混じる。。 1m 

20溝

第142図 17・18・20号溝跡の断面図

18号溝跡(自然排水路-6) 

18号溝跡は自然排水路で、 G-10グリッドの北東部で17号溝跡(自然排水路-5 )から分岐している O

北西から南島方向に蛇行しながら伸長し、 H-10グリッドで南端部が池跡に流入している O 規模は長さが

8.60mで、幅は0.51~ 1.20mで、ある O 南北軸のN1i直方位は変化点が 7箇所認められる O 北側から N-0.80 

E 、変化点でN-32.80 - W、変化点でN-68.70 -W、変化点でN-16.40 - W、変化点でN-44.50 -W、

変化点でN-27.20 -W、変化点でN-20.30 
- E 、変化点でN-11.00 

- Eを指向する O 断面形状は浅い丸

底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で98cmある O 覆土A-A'は1層で構成される O 断面A-A'

の1層は黒色 (10YR 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

20号溝跡(自然排水路-7)

20号溝跡は自然排水路で、 G-9グリッドの南西部でH-9グリッドとの境界沿いを南方向に伸長し、

17号溝跡(自然排水路-5 )に合流している O 規模は長さが3.44m、幅は1.02~1.54mである O 南北軸の

N値方位は変化点が 1箇所認められる O 北側から N-14.40 -W、変化点でN-0.70 -Eを指向する O 断面

形状はU字形で底部は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、62cmある。覆土はA-A' は1層

で構成される。断面A-A' の1層は黒色(lOYR 2/1)士層である。遺物は出土しなかった。
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23号溝跡(自然排水路-8) 

23号溝跡は自然排水路で、調査区の南東部に位置し、 K-llグリッドの南部から南西方向に伸長し、屈

曲点からは南方向に伸長し、 K-12グリッドの中央部で 9号溝跡を切り、やや南西方向に伸長し、南端部

はJ-12グリッドの南東部で池跡に流入している。規模は北西・南東方向の長さが3.01mで、南北方向の

長さが12.09mの合計15.10m、幅は0.51~2.81mである。南北軸のN値方位は変化点が 8 箇所、屈曲点が 1

箇所認められる。北側から N-2.70 -W、変化点でN-26.60 
- E 、変化点でN-49.30 

- E 、変化点で

N -70.20 
- E 、屈曲点でN-5.70 -E、すなわち東西軸と南北軸は内角104.10で屈曲し、変化点でN-

11.60 
- E 、変化点でN-76.60

- E 、変化点でN-59.90 
- E 、変化点でN-11.20 

- E 、変化点でN-

54.70 
- Eを指向する。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で98cmある。

覆土はA-A' は 4層で構成される。断面A-A' の 1層は黒色 (10YR 2/1)土層、 2層は黒褐色

(10YRY 2/3)土層、 3層は黒色 (10YR 2/1)土層、 4層は黒褐色 (10YR 2/3)土層である。

九一12

A 

A 

¥イ

+ 
5m 

⑧ 

主-5.010 

三ミぐ正三

三弐2三柔三子;

。

1 lOYR2/1 黒色粘性・締まりともにやや強い。
2 10YR2/3 黒褐色磯質砂層。

直径3-4mrn大の礁が20%ほど混じる。
3 10YR 2/1黒色砂磯層。
4 10YR 2/3黒褐色砂磯層。

第143図 23号溝跡の平面・断面図

遺物は覆土から土師器片・須恵器片が50点出土している。その内、図化が可能な須恵器の杯蓋片 1点を

図示した。

遺物 第144図の 1は須恵器の杯蓋の破片で、天井部

は弓張り状を呈し、口縁部はやや内湾気味に下がって

いる。内外面ともにナデ仕上げが認められる。胎土は

密で、白色・茶褐色粒を含んでいる。

LJ~23溝ー1
o tOcm 

第144図 23号溝跡から出土した土器の実測図
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3.選袴と遺物来信遺跡調査の結果E 

く穴状遺構〉

穴状遺構は土墳が2基、土坑が43基、

〈土境〉

1号土壇(古墳-1) 

遺構 1号土墳はB-9グリットの北部に位置し、北部を後世の暗渠により撹乱を受けているが、平面形状

は楕円形を呈すると思われる O 規模は長軸の長さ1.07m、短軸の長さ0.93mを測る。長軸のN1i直変換方位

はN-30-Wを指向している O 断面形状は皿状を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で'21cmある。覆土は

1層で構成され、黒褐色 (2.5Y 3/1)土層である O 床面は喋床で径が2~ 12cm大の礁が敷いてあった。

遺物は覆土中から、土師器の破片が 1点出土したが、細片で図化が可能な遺物ではなかった。

ピットが170基である O

1> 1> 

， ， 
e ， ， ， ， 

-e 
E 
B 

-. 
-z . 
町

E . 
E 

H 

富田「

50cm 

覆土
2.5Y 3/1黒褐色 粘性やや強く、締まりややあり。
10YR 7/1灰白色が覆土のクラックに入り込んでいる。

o 

1号土壇の平面・断面図
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E 調査の結果兼停遺跡 3. i萱梼と遺物

2号土壌(古墳-2) 

遺構 2号土墳はF-6グリットの中央部に位置し平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さがl.07m、短

軸の長さがO.93mを測る O 長軸のN値変換方位はN-430 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'21cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (2.5Y3/l)士

層である O 遺構確認面から床面かけて磯(径 3~10cm大)を確認したが、散乱しており規則性は認められ

なかった。

遺物は覆土から須恵器が2点出土しており、その 2点を図示した。

A .-:-----
A 

A 

A 
~ 

o 
2号土墳

℃フ人
第146図 2号土壌の平面・断面図

O 
~ 

o 

O 

A ...-:.-----

一主ー 7.100

t..' 
~ 

」二一 7.100

50cm 

第147図 2号土墳の遺物および礁の出土状況図

-136-

50cm 



E 調査の結果言葉信遺跡 3.遺梼と遺物

遺物は覆土から須恵器が2点出土し、その 2点を図示した。

¥-4ノ
2墳-1

o 10cm 

第148図 2号土墳から出土した須恵器の実測図

遺物 第148図の 1は鉢で、底部は貼り付け高台を付けている。体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部で

わずかに外反している O 内外面ともナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・黒色粒子を含んでいる。

2は長頚査で、平底の底部に断面が台形の貼り付け高台を付けている。体部は内湾し、頚部から口縁部は

外反している O 内外面ともナデ仕上げが認められる O 外面は底部に回転糸切り痕が残っている O 外面の頚

音防、ら体部と内面の口縁部に粕がかかっている O 胎土は密で、長石・石英・黒色粒を含んでいる。

〈土坑〉

1号土坑(古墳-1)

遺構 1号土坑は J-11グリッドの北西部に位置し、北東部を 9号溝跡に切られている。平面形状は楕円

に近い不定形で、規模は長軸の長さが1.86m、短軸の長さが4.00mを測る O 長軸のN値変換方位はN

350 -Wを指向している O 断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で26cmある。覆

士は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 2/1)土層である O 遺物は弥生土器の口縁部片が 2点、体部片が25

点の計27点、土師器の口縁部片が 1点、体部片が32点の計33点、須恵器の口縁部片が 4点、体部片が22

点、底部片が11点の計37点で合計97点出土しているが、図化が可能な破片はなかった。

企三孟ご干て~-5.200

空ミ""""--ー

。 2m 

\~. 

第149図 1号土坑の平面・断面図
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E 調査の結果兼j青遺跡 3.遺袴と遺物

2号土坑(古墳-2) 

遺構 2号土坑は J-11グリッドの南西部に位置し、平面形状は不定形で、規模は長軸の長さが6.10m、

短軸の長さが1.60mを測る O 長軸のN値変換方位はN-690 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞くU字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、40cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 2/1)土層

である O 遺物は弥生土器の口縁部片が 1点、体部片が15点の計16点、土師器の体部片が16点、須恵器の体

部片が4点で合計36点出土しているが、図化が可能な破片はなかった。

三ご A

-.6. Jls.ooo 
三ミ 1 〆三

1アー

第150図 2号土坑の平面・断面図

3号土坑(古墳-3) 

遺構 3号土坑はE-8グリッドの南西部から E-9グリッドの北西部に位置し、西側に 4号士坑が接し

ている。平面形状は不定形で、規模は長軸の長さが5.05m、短軸の長さが2.15mを測る。長軸のN値変換

方位はN-50 -Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で

32cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。

4号土坑(古墳-4) 

遺構 4号士坑はE-8グリッドの南西部から E-9グリッドの北西部に位置し、東側に 3号土坑が接し

ている O 平面形状は不定形で、規模は長軸の長さが6.57m、短軸の長さが2.10mを測る O 長軸のN値変換

方位はN-50 -Wを指向している。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で

32cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 211)土層である O 遺物は出土しなかった。

5号土坑(古墳-5) 

遺構 5号土坑はD-9グリッドの北東部から E-9グリッドの北西部に位置し、 4号土坑の西側壁の一

部を切っている O 平面形状は隅丸長方形で、規模は長軸の長さが1.20m、短軸の長さがO.87mを測る。長

軸のN値変換方位はN-750 
- Eを指向している。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深

さは最深部で'12cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 211)土層である。遺物は出土しなかった。

10 

IOJ. 

第151図

A 
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B 

三 t竺E5・600
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C 

主主~

o D~ 
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3・4・5号土坑の平面・断面図
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E 調査の結果菜傍遺跡 3.遺停と遺物

6号土坑(古墳-6) 

遺構 6号士坑は J-11グリッドの北部で、 9号溝跡の北東部に位置している O 平面形状は楕円形に近い

不定形で、規模は長軸の長さが2.69m、短軸の長さが1.90mを測る O 長軸のN値変換方位はN-470 -W  

を指向している O 断面形状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、40cmある O 覆土は 1層で構成

され、黒色 (7.5YR 2/1)士層である。遺物は出土しなかった。

7号土坑(古墳一7)

。，
¥ 

A 

三三 17三三

B 

云一
o 1m 

第152図 6号土坑の平面・断面図

A' 
5.300 

五

遺構 7号士坑はC-8グリッドの中央部よりやや西寄りに位置している O 平面形状は楕円形に近い不定

形で、規模は長軸の長さが1.70m、短軸の長さがO.95mを測る。長軸のN値変換方位はN-70 -Wを指向

している O 断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、65cmある O 覆土は 2層で構成され、

1層は黒色 (10YR 2/1)土層、 2層は黄褐色 (2.5Y 5/3)土層である O 遺物は出土しなかった。

¥'" 

B 

。 1m 

8号土坑(古墳-8) 

A 

6' 
主 1J4L三

B s' 
5圃600

~J 
¥ '". 
第153図 7号土坑の平面・断面図

A' 
5.600 

遺構 8号土坑はC-5グリッドの中央部よりやや南寄りに位置している。平面形状は楕円形で、規模は

長軸の長さが2.15m、短軸の長さが1.20mを測る O 長軸のN値変換方位はN-210 -Wを指向している O

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、30cmある O 覆土は 1層で構成され、

黒色 (7.5YR 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺袴と遺物

¥¥3l A 全8.300

三 J7三三
B .!!'8.300 

三
~士=

o 1m 

I匂L

第154図 8号土坑の平面・断面図

9号土坑(古墳-9) 

遺構 9号土坑はF-6グリッドの中央部に位置し平面形状は円形に近い不定形で、規模は長軸の長さが

O.51m、短軸の長さがO.39mを測る。長軸のN値変換方位はN-600 -Eを指向している。断面形状は丸底

状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土

層である。

遺物は土師器の体部片が2点出土したが、図化が可能なものではなかった。

8 、、、ー

¥" 
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10土

、空'
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主7.100
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50cm 

第155図 9 ・10号土坑の平面・断面図
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と遺物

10号土坑(古墳-10)

遺構 10号土坑はF-6グリットの中央部に位置し、平面形状は円形に近い不定形で、規模は長軸の長さ

が0.68m、短軸の長さが0.43mを測る O 長軸のNt直変換方位はN-600-Eを指向している。断面形状は

丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2) 

土層である O

遺物は弥生土器の体部片が 1点、須恵器の長頚壷が 3点、鉢が 1点、口縁部片が 1点、体部片が 1点、

底部片が2点の合計9点出土Lている O その内、図化が可能な須恵器の長頚壷 3点、鉢 1点の 4点を図示

した。

~一一一一一一ーーーー一一一一一ー一一戸一一
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12土-1

10c円、
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、一一一一一一← --" // 一一丸 12土-4

第156図 10号土坑から出土した須恵器の実測図

12土-3

遺物 第156図の 1は長頚査で、平底の底部に断面が台形の貼り付け高台を付けている O 体部は内湾し、

頚部から口縁部は外反している。内外面ともナデ仕上げが認められる O 外面は底部に回転糸切り痕が残っ

ている O 外面の口縁部と体部、内面の口縁部に粕がかかっている O 胎土は密で、黒色・長石・茶褐色粒を

含んでいる。 2は長頚壷で、平底の底部に断面が三角形の貼り付け高台を付けている O 体部は内湾し、

頚部から口縁部は外反している O 内外面ともナデ仕上げが認められる O 外面の口縁部から体部、内面の口

縁部と底部に軸がかかっている O 胎土は密で、黒色・長石粒と喋 (2~9rnm大)を多く含んでいる。 3 は

長頚査で、平底の底部に断面が三角形の貼り付け高台を付けている O 体部は内湾し、頚部から口縁部は外

反している O 内外面ともナデ仕上げが認められる O 外面は底部に回転糸切り後ナデ仕上げが認められる O

外面の口縁部と頚部から体部、内面の口縁部に紬がかかっている O 胎土は密で、黒色・長石粒を含んでい

るo 4は鉢で、平底の底部に断面が細い長方形の貼り付け高台が付く。体部から口縁部は直線的に外反

している O 外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められる。底部に回転ヘラ削り痕が残っている。内面

は全体にナデ仕上げカf認められる。内外面とも柚がかかっている。胎土は密で、白色・灰色・茶色粒を含んでいる O

13号土坑(古墳-11)
遺構 13号土坑はB-10グリットの南東部に位置し、平面形状は隅丸長方形で、規模は長軸の長さが1.23

m、短軸の長さが0.96mを測る O 長軸のN値変換方位はN-810 -Eを指向している O 断面形状は上に聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、30cmある O 覆士は 1層で構成され、黒色 (10YR 2/1) 

土層である O

遺物は弥生土器の体部片が 1点、土師器の口縁部片が 1点、体部片が5点、底部片が 1点の合計8点出

土しているが、図化が可能な遺物はなかった。

一 141-



E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と造物
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第157図 13号土坑の平面・断面図

14号土坑〈古墳-12)

遺構 14号土坑はG-8グリットの南東部に位置し、平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さが1.77m、

短軸の長さが1.47m を測る O 長軸の N~直変換方位はN-800-Wを指向している。断面形状は上に聞くU字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で40cmある。覆土は 1層で構成され、黒色(lOYR 2/1)土層

である。遺物は出土しなかった。
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第158図 14号土坑の平面・断面図

16号土坑(古墳-13)

遺構 16号土坑はE.F-7・8グリットの中央部に位置し、平面形状は楕円形に近い不定形で、規模は

長軸の長さが1.80m、短軸の長さが0.95mを測る。長軸のN値変換方位はN-850-Eを指向している O

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で35cmある。覆土は 1層で構成され、

黒色(IOYR 3/2)土層である O 遺物は出土しなかった。
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第159図 16号土坑の平面・断面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺袴と遺物

17号土坑(古墳-14)

遺構 17号土坑はH-7グリットの中央部に位置し、平面形状は不定形で、規模は長軸の長さが2.24m、

短軸の長さがO.78mを測る O 長軸のNイ直変換方位はN-500-Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で30cmある O 覆土は 1層で構成され黒色 (10YR 1.7/1)土層である O

遺物は土師器の体部片が2点出土しているが、図化が可能な遺物はなかった。

。 1m 
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三三
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旦5.800

三ミ E 
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第160図 17号土坑の平面・断面図

18号土坑(古墳-15)

遺構 18号士坑は J-7グリットの南西部に位置し、平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さが1.70m、

短軸の長さが1.23mを測る。長軸のN値変換方位はN-330-Eを指向している O 断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で、30cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (10YR 1.7/1)土層である O

遺物は出土しなかった。
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第161図 18号土坑の平面・断面図

19号土坑(古墳-16)

遺構 19号土坑はM-6グリットの南部からM-7グリットの北部に位置し、平面形状は楕円形で、規模

は長軸の長さが2.lOm、短軸の長さがO.55mを測る O 長軸のN値変換方位はN-720 -Wを指向している。

断面形状は上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、18cmある O 覆土は 1層で構成され、

黒色 (10YR 1刀1)土層である O

遺物は土師器の体部片が2点出土しているが、図化が可能な遺物はなかった。
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E 調査の結果請を傍遺跡 3.遺待と造物

8 

。

20号土坑(古墳-17)

8' 、、、

A A:6.700 
三 1 左

三三き""'"--

第162図 19号土坑の平面・断面図

4 4 6 700  

遺構 20号土坑はM-7グリットの南東部に位置し、平面形状は円形で、規模は長軸の長さがl.37m、短

軸の長さがl.25mを測る O 長軸のN値変換方位はN-300-Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、35cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (10YR l.711)士層

である O

遺物は弥生土器の体部片が 1点、土師器の口縁部片が 1点、体部片が3点、須恵器の口縁部片が1点の

合計6点出土しているが、図化が可能な遺物はなかった。
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il:]/ 

21号土坑(古墳-18)
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第163図 20号土坑の平面・断面図

遺構 21号土坑はM-7グリットの中央部に位置し、平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さがl.88m、

短軸の長さが0.83mを測る O 長軸のN値変換方位はN-570 -Wを指向している。断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で40cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (10YR l.711)土

層である O 遺物は出土しなかった。
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A ι7.300 

ミ~
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三ミ

第164図 21号土坑の平面・断面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と遺物

22号土坑(古墳-19)

遺構 22号土坑はM-7グリットの中央部で、 21号土坑の南側に位置し、平面形状は楕円形で、規模は長

軸の長さがl.46m、短軸の長さが0.95mを測る O 長軸のN値変換方位はN-600 -Eを指向している O 断

面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'24cmある O 覆土は 1層で構成され、黒

色(lOYR l.7/1)土層である O 遺物は出土しなかった。
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23号土坑(古墳-20)
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第165図 22号土坑の平面・断面図

z 
~.7.200 

E 

遺構 23号土坑はM-7グリットの南部に位置し、南部を24号土坑に切られている O 残存部分の状況から

平面形状は楕円形を呈していたと考えられる O 規模は確認部分の南北の長さが0.92m、東西の長さが0.85

mを測る O 長軸(南北軸)のN値変換方位はN-800
- Eを指向している O 断面形状は丸底状を呈し、遺

構確認面からの深さは最深部で'50cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (10YR l.7/1)土層である O

遺物は出土しなかった。

24号土坑(古墳-21)

遺構 24号土坑はM-8グリットの北部中央に位置し、 23号土坑の南部を切っている O 平面形状は長い楕

円形で、規模は長軸の長さが2.34m、短軸の長さが0.62mを測る O 長軸のN値変換方位はN-260 -Eを

指向している O 断面形状は舟底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で40cmある O 覆土は 1層で構

成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

24土

23土

A 

どl'

23土

B 旦7.500
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24土

第166図 23・24号土坑の平面・断面図
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E 調査の結果 量産停遺跡 3.宣告李と遺物

25号土坑(古墳-22)

遺構 25号士坑はM-7グリットの中央部よりやや西寄りに位置し、 26号士坑の北部を切っている。平面

形状は楕円形で、規模は長軸の長さが0.63m、短軸の長さが0.37mを測る O 長軸のN値変換方位はN-

400 -wを指向している O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'25cmある O

覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

26号土坑(古墳-23)

遺構 26号士坑はM-7グリットの中央部よりやや西寄りに位置し、北部を25号土坑に切られている O 残

存部分の状況から平面形状は長い楕円形を呈していたと想定できる。規模は確認部分の南北の長さが1.32

m、東西の長さが0.33mを測る O 長軸(南北軸)のN値変換方位はN-320 -Eを指向している O 断面形

状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で22cmある。覆土は 1層で構成され、黒色

(10YR 1.7/1)士層である O 遺物は出土しなかった。

i主主主6.400

26土

子400
B 

三』 26土

物 26土

。 1m 

第167図 25・26号土坑の平面・断面図

27号土坑(古墳-24)

遺構 27号土坑はM-7グリットの中央部よりやや西寄りに位置している。平面形状は楕円形で、規模は

長軸の長さが0.79m、短軸の長さが0.52mを測る O 長軸のN値変換方位はN-320 -Wを指向している。

断面形状は舟底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で33cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 211)土層である O 遺物は出土しなかった。
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〈川
V

三三三 三一三
o 1m 

第168図 27号土坑の平面・断面図

28号土坑(古墳-25)

遺構 28号土坑は L-8グリットの中央部に位置している O 平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さが

0.74m、短軸の長さが0.36mを測る O 長軸のN値変換方位はN-600- Wを指向している O 断面形状は上に
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と遺物

聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'13cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y2/1) 

土層である O 遺物は出土しなかった。

30号土坑(古墳-26)

~~ 
o 1m 
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B 

主6.500

玉江主

三五 三
里6.500

第169図 28号土坑の平面・断面図

遺構 30号土坑はK-8グリッドの中央部に位置している O 平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さが

1.08m、短軸の長さが0.42mを測る。長軸のN値変換方位はN-400 
- Eを指向している。断面形状は上

に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で18cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y

2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。
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o 1m 

第170図 30号土坑の平面・断面図

31号土坑(古墳-27)

遺構 31号土坑は J-8グリッドの中央部に位置し、平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さが0.97m、

短軸の長さが0.76mを測る O 長軸のN値変換方位はN-180 -Wを指向している O 断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で37cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土

層である O 遺物は出土しなかった。
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Il 五三
o 1m 

第171図 31号土坑の平面・断面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と遺物

32号土坑(古墳-28)

遺構 32号土坑は J-8グリッドの中央部やや南よりに位置している O 平面形状は楕円形で、規模は長軸

の長さが1.70m、短軸の長さが0.80mを測る。長軸のN値変換方位はN-340 
- Eを指向している O 断面

形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で40cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。
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。 1m 

第172図 32号土坑の平面・断面図

33号土坑(古墳-29)

遺構 33号土坑は J-8グリッドの中央部よりやや南寄りで、 2号土坑の南側に位置し、平面形状は楕円

形で、規模は長軸の長さが1.42m、短軸の長さが0.50mを測る O 長軸のN値変換方位はN-700 - Wを指向

している O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'35cmある。覆土は 1層で

構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。
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第173図 33号土坑の平面・断面図

34号土坑(古墳 30)

遺構 34号土坑は 1-9グリッドの中央部よりやや北西寄りに位置し、平面形状は楕円形で、規模は長軸

の長さが1.29m、短軸の長さが0.65mを測る O 長軸のNイl直変換方位はN-490 - Wを指向している。断面

形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、23cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

ミミ 1E企5.000

't' 。，
一三 メ三 5.000

o 1m 

第174図 34号土坑の平面・断面図
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺梼と造物

36号土坑(古墳-31)

遺構 36号土坑はH-9グリッドの北東部よりやや北寄りに位置し、平面形状は楕円形で、規模は長軸の

長さが1.15m、短軸の長さが0.82mを測る O 長軸のN値変換方位はN_20 
- Eを指向している O 断面形状

は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である O 遺物は出土しなかった。
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第175図 36号土坑の平面・断面図

37号土坑(古墳-32)

遺構 37号土坑はH-9グリッドの北東部よりやや東寄りに位置している。平面形状は長い楕円形で、規

模は長軸の長さが1.32m、短軸の長さが0.34mを測る。長軸のN値変換方位はN-100 
- Eを指向してい

るO 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある。覆土は I層で構成さ

れ、黒色 (2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。
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第176図 37号土坑の平面・断面図

38号土坑(古墳-33)

遺構 38号土坑はH-8グリッドの南部中央から H-9に位置している O 平面形状は隅丸長方形で、規模

は長軸の長さが1.63m、短軸の長さが1.08mを測る。長軸のN値変換方位はN-370 
- Eを指向している。

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で25cmある O 覆土は 1層で構成され、

黒色 (2.5Y 211)士層である O 遺物は出土しなかった。

39号土坑(古墳-34)

遺構 39号土坑は 1-9グリッドの北西部に位置している O 平面形状は円形で、規模は長軸の長さが0.62

m、短軸の長さが0.58mを測る。長軸のN値変換方位はN-500-Eを指向している O 断面形状は丸底状

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で13cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果請を停遺跡 3.遺梼と造物

。

40号土坑(古墳-35)
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第177図 38号土坑の平面・断面図
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第178図 39号土坑の平面・断面図

J三

遺構 40号土坑は 1-9グリッドの北西部よりやや西寄りに位置している O 平面形状は不定形で、規模は

長軸の長さが1.48m、短軸の長さが1.22mを測る O 長軸のN値変換方位はN-880-Eを指向している O

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、25cmある。覆土は 1層で構成され、

黒色 (2.5Y 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。
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第179図 40号土坑の平面・断面図

43号土坑(古墳-36)

遺構 43号土坑は J-9グリッドの南部に位置し、南部を46号土坑に切られている O 残存部分の状況から

平面形状は長い楕円形を呈していたと想定できる。規模は確認部分の東西の長さが3.06m、南北の長さが

O.65mを測る O 長軸(東西軸)のN値変換方位はN-850-Wを指向している。断面形状は上に聞く U字
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E 調査の結果菜傍遺跡 3.遺梼と造物

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で32cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2!1)土層

である。遺物は出土しなかった。
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第180図 43号土坑の平面・断面図

44号土坑(古墳-37)

遺構 44号土坑は J-9グリッドの北部に位置している O 平面形状は不定形で、規模は長軸の長さが2.80

m、短軸の長さが0.65mを測る O 長軸のN値変換方位はN-820-Wを指向している O 断面形状は上に聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で35cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である O 遺物は出土しなかった。
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第181図 44号土坑の平面・断面図

45号土坑(古墳-38)

遺構 45号土坑は J-10グリッドの中央部よりやや北寄りに位置している。平面形状は不定形で、規模は

長軸の長さが3.34m、短軸の長さが0.95mを測る。長軸のN値変換方位はN-450 -Eを指向している。

断面形状は上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で34cmある。覆土は 1層で構成され、

黒色 (2.5Y 2!1)士層である O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果請を傍遺跡 3.遺袴と遺物

三J一三一5.300 三一三 5.200

o 50cm 

第182図 45号土坑の平面・断面図

46号土坑(古墳-39)

遺構 46号土坑は J-9グリッドの南部から J-10グリッドにかけて位置し、 43号土坑の南部を切ってい

る。平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さが1.63m、短軸の長さが0.82mを測る。長軸のN値変換方位

はN-400 - Wを指向している。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で40

cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (10YR 1.711)土層である。遺物は出土しなかった。
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第183図 46号土坑の平面・断面図

47号土坑(古墳-40)
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遺構 47号土坑は I-9グリッド南東部に位置している O 平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さが1.93

m、短軸の長さが1.32mを測る。長軸のN値変換方位はN-620 -Wを指向している O 断面形状は上に開

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、36cmある。覆土は l層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である。遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺袴と造物
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第184図 47号土坑の平面・断面図

48号土坑(古墳-41)

遺構 48号土坑は 1-9グリッド南東音防当ら 1-10グリッドの北東部にかけて位置している。平面形状は

楕円形で、規模は長軸の長さが3.20m、短軸の長さが1.92mを測る。長軸のN値変換方位はN-330
- E 

を指向している。断面形状は上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、40cmある。覆土は

1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。
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50号土坑(古墳-42)
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第185図 48号土坑の平面・断面図

遺構 50号土坑はH-10グリットの東部に位置している。平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さが2.51

m、短軸の長さが1.32mを測る。長軸のN値変換方位はN-140 -Eを指向している。断面形状は上に開

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で35cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である。遺物は出土しなかった。

51号土坑(古墳-43)

遺構 51号土坑はH-10グリットの南部に位置している。平面形状は楕円形で、規模は長軸の長さが1.87

m、短軸の長さが1.08mを測る。長軸のN値変換方位はN-580 -Wを指向している。断面形状は上に聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、32cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である。遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と造物
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6・9号・ 50号ピットはF-6・7グリッドに分布している O

6号ピット(古墳-1)

丘一5.400

E 

遺構 F-6グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.24m、短軸

の長さが0.22mを測る O 長軸のN値変換方位はN-680-Wを指向している O 断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある O 覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3)土層

である O 遺物は出土しなかった。

9号ピット(古墳-2) 

遺構 F-6グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.22m、短

軸の長さが0.20m を測る。長軸の N~直変換方位は N-810 -E を指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある O 覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3)土

層である。遺物は土師器の体部片が2点出土しているが、図化は不可能であった。

50号ピット(古墳-3) 

遺構 F-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.35m、短軸

の長さが0.32mを測る。長軸のN値変換方位はN-530 -Wを指向している。断面形状はV字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で14cmある O 覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/4)土層である O

遺物は土師器の体部片が2点出土しているが、図化は不可能で、あった。
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E 調査の結果兼作事遺跡 3.遺祷と遺物
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• 12"'14・16号ピット

12~14 ・ 16号ピットはG-6 グリッドの東部から南西部にかけて分布している。

12号ピット(古墳-4)
遺構 G-6グリッドの南部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.26m、短軸

の長さがO.24mを測る。長軸のN値変換方位はN-730 -Wを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3)土層

である。遺物は出土しなかった。

13号ピット(古墳ー5)

遺構 G-6グリッドの南西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.25m、短

軸の長さがO.22mを測る。長軸のN値変換方位はN-830 -Wを指向している。断面形状はU字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3)土層である。

遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と遺物

14号ピット(古墳-6) 

遺構 G-6グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.23m、短

軸の長さがO.20mを測る O 長軸のNイI宜変換方位はN-200-Eを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認固からの深さは最深部で 7cmある O 覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3)土

層である O 遺物は出土しなかった。

16号ピット(古墳一7)

遺構 G-6グリッドの東部に位置し、平面形状は不定形を呈している O 規模は長軸の長さがO.55m、短

軸の長さがO.19mを測る O 長軸のN値変換方位はN-460 
- Eを指向している O 断面形状はV字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で15cmある O 覆土は 1層で構成され、暗褐色(IOYR 3/3)土層である O

遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果表作事遺跡 3.道袴と造物

.19-24号ピット、 27・28号ピット、 31-33号ピット、 35-38号ピット、 41・44号ピット

19~24号ピット、 26 ・ 28号ピット、 31~33号ピット、 35~38号ピット、 41 ・ 44号ピットは 1 -6グリッ

ドの南部から 1-7グリッドの中央部にかけて分布している。なお、 20号ピットはH-6グリッド南東部

に位置している。
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第192図 19""'24号ピット、 27・28号ピット、 31""'33号ピット、

35""'38号ピット、 41・44号ピットの分布図
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20ピ 。 50cm 

、 第193図 19""'22号ピットの平面・断面図
19号ピット(古墳-8) 

遺構 1 -6グリッドの南部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.35m、短軸

の長さが0.29mを測る。長軸のN値変換方位はN-130 -Wを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部でlOcmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/2)土層で

ある。遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果表傍遺跡 3.遺待と遺物

20号ピット(古墳-9) 
遺構 H-6グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.47m、短

軸の長さが0.41mを測る。長軸のN値変換方位はN-470-Wを指向している O 断面形状は中間に段があ

りU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で31cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色(10YR

3/2)土層である O 遺物は覆土から青磁器片 1点、土師器の体部片 3点、底部片 2点の計 6点が出土し、

その内、図可が可能な土師器の底部片 2点を図示した。

遺物 第194図の 1は皿の底部の破片で、平底の底部から外反している O 内外面とも摩耗のため調整は不

明瞭である O 胎土は普通で、透明・灰色・赤色粒を含んでいる。 2は底部の破片で、平底の底部から外

反している O 内外面とも摩耗のため調整は不明瞭である。外面の底部に回転糸切り痕が残るが摩耗してい

るO 胎土は普通で、透明・灰色・赤色粒と小磯 (2mm大)を含んでいる。

21号ピット(古墳-10)

遺構 H-7グリッドの北東部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈して

いる。規模は長軸の長さが0.39m、短軸の長さが0.31mを測る O 長軸のN

値変換方位はN-230 -Eを指向している。断面形状は丸底状を呈し、遺

構確認面からの深さは最深部で、15cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐

色 (10YR 2/2)士層である O 遺物は出土しなかった。

22号ピット(古墳-11)

\~~こ乏ピー1

\~~-2 
o 10cm 

第194図 20号ピットから出土

した土師器の実測図

遺構 1 -7グリッドの北部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している O 規模は長軸の長さが0.22m、

短軸の長さが0.20mを測る O 長軸のN値変換方位はN-230 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 6cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/2) 

土層である O 遺物は出土しなかった。

23号ピット(古墳-12)

遺構 1 -7グリッドの北部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.59m、短

軸の長さが0.49mを測る O 長軸のN値変換方位はN-400
- Eを指向している。断面形状はV字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で50cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/2)土層である O

遺物土師器の体部片が2点、須恵器の底部片 1点が出土しているが、図化が可能なものはなかった。

24号ピット(古墳-13)

遺構 1 -7グリッドの北西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.60m、

短軸の長さが0.30mを測る O 長軸のN1l宣変換方位はN-750 -Eを指向している。断面形状はU字形を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で24cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/3)土層であ

る。遺物は出土しなかった。

27号ピット(古墳-14)

遺構 1 -7グリッドの北部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.34m、短軸

の長さが0.31mを測る O 長軸のN値変換方位はN-800 -Wを指向している O 断面形状はフラスコ状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で、39cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/3)土層であ

るO 遺物は出土しなかった。

28号ピット(古墳-15)

遺構 1 -7グリッドの北部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している。規模は長軸の長さが0.41m、

短軸の長さが0.38mを測る O 長軸のN値変換方位はN-80-Eを指向している O 断面形状は上に開く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で18cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/3) 

土層である。遺物は出土しなかった。
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3.遺梼と遺物
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兼f育遺跡調査の結果
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E 調査の結果兼好遺跡 3.遺袴と遺物

31号ピット(古墳-16)

遺構 1 - 7グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.38m、短

軸の長さが0.32mを測るO長軸のN値変換方位はN-330 -Eを指向しているO断面形状はV字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で35cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層であるO

遺物は出土しなかった。

32号ピット(古墳 17)

遺構 1 - 7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈しているO規模は長軸の長さが0.34m、短軸

の長さが0.33mを測るO長軸のN値変換方位はN-llO-Eを指向しているO断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'32cmあるO覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 2/2)土層

である O 遺物は出土しなかった。

33号ピット(古墳-18)

遺構 1 -7グリッドの中央部よりやや北に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さ

が0.91m、短軸の長さが0.45mを測るO長軸のN1u宜変換方位はN-520 
- Eを指向しているO断面形状は狭

いV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、43cmあるO覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR

2/2)土層である O 遺物は出土しなかった。

35号ピット(古墳-19)

遺構 1 - 7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.27m、短軸

の長さが0.27mを測るO長軸のN値変換方位はN-350 -Wを指向しているO断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で19cmあるO覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/2)土層

である O 遺物は出土しなかった。

36号ピット(古墳-20)

遺構 1 -6グリッドの南西部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈しているO規模は長軸の長さが0.33m、

短軸の長さが0.30mを測るO長軸のN値変換方位はN-850 -Eを指向しているO断面形状は上に広く聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'13cmあるO覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR

2/3)土層である O 遺物は出土しなかった。

37号ピット(古墳-21)

遺構 1 - 6グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈しているO規模は長軸の長さが0.39m、

短軸の長さが0.32mを測る。長軸のN値変換方位はN-650 
- Eを指向しているO断面形状は上に広く開

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'llcmあるO覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR

2/3)土層である O 遺物は須恵器の体部片が 1点出土しているが、図化は不可能であった。

38号ピット(古墳-22)

遺構 1 - 6グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.55m、

短軸の長さが0.30mを測るO長軸のNイI宣変換方位はN-490 -Eを指向しているO断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmあるO覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2) 

土層である O 遺物は出土しなかった。

41号ピット(古墳-23)

遺構 1 - 7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈しているO規模は長軸の長さが0.27m、短

軸の長さが0.27mを測るO長軸のN値変換方位はN-140 -Wを指向している。断面形状は上に広く聞く

U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmあるO覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/2) 

土層である O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果支持停遺跡 3.遺梼と遺物

44号ピット(古墳-24)

遺構 1 -7グリッドの北部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.45m、短

軸の長さがO.35mを測る。長軸のN1直変換方位はN-870 
- Eを指向している O 断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、25cmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3)土

層である O 遺物は出土しなかった。

. 52・53号ピット
52・53号ピットはE-5グリッドの中央部に分布している O

52号ピッ卜(古墳-25)

遺構 E-5グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.36m、短

軸の長さがO.30mを測る。長軸のN値変換方位はN-120 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で15cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/3)土

層である。遺物は須恵器の口縁部片が 1点出土しているが、図化は不可能であった。

53号ピット(古墳-26)

遺構 E-5グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.40m、短

軸の長さがO.38mを測る O 長軸のNイl宜変換方位はN-480 
- Eを指向している O 断面形状は丸底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で15cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 2/3)土層である O

遺物は出土しなかった。
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第196図 52・53号ピットの分布図
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第197図 52・53号ピットの平面・断面図

• 55"'58号ピット

55~58号ピットは C-9 グリッドの中央音防、ら北東部と C-8 グリッドの南東部にかけて分布している。
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55号ピット(古墳-27)
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遺構 C-8グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.49m、短

軸の長さが0.44m を測る O 長軸の N1~変換方位はN-50 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'25cmある O 覆土は l層で構成され、黒褐色(lOYR 3/1)土層

である O 遺物は出土しなかった。

56号ピット(古墳-28)

遺構 C-9グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.43m、短

軸の長さが0.42mを測る。長軸のN値変換方位はN-30-Wを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'25cmある O 覆土は 1層で構成され、暗褐色(lOYR 3/3)土層

である O 遺物は出土しなかった。

57号ピット(古墳-29)

遺構 C-9グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.48m、短

軸の長さが0.42mを測る O 長軸のN値変換方位はN-440 -Eを指向している O 断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で;31cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/1)土

層である O 遺物は出土しなかった。

58号ピット(古墳-30)
遺構 C-9グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.48m、短

軸の長さが0.44mを測る。長軸のN値変換方位はN-250 -Wを指向している。断面形状は上に広く開く

U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で18cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/2) 

土層である O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼清遺跡 3.選袴と遺物

• 60-72・75号ピット、 77-83号ピット

60~72 ・ 75号ピット、 77~83号ピットは L-7 グリッドの中央部から北部にかけて分布している。
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第200図 60"""'72・75号ピット、 77"""'83号ピットの分布図

60号ピット(古墳-31)

遺構 L-7グリッドの北部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.31m、短軸

の長さがO.28mを測る。長軸のN値変換方位はN-440 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で39cmある。覆土は黒褐色 (10YR 2/2)土層である。遺物は出

土しなかった。

61号ピット(古墳-32)

遺構 L-7グリッドの北部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.23m、短軸

の長さがO.21mを測る。長軸のN値変換方位はN-320 - Wを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、16cmある。覆土は黒褐色 (10YR 2/2)である。遺物は出土し

なかった。

62号ピット(古墳-33)

遺構 L-7グリッドの北部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.20m、短軸

の長さがO.17mを測る。長軸のN値変換方位はN-400 -Wを指向している。断面形状はU字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は黒褐色 (10YR 2/2)土層である。遺物は出土しな

かった。

63号ピット(古墳-34)

遺構 L-7グリッドの北部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.47m、短軸

の長さが0.44mを測る。長軸のN値変換方位はN-450
- Eを指向している。断面形状は上に開く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で22cmある。覆土は黒褐色 (10YR 2/2)土層である。遺物は出土しな
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E 調査の結果兼清遺跡 3.遺袴と造物

かった。

64号ピット(古墳-35)

遺構 L-7グリッドの北部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.57m、短軸

の長さが0.49mを測る。長軸のN値変換方位はN-510 -wを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で27cmある。覆土は黒褐色 (lOYR 2/2)土層である。遺物は須

恵器の口縁部片 1点、体部片が1点の計2点出土しているが、図化は不可能であった。

65号ピット(古墳-36)

遺構 L-7グリッドの北部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.30m、短軸

の長さが0.28mを測る。長軸のN値変換方位はN-390 - Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、遺

構確認面からの深さは最深部で 4cmある。覆土は黒褐色 (lOYR 2/2)土層である。遺物は須恵器の体部

片が 1点出土しているが、図化は不可能であった。

66号ピット(古墳-37)

遺構 L-7グリッドの北部に位置し、平面形状は 2つの円形を呈している。規模は長軸の長さがO.71m、

短軸の長さが0.50mを測る。長軸のN値変換方位はN-280 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で44cmある。覆土は黒褐色 (lOYR 2/2)土層である。遺物

は出土しなかった。

67号ピット(古墳-38)

遺構 L-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.36m、短

軸の長さが0.33mを測る。長軸のN値変換方位はN-230 -Eを指向している。断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で17cmある。覆土は黒褐色 (lOYR 2/2)土層である。遺物は

出土しなかった。

68号ピット(古墳-39)

遺構 L-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.21m、

短軸の長さが0.16mを測る。長軸のN値変換方位はN-800 - Eを指向している。断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で"llcmある。覆土は黒褐色 (lOYR 2/2)土層である。遺物

は出土しなかった。

69号ピット(古墳-40)
遺構 L-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.43m、短

軸の長さが0.34mを測る。長軸のN値変換方位はN-560 -Eを指向している。断面形状は丸底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で13cmある。覆土は黒褐色 (lOYR 2(2)土層である。遺物は出土しなかった。

70号ピット(古墳-41)

遺構 L-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.64m、

短軸の長さが0.47mを測る。長軸のN値変換方位はN-630 
- Eを指向している。断面形状は上に開く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で40cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 2/2) 

土層である。遺物は土師器の体部片が1点、須恵、器の口縁部片が1点、底部片が1点出土しているが、図

化は不可能であった。

71号ピット(古墳-42)

遺構 L-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.43m、

短軸の長さが0.38mを測る。長軸のN値変換方位はN-430 -Eを指向している。断面形状は上に開く U字形
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3.遺梼と造物語表1育遺跡調査の結果E 
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と遺物

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で28cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/2)土層

である。遺物は出土しなかった。

72号ピット(古墳-43)

遺構 L-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.48m、

短軸の長さが0.38mを測る。長軸のN値変換方位はN-660 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で29cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/2) 

土層である。遺物は出土しなかった。

75号ピット(古墳-44)

遺構 L-7グリッドの中央部よりやや南寄りに位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長

さが0.47m、短軸の長さが0.42mを測る。長軸のN1i直変換方位はN-280
- Eを指向している。断面形状は

上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で35cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色

(10YR 2/3)土層である。遺物は須恵器の体部片が1点出土しているが、図化は不可能であった。

77号ピット(古墳-45)

遺構 L-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.27m、短

軸の長さが0.25mを測る。長軸のN値変換方位はN-240 - Wを指向している。断面形状は丸底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で12cmある。覆土は 2層で構成され、 1層は暗褐色 (10YR 3/3)土層、 2

層は黒褐色 (10YR 2/3)土層である。遺物は出土しなかった。

78号ピット(古墳-46)

遺構 L-7グリッドの西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.41m、短

軸の長さが0.33mを測る。長軸のN値変換方位はN-810 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で26cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (7.5YR 2/2) 

土層である。遺物は出土しなかった。

79号ピット(古墳-47)

遺構 L-7グリッドの西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.33m、短

軸の長さが0.31mを測る。長軸のN値変換方位はN-350 -Eを指向している。断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で24cmある。覆土は l層で構成され、黒褐色 (7.5YR2/2)土

層である。遺物は出土しなかった。

80号ピッ卜(古墳-48)

遺構 L-7グリッドの西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.45m、短軸

の長さが0.39mを測る。長軸のN値変換方位はN-250 -Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、遺

構確認面からの深さは最深部で13cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (7.5YR 2/2)土層である。遺

物は出土しなかった。

81号ピット(古墳-49)

遺構 L-7グリッドの西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.41m、短軸

の長さが0.39mを測る。長軸のN値変換方位はN-680
- Eを指向している。断面形状は上に開く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で22cmある。覆土は 2層で構成され、 1層は黒褐色 (5YR 3/1) 

土層、 2層は黒褐色 (7.5YR 2/1)土層である。遺物は土師器の体部片が 1点、須恵器の体部片が 1点の

計2点が出土したが、図化は不可能であった。
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3.遺捧と造物講を傍遺跡調査の結果E 

82号ピット(古墳-50)

遺構 K-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.28m、短軸

の長さが0.27mを測る O 長軸のN値変換方位はN-270-wを指向している O 断面形状はU字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (5YR 3/1)土層である。

遺物は出土しなかった。

83号ピット(古墳-51)

遺構 L-7グリッドの西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.26m、短

軸の長さが0.20mを測る O 長軸のN値変換方位はN-400 -Eを指向している O 断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (5YR 3/1)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。

• 105"""'114号ピット、 117"""'120号ピット

105~ 1l4号ピット、 117~122号ピットはD-6グリッド杭を中心に分布している O
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E 調査の結果葉信遺跡 3.若様と造物

105号ピット(古墳-52)

遺構 C-5グリッドの南東部に位置し、平面形状は不定形を呈している。規模は長軸の長さが0.23m、

短軸の長さが0.18mを測る O 長軸のN値変換方位はN-380-Eを指向している。断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'12cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土

層である O 遺物は出土しなかった。

106号ピット(古墳-53)

遺構 C-5グリッドの南東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.53m、

短軸の長さが0.34mを測る。長軸のN値変換方位はN-440 
- Eを指向している。断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で22cmある。覆土は 1層で構成され、オリーブ褐色 (2.5Y

4/3)土層である O 遺物は出土しなかった。

107号ピット(古墳-54)

遺構 C-5グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.46m、短

軸の長さが0.39mを測る。長軸のN値変換方位はN-350 
- Eを指向している O 断面形状は丸底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で、28cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である O 遺

物は出土しなかった。

108号ピット(古墳-55)

遺構 C-5グリッドの南東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.39m、

短軸の長さが0.35mを測る。長軸のN値変換方位はN-310-Eを指向している O 断面形状は丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で、12cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (2.5Y 3/2)土層であ

る。遺物は出土しなかった。

109号ピット(古墳-56)

遺構 C-5グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.32m、短

軸の長さが0.29mを測る O 長軸のN値変換方位はN-520 -Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で'13cmある O 覆土は 2層で構成され、 1層は黒褐色 (2.5Y 3/2) 

土層、 2層はにぶい黄褐色 (10YR 4/3)土層である O 遺物は出土しなかった。

110号ピット(古墳-57)

遺構 D-5グリッドの南西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.43m、短

軸の長さが0.37mを測る O 長軸のN値変換方位はN-140-Wを指向している O 断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で'14cmある O 覆土は 5層で構成され、 1層はオリーブ黒色 (5Y 3/2)土

層2層はオリーブ黒色 (7.5Y 3/1)土層、 3層は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層 4層はオリーブ黒色 (5Y 2/2) 

土層、 5層はオリーブ黒色 (5Y 3/2)士層である O 遺物は出土しなかった。

111号ピット(古墳-58)

遺構 D-5グリッドの南西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.36m、短

軸の長さが0.34mを測る。長軸のN値変換方位はN-400
- Eを指向している O 断固形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、16cmある O 覆土は 1層で構成され、オリーブ黒色 (5Y 2/2) 

土層である O 遺物は出土しなかった。

112号ピット(古墳-59)

遺構 C-5グリッドの南東部から C-6グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規

模は長軸の長さが0.39m、短軸の長さが0.36mを測る O 長軸のN値変換方位はN-720-Eを指向している O

断面形状は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で23cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y
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2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

113号ピット(古墳-60)

遺構 C-6グリッドの北東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.43m、

短軸の長さが0.31mを測る O 長軸のN値変換方位はN-710 -Eを指向している O 断面形状は丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (2.5Y 3/2)土層であ

る。遺物は出土しなかった。

114号ピット(古墳-61)

遺構 D-5グリッドの南西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.40m、短

軸の長さが0.39mを測る O 長軸のN値変換方位はN-330-Eを指向している。断面形状はU字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で、39cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である。遺

物は出土しなかった。

116号ピット(古墳-62)

遺構 D-5グリッドの南部に位置し、平面形状は不整形を呈している O 規模は長軸の長さが0.54m、短

軸の長さが0.40mを測る O 長軸のN値変換方位はN-90 
- Eを指向している O 断面形状は皿状を呈し、遺

構確認面からの深さは最深部で 6cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 2/1)士層である。遺物

は出土しなかった。

117号ピット(古墳-63)

遺構 D-5グリッドの南部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.29m、短軸

の長さが0.27mを測る O 長軸のN値変換方位はN-250 -Eを指向している O 断面形状は上に開く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で44cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色(lOYR 2/1)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。

118号ピット(古墳-64)

遺構 D-6グリッドの西部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している。規模は長軸の長さが0.49m、

短軸の長さが0.48mを測る O 長軸のN値変換方位はN-120 
- Eを指向している O 断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で10cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (5YR 1.7/1)土層である O 遺

物は出土しなかった。

119号ピット(古墳-65)

遺構 D-6グリッドの西部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している。規模は長軸の長さが0.61m、

短軸の長さが0.48mを測る O 長軸のN値変換方位はN-840
- Eを指向している。断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で23cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 2/1) 

土層である。遺物は土師器の体部片が 1点出土したが、図化は不可能で、あった。

120号ピット(古墳-66)

遺構 D-6グリッドの中央部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している O 規模は長軸の長さが0.42m、

短軸の長さが0.42mを測る O 長軸のN値変換方位はN-770-Eを指向している O 断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で、28cmある O 覆土は 4層で構成され、 1層は黒色 (7.5YR

2/1)土層、 2層は黒色 (7.5YR 2/1)土層、 3層は黒色 (2.5Y 2/1)土層、 4層は黒褐色 (2.5Y 3/1) 

土層である O 遺物は土師器の体部片が2点出土したが、図化は不可能であった。

• 150......157号ピット、 160......163ピット

150~ 157号ピット、 160~163号ピットはN-7 グリッドの北西部に位置している O
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150号ピット(古墳-67)

遺構 N-7グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.37m、短

軸の長さが0.35mを測る O 長軸のNイ直変換方位はN-410-Wを指向している O 断面形状は舟底を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で16cmある。覆士は 3層で構成され、 1層は黒褐色 (7.5YR 2/2)土層、

2層は黒褐色 (5Y 2/1)土層、 3層は黒褐色 (7.5YR 3/2)土層である O 遺物は土師器の体部片が 1点、

須恵器の口縁部片が2点、体部片が 1点の計4点出土したが、図化は不可能であった。

151号ピッ卜(古墳-68)

遺構 N-7グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.31m、短

軸の長さが0.27m を測る O 長軸の N~直変換方位はN-880 
- Eを指向している O 断面形状はV字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で、24cmある O 覆土は 4層で構成され、 l層は黒褐色 (10YR 3/2)土層、

2層は黒褐色 (2.5Y 3/2)土層、 3層は黒褐色 (2.5Y 3/1)土層、 4層は黒色 (10YR 1.7/1)土層であ

るO 遺物は出土しなかった。

152号ピット(古墳-69)
遺構 N-7グリッドの北西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.40m、

短軸の長さが0.33mを測る O 長軸のN値変換方位はN-460 
- Eを指向している O 断面形状は舟底を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で、20cmある。覆土は 1層で構成され、暗灰黄色 (2.5Y 4/2)土層である。

遺物は出土しなかった。

153号ピット(古墳一70)

遺構 N-7グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.23m、短

軸の長さが0.22mを測る。長軸のN値変換方位はN-240 -Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 4cmある O 覆士は 2層で構成され、 1層は黒褐色 (10YR 2/2)土層、

2層は黒色(lOYR 2/1)士層である O 遺物は出土しなかった。
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154号ピット(古墳一71)

遺構 N-7グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.28m、短

軸の長さがO.27mを測る O 長軸のN値変換方位はN-770
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で16cmある O 覆土は 2層で構成され、 1層は黒褐色 (7.5YR

2/2)土層、 2層は黒色 (10YR 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

155号ピット(古墳一72)

遺構 N-7グリッドの北西部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している。規模は長軸の長さがO.21m、短

軸の長さがO.21mを測る O 長軸のN1L宣変換方位はN-280-Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある O 覆土は 3層で構成され、 1層は褐色 (7.5YR 4/4) 

土層、 2層は黒褐色 (10YR 3/3)土層、 3層は黒褐色 (10YR 3/2)土層である O 遺物は出土しなかった。

156号ピット(古墳 73)

遺構 N-7グリッドの西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.36m、短軸

の長さがO.34mを測る。長軸のN値変換方位はN-450 
- Eを指向している O 断固形状は浅い丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある O 覆土は 2層で構成され、 1層は灰黄褐色(lOYR 2/2) 

士層、 2層は黒褐色 (10YR 3/1)土層である O 遺物は土師器の体部片が 1点、須恵器の体部片が 1点の

計2点出土したが、図化は不可能であった。

157号ピット(古墳 74)

遺構 N-7グリッドの西部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している O 規模は長軸の長さがO.15m、

短軸の長さがO.13mを測る。長軸のN値変換方位はN-300-Eを指向している O 断面形状は上に広く聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 4cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(IOYR

3/2)士層である O 遺物は出土しなかった。

160号ピット(古墳 75)

遺構 N-7グリッドの西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.39m、短軸

の長さがO.35mを測る O 長軸のN値変換方位はN-320 -wを指向している O 断面形状は舟底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で'19cmある O 覆土は 3層で構成され、 1層は黒褐色 (10YR 2/3)土層、 2

層は黒褐色 (10YR 3/2)土層、 3層は黒褐色(lOYR 3/1)土層である O 遺物は土師器の体部片が I点

出土したが、図化は不可能で、あった。

161号ピット(古墳-76)

遺構 平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.32m、短軸の長さがO.22mを測る O 長軸の

N1i直変換方位はN-620 -Eを指向している。断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最

深部で 6cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層である O 遺物は出土しなかった。

162号ピット(古墳-77)

遺構 N-7グリッドの南西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.46m、短

軸の長さが0.43mを測る O 長軸のN値変換方位はN-630-wを指向している O 断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'l1cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(IOYR 3/2)土層で

ある O 遺物は須恵器の体部片が 1点出土したが、図化は不可能であった。

163号ピット(古墳一78)

遺構 N-7グリッドの南西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.33m、短軸

の長さがO.29mを測る。長軸のN値変換方位はN-l1O - Wを指向している O 断面形状は舟底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で'16cmあるO 覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3)土層である。
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遺物は土師器の体部片 1点、須恵器の体部片が 1点の計2点出土したが、図化は不可能であった。
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.164......170号ピット

164~ 170号ピットはM-6グリッドの南東部からM-7グリッドの北東部に分布している O
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164号ピット(古墳-79)

遺構 M-6グリッドの南東部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している O 規模は長軸の長さが0.28m、

短軸の長さが0.28mを測る。長軸のN値変換方位はN-360-Eを指向している O 断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で12cmある O 覆土は 3層で構成され、 1層は土層、 2層は土

層、 3層は土層である O 遺物は出土しなかった。

165号ピット(古墳-80)

遺構 M-6グリッドの南東部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している O 規模は長軸の長さが0.22m、

短軸の長さが0.21mを測る O 長軸のN値変換方位はN-560-Eを指向している O 断面形状はU字形を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある O 覆土は 2層で構成され、 1層は土層、 2層は士層である O

遺物は出土しなかった。

166号ピット(古墳-81)

遺構 M-6グリッドの南東部に位置し、平面形状は不定形を呈している。規模は長軸の長さが0.17m、

短軸の長さが0.16mを測る。長軸のN値変換方位はN-500 -Eを指向している O 断面形状は上に開く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある O 覆土は 2層で構成され、 1層は土層、 2層は土

層である O 遺物は出土しなかった。

167号ピット(古墳-82)

遺構 M-6グリッドの南部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.25m、短軸

の長さが0.24mを測る。長軸のN値変換方位はN-300 -Wを指向している O 断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (7.5YR 3/1)土層

である。遺物は出土しなかった。

168号ピット(古墳 83)

遺構 M-6グリッドの南部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.39m、短

軸の長さが0.31mを測る O 長軸のN値変換方位はN-660 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字形を
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呈し、遺構確認面からの深さは最深部で13cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (7.5YR 3/1)土層で

ある。遺物は須恵器の体部片が 1点出土したが、図化は不可能であった。

169号ピット(古墳-84)

遺構 M-6グリッドの北部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.29m、短

軸の長さがO.26mを測る O 長軸のN値変換方位はN-260 
- Eを指向している O 断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、22cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/2)土

層である O 遺物は出土しなかった。

170号ピット(古墳-85)

遺構 M-7グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.26m、短

軸の長さがO.24mを測る。長軸のN値変換方位はN-610 -Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 6cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層である O

遺物は出土しなかった。

• 171 "'175号ピット

171 ~ 173号ピットはM-7グリッドの南東部に分布している O なお、 174・175号ピットはM-8グリッ

ドの北東部に位置している O

171号ピット(古墳-86)

遺構 M-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.36m、短

軸の長さがO.35mを測る。長軸のN値変換方位はN-190 -Wを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で12cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/2)土

層である。遺物は出土しなかった。
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172号ピット(古墳-87)

遺構 M-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.22m、短

軸の長さがO.20mを測る。長軸のN値変換方位はN-520 
- Eを指向している。断面形状はU字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で32cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層である。

遺物は出土しなかった。

173号ピット(古墳-88)

遺構 M-7グリッドの南部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.30m、短軸

の長さがO.29mを測る。長軸のN値変換方位はN-390 - Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、遺

構確認面からの深さは最深部で 9cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 2/3)土層である。遺

物は出土しなかった。
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174号ピット(古墳-89)

遺構 M-8グリッドの北東部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している O 規模は長軸の長さが0.28m、

短軸の長さが0.26mを測る O 長軸のN値変換方位はN-100 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で'27cmある O 覆土は 4層で構成され、 1層は土層、 2層は土

層、 3層は土層、 4層は土層である O 遺物は出土しなかった。

175号ピッ卜(古墳-90)

遺構 M-8グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.32m、短

軸の長さが0.29mを測る O 長軸のN11宣変換方位はN-650
- Eを指向している O 断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色土 (10YR 3/2)土層

である O 遺物は須恵器の口縁部片が l点出土したが、図化は不可能であった。

• 177"'"'194号ピット、 196"'"'204号ピッ卜、 206・211号ピット

177~ 194号ピット、 196~200号ピット、 202~204号ピット、 206 ・ 211号ピットは L-7 グリッドの東部

から L-8グリッドの北部に分布している。なお、 201号ピットはM-8グリッドの北東部に位置してい

るO
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177号ピット(古墳-91)

遺構 L-7グリッドの北東部に位置し、一部はM-7グリッドにかかっている。平面形状は隅丸方形を

呈している。規模は長軸の長さが0.16m、短軸の長さが0.15mを測る。長軸のN値変換方位はN-410 -E

を指向している。断面形状は上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は

3層で構成され、 1層は土層、 2層は土層、 3層は土層である。遺物は出土しなかった。

178号ピット(古墳ー92)

遺構 L-7グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.16m、短

軸の長さが0.15mを測る。長軸のN値変換方位はN-470 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 3cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/1)土

層である。遺物は出土しなかった。

179号ピット(古墳-93)

遺構 L-7グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.33m、短

軸の長さが0.30mを測る。長軸のN値変換方位はN-440 - Wを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で22cmある。覆土は 2層で構成され、 1層は土層、 2層は土層

である。遺物は出土しなかった。

180号ピット(古墳-94)

遺構 L-7グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.24m、短

軸の長さが0.21mを測る。長軸のN値変換方位はN-340 - Wを指向している。断面形状は上に聞く V字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 6cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土

層である。遺物は出土しなかった。

181号ピット(古墳-95)

遺構 L-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.19m、短軸

の長さが0.19mを測る。長軸のN値変換方位はN-800
- Eを指向している。断面形状は上に開く U字形

を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で 6cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層で

ある。遺物は出土しなかった。

182号ピット(古墳ー96)

遺構 L-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.22m、短軸

の長さが0.20mを測る。長軸のN値変換方位はN-200 - Wを指向している。断面形状は上に開く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある。覆土は l層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層で

ある。遺物は出土しなかった。

183号ピット(古墳-97)

遺構 L-7グリッドの東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.44m、短

軸の長さが0.26mを測る。長軸のN値変換方位はN-750 -Wを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部でo12cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土

層である。遺物は出土しなかった。

184号ピット(古墳-98)

遺構 L-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.25m、短軸

の長さが0.24mを測る。長軸のN値変換方位はN-790 
- Eを指向している。断面形状は皿状を呈し、遺構

確認面からの深さは最深部で7cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/2)土層である。遺物は出土
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E 調査の結果兼償還跡 3.道袴と造物

しなかった。

185号ピット(古墳-99)

遺構 L-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.27m、短軸

の長さが0.24mを測る O 長軸のN値変換方位はN-760-Eを指向している O 断面形状は上に開く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 4cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)士層

である O 遺物は出土しなかった。

186号ピット(古墳-100)
遺構 L-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.33m、短軸

の長さが0.31m を測る。長軸のN~直変換方位は N-670 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で.19cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色(IOYR 3/2)土層

である O 遺物は出土しなかった。

187号ピット(古墳-101)

遺構 L-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は長楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.60m、

短軸の長さが0.26m を測る O 長軸の N~直変換方位はN-580 -E を指向している O 断面形状は浅い丸底状

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、15cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (7.5YR 3/1)土層

である O 遺物は出土しなかった。

188号ピット(古墳-102)

遺構 L-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.59m、

短軸の長さが0.42mを測る O 長軸のN値変換方位はN-510 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U
字形を呈し、遺構確認面からの深さは最探部で.25cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (7.5YR3/l) 

土層である O 遺物は須恵器の口縁部片が 1点、体部片が2点の計3点出土したが、図化は不可能であった。

189号ピッ卜(古墳-103)

遺構 L-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.25m、短

軸の長さが0.24m を測る O 長軸の N~直変換方位はN-220-Wを指向している O 断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/2)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。

190号ピット(古墳-104)

遺構 L -7グリッドの南東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.30m、

短軸の長さが0.27mを測る O 長軸のN1@:変換方位はN-400 
- Eを指向している O 断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/2)土層である。

遺物は出土しなかった。

191号ピット(古墳-105)

遺構 L-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.35m、短

軸の長さが0.29mを測る O 長軸のN値変換方位はN-790 -Wを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/2)土

層である O 遺物は出土しなかった。

192号ピット(古墳-106)
遺構 L-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.20m、短

軸の長さが0.17mを測る O 長軸のN1i宜変換方位はN-360 -Eを指向している。断面*舛犬は浅い丸底状を呈し、
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺袴と造物

遺構確認面からの深さは最深部で 4cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層である。

遺物は土師器の体部片が2点出土したが、図化は不可能であった。

193号ピット(古墳-107)

遺構 L-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.40m、短

軸の長さが0.36mを測る。長軸のN値変換方位はN-850 -Wを指向している。断面形状は舟底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で13cmある。覆土は l層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層である。

遺物は須恵器の口縁部片が I点、体部片が2点の計3点出土したが、図化は不可能であった。

194号ピット(古墳-108)

遺構 M-7グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.30m、

短軸の長さが0.25mを測る。長軸のN値変換方伎はN-300 -Eを指向している。断面形状は舟底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で14cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層であ

る。遺物は出土しなかった。

196号ピット(古墳-109)

遺構 M-7グリッドの南西部に位置し、平面形状は長楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.61m、

短軸の長さが0.27mを測る。長軸のN値変換方位はN-580 -Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認、面からの深さは最深部でlOcmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR3/2)土層である。遺

物は出土しなかった。

197号ピット(古墳-110)

遺構 L-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.74m、短

軸の長さが0.68mを測る。長軸のN値変換方位はN-800 -Eを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で14cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層である。

遺物は須恵器の底部片が1点出土したが、図化は不可能であった。

198号ピット(古墳-111)

遺構 L-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.31m、短

軸の長さが0.31mを測る。長軸のN値変換方位はN-430 -Wを指向している。断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、10cmある。覆土は I層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層で

ある。遺物は出土しなかった。

199号ピット(古墳-112)

遺構 L-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している。規模は長軸の長さが0.26m、

短軸の長さが0.26mを測る。長軸のN値変換方位はN-450
- Eを指向している。断面形状は上に開く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で17cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2) 

土層である。遺物は土師器の口縁部片がI点、体部片が 1点、須恵器の口縁部片が2点、体部片が4点の

計8点出土したが、図化は不可能であった。

200号ピット(古墳-113)

遺構 L-8グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.25m、短

軸の長さが0.25mを測る。長軸のN値変換方位はN-450 
- Eを指向している。断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部でlOcmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 2/1)土層

である。遺物は土師器の体部片が 1点出土したが、図化は不可能であった。
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201号ピット(古墳-114)

遺構 L-8グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.23m、短

軸の長さが0.23mを測る。長軸のN値変換方位はN-450 
- Eを指向している O 断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 6cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色(lOYR 3/1)土層で

ある。遺物は出土しなかった。

202号ピット(古墳 115)

遺構 M-8グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.28m、短

軸の長さが0.26mを測る O 長軸のN値変換方位はN-360-wを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/1)土

層である O 遺物は須恵器の底部片が 1点出土したが、図化は不可能で、あった。

203号ピット(古墳 116)

遺構 L-8グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.28m、短

軸の長さが0.28mを測る。長軸のN値変換方位はN-140 -Wを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土

層である。遺物は土師器の体部片が2点、須恵、器の体部片が2点の計4点出土したが、図化は不可能であった。

204号ピット(古墳 117)

遺構 L-8グリッドの北東部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している O 規模は長軸の長さが0.27m、

短軸の長さが0.25mを測る。長軸のN値変換方位はN-570 
- Eを指向している。断面形状は丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 3/2)土層であ

るO 遺物は土師器の体部片が 1点、須恵器の口縁部片が 1点の計2点出土したが、図化は不可能であった。

206号ピット(古墳 118)

遺構 L-8グリッドの中央部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.27m、

短軸の長さが0.23mを測る O 長軸のN値変換方位はN-750-Eを指向している。断面形状は上に聞く V

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、lOcmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR 2/2) 

土層である O 遺物は土師器の体部片が3点出土したが、図化は不可能であった。

211号ピット(古墳-119)

遺構 M-8グリッドの北部に位置し、一部はM-7グリッドにかかっている O 平面形状は円形を呈して

いる O 規模は長軸の長さが0.24m、短軸の長さが0.23m を測る O 長軸の N~直変換方位は N-430 -E を指

向している O 断固形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'l1cmある。覆土は 1層

で構成され黒褐色(lOYR 3/2)土層である。遺物は須恵器の体部片が1点出土したが、図化は不可能であったO

• 216~218号ピット、 220 ・ 221 号ピット

216~218号ピット、 220号ビットはH-6 グリッドの北東部に位置し、 221号ピットはH-6 グリッドの

中央部よりやや南寄りに位置している。

216号ピット(古墳-120)

遺構 H-6グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.35m、短

軸の長さが0.34mを測る O 長軸のN11宣変換方位はN-390-Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で24cmある。覆土は 1層で構成され、黒色土 (10YR 2/1)土

層である。遺物は出土しなかった。

217号ピット(古墳-121)

遺構 H-6グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さ0.48m、短軸
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3.遺袴と遺物表傍遺跡調査の結果
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第213図 216""'218号ピット、 220・221号ピットの平面・断面図

の長さが0.45mを測る。長軸のN値変換方位はN-350 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で20cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (2.5Y 3/2)土層

である。遺物は出土しなかった。

。

218号ピット(古墳-122)

遺構 H-6グリッドの北東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.40m、

短軸の長さがO.32mを測る。長軸のN値変換方位はN-180 -wを指向している。断面形状は上に開く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で25cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (2.5Y 3/2) 

土層である。遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺梼と遺物

220号ピット(古墳-123)

遺構 H-6グリッドの北東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.60m、

短軸の長さが0.38mを測る O 長軸のN値変換方位はN-140-Eを指向している O 断面形状は上に広く聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、18cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐色 (10YR

2/2)士層である。遺物は出土しなかった。

221号ピット(古墳-124)

遺構 H-6グリッドの中央部よりやや南寄りに位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の

長さが0.30m、短軸の長さが0.25mを測る。長軸のN値変換方位はN-150 
- Eを指向している O 断面形状

は上に広く聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で17cmある O 覆土は 1層で構成され、黒褐

色 (2.5Y 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。

• 231......236号ピッ卜

231 ~236号ピットはH-lOグリッドの北西部に位置している。

::計::;

。
232ピ 。

235ピ。 233ピ

231ピ

231号ピット(古墳-125)

~(Q) 
234ピ

。
236ピ

第214図 231 "'236号ピットの分布図

:::汁:;

遺構 H-10グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.28m、短

軸の長さが0.24mを測る O 長軸のN値変換方位はN-720 -Wを指向している O 断面形状は中間に段があ

り狭いV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、28cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y

2/1)士層である O 遺物は出土しなかった。

232号ピッ卜(古墳-126)

遺構 H← 10グリッドの北西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.18m、

短軸の長さが0.14mを測る O 長軸のN値変換方位はN-180 
- Eを指向している。断面形状はV字形を呈

し、遺構確認面からの深さは最・深部で14cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である。

遺物は出土しなかった。

233号ピット(古墳-127)

遺構 日-10グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.26m、短

軸の長さが0.26mを測る O 長軸のN値変換方位はN-650 -Wを指向している O 断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である O 遺

物は出土しなかった。

234号ピット(古墳-128)

遺構 H-10グリッドの北西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.27m、

短軸の長さが0.22mを測る O 長軸のN1i直変換方位はN-840-Eを指向している O 断面形状はV字形を呈
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺袴と遺物
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し、遺構確認面からの深さは最深部で'18cmある O 覆土は l層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である O

遺物は出土しなかった。

235号ピット(古墳 129)

遺構 H-10グリッドの中央よりやや北寄りに位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長

さが0.30m、短軸の長さが0.25mを測る O 長軸のN値変換方位はN-240-Eを指向している O 断面形状は

上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で12cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y

211)土層である O 遺物は出土しなかった。

236号ピット(古墳-130)

遺構 H-lOグリッドの中央よりやや北寄りに位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長

さが0.28m、短軸の長さが0.22mを測る O 長軸のN値変換方位はN-180 
- Eを指向している O 断面形状は

V字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'24cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である O 遺物は出土しなかった。

237"'242号ピット

237・238号ピットは 1-10グリッドの西部に位置し、 239~242号ピットは 1-10グリッドの北東部に位

置している。

237号ピット(古墳-131)

遺構 1 -10グリッドの西部に位置し、平面形状は不定形を呈している O 規模は長軸の長さが0.27m、短

軸の長さが0.19mを測る。長軸のN値変換方位はN-320-Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、10cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層

である O 遺物は出土しなかった。

238号ピット(古墳-132)

遺構 1 -10グリッドの西部に位置し、平面形状は卵形を呈している O 規模は長軸の長さが0.35m、短軸

の長さが0.23mを測る O 長軸のN値変換方位はN-250 
- Eを指向している。断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、16cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼佐遺跡 3.遺袴と遺物
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239号ピット(古墳 133)

遺構 1 -10グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.18m、短

軸の長さが0.18m を測る O 長軸の N~直変換方位は N-450 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'13cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺梼と造物

240号ピット(古墳-134)

遺構 1 -10グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.18m、短

軸の長さが0.17mを測る O 長軸のN1u宣変換方位はN-450 -Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'13cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層

である。遺物は出土しなかった。

241号ピット(古墳-135)

遺構 1 -10グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.17m、短

軸の長さが0.17mを測る O 長軸のN値変換方位はN-450 
- Eを指向している O 断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、16cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層

である O 遺物は出土しなかった。

242号ピット(古墳-136)

遺構 1 -10グリッドの北東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.25m、

短軸の長さが0.22mを測る O 長軸のN値変換方位はN-350- Wを指向している O 断面形状はU字形を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で23cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である O

遺物は出土しなかった。

.243，......255号ピット、 259・260号ピット

243~255号ピットは J -10グリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置している O なお、 245号ピットは

45土坑の東側に隣接している O また、 259・260号ピットは 1-10グリッドの北西部に位置している O

l::t::; ::日:;
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第218図 243~255号ピット、 259 ・ 260の分布図

243号ピット(古墳-137)

遺構 J-lOグリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸

の長さが0.24m、短軸の長さが0.21mを測る O 長軸のN値変換方位はN-lO -Eを指向している。断面形

状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'10cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である。遺物は出土しなかった。

-186-



E 調査の結果兼f誇遺跡 3. i茸袴と造物

244号ピット(古墳-138)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置し、平面形状は卵形を呈している O 規模は長軸の

長さが0.28m、短軸の長さが0.20mを測る。長軸のN値変換方位はN-250-Eを指向している O 断面形状

は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'25cmある。覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。

245号ピット(古墳-139)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45土坑の東側に隣接し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の

長さが0.39m、短軸の長さが0.33mを測る。長軸のN値変換方位はN-100 
- Eを指向している。断面形状

は狭いV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、27cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y

2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

246号ピット(古墳-140)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の

長さがO.l1m、短軸の長さがO.lOmを測る。長軸のN値変換方位はN-450
- Eを指向している O 断面形状

は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある O 覆士は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である O 遺物は出土しなかった。

247号ピット(古墳一141)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の

長さが0.33m、短軸の長さが0.29mを測る O 長軸のN値変換方位はN-210- Wを指向している O 断面形状

は上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、18cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

248号ピット(古墳-142)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸

の長さが0.29m、短軸の長さが0.22mを測る。長軸のN値変換方位はN-150 
- Eを指向している。断面形

状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 4cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である。遺物は出土しなかった。

249号ピット(古墳-143)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸

の長さが0.32m、短軸の長さが0.23mを測る O 長軸のN値変換方位はN-300 - Wを指向している O 断面形

状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で16cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

250号ピット(古墳 144)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45士坑の南東に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸

の長さが0.23m、短軸の長さが0.21mを測る O 長軸のN値変換方位はN-250 - Wを指向している O 断面形

状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'17cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)士層である O 遺物は 2~ 5 cm大の軽石が7点出土しているが、加工痕はない。

251号ピット(古墳-145)

遺構 J-lOグリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の

長さが0.18m、短軸の長さが0.17mを測る O 長軸のN値変換方位はN-720 -Wを指向している O 断面形状

は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で15cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である O 遺物は土師器の体部片が2点出土しているが、図化は不可能である O
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と遺物
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第219図 243~255号ピット、 259 ・ 260号ピットの平面・断面図

252号ピット(古墳 146)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸

の長さが0.19m、短軸の長さが0.15mを測る O 長軸のN値変換方位はN-450 
- Eを指向している O 断面形

状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で17cmある。覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

253号ピッ卜(古墳-147)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45士坑の南東に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸

の長さが0.21m、短軸の長さが0.17mを測る。長軸のN値変換方位はN-420 
- Eを指向している O 断面形

状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'16cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)士層である O 遺物は出土しなかった。

254号ピット(古墳-148)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45土坑の南東に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸

の長さが0.21m、短軸の長さが0.16mを測る O 長軸のN値変換方位はN-410 
- Eを指向している。断面形

状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、15cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。



E 調査の結果 請をf青遺跡 3.若様と遺物

255号ピット(古墳-149)

遺構 J -10グリッドの北西部で、 45士坑の南東に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の

長さが0.30m、短軸の長さが0.26mを測る O 長軸のN値変換方位はN-350-Eを指向している O 断面形状

は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で14cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。

259号ピット(古墳-150)

遺構 1-10グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.22m、短

軸の長さが0.18mを測る O 長軸のN値変換方位はN-450 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で18cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層

である O 遺物は出土しなかった。

260号ピット(古墳-151)

遺構 1 -10グリッドの北西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.23m、

短軸の長さが0.18mを測る O 長軸のN値変換方位はN-280-Eを指向している。断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で15cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土

層である O 遺物は出土しなかった。

273・274・288・293号ピット

273・274号ピットは G-8グリッドの南部で、 14号士坑の西側に位置し、 288・293号ピットは G-8グ

リッドの中央部から東部で、 14号土坑の北側に位置している O
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺樗と遺物
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第221図 273・274・288・293号ピットの平面・断面図

273号ピット(古墳-152)

遺構 G-8グリッドの南部で、 14号土坑の西側に位置し、平面形状は不定形を呈している O 規模は長軸

の長さが0.51m、短軸の長さが0.23mを測る O 長軸のN値変換方位はN-150 
- Eを指向している。断面形

状は狭いV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で31cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y

2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

274号ピット(古墳-153)

遺構 G-8グリッドの南部で、 14号土坑の西側に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の

長さが0.34m、短軸の長さが0.34mを測る O 長軸のN値変換方位はN-450
- Eを指向している O 断面形状

は丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で.18cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

士層である O 遺物は出土しなかった。

288号ピット(古墳-154)

遺構 H-8グリッドの中央部から東部で、 14号土坑の北側に位置し、平面形状は円形を呈している。規

模は長軸の長さが0.21m、短軸の長さが0.22mを測る O 長軸のN1i直変換方位はN-450
- Eを指向している O

断面形状はV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、20cmある。覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

293号ピット(古墳-155)

遺構 G-8グリッドの中央部から東部で、 14号士坑の北側に位置し、平面形状は円形を呈している O 規

模は長軸の長さが0.39m、短軸の長さが0.34mを測る。長軸のN1i!¥l:変換方位はN-230 
- Eを指向している O

断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、20cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

• 279"'284号ピット、 287号ピット、 289"'292号ピット

279号ピットはM-8 グリッドの北部で、 24号土坑の西側に位置し、 280~284号ピット、 287号ピット、

289号ピットはM-8グリッドの中央部から北西部にかけて分布している o 290・291号ピットはL-8グ

リッドの北東部に位置し、 292号ピットはM-8グリッドの北東部に位置している。

279号ピット(古墳-156)

遺構 M-8グリッドの北部で、 24号士坑の西側に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸

の長さが0.23m、短軸の長さが0.14mを測る O 長軸のN1i直変換方位はN-620-Wを指向している O 断面形

状はV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、llcmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y

2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。
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第222図 279-284号ピット、 287号ピット、 289-292号ピットの分布図

280号ピット(古墳 157)

遺構 M-8グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.24m、短

軸の長さが0.23mを測る O 長軸のN1i直変換方位はN-310 -Wを指向している。断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)士層であ

るO 遺物は出土しなかった。

281号ピット(古墳-158)

遺構 M-8グリッドの中央部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.23m、

短軸の長さが0.17mを測る O 長軸のN値変換方位はN-250 -Wを指向している O 断面形状は浅い丸底状

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 211)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。

282号ピット(古墳-159)

遺構 M-8グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.27m、短

軸の長さが0.23mを測る O 長軸のN値変換方位はN-680 -Wを指向している O 断面形状は上に広く開く

U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 211) 

土層である。遺物は出土しなかった。

283号ピット(古墳-160)

遺構 M-8グリッドの北西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.21m、

短軸の長さが0.17mを測る。長軸のN値変換方位はN-260 -Wを指向している O 断面形状は上に広く開

くV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'14cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1) 

土層である O 遺物は出土しなかった。

284号ピット(古墳-161)

遺構 M-8グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.38m、短

軸の長さが0.37m を測る O 長軸の N~直変換方位は N-300 -E を指向している。断面形状は V字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で34cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 211)士層である O 遺

物は出土しなかった。
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287号ピッ卜(古墳ー162)

遺構 M-8グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.40m、短

軸の長さがO.22mを測る。長軸のN値変換方位はN-330 -wを指向している。断面形状は中間に段があ

り上に開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で16cmある。覆土は 1層で構成され、黒色

(2.5Y 2/1)土層である。遺物は出土しなかった。

291ピ

279""'284号ピット、 287号ピット、 289""'292号ピットの平面・断面図

289号ピッ卜(古墳ー163)

遺構 M-8グリッドの北西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.40m、短

軸の長さがO.34mを測る。長軸のN値変換方位はN-30 
- Eを指向している。断面形状は丸底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は I層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である。遺

物は出土しなかった。
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E 調査の結果是正信遺跡 3.遺梼と遺物

290号ピット(古墳-164)

遺構 M-8グリッドの北東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.32m、

短軸の長さが0.21mを測る O 長軸のN値変換方位はN-400 
- Eを指向している O 断面形状は丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/1)土層である。

遺物は出土しなかった。

291号ピット(古墳-165)

遺構 L-8グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.22m、短

軸の長さが0.22mを測る O 長軸のN値変換方位はN-450 
- Eを指向している O 断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で、22cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/l)土層であ

るO 遺物は出土しなかった。

292号ピット(古墳-166)

遺構 L-8グリッドの北東部に位置し、平面形状は椅円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.50m、

短軸の長さが0.23mを測る O 長軸のN値変換方位はN-360 - Wを指向している O 断面形状は上に広く開

くV字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、12cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y 2/l) 

土層である O 遺物は土師器の霊の口縁部片が 1点、体部片が6点の計7点出土している O その内、図化が

可能な土師器の斐の口縁部片 1点を図示した。

遺物 第224図の 1は斐の口縁部片で、口縁部は「く」の字状に外反している O 外面は口縁部にナデ仕上

げが認められ、頚部は縦位のハケ目痕が残っている O 内面は口縁部から頚部に横位のハケ目痕が残ってい

るO 胎土は普通で石英・雲母・黒色粒を含んで、いる O

• 295"'297ピット、 299号ピット

295~297号ピット、 299号ビットは 1 -9グリッド

の北西部に分布し、 39・40号士坑の東側に位置して

いる。
o 10cm 

202ピー1

第224図 292号ピットから出土した土師器の実測図

H-8+， -8 1-8+J-8 

o 
295ピ

ヘ£，
J

一

句

n

H

V

F

E

--'nd

白

、，，
 

o 
296ピ: 40士

、.，.----.. 2貯ピ，f ¥

句、 ¥34土¥
299ピ¥‘

第225図 295~297号ピット、 299号ピットの分布図

295号ピット(古墳-167)

遺構 1 -9グリッドの北西部で、 39・40号士坑の東側に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模

は長軸の長さが0.21m、短軸の長さが0.17mを測る O 長軸のNイI宣変換方位はN-80
- Eを指向している O

断面形状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y

2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

-193-



3.遺梼と遺物来信遺跡調査の結果E 

296号ピット(古墳-168)

遺構 I -9グリッドの北西部で、 39・40号土坑の東側に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模

は長軸の長さが0.23m、短軸の長さが0.20mを測る O 長軸のN値変換方位はN-380 -Wを指向している。

断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、10cmある O 覆土は 1層で構成され、

黒色 (2.5Y 2/1)士層である。遺物は出土しなかった。
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297号ピッ卜(古墳 169)

遺構 I -9グリッドの北西部で、 39・40号土坑の東側に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模

は長軸の長さが0.26m、短軸の長さが0.20mを測る O 長軸のN値変換方位はN-770 - Wを指向している。

断面形状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (2.5Y

2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。

。

295~297号ピット、 299号ピットの平面・断面図

299号ピット(古墳-170)

遺構 I -9グリッドの北西部で、 39・40号土坑の東側に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は

長軸の長さが0.22m、短軸の長さが0.21mを測る。長軸のN値変換方位はN-450 
- Eを指向している O 断

面形状は上に聞く V字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある O 覆土は 1層で構成され、黒

色 (2.5Y 2/1)土層である O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.若様と遺物

( 3 )中世の遺構と遺物

今回の調査で確認した中世の遺構は、溝状遺構が 1条、穴状遺構のうちピットが18基である O 遺物は、

溝状遺構の覆土から244点出土している O
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第227図 中世の遺構分布図

〈溝状遺構〉

6号溝跡(中世-1) 

遺構 6号溝跡はE-5グリッドの中央よりやや南寄りから東方向に伸長し、東端部は未調査地区のため

確認できなかった。規模は長さが18.62mで、幅はO.56~ 1. 10mである O 東西軸のNイ直方位は変化点が 3 箇

所認められる O 東側から N-74.60 - W、変化点でN-86.10 -W、変化点でN-78.80 -W、変化点でN-

87.90 
- Wを指向する。断面形状はU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'77cmある O 覆土は

A-A' では層で構成される O 断面A-A' の 1層は黒褐色 (10YR 2/3)士層、 2層は黒色(IOYR

2/2)土層、 3層は黒褐色 (10YR 2/1)土層である。
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E 調査の結果兼停遺跡 3.還梼と造物

/)> 

。 5m 

千-5 + 
A A' 

一一 8.350

1 10YR2/3 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。

2 
3 2.5Y7/4 浅黄色・ 2.5YR4/8 赤褐色粒子(直径 1-2mm大)が 5%ほど混じる。

2 10YR2/2 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。
2.5Y7/4 浅黄色・ 2.5YR4/8 赤褐色粒子(直径 1-2mm大)が 5%ほど混じる O

3 10YR2/1 黒色粘性かなり強く、締まりやや強い。
2.5Y6/3 にぶい黄褐色粒子(直径5-10mm大)が25%ほど混じる。

o 1m 

第228図 6号溝跡の平面・断面図

遺物は覆土から弥生土器の口縁部片が 1点、体部片が17点の計18点、土師器の口縁部片が 6点、体部片

が31点、底部片が 4点の計41点、須恵器の口縁部片が 5点、体部片が13点の計18点、山茶碗の皿片が 1

点、口縁部片が32点、体部片が95点、底部片が39点の計167点で合計244点出土している O その内、図化

が可能な山茶碗の碗の底部片 2点、小皿 1点の計3点を図示した。

¥二よゴ
6溝-1 ~-2 七三一ヌ

o 1Ocm 

第229図 6号溝跡から出土した山茶碗の実測図

遺物 第229図の 1は碗の底部片で、平底の底部に断面が三角形の貼り付け高台が付いている O 外面は底

部から高台部分にナデ仕上げが認められ、底部に回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが

認められる O 胎土は密で、灰色・白色粒と喋 (5.0mm大)を含んでいる o 2は碗の底部片で、平底の底部

に断面が細い長方形の貼り付け高台が付いている O 体部は内湾して立ち上がっている。外面は底部から高

台部分にナデ仕上げが認められ、底部に回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められ、

内外面とも紬がかかっている。胎土は密で、灰色・白色粒を含んでいる o 3は小皿で、平底の底部に断

面が台形の貼り付け高台が付いている O 体部は内湾し、口縁部はやや外反する。外面は口縁部から高台部

分にナデ仕上げが認められ、底部に回転糸切り痕が残っている。内面は全体にナデ仕上げが認めらる O 胎

土は密で、黒色・白色粒を含んでいる O

〈穴状遺構〉

・29・40号ピッ卜

29・40号ピットは 1-7グリッドに分布している O

29号ピット(中世-1)

遺構 1 -7グリッドの中央部よりやや北に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さ

が0.97m、短軸の長さが0.36mを測る。長軸のN値変換方位はN_50 -Eを指向している O 断面形状は丸

底状を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で、28cmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/4) 

土層である O 遺物は出土しなかった。



E 調査の結果兼f育遺跡 3.選棒と造物

40号ピット(中世-2) 

遺構 1 -7グリッドの南東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.32m、

短軸の長さが0.25mを測る。長軸のN値変換方位はN-400 
- Eを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 6cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (7.5YR 2/1)土層である。遺

物は出土しなかった。
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第230図 29・40号ピットの分布図
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第231図 29・40号ピットの平面・断面図

.42・43号ピット

42・43号ピットはB-4グリッドの南東部に分布している。

42号ピット(中世-3) 

遺構 B-4グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.21m、短

軸の長さが0.19mを測る。長軸のN値変換方位はN-400 - Wを指向している。断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある。覆土は 1層で構成され、黒褐色 (lOYR 2/3)土

層である。遺物は出土しなかった。

43号ピット(中世-4) 

遺構 B-4グリッドの南東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.34m、

短軸の長さが0.29mを測る。長軸のN値変換方位はN-450
- Eを指向している。断面形状はU字形を呈

し、遺構確認、面からの深さは最深部で46cmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色 (lOYR 3/3)土層であ

る。遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果請を停遺跡 3.遺袴と遺物
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第232図 42・43号ピットの分布図
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第233図 42・43号ピットの平面・断面図

.45""47号ピット

45~47号ピットはA-5 グリッドの東部から B-5 グリッドの西部にかけて分布している O

45号ピット(中世-5) 

遺構 B-5グリッドの西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さがO.34m、短

軸の長さがO.27mを測る O 長軸のN値変換方位はN一一750
- Eを指向している O 断面形状は舟底状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で'18cmある O 覆土は 1層で構成され、暗褐色(lOYR 3/3)士層である。

遺物は出土しなかった。

46号ピット(中世-6) 

遺構 B-5グリッドの西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.29m、短

軸の長さがO.23mを測る。長軸のN1i宜変換方位はN-410 
- Eを指向している O 断面形状はU字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で12cmある O 覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3)土層である O

遺物は出土しなかった。

47号ピット(中世-7)

遺構 A-5グリッドの東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さがO.48m、短

軸の長さがO.35mを測る O 長軸のN値変換方位はN_770 
- Eを指向している O 断面形状はU字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で'llcmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色(lOYR 3/3)士層である O

遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果来停遺跡 3.選梼と遺物
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第234図 45----47号ピットの分布図
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第235図 45----47号ピットの平面・断面図

・84.....92号ピット、 97・98号ピット

84~92号ピットはK- 7グリッドの中央部から L-7グリッドの西部にかけて分布し、 97・98号ピット

はK-8グリッドの北部に分布している。

84号ピット(中世-8) 

遺構 L-7グリッドの西部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している。規模は長軸の長さが0.43m、

短軸の長さが0.38mを測る。長軸のN値変換方位はN-420
- Eを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部でllcmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (10Y 2/1)土層である。遺

物は出土しなかった。

85号ピット(中世-9) 

遺構 L-7グリッドの西部に位置し、平面形状は不定形を呈している。規模は長軸の長さが0.35m、短

軸の長さが0.30mを測る。長軸のN値変換方位はN-250 -Eを指向している。断面形状は上に開く V字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で17cmある。覆土は 3層で構成され、 1層は黒褐色 (10YR

2/2)土層、 2層は黒褐色(lOYR 2/3)土層、 3層は黒褐色 (10YR 2/1)土層である。遺物は出土しな

かった。

86号ピット(中世-10)

遺構 K-7グリッドの南東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.32m、短

軸の長さが0.28mを測る。長軸のN値変換方位はN-640 -Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (10Y 2/1)土層である。遺物は出

土しなかった。
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E 調査の結果表作手遺跡 3.若様と遺物
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第236図 84"""92号ピット、 97・98号ピットの分布図

87号ピット(中世-11)

。
85ピ

5m 

遺構 K-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.24m、短

軸の長さがO.23mを測る。長軸のN値変換方位はN-240 - Wを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (10Y 2/1)土層

である。遺物は出土しなかった。

88号ピット(中世-12)

遺構 K-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さがO.39m、

短軸の長さがO.32mを測る。長軸のN値変換方位はN-720
- Eを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は I層で構成され、黒色(lOY 2/1)土層である。遺

物は出土しなかった。

89号ピット(中世-13)

遺構 K-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.28m、短

軸の長さがO.27mを測る。長軸のN値変換方位はN-370 - Wを指向している。断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、14cmある。覆土は I層で構成され、黒色 (10Y 2/1)土層

である。遺物は出土しなかった。

90号ピット(中世-14)

遺構 K-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.27m、短軸

の長さがO.24mを測る。長軸のN値変換方位はN-320 -Wを指向している。断面形状は浅い丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で 4cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (10Y 2/1)土層である。

遺物は出土しなかった。
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3.遺梼と遺物ヨ駐停遺跡調査の結果E 
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84"'92号ピット、 97・98号ピットの平面・断面図

91号ピット(中世-15)
遺構 K-7グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.25m、短

軸の長さが0.24mを測る O 長軸のNイl宣変換方位はN-400-Wを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 6cmある。覆土は 1層で構成され、黒色(10Y 2/1)土層

である。遺物は出土しなかった。

第237図

92号ピット(中世一16)

遺構 K-7グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.38m、短軸

の長さが0.33mを測る O 長軸のN値変換方位はN-630-Eを指向している。断面形状は浅い丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (10Y 2/1)土層である O

遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺待と遺物

97号ピット(中世-17)

遺構 K-7グリッドの北部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.26m、短軸

の長さが0.24mを測る O 長軸のN値変換方位はN-360-Wを指向している O 断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'10cmある O 覆土は 1層で構成され、黒色 (10Y 2/1)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。

98号ピット(中世-18)

遺構 K-7グリッドの北部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.23m、短軸

の長さが0.20mを測る O 長軸のN値変換方位はN-350 
- Eを指向している。断面形状は浅い丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある。覆土は 1層で構成され、黒色 (10Y 2/1)土層である。

遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼停遺跡 3.若様と遺物

(4)近世の遺構と遺物

今回の調査で確認した近世の遺構は、溝状遺構が8条、穴状遺構のうち土壌墓が26基、ピットが16基、

井戸跡が 1基である。

遺物は、溝状遺構から594点、ピットから 2点、土壌墓から58点出土している。
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第238図 近世の遺構分布図

〈溝状遺構〉

1号溝跡(近世-1) 

遺構 1号溝跡は 1-6.7・8グリッドの中央部を南南西方向に伸長し、北端部は未調査地区のため確認

できなかった。南端部以南は削平されている。規模は長さが9.42m、幅は1.48~ 1.95mである。南北軸のN

値方位はN-21.80 
- Eを指向する。断面形状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で108cmある。

覆土はA-A' は 2層で構成される。断面A-A' の 1層は暗褐色 (10YR 3/3)土層、 2層は黒褐色

(10YR 2/3)土層である。
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E 調査の結果菜停遺跡 3.還袴と遺物
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1 10YR3/3 暗褐色粘性・締まりともにやや強い。
2 10YR2/3 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。

直径 2-5mm大の磯が20%ほど混じる。
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第239図 1号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果請をf誇遺跡 3.遺袴と造物

遺物は覆土から弥生土器の体部が8点、土師器が口縁部 1点、体部11点、底部 5点、土師質の士錘 1点

の計18点、須恵器が口縁部片 5点、体部片25点、底部片 6点の計36点、陶器片が21点、磁器片が 2点で、

合計86点出土している O その内、図化が可能な土

師質の土錘 1点を図示した。

遺物 第240図の 1は一部欠損しているが土錘で薄

手の管状を呈し、断固形状は円形である O 長さ

20.5mm、最大幅8.0mm、孔径2.5mm、重量は1.15gある O

胎土は密で、白色・灰色粒を含んでいる O

向
川
川
W

① 1溝ー1 o 3cm 

七二二二ゴ

第240図 1号溝跡から出土した土鍾の実測図

2号溝跡(近世-2) 

遺構 2号溝跡はD-6グリッドの西部より西方向に伸長し、 c-6グリッド南東部で南方向に屈曲し、

終息している O 規模は東西方向の長さが2.86m、南北方向の長さが2.23mで、合計5.10m、幅は0.24~0.48mで

ある O 東西軸のN値方位は変化点が 1箇所、屈曲点が 1箇所認められる。東端から N-87.00-W、変化

点でN-74.00 
- E 、屈曲点でN-10.40 -Eを指向する。すなわち東西軸と南北軸は内角106.90 で屈曲し

ていることになる O 断面形状は浅いU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で21cmある O 覆土は

A-A' は 2層、 B-B' は 1層で構成される。断面A-A'の 1層は黒褐色 (10YR 212)土層、 2

層は黒色 (7.5Y R 1. 7 /1)土層である O 断面B-B' の I層は黒褐色 (10YR 2/2)土層である O

遺物は覆土から須恵器の体部片 3点、底部片 2点で計 5点出土したが、図化が可能な破片はなかった。

2溝

B 

三ま工主主

o o 
E二二二Z

50cm 

c-斗

1 10YR2/2黒褐色粘性強く、締まりやや強い。
10YR7/6 明黄褐色・ 10YR5/8 明褐色・ 10YR8/6 黄櫨色
粒子(直径 1mm以下大-35mm大)が10%ほど混じる。

2 7.5YR1.7 /1 黒色 (上層より水分が多い)
粘性はかなり強く、締まりはやや強い。

10YR7/6 明黄褐色・ 7.5YR5/8 明褐色・ 2.5Y6/2灰黄色
粒子(直径 1mm以下大一12mm大)が10%ほど混じる。

第241図 2号溝跡の平面・断面図

3号溝跡(近世 3 ) 

遺構 3号溝跡はB-5グリッドのほぼ中央部を南北方向に伸長し、溝の両端部は削平されている O 規模

は長さが3.69mで、幅は0.23~1.03mである O 南北軸のN値方位は変化点が 2箇所認められる O 北側ヵ、ら

N -5.20 -W、変化点でN-37.30 - W、変化点でN-2.00 - Wを指向する O 断面形状は上に聞く U字形を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で39cmある O 覆土はA-A' は3層で構成される O 断面A-A'の

1層は黒褐色 (10YR 2/3)土層、 2層は黒色 (10YR 212)土層、 3層は黒褐色 (10YR 21 1)土

層である O

遺物は覆土から須恵器の底部片が 1点出土したが、図化が可能な破片ではなかった。
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺梼と遺物

。

4号溝跡(近世-4) 

A A' 
- 8.887 

o 50cm 

1 10YR2/3 黒褐色粘性、締まりともにやや強い。(水分含む)
lOYR7/6 明黄褐色・ 10YR5/6 黄褐色粒子(直径2-3mm大)が
2%ほど混じる。

2 10YR2/2 黒褐色粘性、締まりともにやや強い。
7.5YR4/6 褐色・ 7.5YR5/8 明褐色・ 7.5YR8/3 浅黄樫色
7.5YR5/4 にぶい褐色粒子(直径 1mm大一13mm大)が10%ほど混じる。

3 lOYR2/l 黒色 (2/2黒褐色に近Lミ)粘性はやや強く、締まりはやや弱い。

第242図 3号溝跡の平面・断面図

遺構 4号溝跡はA-5グリッドの中央よりやや南部を東西方向に伸長し、西端部は未調査地区のため確

認できなかった。東端部は削平されている O 規模は長さが1.58m、幅はO.27~O.52mで、ある O 東西軸のN値

方位はN-83.60 
- Eを指向する O 断面形状は上に広く開く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深

部で17cmある。覆土はA-A' は 1層で構成される O 断面A-A'の1層は暗褐色(lOYR 3/3)土層

である O 遺物は出土しなかった。

5号溝跡(近世-5) 

遺構 5号溝跡はB-5グリッドの西部を東西から南北に伸長し、溝の両端部は削平されている。規模は

東西方向の長さが1.56mで、南北方向の長さが1.19mで合計2.74m、幅はO.30~O.62mで、ある O 南北軸の N

4溝¥>

2m 

第243図 4・5号溝跡の平面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺棒と遺物

値方位は屈曲点が 1箇所認められる O 西側から N-45.40 
- E 、屈曲点でN-21.70-Wを指向する O すな

わち東西軸と南北軸は内角67.10 で屈曲していることになる。断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面

からの深さは最深部で'43cmある。覆土はA-A' は1層で構成される O 断面A-A'の1層は黒褐色 (10

YR 213)土層である O 遺物は出土しなかった。

A 

三さ入、 1 メ三

A-斗

1 10YR3/3 暗褐色粘性・締まりともにやや強い
5YR7/8 穫色直径2mm大
10YR1.7 /l黒色直径50mm以下斑状に混じる。
10YR6/6 明黄褐色直径一 2mm大・ 10YR8/4 浅黄樺色直径 lmm以下粒子が 2%ほど混じる。

一ープコF

nu 
k
u
 

nu 
n
M
 

，
 

B
 

B 

/FJ¥¥1J 

1 10YR3/3 暗褐色粘性・締まりともにやや強い
5YR7/8 稽色直径2mm大
10YR1.7 /1 黒色直径50mm以下斑状に混じる。
10YR6/6 明黄褐色直径一 2mm大・ 10YR8/4 浅黄櫨色直径 1mm以下粒子が 2%ほど混じる。

50cm 

第244図 4・5号溝跡の断面図

21号溝跡(近世-6) 
遺構 21号溝跡は L-7グリッド南東部とM-7グリッドとの境界付近から東南東方向に伸長し、東端部

は22号溝跡に流入している O 規模は長さが3.44m、幅は1.02~1.54mである O 東西軸のN値方位は変化点が

1箇所認められる O 西側から N-87.60-W、変化点でN-67.10-Wを指向する O 断面形状は浅い丸底状

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、22cmある O 覆土はA-A' は1層で構成される O 断面A-A'

のl層は黒褐色 (7.5YR 3/2)土層である O 遺物は出土しなかった。

22号溝跡(近世一7)

遺構 22号溝跡は調査区東側拡張区にあり、 M-7グリッドの中央音防、ら南南西方向に伸長し、 M-8・

9グリッド、 L- 8・9グリッドを経て、南端部は未調査地区のため確認できなかった。規模は長さが

19.18mで、幅は0.30~4.29mである O 南北軸の N値方位は変化点が 4 箇所認められる O 北側から N-

13.80 
- E 、変化点でN-3.00 - W、変化点でN-14.60 

- E 、変化点でN-33.10 
- E 、変化点でN-

53.30 
- Eを指向する O 断面形状は浅い丸底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、68cmある O 覆土

はA-A' は 1層で構成される O 断面A-A'の 1層は褐灰色 (7.5YR 411)土層である。

遺物は覆土から土師器片、須恵器片、陶器片、かわらけ片、銭貨など504点出土している O その内、図

化が可能な土師器 1点、かわらけ 2点、銭貨 2点を図示した。

207-



E 調査の結果兼停遺跡 3.還梼と遺物

21溝 ." ". 

一同-8

o 

22溝

s' 

A 

21溝

1 7.5YR3/2 黒褐色粘性・締まりともにやや強い。

。

十

三入六三よ-A
22溝

1 7.5YR4/l 褐灰色粘性・締まりともにやや強い。
7.5YR3/2 黒褐色土が 5%ほど混じる。

十

第245図 21・22号溝跡の平面・断面図

g 

@ 
円
。
回
.
@

@ 

第246図 22号溝跡の遺物出土状況図
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o 10cm 

E 調査の結果兼傍遺跡 3. i茸符と遺物

¥ ドグ

第247図 22号溝跡から出土した遺物の実測図

1 土師器、 2.3 かわらけ 4・5 銭貨(実大)

22溝-5

遺物 第247図の 1は土師器の杯の底部片で、平底の底部から外反している O 内外面とも摩耗のため調整

方法については不明瞭で、ある O 胎土は普通で、、茶色・赤色・透明粒を含んで、いる o 2はかわらけの小皿

で、平底の底部から口縁部まで直線的に聞いている O 外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められ、底

部に回転ヘラ削り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は普通で、白色・灰色・

赤色・透明粒と小磯 (2mm大)を含んでいる。 3はかわらけの小皿で、平底の底部から口縁部まで直線

的に聞いている O 外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められ、底部に回転ヘラ削り痕が残っている O

内面は全体のナデ仕上げが認められる。胎土は普通で、灰色・赤色・透明粒を含んで、いる o 4・5は渡

来銭である o 4は銭貨「元豊通賓jで、径23.1mm、重量2.61gある o 5は銭貨「聖宋元賓」で、径24.3mm、

重量3.19gある O

19・25号溝跡(近世 8 ) 

遺構 19・25号溝跡は調査区南東部にあり、 J-9.K-9グリッドから J-lO・ K-10グリッド、 J-

七-9

+ 

十

+ 

B 

Eミ Fζ三

1 10YR3/1 黒褐色土と7.5YR2/1 黒色土が混じり合っている。
底面付近には、 2.5Y5/3 黄褐色が多い。
粘性・締まりともにやや強い。
10R3/6 暗赤色直径 2-3mm大のもろい細粒と
2.5Y8/6 黄色直径3mm大のもろい細粒が 1%ほど混じる。

三二
ノどι三

~ 

。 2m 

1 10YR3/1 黒褐色土と7.5YR2/1 黒色土が混じり合っている。
底面付近には、 2.5Y5/3 黄褐色が多い。
粘性・締まりともにやや強い。
10R3/6 暗赤色直径 2-3mm大のもろい細粒と
2.5Y8/6 黄色直径3mm大のもろい細粒が 1%ほど混じる。

第248図 19・25号溝跡の平面・断面図
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E 調査の結果兼傍遺跡 3. :i宣袴と造物

11.K-11グリッド、 J-12・K-12グリッドへ南北方向に伸長し、南端部は 9号溝跡を切っている O

規模は長さが33.56mで、幅は1.58~4. lOmで、ある。南北軸のN値方位は変化点が 4 箇所認められる O 北

端から N- 8.60 
- E 、変化点でN-2.70 - W、変化点でN-12.40 

- E 、変化点でN-2S-E 、変化点

でN-22.40 
- Wを指向する O 断面形状は皿状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で99cmある O 覆土

はA-A'、B-B' ともに 1層で構成され、黒褐色 (10YR 311)土層と黒色 (7.5YR 2/1)土と撹

乱の混じり合った土層である O

遺物は覆土から弥生土器の聾の口縁部片が2点、体部片が29点の計31点、土師器の口縁部片が 1点、体

部片が13点の計14点、須恵器の口縁部片が2点、体部片が2点、底部片(高台付)が3点の計9点で合計

54点出土したが、撹乱の混じり合った土層からの出土である O 図化が可能な破片はなかった。

く穴状遺構〉

土墳墓

土墳墓は正陵裾部のB-4グリッド、 c-3・4グリッド、 D-4グリッドから25基と、緩傾斜面のG-6 

グリッドから 1基 (25号土墳墓)確認できた。

2墓¥..J.-、

ロ 。--f-3 。
{活設in(目，''-，，"，

17墓
18墓

。 。 20墓

句

ろ3
O 1し3ム墓し14墓J 

19墓

8墓 。
15墓

台ー 半
5m 

第249図 丘陵裾部における土墳墓の分布状況図

1号土壌墓

遺構 調査区域の北西部でB-4グリットに位置する。平面形状は長方形を呈する O 規模は長軸の長さ

O.76m、短軸の長さO.55mを測る。長軸のN値変換方位はN-70 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、29cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y611) 

土層である O

遺物は覆土から銭貨が3枚、人骨が 1体分出土した。その内、図化が可能な銭貨 3枚を図示した。人骨

については分析結果を附載で取り上げている O

遺物 第図の 1は銭貨「寛永通賓」で、径24.7mm、重量2.80gある o 2は銭貨「寛永通賓」で、径24.0mm、

重量2.25gある。 3は銭貨「寛永通賓」で、径23.9mm、重量2.53gある O
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺梼と遺物

O
F寸
.
N
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05Ocm  

第250図 1号土墳墓の平面・断面図

④ 

B 1\\ 述冠JWr:支都岨~ 1 ¥ B' 

<(1 

B .e12.500m 

50cm 

第251図 1号土壇墓の遺物出土状況図

1墓-1 1墓-2

第252図 1号土墳墓から出土した銭貨の拓影(実大)
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E 調査の結果兼停遺跡 3.置袴と造物

2号土壌墓

遺構 調査区域の北西部でB-4グリット内に位置する。北部を 1号土墳墓に切られ、南部を 3号土墳墓

に切られているが、平面形状は長方形を呈すると思われる O 規模は長軸の長さ0.40m、短軸の長さ0.37m

を測る O 長軸のN値変換方位はN-50 -Eを指向している。断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認

面からの深さは最深部で13cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y611)土層である O 遺物は出土し

なかった。

A 

A' 

A 一-J12200

」へしメ三f
。 50cm 

第253図 2号土壇墓の平面・断面図

3号土壌墓

遺構 調査区域の北西部で、 B-4グリット内に位置する O 平面形状は長方形を呈する。規模は長軸の長

さ1.03m、短軸の長さ0.65mを測る。長軸のN値変換方位はN-100 
- Eを指向している O 断面形状は上に

聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で17cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)

土層である O

∞
ド
0
.
N
F

B B' 

に -~ 
B 

EニニニEニニヨ
50cm 

Eニゴ

第254図 3号土墳墓の平面・断面図
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺袴と遺物

④ 
<(1 

B' 

<(1 

EL 骨骨C>~性差E1:Doom
50cm 

第255図 3号土壇喜の遺物出土状況図

第256図 3号土壌墓から出土した銭貨の拓影(実大)

遺物は銭貨が6枚と人骨が 1体分出土している。その内、図化が可能な銭貨6枚を図示した。人骨につ

いては分析結果を附載で取り上げている。

遺物 第256図の 1銭貨「寛永通賓」で、径22.4mrn、重量1.44gある。 2は銭貨「寛永通賓jで、径

23.4mrn、重量2.23gある。 3は銭貨「寛永通賓jで、径23.9mrn、重量2.49gある。 4は銭貨「寛永通賓J
で、径22.8mrn、重量2.07gある。 5は銭貨「寛永通賓jで、径25.3皿、重量2.87gある。背面に「文」の文

字が認められる。 6は銭貨「寛永通賓jで、径25.0mrn、重量3.93gある。背面に「文」の文字が認められ

る。

4号土壌墓

遺構調査区域の北西部で、 B-4グリット内に位置する。平面形状は方形を呈する。規模は長軸の長さ

O.35m、短軸の長さO.25mを測る。長軸のN値変換方位はN-200 -Wを指向している。断面形状は上に広

く聞く V字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y

6/1 )土層である。遺物は覆土から人骨片と、銭貨が2枚並ぶように出土した。その内、図化が可能な銭

貨 2点を図示した。



E 調査の結果兼停遺跡 3.道梼と遺物

O
N凶
.
N
F

o 

第257図 4号土墳墓の平面・断面図

50cm 

A 五二 12.520

も〆三三
どど~

s' 
B S' 12.030 

E回忌 / ¥  一ー一

o 

第258図 4号土壇墓の遺物出土状況図

50cm 

第259図 4号土壌墓から出土した銭貨の拓影(実大)

遺物 第259図の 1は銭貨「寛永通賓jで径22.6皿、重量1.72gある。 2は欠損しているが銭貨「寛永通

賓Jで、径23.2rnm、重量1.62gある。

5号土墳墓

遺構調査区域の北西部で、 B-4グリット内に位置する。平面形状は方形を呈する。規模は長軸の長さ

O.72m、短軸の長さ0.49mを測る。長軸のN値変換方位はN_80 
- Eを指向している。断面形状は皿状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)土層である。

遺物は出土しなかった。
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第260図 5号土壌墓の平面・断面図

E 調査の結果表情遺跡 3.遺梼と遺物

50cm 

6号土壌墓

遺構 調査区域の北西部でB-4グリット内に位置する。平面形状は長方形を呈する。規模は長軸の長さ

O.68m、短軸の長さO.50mを測る。長軸のN値変換方位はN-50 -Eを指向している。断面形状は浅い丸

状を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で 7cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)土層で

ある。

B B' 

<1 
旦二 12.320

B 

三ミーへ ~ 
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~ 

o 

。N凶
.
N
F

50cm 

第261図 6号土墳墓の平面・断面図

遺物は覆土から人骨片(歯)と、銭貨が5枚が重なって出土した。その内、図化が可能な銭貨6枚を図

示した。
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E 調査の結果請を信遺跡 3.若様と遺物

6墓-4

262図 6号土壇墓から出土した銭貨の拓影(実大)

遺物 第262図の 1は欠損しているが銭貨「寛永通賓」で径23.1mm、重量1.86gある o 2は銭貨「寛永通

賓jで径23.8mm、重量2.05gある o 3は銭貨「寛永通賓」で背面に「丈jの文字が認められる O 径25.1mm、

重量3.31gある o 4は銭貨「寛永通賓jで背面に「文Jの丈宇が認められる O 径25.0mm、重量2.81gある O

5は銭貨「寛永通賓」で背聞に「丈Jの文字が認められる O 径24.8mm、重量3.18gある O

7号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でB-4グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する O 規模は長軸の長さ

O.53m、短軸の長さ0.49mを測る O 長軸のN値変換方位はN-50-Wを指向している O 断面形状は皿状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'l1cmある O 覆土は1層で構成され、灰色 (5Y611)土層である。

遺物は覆土から鉄釘が 4点、人骨片が出土した。その内、図化が可能な鉄釘 4点を図示した。

A' A 
一一一 12.100

B s' 

B 

三~---
~-12.490 

50cm 

第263図 7号土壌墓の平面・断面図
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺符と造物

， 

o 5c町、 eT 。 。 亀
7墓-1 7墓-2 7墓-3 7慕-4

第264図 7号土墳墓から出土した鉄釘の実測図

遺物 第264図の 1.......4は鉄釘である。 1は一部欠損し、断面は四角形で、長さ33.3mm、重量1.51gある O

2は断面は四角形で、長さ44.3mm、重量1.25gある o 3は一部欠損し、断面は四角形で、長さ34.7mm、

重量1.14gある。 4は断面は四角形で、長さ46.2剛、重量2.29gある O

8号土壌墓

遺構 調査区域の北西部でB-4グリット内に位置する O 平面形状は長方形を呈する。規模は長軸の長さ

0.45m、短軸の長さO.35mを測る。長軸のN値変換方位はN-90
- Eを指向している。断面形状は浅い丸

底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 9cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)土層

である O 遺物は覆土から人骨片が出土した。

A A' 
一一一 12.380

B' 
B s' 

一一一 11.940 
B 

ユ一一五
50cm 

第265図 8号土壇墓の平面・断面図

9号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でB-4グリットに位置する O 平面形状は長方形を呈する O 規模は長軸の長さ

O.72m、短軸の長さ0.46mを測る。長軸のN値変換方位はN_70 
- Eを指向している O 断面形状は皿状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)土層である。

遺物は出土しなかった。

10号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でB-4グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する。規模は長軸の長さ

O.22m、短軸の長さO.58mを測る O 長軸のN値変換方位はN-70
- Eを指向している O 断面形状は浅い丸

底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y611)土層

である。遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺袴と遺物

A 
五-12.590

B 日'

B B' 
一一 12.590

C C' 

三三E 竺 3 ・1 ど三三三三

三 E
50cm 

第266図 9・10号土壇墓の平面・断面図

11号土壌墓

遺構 調査区域の北西部でc-4グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する。規模は長軸の長さ

O.72m、短軸の長さO.71mを測る O 長軸のN値変換方位はN-70
- Eを指向している。断面形状は皿状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で22cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y611)土層である O

B 
戸-ーー

e' 
F戸-

A 竺-13.030 

三(E

第267図 11号土壌墓の平面・断面図
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第268図 11号土壌墓から出土した鉄釘の実測図

E 調査の結果来信遺跡 3.遺待と遺物

n
n
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H
U
V
H
F
 

仔
U
M
M
U
I

Q
m
V
H
u
 

f
f
-

P くa o 5c昨1。
11墓-3 11墓 4 11墓-5

遺物は覆土から鉄釘 5点が出土した。その内、図化が可能な鉄釘 5点を図示した。

遺物 第266図の 1""'5は鉄釘である o 1は一部欠損し、断面は四角形で、長さ42.6mm、重量0.55gある O

2は断面は四角形で、長さ40.7剛、重量0.89gある o 3は断面は四角形で、長さ44.5mm、重量0.93gある O

4は一部欠損し、断面は四角形で、長さ30.5mm、重量0.93gある o 5は一部欠損し、断面は四角形で、

長さ34.3mm、重量0.91gある O

12号土壇墓

遺構 調査区域の北西部でC-4グリット内に位置する O 平面形状は長方形を呈する O 規模は長軸の長さ

0.62m、短軸の長さ0.40mを測る O 長軸のN値変換方位はN-150-wを指向している O 断面形状は浅い丸

底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y611)士層

である O 遺物は出土しなかった。

8 
、、~、

A A' 
一一 12.450 

B 旦-12.450 
8' ---¥ 

さミメ=
50cm 

第269図 12号土壌墓の平面・断面図

13号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でC-4グリット内に位置する O 平面形状は長方形を呈する O 規模は長軸の長さ

0.78m、短軸の長さ0.50mを測る O 長軸のN値変換方位はN_100 
- Eを指向している。断面形状は皿状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'14cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)士層である。

遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.道袴と遺物

B B' 

A 

B 

どど竺竺

A' 

~-12.100 

三三 司王

第270図 13号土墳墓の平面・断面図

14号土壇墓

遺構 調査区域の北西部でC-4グリット内に位置する O 平面形状は長方形を呈する O 規模は長軸の長さ

O.78m、短軸の長さO.63mを測る O 長軸のN値変換方位はN-130 
- Eを指向している O 断面形状はU字形

を呈し、遺構確認、面からの深さは最深部で、45cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)士層であ

るO 遺物は覆土から人骨片が出土した。

s .....--

e' 

----

A 

B 

第271図 14号土壇墓の平面・断面図
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E 調査の結果兼佐遺跡 3.遺梼と遺物

15号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でc-4グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する O 規模は長軸の長さ

O.39m、短軸の長さO.37mを測る O 長軸のNイl宣変換方位はN-30
- Eを指向している O 断面形状はU字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'10cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)土層であ

るO 遺物は出土しなかった。

A 主二 11.430

s' 
B 

三し一一

50cm 。 1m 

第272図 15号土墳墓の平面・断面図

16号土壌墓

遺構 調査区域の北西部でc-4グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する O 規模は長軸の長さ

O.50m、短軸の長さ0.40mを測る O 長軸のN値変換方位はN-80-Wを指向している O 断面形状は上に開

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で14cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1) 

土層である。遺物は覆土から鉄釘 2点が出土した。その内、図化が可能な鉄釘 2点を図示した。

遺物 第272図の 1・2は鉄釘である o 1は一部欠損し、断面は四角形で、長さ30.3rnm、重量O.80gある。

2は一部欠損し、断面は四角形で、長さ31.6rnm、重量O.88gある O

A 企-12.550 

B 

8' 

B 

主 JZ 
o 50cm 

第273図 16号土墳墓の平面・断面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺待と遺物
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16墓-1 16墓-2

第274図 16号土墳墓から出土した鉄釘の実測図

17号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でC-3・4グリット内に位置する。平面形状は方形を呈する。規模は長軸の長

さO.67m、短軸の長さO.58mを測る O 長軸のN値変換方位はN-40 -Eを指向している O 断面形状は上に

聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で35cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y611) 

土層である。 遺物は覆士から人骨片が出土した。

B 

8' 

主-12.800
A 

Ji-
1m 

第275図 17号土壌墓の平面・断面図

18号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でC-3・4グリット内に位置する。平面形状は方形を呈する O 規模は長軸の長

さO.73m、短軸の長さO.70mを測る O 長軸のN値変換方位はN_50 -Eを指向している O 断面形状は皿状

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で15cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)土層であ

る。 遺物は覆土から人骨片が出土した。

一一222一一



B 旬、ーー同

E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺梼と造物

A 
主二 12.940

s' 

B 
B 

旦-12.680 

1m 

第276図 18号土壇墓の平面・断面図

19号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でc-4グリット内に位置する。平面形状は方形を呈する。規模は長軸の長さ

O.62m、短軸の長さO.55mを測る。長軸のN値変換方位はN-lQO-Wを指向している。断面形状は浅い丸

底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で17cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)土層

である。

司千

S' 

---‘ 

A 企-12.320 

ミ f ~~12.020 

。 50cm 

第277図 19号土壌墓の平面・断面図
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E 調査の結果請を傍遺跡 3.遺梼と遺物
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第278図 19号土壌墓から出土した鉄釘の実測図と銭貨の拓影(銭貨は実大)

遺物は覆土から、かわらけ片と人骨片、鉄釘 3点、銭貨 4枚が出土した。その内、図化が可能な鉄釘

3点、銭貨 4枚を図示した。

遺物 第278図の 1~3 は鉄釘である。 1 は断面は四角形で、長さ40.3mm、重量1.73gある o 2は一部欠損

し、断面は四角形で、長さ33.8mm、重量1.86gある o 3は一部欠損し、断面は四角形で、長さ23.0mm、重

量O.68gある o 4は銭貨「寛永通賓jで、径22.7mm、重量2.01gある o 5は銭貨「寛永通賓jで、径24.4

m、重量2.14gある o 6は銭貨「寛永通賓」で、径24.8mm、重量3.39gある o 7は銭貨「寛永通賓」で背

面に「丈」の文字が認められる O 径25.0mm、重量3.34gある O

20号土壌墓

B -

B 

。。由
.
N
F

B' -

<1 

~ 12.610 

50cm 

第279図 20号土墳墓の平面・断面図
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E 調査の結果兼信遺跡 3.遺待と遺物

遺構 調査区域の北西部でD-4グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する。規模は長軸の長さ

O.70m、短軸の長さO.52mを測る。長軸のN値変換方位はN-IO -Eを指向している O 断面形状は上に聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で'15cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y611) 

土層である。 遺物は覆土から、かわらけ片が出土したが、図化が可能な破片ではなかった。

21号土壇墓

遺構 調査区域の北西部でc-4グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する O 規模は長軸の長さ

1.13m、短軸の長さ1.10mを測る O 長軸のN値変換方位はN-80
- Eを指向している O 断面形状は上に聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で25cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1) 

土層である。

B 
-ー、、~

B 

B' ---

A 

第280図 21号土壇墓の平面・断面図

竺二 11.830

s' 
一一 11.560

遺物は覆土から、かわらけ片が2点、鉄釘 3点、銭貨 6枚、仏具のりん(鈴)が 1点、人骨片が出土し

た。その内、図化が可能なかわらけ 1点、鉄釘 3点、銭貨 6枚、りん(鈴)1点の計11点を図示した。
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E 調査の結果表情遺跡 3. i萱梼と遺物

巳 21
。三10cm 。

21墓-2 Q 21墓-3

5cm 

届) 21墓 4

第281図 21号土壇墓から出土した遺物の実測図と銭貨の拓影(銭貨は実大)

遺物 第281図の 1はかわらけの皿で、平底の底部で、体音防ミら口縁部は内湾気味に聞いている O 内外面

ともナデ仕上げが認められる。外面は底部に回転糸切り痕が残っている O 胎士は普通で、黒色・赤色・石

英粒を含んで、いる o 2---4は鉄釘である o 2は断面が四辺形で、長さ44.9剛、重量4.78gある o 3は断面

が四辺形で、長さ47.0剛、重量2.01gある o 4は断面が四辺形で、長さ53.0mm、重量3.39gある o 5 ---10 

は銭貨「寛永通賓Jである o 5は銭貨「寛永通賓jで、径24.4mm、重量2.08gある o 6は銭貨「寛永通

賓」で、径23.1mm、重量2.32gある o 7は銭貨「寛永通賓jで、径23.4mm、重量2.77gある o 8は銭貨

「寛永通賓」で、径22.6mm、重量2.66gある o 9は銭貨「寛永通賓jで背面に「文jの文字が認められる O

径25.3mm、重量4.33gある o 10は銭貨「寛永通賓」で背面に「文」の文字が認められる O 径25.4mm、重量

3.21gある o 11は小型のりん(鈴)で鉢形を呈し、口径4.85cm、高さ2.92cm、重さ50.19gあり、底に径

2.4mmの孔があいている O 材質は真鍛である O

o 

21墓-9

22号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でB← 4グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する O 規模は、長軸の長さ

0.19m、短軸の長さ0.68mを測る。長軸のN値変換方位はN_20 
- Eを指向している O 断面形状は浅い丸

底状を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)土層

である。遺物は出土しなかった。

23号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でB-4グリット内に位置する。平面形状は長方形を呈する。規模は長軸の長さ

0.65m、短軸の長さ0.50mを測る O 長軸のN値変換方位はN-150 
- Eを指向している O 断面形状は皿状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)土層である O

遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.選棒と遺物
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第282図 22号土壇墓の平面・断面図
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第283図 23号土壇墓の平面・断面図
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E 調査の結果 請を停遺跡 3.遺待と遺物

24号土墳墓

遺構 調査区域の北西部でB-4グリット内に位置する O 平面形状は長方形を呈する O 規模は長軸の長さ

O.59m、短軸の長さO.39mを測る。長軸のN値変換方位はN-l1O -Eを指向している。断面形状は皿状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある。覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y611)土層である。

遺物は出土しなかった。

B 
.-'--" 

25号土墳墓

"<(¥ 

旦:

第284図

A 

竺竺三三~
JJt  

B 

三竺竺弐へ---~よ
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24号土壌墓の平面・断面図

Jz竺

旦-12.080 

-且

50cm 

遺構 調査区域の北西部でG-6グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する。規模は長軸の残存長

が0.42m、短軸の長さ0.40mを測る O 長軸のN値変換方位はN-220 
- Eを指向している O 断面形状は皿状

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 5cmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR 3/3)土

層である。

~三三空企二 7.595
よさ どよ

A 

一三=ーー

s' 

B 旦-7.567 

三=ー~一一一

50cm 

第285図 25号土壌墓の平面・断面図

遺物は覆土から、かわらけが2点、人骨片、銭貨が6枚重なった状態で出土した。その内、図化が可能

な銭貨 6枚を図示した。
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E 調査の結果主要傍遺跡 3.遺梼と遺物

第286図 25号土墳墓から出土した銭貰の拓影(実大)

遺物 第286図の 1は銭貨「祥符通賓」で、径24.8mm、重量3.24gある o 2は銭貨「嘉祐通賓」で、径

23.5mm、重量2.87gある o 3は銘が判読できない銭貨で「口口通賓jと読める O 径23.2mm、重量2.91gある O

4 は銭貨 I!~，~寧元賓j で、径23.5mm、重量3.14gある o 5は銭貨「元豊通賓」で、径23.5mm、重量2.94gある O

6は銭貨「聖宋元賓Iで、径23.9mm、重量1.89gある O

26号土墳墓

遺構調査区域の北西部でC-4グリット内に位置する O 平面形状は方形を呈する。規模は長軸の長さ

B 

。
ド
円

.
O
F

s' 

ヘーーで~三 o 

第287図 26号土墳墓の平面・断面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺祷と遺物

0.63m、短軸の長さ0.60mを測る O 長軸のN値変換方位はN-90 
- Eを指向している。断面形状は皿状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある O 覆土は 1層で構成され、灰色 (5Y6/1)士層である O

遺物は覆土から人骨片、鉄釘片、土壌内中央部の床面から銭貨が7枚が重なった状態で出土した。その

内、図化が可能なかわらけ 1点と銭貨 7枚を図示した。

o 10cm 

第288図 26号土壇墓から出土した土器の実測図と銭貨の拓影(銭貨は実大)

遺物 第288図の 1は小皿の口縁音防ミら底部にかけての破片で、底部は平底で、底部から口縁部まで外反

して聞いている O 内外面ともにロクロによる成形が認められる O 外面の底部に回転糸切り痕が残っている。

胎土は蜜で、赤色・透明・灰色粒を含んでいる o 2は銭貨「寛永通賓」で、径24.9mm、重量2.79gある O

3は銭貨「寛永通賓]で、径23.1mm、重量2.77gある o 4は銭貨「寛永通賓」で、径24.5剛、重量2.30gあ

るo 5は一部欠損しているが銭貨「寛永通賓jで、径24.6mm、重量2.87gある o 6は半分欠損している

が「寛Jと「通」の 2文字が読みとれるので、銭貨「寛永通賓jと思われる O 径24.0mm、重量1.53gある O

7は銭貨「寛永通賓jで背面に「丈J銘が認められる O 径24.9mm、重量3.63gある。 8は銭貨「寛永通賓」

で背面に「丈」の文字が認められる O 径25.1mm、重量2.75gある O

〈ピット群〉
・4・5.7・8・10・15・18・49・51号ピット

4.5・7・8・10・15・18・49・51号ビットはF-6グリッドの中央部から G-6・7グリッドの西部に

かけて分布している O

4号ピット(近世-1) 

遺構 G-6グリッドの西部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.49m、短軸

の長さが0.43mを測る O 長軸のN値変換方位はN-550 -Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で20cmある O 覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR4/3) 

土層である O 遺物は出土しなかった。

5号ピット(近世-2) 

遺構 F-6グリッドの東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さが0.35m、短

軸の長さが0.29mを測る。長軸のN値変換方位はN← 210 
- Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、20cmある。覆土は 1層で構成され、にぶい黄櫨色 (10YR

7/3)土層である O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果菜傍遺跡 3.道袴と遺物
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第289図 4・5・7・8・10・15・18・49・51号ピットの分布図

7号ピッ卜(近世-3) 

遺構 F-6グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.25m、短軸

の長さがO.22mを測る。長軸のN値変換方位はN-580 - Wを指向している。断面形状は浅い丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある。覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR4/3)土

層である。遺物は出土しなかった。

8号ピット(近世-4) 

遺構 F-6グリッドの中央部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さがO.30m、短

軸の長さがO.28mを測る。長軸のN値変換方位はN-450 -Eを指向している。断面形状は上に開く U字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で10cmある。覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR

4/3)土層である。遺物は出土しなかった。

10号ピット(近世-5) 
遺構 G-6グリッドの南西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さがO.31m、

短軸の長さがO.25mを測る。長軸のN値変換方位はN-820 - Wを指向している。断面形状は皿状を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で 8cmある。覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR4/3)土層で

ある。遺物は出土しなかった。

11号ピッ卜(近世-6) 

遺構 G-6グリッドの南部に位置し、平面形状は楕円形を呈している。規模は長軸の長さがO.30m、短

軸の長さがO.26mを測る。長軸のN値変換方位はN-440 -Eを指向している。断面形状は浅い丸底状を

呈し、遺構確認面からの深さは最深部で26cmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色 (10YR3/3)土層で

ある。遺物は陶器片が 1点出土しているが、図化は不可能で、あった。
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第290図 4 • 5・7・8・10• 15・18・49・51号ピットの平面・断面図
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺符と遺物

15号ピット(近世 7) 

遺構 G-6グリッドの東部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している。規模は長軸の長さが0.26m、

短軸の長さが0.22mを測る O 長軸のN値変換方位はN-250 -Eを指向している。断面形状はV字形を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で13cmある O 覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR4/3)土

層である O 遺物は出土しなかった。

17号ピット(近世-8) 
遺構 F-6グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.19m、短軸

の長さがO.m を測る。長軸の N~直変換方位はN-190 -wを指向している。断面形状は皿状を呈し、遺構

確認面からの深さは最深部で 4cmある O 覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR4/3)土層である。

遺物は出土しなかった。

18号ピット(近世-9) 

遺構 G-6グリッドの東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.19m、短軸

の長さが0.16mを測る O 長軸のN値変換方位はN-870 -Wを指向している O 断面形状は上に聞く V字形

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある O 覆土は I層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR4/3) 

土層である O 遺物は出土しなかった。

26号ピッ卜(近世-10)

遺構 I - 7グリッドの北西部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.31m、

短軸の長さが0.23mを測る O 長軸のN値変換方位はN-580 -Eを指向している O 断面形状は浅い丸底状

を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 7cmある。覆土は 1層で構成され、暗褐色(lOYR3/3)土層

である。遺物は出土しなかった。

49号ピット(近世-11)
遺構 H-6グリッドの西部に位置し、平面形状は円形を呈している。規模は長軸の長さが0.20m、短軸

の長さが0.21mを測る O 長軸のN値変換方位はN-760 
- Eを指向している O 断面形状はU字形を呈し、

遺構確認面からの深さは最深部で、20cmある O 覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR5/4)士層で

ある O 遺物は出土しなかった。

51号ピッ卜(近世-12)

遺構 G-7グリッドの北西部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している O 規模は長軸の長さが0.23m、

短軸の長さが0.18mを測る。長軸のN値変換方位はN-550-Eを指向している O 断面形状は丸底状を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で 4cmある O 覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR4/3)土

層である O 遺物は出土しなかった。

• 48号ピット

48号ピット、 158号ピット、 176号ピット、 205号ピットはそれぞれ単独で、存在している O

48号ピット(近世-13)

遺構 D-5グリッドの南東部に位置し、平面形状は楕円形を呈している O 規模は長軸の長さが0.28m、

短軸の長さが0.22mを測る O 長軸のN値変換方位はN-530 -Eを指向している O 断面形状はU字形を呈

し、遺構確認面からの深さは最深部で'42cmある O 覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR4/3) 

士層である O 遺物は出土しなかった。
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺袴と遺物

G 
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A A' 
一一 7.800

48ピ。

第291図 148号ピットの平面・断面図

158号ピット(近世-14)

遺構 N-7グリッドの西部に位置し、平面形状は隅丸方形を呈している。規模は長軸の長さがO.21m、

短軸の長さがO.21mを測る O 長軸のN値変換方位はN-220 -Eを指向している O 断面形状は上に聞く U

字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、24cmある。覆土は 1層で構成され、にぶい黄褐色 (10YR

4/3)土層である O 遺物は出土しなかった。

A A' 

A 竺二 7.300

主;よ

158ピ

o 25cm 

1 lOYR4/3 にぶい黄褐色
粘性・締まりともにやや強い。

第292図 158号ピットの平面・断面図

176号ピット(近世-15)

遺構 L-7グリッドの北東部に位置し、平面形状は円形を呈している O 規模は長軸の長さがO.15m、短

軸の長さがO.17mを測る。長軸のN値変換方位はN-770 -Eを指向している。断面形状は上に聞く V字

形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で 6cmある。覆土は 1層で構成され、灰黄褐色(lOYR4/2) 
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E 調査の結果主要帰還跡 3.遺棒と造物

土層である。遺物は出土しなかった。

205号ピッ卜(近世-16)

A 
四ーー- O 
A 

t..' 
ーーーー戸d

~ 7.200 

二三¥」ノと二

176ピ

。 25cm 

1 lOYR4/2 灰黄褐色粘性・締まりともにやや強い。

第293図 176号ピットの平面・断面図

遺構 L-8グリッドの中央部に位置し、平面形状は隅丸長方形を呈している O 規模は長軸の長さが0.81

m、短軸の長さが0.58rnを測る O 長軸のN値変換方位はN-100 
- Eを指向している。断面形状は上に聞

くU字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で、23crnある O 覆土は 2層で構成され、 1層は黒褐色

(10YR 2/2)土層、 2層は黒褐色 (2.5Y3/1)土層である O 遺物は陶器片が 1点出土しているが、図化

は不可能であった。
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1 lOYR2/2 黒褐色粘性・締まりともに強い。
2 2.5Y3/1 黒褐色粘性・締まりともに強い。

~6.600 

三 どと

第294図 205号ピットの平面・断面図
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E 調査の結果 着著作事遺跡 3.若井手と遺物

〈井戸跡〉

遺構 井戸跡はM-7グリットの中央部よりやや南西側に位置する。石組円筒形の井戸である O 掘り方の

平面形状は円形で、規模は長軸の長さ1.55m、短軸の長さ1.50mを測る O 長軸のN値変換方位はN-870
-

Eを指向している O 断面形状は上に聞く U字形を呈し、遺構確認面からの深さは最深部で80cmある O その

中に長径 8~35cm、短径 4~28cmの円牒193個、角蝶 6 個の合計199個の石を用いて円形に 8 段積み重ねて

いる O 石組みの内径は50cm、深さ70cmある O 確認面より深さ54cmに諺水面がある O 覆土は 3層で構成され

る。 1層は黒褐色 (5YR3/1)土層、 2層は黒褐色 (5YR211)土層、 3層は黒褐色 (2.5Y311)土層で

ある O 遺物は出土しなかった。なお、石組みの川原石に「にツ川 六ッ」という墨書が見られた。

。。∞.@

A A' 

A A' 
一一一 6.800

1m 

第295図 井戸跡の平面・断面図
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.若様と遺物

(5)遺構収外から出土した遺物

今回の調査で遺構以外から出土した土器・土製品は40，559点、石器は 3点、銭貨が18枚である O その内、

図化が可能な土器・土製品97点、石器 3点、銭貨18枚の計118点を時代別に分類し、詳細を述べる。

弥生時代の遺物

1 .土器・士製品

弥生時代の土器・土製品は5，025点出土している O その内、図化が可能な 7点を図示した。いずれも弥

生時代の溝状遺構を確認したグリッドである O

第296図の 1 は査の底部片、 2~5 は小型壷、 6 ・ 7 は鉢である O

1はD-6グリッドで出土した壷の底部の破片で、平底の底部から外反している O 外面は体部に斜位の

ハケ日痕が、底部に木葉痕が残っている O 内面は横位のハケ日痕が残っている。胎土は普通で、、長石・石

英・黒色粒を含んで、いる o 2はG-7グリッドで出土した小型壷で、平底の底音防、ら体部下半にむかつ

て外反し、体部下半から頚部にむかつて内湾している O 外面は体部と頚部の聞に横線紋が施しである O そ

の他は摩耗のため調整は不明瞭である O 胎土は普通で、白色・灰色・赤色粒と疎 (2~5mm大)を含んでい

る。 3は 1-10グリッドで出土した小型壷の底部の破片で、平底の底部から体部は内湾している O 内外

面とも摩耗のため調整は不明瞭である O 胎土は普通で、灰色・茶色粒と小磯 (2阻大)を含んでいる。 4

はN -7グリッドで出土した無花果形を呈する小型査で、平底の底部から体部下半まで外反し、体部下

半から体部上半にむかつて内湾している。内外面とも摩耗のため調整は不明瞭である O 胎土は粗く、白

色・灰色粒を含んでいる。 5は1-10グリッドで出土した無花果形を呈する小型壷の頚音防ミら底部の破

片で、平底の底音防、ら体部下半にかけて大きく外反し、体部下半から頚部にむかつて緩やかに内湾してい

るO 外面は体部上半に横線紋、浮紋、羽状の刺突紋が施されている O 内面は摩耗のため調整は不明瞭であ

るO 胎土は普通で、、白色・赤色・灰色粒を含んでいる o 6はH-9グリッドで出土した鉢で、平底の

底部から大きく外反した後、体部中央から口縁部にかけて内湾し、端部を丸く収めている。内外面とも底部

110グ-3

110-5 

10cm 

第296図 各グリッドから出土した弥生土器の実測図
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E 調査の結果葉信遺跡 3.遺樗と造物

から体部にかけてヘラ磨き痕が残っている O 胎土はやや粗く灰色・赤色・黒色粒を含んで、いる o 7は

日-10グリッドで出土した鉢で、平底の底音防、ら大きく外反した後、体部中央から口縁部にかけて内湾し

ている O 外面は口縁苦防、ら体部に縦位・斜位のハケ日痕が残っている。内面は摩耗のため調整は不明瞭で

ある O 胎土は普通で、白色・灰色・褐色粒と喋(3 mm大)を多く含んでいる O

2.石器

石器は打製石鉱が 1点と石錘が 2点出土しており、その 3点を図示した。

く〉 D5グ-8 ζコG9グ-9 くこ~ H8'i-10 
o 1Ocm 

第297図 各グリッドから出土した石器の実測図

8 石鉱(実大)、 9・10 石錘

第297図の 8はD-5グリッドで出土した有茎式打製石鹸で、長さ2.83cm、最大幅1.68cm、最大厚0.61cm、

重さ2.01gある O 石材は安山岩である o 9はG-9グリッドで出土した石錘で、肩平な楕円形の礁を素材

とし、両端に表裏両面から紐掛け用の切り込みを施した切目石錘である O 両端ともに紐による摩耗が認め

られる。長さ8.22cm、最大幅5.83cm、最大厚2.21cm、重さ145.52gある O 石材は砂岩である。 10はH-8 

グリッドで出土した石錘で、扇平な長円形の喋を素材とし、両端に表裏両面から紐掛け用の切り込みを施

した切目石錘である O 両端ともに紐による摩耗が認められる O 長さ8.24cm、最大幅6.03cm、最大厚2.22cm、

重さ170.78gある。石材は砂岩である。

古墳時代の遺物

古墳時代の土器・土製品は土師器が16，580点、須恵器が8，764点、土師質の土錘が 4点、ガラス小玉が 2

点出土している O その内、図化が可能な土師器24点、須恵器23点、土師質の土錘 4点、ガラス小玉 2点

の計53点を図示した。

1 .土師器

土師器は翠が11点、坪が 4点、高坪が 6点、皿が 1点、鉢が 1点、小型壷が 1点である O

第298図の11"'21は蓋で、 11はB-6グリッドで出土した斐の口縁部から頚部にかけての破片で、口縁

部は「く」の字状に外反する O 外面は口縁部にナデ仕上げ後、斜位のハケ目痕が残っている O 内面は口縁

部にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、灰色粒を含んでいる。 12はB-10グリッドで出土した蓋

の口縁音防、ら体部下半にかけての破片で、体部下半から中央にかけて緩やかに外反し、体部中央から頚部

は内湾する O 頚部から口縁部は「く jの字状に大きく聞く O 外面は体部に斜位のハケ日痕が残っている O

内面は摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎土はやや粗く、灰色・赤色・黒色粒を含んでいる。

13はB-5グリッドで出土した聾の口縁部から頚部にかけての破片で、日縁部は大きく外反する O 外面

にわずかにハケ日痕が残っているが、内外面ともに摩耗のため調整方法については不明瞭である O 胎士は

やや粗く、白色・透明・金色粒を含んで、いる。 14はE-6グリッドで出土した蓋の口縁部の破片で、

口縁部は「く」の宇状に外反している O 外面は口縁部から体部上半は斜位のハケ目仕上げが認められる O

内面は摩耗のため調整方法は不明瞭である O 胎土はやや粗く、灰色・茶色・透明粒と疎 (4mm大)を含ん

でいる o 15は1- 6グリッドで出土した斐の口縁部の破片で、口縁部は「く」の字状に外反し、体部

は内湾している O 外面は体部は斜位のハケ日痕が残っている。内面は摩耗のため、調整は不明瞭で、ある O

胎士は密で、白色・黒色・灰色粒と小牒 (2mm大)を含んでいる。 16はG-7グリッドで出土した斐の口縁部
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺梼と遺物

の破片で、口縁部は「く」の字状に外反している O 外面は体部に斜位のハケ目痕が残っている O 胎士は密

で、白色・赤色・灰色粒と疎(4阻大)を含んでいる。 17はG-7グリッドで出土した蓋の口縁部の破

片で、口縁部は「く」の宇状に外反している O 外面は体部に斜位のハケ目痕が残っている。内面は体部に

板ナデ仕上げが認められ、指頭圧痕が残っている O 透明・赤色・白色・灰色粒と牒(3凹大)を含んで、い

る。 18はG-7グリッドで出土した聾の口縁部の破片で、頚部から口縁部は「く jの字状に外反して

いる。外面は口稼部は横ナデ仕上げが認められる O 体部に斜位のハケ日痕が残っている。内面は体部に板

ナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、石英・長石・赤色・雲母粒と喋 (3mm大)を含んでいる o 19は

G-7グリッドで出土した妻の口縁部の破片で、頭部から口縁部は「く」の宇状に外反し、体部は内湾し

ている。外面は口縁部はナデ仕上げが認められる O 体部に斜位のハケ目痕が残っている O 内面は口縁部は

ナデ仕上げが認められる O 胎士は密で、赤色・透明・金色・白色粒を含んでいる。 20はA-5グリッ

ドで出土した蓋の体部から口縁部にかけての破片で、体部から直線的に立ち上がり、頚部から口縁部にか

けて「く」の字状に外反している O 外面は体部に斜位のハケ日痕が残っている O その他は摩耗のため調整

方法は不明瞭で、ある O 胎土はやや粗く、長石・石英・雲母・黒色・赤色粒と磯 (2~3 mm大)を含んでいる O

21はI- 7グリッドで出土した台付斐の脚部の破片で、脚接合部から底部にむかつて緩やかに外反して

聞いている O 外面は縦位・斜位のハケ日痕が残っている O 内面は横位のハケ目痕が残っている O 胎土は密

で、透明・白色・灰色粒を含んでいる O

第299図の22"'25は杯、 26は皿、 27は小型壷、 28"'33は高杯、 34は鉢である。

22はB-7グリッドで出土した杯で、丸昧を帯びた底部から口縁部まで内湾して立ち上がっている O

内外面とも摩耗のため調整は不明瞭である O 胎士は普通で、赤色・灰色粒を含んでいる。 23はZ-14 

グリッドで出土した杯で、平底の底部から口縁部までやや内湾して立ち上がっている O 内外面とも摩耗の

ため調整は不明瞭で、ある O 胎土は普通で、、灰色・白色・赤色粒を含んで、いる。 24はM-7グリッドで

出土した模倣杯身で、丸味を帯びた底部から体部まで内湾し、口縁部との聞に受けを持ち、口縁部は内傾

している O 外面は口縁部から体部上半にナデ仕上げが認められる。体部下半から底部に回転ヘラ削り痕が

残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる。胎土は密で、黒色・白色・透明粒を含んでいる O

25はG-7グリッドで出土した杯で、平底の底部から口縁部まで直線的に外反している。内外面とも摩

耗のため調整は不明瞭である O 胎土は密で、赤色・白色・金色・灰色粒と牒(3凹)を含んでいる o 26 

はF-6グリッドで出土した皿で、平底の底部から口縁部まで内湾して立ち上がっている O 外面は摩耗

のため調整は不明瞭で、ある O 内面は全体ナデ仕上げが認められ、丹彩が施しである O 胎士は密で、白色・

灰色粒と喋 (4mm大)を含んでいる o 27はN-6グリッドで出土した小型査で、平底の底部から内湾し

て立ち上がっている O 内外面とも摩耗のため調整は不明瞭である O 胎士は普通で、、白色・赤色粒を含んで

いる o 28はM-7グリッドで出土した高杯で、脚部は「ハ」の字状に広く聞いている O 体部は内湾し、

口縁部はやや外反している O 内外面ともナデ仕上げが認められる O 外面の口縁部と体部の間に 4本の沈

線が施されている O 胎土は密で、赤色・白色・灰色粒を含んでいる o 29はM-7グリッドで出土した

高坪で、脚部は「ハjの字状に聞き、裾部でさらに広く聞いている O 体部から口縁部は大きく外反してい

る O 内外面とも摩耗のため調整は不明瞭である O 胎土は密で、赤色・灰色粒と小磯 (O.5~1凹大)を含ん

でいる o 30はM-7グリッドで出土した高杯で、脚部は「ハjの字状に聞き、裾部でさらに広く開いて

いる。体部カミら口縁部は大きく外反している O 内外面とも摩耗のため調整は不明瞭である O 胎土は密で、

赤色・灰色粒と小牒 (O.5~1 mm大)を含んでいる o 31はM-7グリッドで出土した高杯の杯部で、体部

下半で屈折し、口縁部にかけて大きく外反している。内外面とも摩耗のため調整は不明瞭である O 胎士は

普通で、赤色・灰色・透明粒と蝶(1 ~4 mm大)を含んでいる。 32はM-7グリッドで出土した高杯の

杯部で、体部から口縁部まで大きく外反し、体部と口縁部の聞に稜を持ち、口縁部はさらに聞いている O

外面は口縁部に横位・斜位のハケ日痕と指頭圧痕が残っている O 内面は口縁部から体部に横位のハケ目痕

が残っている O 胎土は密で、灰色・黒色粒と小磯 (2mm大)を含んでいる。 33はM-7グリッドで出土

した高杯の杯部の破片で、体部上半に突起した稜を持ち、口縁部は大きく外反している。外面の一部にハ

ケ日痕が残っているが、内外面
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺梼と遺物

胎土は普通で、長石・石英・黒色・赤色粒と牒(4 rnm大)を含んでいる。

87グー22
Z14グー23

¥ に二ノ
G7グー25

¥ |こここグ
F6グー26 〈J

M7グ 28

M7グ-29 M7グ-30

M7グー31
M7グ-32

z 
相IIII~~

810グ-34
o 10cm 

第299図 各グリッドから出土した土師器の実測図

22"'25 杯、 26 皿、 27 小型壷、 28"'33 高杯、 34 鉢

2.須恵器

須恵器は杯蓋が5点、均二身が9点、長頚壷が4点、短頚壷が 1点、査の底部が3点、ハソウが 1点の計

23点を図示した。

第300図の35"'39は杯蓋、 40"'48は杯身、 49"'52は長頚壷、 53は短頚壷、 54"'56は壷の底部、 57はハ

ソウである O

35はD-6グリッドで出土した杯蓋で、天井部は弓張り状を呈し、口縁部まで、内湾気味に下がってい

るO 内外面ともナデ仕上げが認められる O 胎士は密で、白色・黒色粒を含んで、いる。 36はG-gグリッ

ドで出土した杯蓋で、弓張り状の天井部から口縁部まで内湾して下がっている。内外面ともナデ仕上げが

認められる。胎士は密で、白色・灰色粒と喋 (4rnm大)を含んでいる o 37はK-12グリッドで出土した杯蓋
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E 調査の結果来f育遺跡 3.遺祷と遺物

の完形品で、弓張り状の天井部から口縁部まで内湾して下がっている O 外面は天井部は回転ヘラ削り痕が

残っている O 体部から口縁部にナデ仕上げが認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は

密で、透明・白色粒を含んで、いる。 38はD-6グリッドで出土した杯蓋で、天井部から体部にかけて

は弓張り状を呈し、天井部に径3cmのボタン状のつまみが付いている O 口縁端部はほぼ垂直に下り、端部

に段をつけている O 外面は天井部上半に回転ヘラ削り痕が残っており、天井部下半から口縁部にナデ仕上

げが認められる O 内面は全体ナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色粒を含んで、いる o 39はB

10グリッドで出土した杯蓋で、平らな天井部に径 2cmの肩平擬宝珠状のつまみが付いている O 口縁端部は

垂直に下り、外面は天井部上半に回転ヘラ削り痕が残っている O 天井部下半から口縁部にナデ仕上げが認

められる O 内面は全体ナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・灰色粒を含んで、いる o 40はK-13

グリッドで出土した坪身で、丸味を帯びた底音防ミら体部は内湾し、口縁部との聞に受けを持っている。口

縁部は内傾している O 外面は摩耗のため調整方法は不明瞭である O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O

胎土は密で、白色・黒色粒を含んでいる o 41はH -9グリッドで出土した杯身で、やや丸味を帯びた

底部から体部下半にむかつて外反し、体部下半から角度を変え、口縁部まで直線的に外反している。外面

は口縁部から体部にナデ仕上げが認められる O 底部は摩耗のため調整は不明瞭である O 内面はナデ仕上げ

が認められる O 胎土は密で、白色・灰色粒を含んでいる o 42はB-10グリッドで出土した坪身で、平

底の底部から口縁部まで外反している O 外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められる O 底部に回転糸

切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められ、内外面とも口縁部に軸がかかっている。胎土

は密で、白色・黒色粒と蝶 (3mm大)を含んでいる o 43はK-12グリッドで出土した坪身で、ほぼ平底

の底割問、ら口縁部にかけて直線的に外反している O 内外面ともナデ仕上げが認められる。胎土は密で、灰

色粒を含んでいる。 44はG-7グリッドで出土した坪身で、平底の底部に断面が台形の貼り付け高台

を付けている O 体部から口縁部は直椋的に外反している O 外面は口縁部から高台部分にナデ仕上げが認め

られる O 底部は回転糸切り痕が残っている。内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・

灰色粒を含んでいる o 45はG-llグリッドで出土した杯身で、底部から高台部分はやや歪んで、いるが、

底部に断面が台形の短い貼り付け高台を付けている O 体部から口縁部は内湾気味に緩やかに聞いている O

外面は口縁部から高台部分にナデ仕上げが認められる。底部は回転ヘラ削り痕が残っている O 内面は全体

にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・茶色・灰色粒を含んでいる o 46はG-10グリッドで

出土した杯身で、平底の底部に断面が三角形の貼り付け高台を付けている。体部から口縁部は直線的に外

反している O 外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められる。底部は回転ヘラ削り痕が残っている。内

面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・黒色粒と小牒 (2mm大)を含んでいる o 47は

G-llグリッドで出土した坪身で、底部から高台部分はやや歪んでいが、断面が半円形の貼り付け高台を

付けている O 体部は内湾し、口縁端部でわずかに外反している O 外面は口縁部から高台部分にナデ仕上げ

が認められる O 底部は回転ヘラ削り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、

白色・灰色粒と喋 (5mm大)を含んでいる o 48はD-7グリッドで出土した坪身で、底部は歪んでいる

が断面が台形の貼り付け高台を付けている O 体部から口縁部は内湾気味に立ち上がっている O 外面は口縁

部から体部にナデ仕上げが認められる O 底部は回転ヘラ削り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが

認められる O 胎土は密で、白色・灰色・茶色粒を含んで、いる o 49はE-10グリッドで出土した長頚査

の頚部から口縁部にかけての破片で、頚部は口縁部にむかつて緩やかに外反し、口縁部で大きく外反して

いる O 内外面ともにナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色粒を含んでいる。 50はB-10グリッ

ドで出土した長頚壷の頚部から口縁部にかけての破片で、頚部は緩やかに外反しながら立ち上がり、口縁

部で大きく聞き、口縁端部を三角形に収めている O 内外面ともにナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、

白色・黒色粒を含んでいる o 51はc-9グリッドで出土した長頚壷の頚部から口縁部にかけての破片

で、頚部から外反しながら立ち上がり、口縁端部を三角形に収めている O 内外面ともにナデ仕上げが認め

られ、全体に軸がかかっている。胎土は密で、黒色・白色粒を含んでいる。 52はM-8グリッドで出

土した長頚壷の頚部から口縁部にかけての破片で、頚
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第300図 各グリッドから出土した須恵器の実測図
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E 調査の結果菜傍遺跡 3.遺梼と遺物

められる。底部は回転糸切り痕が残っている。内面は全体にナデ仕上げが認められる。胎士は密で、白

色・灰色粒を含んで、いる o 54はH-6グリッドで出土した壷の体部下半から底部にかけての破片で、

やや丸味を帯びた底部に断面が三角形の貼り付け高台を付けている O 体部は内湾気味に立ち上がる O 内外

面ともにナデ仕上げが認められる。胎土は密で、白色・赤色粒を含んでいる。 55はD-10グリッドで

出土した壷の底部から体部下半にかけての破片で、平底の底部に断面が台形の貼り付け高台を付けている O

体部は内湾気味に立ち上がっている O 内外面とも体部にナデ仕上げが認められる O その他は摩耗のため調

整方法は不明瞭である。内外面とも部分的に粕がかかっている。胎土は密で、白色・黒色粒を含んでいる O

56はG-7グリッドで出土した査の底部の破片で、平底の底部に断面が台形の貼り付け高台を付けてい

るO 体部は外反している。内外面ともにナデ仕上げが認められる。内面の一部に紬がかかっている O 胎土

は密で、灰色・白色を含んで、いる。 57はK-7グリッドで出土したハソウで、ほぼ平底の底部から体

部上半まで外反し、体部上半から頚部にむかつて内湾している。体部中央に径約 1cmの孔が 1箇所空けら

れている O 外面は全体ナデ後、孔の部分は指ナデ仕上げが認められる O 体部上半に粕がかかっている O 胎

土は密で、灰色・白色粒と小牒 (2mm大)を含んでいる O

3.土製品

土製品は土師質の土錘を 4点図化した。

第301図の58はG-7グリッドで出土した小型の士錘で平面形状は紡錘形を呈し、断面形状は円形を呈

している O 長さ42.0mm、最大幅14.5mm、孔径4.0mm、重さ8.39gある O 胎土は密で、白色・透明粒を含んで、い

る。 59はJ-7グリッドで出土した小型の土錘で平面形状は紡錘形を呈し、断面形状は円形を呈してい

るO 残存長23.3mm、最大幅10.9mm、孔径5.0mm、重さ1.69gある O 胎土は密で、灰色・白色・赤色粒を含んで

いる o 60はA-6グリッドで出土した中型の土錘で平田形状は紡錘形を呈し、断面形状は円形を呈する

と思われる O 残存長36.4mm、最大幅21. 0mm、孔径4.6~9.5mm、重さ 5.99gある O 胎土は密で、灰色・白色・

透明・金色粒を多く含んでいる o 61はB-llグリッドで出土した大型の土錘で平面形状は管形を呈し、

断面形状は円形を呈している O 残存長70.5mm、最大幅42.0mm、孔径1 1. 6~21. 0剛、重さ 89.02gある O 胎土は

密で、白色・透明・赤色粒を含んでいる。

。 (!¥J 

① 
。

t1r、-、、、(、'、‘i下JJ1， ， 1 j 

G7グー58 J7グー59
A6グ-60

。 5cm 

B 11グ-61

第301図 各グリッドから出土した土錘の実測図

4.装身具

装身具はガラス小玉を 2点図化した。

第302 図の62はA-6グリッドで出土したガラス小玉で、外

径4.4mm、厚さ3.0mm、孔径1.2剛、重さ0.09gある O 色調は薄青色

である o 63はB-6グリッドで出土したガラス小玉で、外径

4.7mm、厚さ4.6mm、孔径1.4剛、重さ0.13gある。色調は薄青色で

ある O
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E 調査の結果葉信遺跡 3.遺袴と遺物

中世の遺物

中世の遺物は土器片が9，495点出土している O その内、山茶碗の碗・小碗・小皿など28点を図示した。

第303図の64"""68・70"""74は碗、 69・75"""81は小碗である O

64はG-6グリッドで出土した山茶碗の碗で、平底の底部に「ハjの字状に聞く貼り付け高台を付け

ている。体部は内湾し、口縁部でやや外反している O 外面は口縁部から高台部分にナデ仕上げが認められ

るO 底部に回転糸切り痕が残っている。内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・黒色

・茶色粒を含んでいる o 65はD-6グリッドで出土した山茶碗の碗で、平底の底部に「ハJの字状に

開く貼り付け高台を付けている O 体部は内i脅し、口縁部でわずかに外反している O 外面は口縁音防、ら高台

部分にナデ仕上げが認められる O 底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められ

るO 胎土は密で、白色・茶色粒と小磯 (2mm大)を含んでいる o 66はK-11グリッドで出土した山茶碗

の碗で、平底の底部に「ハjの字状に聞く貼り付け高台を付けている O 体部から口縁部は内湾して立ち上

がっている O 内外面ともにナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、灰色・白色粒を含んでいる o 67は

J-7グリッドで出土した山茶碗の碗で、平底の底部に「ハIの宇状に開く高い貼り付け高台を付けている O

底部から体部は内湾して立ち上がり、体音防、ら口縁部は直線的に外反している O 外面は口縁部から高台部

分にナデ仕上げが認められる O 底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O

胎土は密で、灰色・茶色・白色粒を含んで、いる。 68はF-6グリッドで出土した山茶碗の碗で、平底

の底部に垂直に下がる高い貼り付け高台を付けている。体部から口縁部は内湾している O 外面は口縁部か

ら高台部分にナデ仕上げが認められる O 底部は回転糸切り痕が残っている。内面は全体にナデ仕上げが認

められる O 胎土は密で、白色・灰色粒子と小蝶 (2mm大)を含んでいる o 69はE-6グリッドで出土し

た山茶碗の小碗で、平底の底部に「ハjの字状に聞く貼り付け高台を付けている O 体部から口縁部はやや

内湾気味に大きく聞いて立ち上がっている O 外面は底部に回転糸切り痕が残っており、「分Jと判読でき

る墨書が見られる。口縁音防、ら高台部分にナデ仕上げが認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認められ

る。胎土は密で、灰色・透明粒を含んで、いる o 70はF-6グリッドで出土した山茶碗の碗で、平底の

底部に「ハjの字状に聞く貼り付け高台を付けている O 体部は内湾し、口縁部でわずかに外反している。

外面は口縁部から高台部分にナデ仕上げが認められる。底部に回転糸切り痕が残っている O 内面は全体に

ナデ仕上げが認められる。胎士は密で、灰色・白色・茶色粒と棟(2~3 mm大)を含んでいる。 71は

E-9グリッドで出土した山茶碗の碗で、平底の底部に断面が台形の低い貼り付け高台を付けている O

体部から口縁部は直娘的に聞き、口縁部でわずかに外反している。内外面ともにナデ仕上げが認められる。

内面の口縁部から体部に粕がかかっている。胎土は密で、白色・灰色粒を含んでいる。 72はE-6グ

リッドで出土した山茶碗の碗で、平底の底部に断面が台形の低い貼り付け高台を付けている O 体部から口

縁部は直線的に外反している O 外面は口縁音防ミら高台部分にナデ仕上げが認められる。底部は回転糸切り

痕が残っている。内面は全体にナデ仕上げが認められる O 内外面とも口縁部から体部に粕がかかっている。

胎土は密で、白色・灰色粒を含んでいる。 73はE-5グリッドで出土した山茶碗の碗で、平底の底部

に断面が台形の低い貼り付け高台を付けている O 体部は内湾し、口縁部でわずかに外反している O 外面は

口縁音防、ら底部にナデ仕上げが認められる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・

灰色粒と喋(1 ~8 mm大)を含んでいる。 74はE-6グリッドで出土した山茶碗の碗で、平底の底部に

断面が台形の低い貼り付け高台を付けている O 底部から体部はやや丸味をもって外反し、体部から口縁部

は直線的に外反している O 内外面ともにナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、長石・石英・黒色粒を含

んでいる o 75はE-5グリッドで出土した山茶碗の小碗で、平底の底部に断面が三角形の貼り付け高

台を付けている O 体部は内湾し、口縁部でわずかに外反している O 外面は口縁部から高台部分にナデ仕上

げが認められる O 底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、

白色・黒色粒と小磯 (2mm大)を含んでいる o 76はC-11グリッドで出土した山茶碗の小碗で、平底の

底部に断面が細長く垂直に下がる貼り付け高台を付けている。体部は内湾し、口縁部でわずかに外反して

いる O 外面は口縁音防、ら高台部分にナデ仕上げが認められる。底部は回転糸切り痕が認められる O 内面は

全体ナデ仕上げが認められる。胎土は密で、黒色・白色粒を含んで、
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第303図 各グリッドから出土した山茶碗の実測図(1)
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E 調査の結果兼傍遺跡 3. :i茸袴と遺物

が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・灰色粒と蝶 (5mm大)を含ん

でいる。 78は1-16グリッドで出土した山茶碗の小碗で、平底の底部に断面が隅丸三角形の貼り付け

高台を付けている O 体部から口縁部は内湾気味に聞いている。外面は口縁部から高台部分にナデ仕上げが

認められる O 底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白

色・黒色粒を含んでいる o 79はY-12グリッドで出土した山茶碗の小碗の底部で、平底の底部に断面

が隅丸三角形の貼り付け高台を付けている O 体部は口縁部に向けて内湾している O 外面は体音防当ら高台部

分にナデ仕上げが認められる O 底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O

胎土は密で、灰色・白色粒と磯 (4mm大)を含んでいる。 80はF-15グリッドで出土した山茶碗の小碗

で、平底の底部に断面が隅丸三角形の貼り付け高台を付けている O 体部から口縁部は直線的に大きく外反

している O 内外面ともにナデ仕上げが認められる。胎士は密で、灰色・白色粒を含んでいる o 81は

K-llグリッドで出土した山茶碗の小碗で、平底の底部に断面が台形の小さな貼り付け高台を付けている O

体部は内湾し、口縁部でわずかに外反している O 外面は口縁音防、ら高台部分にナデ仕土げが認められる O

底部は回転糸切り痕が残っている。内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、灰色・白色粒を

含んで、いる O

、-斗』イ Cdd¥ニヨグ

¥〕ヌ
、三~ \-~J 

ベユヨ
てこ丘三ヲ ¥ トーグ

E5グー86

10cm 
E14グ-90

D5グ-91

第304図 各グリッドから出土した山茶碗の実測図 (2)

第304図の82 ・ 83は小碗で、 84~91 は小皿である O

82はF-6グリッドで出土した山茶碗の小碗の底部から体部にかけての破片で、平底の底部に断面が台

形の貼り付け高台を付けている O 底音防、ら体部は内湾しながら立ち上がっている。外面はナデ仕上げが認

められる O 底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白

色・灰色粒を含んでいる o 83はY-12グリッドで出土した山茶碗の小碗の底部片で、平底の底部に断

面が台形の貼り付け高台を付けている。外面は高台部分の外面にナデ仕上げが認められる。底部は回転糸

切り痕が残っている O 内面は軸がかかっており調整方法については不明瞭である O 胎土は密で、白色・黒

色・透明粒を含んでいる o 84はE-6グリッドで出土した山茶碗の小皿で、平底の底部に断面が隅丸

三角形の貼り付け高台を付けている。体音防当ら口縁部は内湾気味に聞いている O 内外面ともにナデ仕上げ

が認められる O 胎士は密で、白色・赤色粒を含んでいる o 85はG-7グリッドで出土した山茶碗の小

皿で、平底の底部に断面が隅丸三角形の貼り付け高台を付けている。体音防、ら口縁部は緩やかに内湾して

いる O 内外面とも全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・灰色粒を含んで、いる o 86は

E-5グリッドで出土した山茶碗の小皿で、平底の底部に断面が三角形の貼り付け高台を付けている O

体部は内湾気味に立ち上がっている O 外面は口縁音防、ら高台部分にナデ仕上げが認められる O 底部は回転

糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められ、全体に粕がかかっている O 胎土は密で、白

色・黒色粒と牒 (3mm大)を含んでいる O
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E 調査の結果来信遺跡 3.送権と造物

87はE-5グリッドで出土した山茶碗の小皿で、平底の底部に断面が三角形の貼り付け高台を付けて

いる。体部から口縁部にかけて外反している O 内外面ともにナデ仕上げが認められる O 胎士は密で、長

石・黒色粒を含んで、いる o 88はB-7グリッドで出土した山茶碗の小皿で、平底の底部に断面が三角

形の貼り付け高台が付いている O 体部は内湾し、口縁部でわずかに外反している O 外面は口縁部から高台

部分にナデ仕上げが認められる O 底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体にナデ仕上げが認められ

る。口縁音問、ら体部に粕がかかっている O 胎土は密で、赤色・茶色・黒色・白色粒と喋 (4阻大)を含ん

でいる。 89はF-6グリッドで出土した山茶碗の小皿で、平底の底部に断面が三角形の貼り付け高台を

付けている O 体部から口縁部は大きく外反している。外面は口縁部から高台部分にナデ仕上げが認められ

る。底部は回転糸切り痕が残っている。内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、白色・赤色

粒を含んでいる。 90はE-14グリッドで出土した山茶碗の小皿で、平底の底部から口縁部まで直線的

に大きく外反している。外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められる。底部は回転糸切り痕が残って

いる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎士は密で、白色・灰色粒を含んでいる。 91はD-5 

グリッドで出土した山茶碗の小皿で、平底の底部から外反して立ち上がり、口縁端部でわずかに内湾して

いる。外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められる。底部は回転糸切り痕が残っている O 内面は全体

にナデ仕上げが認められる。胎土は密で、白色・灰色・茶色粒を含んでいる O

近世の遺物

近世の遺物はかわらけ片が77点、陶器片が618点、銭貨が18枚出土している O

1.かわらけ

かわらけは図化が可能な7点を図示した。その内 3点がB-5グリッドからの出土で、 D-6グリッド

から 2点、 C-7・G-6グリッドから各 1点出土している O

L上J \~プグ \」グ \~0グ

85グ-92 C7グ-93 85グ-94 ザ G6グー95

七之グ96¥R61-97亡 之-981
10cm 

第305図の92はB-5グリッドで出土した小皿の底部の破片で、平底の底部カミら外反して立ち上がる。

外面は底部に回転糸切り痕が残っている O 胎土は普通で、白色・黒色粒を含んでいる o 93はC-7グ

リッドで出土した小皿の底部の破片で、平底の底部から外反している O 外面は底部に回転糸切り痕が残っ

ている。内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、灰色・白色粒を含んでいる o 94はB-5 

グリッドで出土した小皿の底部の破片で、平底の底部の外面に回転糸切り痕が残っている O 胎土は普通で

黒色・赤色粒を含んでいる o 95はG-6グリッドで出土した小皿で、平底の底部から口縁部まで大き

く外反している O 外面は底部に回転糸切り痕が残っている O その他は摩耗のため調整は不明瞭である O 胎

土は普通で、赤色・灰色粒を含んでいる o 96はB-5グリッドで出土した小皿で、平底の底部から口

縁部まで外反している。外面は口縁部から体部にナデ仕上げが認められる。底部に回転糸切り痕が残って

いる O 内面は全体にナデ仕上げが認められる O 胎土は密で、黒色粒を含んでいる o 97はD-6グリッ

ドで出土した小皿で、底部は平底で体部から口縁部は直線的に外反している O 内外面ともに摩耗のため調

整方法は不明瞭で、ある。胎土は普通で、赤色・透明粒を含んでいる o 98はD-6グリッドで出土した

小皿で、平底の底部から口縁部まで外反し、口縁端部を丸く収めている。内外面ともに摩耗のため調整方

法は不明瞭で、ある O 胎土は普通で、、赤色・灰色粒を含んで、いる。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺梼と遺物

2.陶器

陶器は図化が可能な 2点を図示した。

第306図の99はH-7グリッドから出土した小皿で、平底の底部か

ら口縁部は内湾気味に大きく聞いている。外面は底音防、ら体部にナ

デ仕上げが認められる O 内面全体と外面の口縁部に紬がかかってい

るO 胎土は密で、白色粒を含んで、いる o 100はL-8グリッドから

出土した瀬戸窯産の天目茶碗で、底部は高台を削り出している O 体

部は直線的に外反し、口縁部でわずかに角度を内側に変え外反して

いる。ロクロ成形で、外面は口縁部から体部下半に、内面は全体に

黒褐色紬がかかっている O 胎土は密で、灰色・茶色粒を含んでいる O

3.銭賃

L8グ-100

01Ocm  

第306図 陶器の実測図

銭貨はB-4グリッドから 4枚、 B-5グリッドから 9枚、 c-5グリッドから 3枚、 K-5グリッドと

K-12グリッドから各 1枚の計18枚出土している o B-4・5グリッド、 c-5グリッドは土壌墓が集中し

て確認された斜面の下部に当たる O

第307図の101~104はB- 4グリッドから出土した銭貨「寛永通賓」で、 101は裏面に 111波」模様が

見られ、明和 6年 (1769)鋳造の銭貨である。径が28.1剛、重さ4.82gある o 102は径が24.1mm、重さ3.25g

ある o 103は径が23.4mm、重さ3.00gある o 104は径が24.3mm、重さ3.32gある o 105~113はB- 5グリッド

から出土した銭貨「寛永通賓jで、 105は径が23.9mm、重さ3.12gある o 106は径が24.6mm、重さ4.46gある O

第308図の107は径が24.5剛、重さ3.03gある o 108は径が24.5mm、重さ3.37gある o 109は径が24.3mm、重

さ3.08gある o 110は径が24.8剛、重さ2.66gある o 111は径が24.3mm、重さ3.80gある o 112は径が25.2mm、

重さ4.12gあり、裏面に「文」の丈字が認められる。 113は径が25.0mm、重さ3.17gあり、裏面に「文Jの

文字が認められる。 114~116はc- 5グリッドから出土した銭貨「寛永通賓」で、 114は径が25.1mm、重さ

3.83gある o 115は径が24.9mm、重さ2.09gある o 116は径が24.4mm、重さ3.21gある o 117はK-5グリッドか

ら出土した銭貨「政和通賓」で、径が24.1皿、重さ2.19gある。銭貨「政和通賓Iは渡来銭で、鋳造され

た年代は北宋の1111年であるが、出土した層序が近世であるため、ここに収録した。 118はK-12グリッ

ドから出土した銭貨「開元通賓」で、一部欠損しているが、径が25.0mm、重さ1.66gある O この銭貨も渡

来銭で、鋳造された年代は唐の621年であるが、出土した層序が近世であるため、ここに収録した。

84グ-101 84グ-102 84グー103

84グ-104 85グ-105 85グー106

第307図 各グリッドから出土した銭貨の拓影 (1) (実大)
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E 調査の結果葉信遺跡 3.遺袴と遺物

B5グ-107 B5グ-108 B5グ-109

B5グ-110 B5グ-111

C5グ-115

C5グー116 K5グ-117

第308図 各グリッドから出土した銭貨の拓影 (2) (実大)
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺袴と遺物

(6)遺構計測表・遺物観察表

第18表周溝墓計測表 女は推定値

番号 位置 全体規模 方形(円形)区画規模 断面形状 長さ 幅 深さ Nfl直変換方向点間距離 変化・屈曲点 屈曲点内角 遺物集中城 陸橋間隔

l A-8 縦軸* 縦軸* ー 1O.16m 0.39-1.41m 0.65m N-10.9'-W O.86m 屈曲点 11.3" 

B-7 横軸六一 横軸安一 浅い丸底状及び N-57.8'-E 5.39m 変化点 拡散

B-8 面積* ー 面積* ー 上に聞く U字形 3.91m 拡散

形状 形状方形

2 A-8 直径 6.73m直径 4.l6m 丸底状 4.57m 0.24-1.23m 0.98m lヶ所

-9 面積 36ふn'面積 13.6ni 

形状円形 形状円形

3 B-8 縦軸6.41m 縦軸5.08m 浅い丸底状 1.04m 0.38-0.58m 0.46m N -31.5'-W 0.44m 変化点

B-9 横軸 7.40m 横軸6.52m N-11.5'-W O.60m 2.51m 

面積*39.06ni面積 *28.62ni

B-8 形状隅丸方形 形状隅丸方形 浅いU字形 14.58m 0.20-0.61m 0.55m N-58.t-E O.31m 変化点 拡散

丸底状 N-77.t-E O.30m 変化点

N -83.1'-E O.95m 変化点

N -76.5'-E 1.08m 変化点

N-88.1'-E O.75m 変化点

N-82.4'-W 1.24m 変化点

N-72.0'-W 0.49m 変化点

N-42.t-W O.66m 変化点

N-23.t-w 1.35m 変化点

N-O.5'-W 1.41m 変化点

N-13.5'-E O.88m 変化点

N-28.4'-E O.53m 変化点

N -50.5'-E O.66m 変化点

N -72.9'-E 1.55m 変化点

N-84.3'-E 1.42m 3.50m 

4 C-8 縦軸*1O.01m縦軸 *9.62m U字形 1.98m 0.22-0.76m 0.18m 弧 4.47m 

横車曲女7.00m横軸 *6.54m

B-8 面積*43.91m' 面積 *33.69ni U字形 8.93m 0.37-0.52m 0.33m 弧 3.86m 変化点 拡散

C-8 形状楕円形 形状楕円形 N-ll.5'-w 5.07m 
C-9 

5・7C-7 縦軸安1O.84m縦軸女7.33m 丸底状 l1.98m 0.71-1.74m 0.80m N-71.0'-E 2.78m 屈曲点 100.4。

C-8 横軸 *15.06m横軸六12.60m N-62.1'-E 2.20m 変化点

D-7 面積*81.52ぱ 面積会49.68m' N-68.t-E 4.86m 変化点

D-8 形状台形?形状台形? N-80.9'-E 2.14m 変化点 82.2' 0.94m 

6.97m 0.98-1.82m N-34.1'-W 1.16m 変化点

N-8.8'-W 5.81m 屈曲点 79.2。

13.43m 0.89-2.01m N-35.4'-E 1.07m 変化点 lヶ所

N -65.9'ー E3.80m 変化点 1ヶ所

N-82.t-E 1.88m 変化点

N-79.0'-W 1.93m 変化点

N-74.9'-W 3.53m 変化点

N-5U-W 0.48m 変化点

N-86.t-w O.74m 屈曲点 79.2' 

5.14m 0.61-1.39m N-27.0'-W 3.69m 1.10m 

N-15.8'-E 1.45m 屈曲点 97.4' 

6 A-7 直径7.22m 直径6.24m 丸底状 6.92m 0.24-0.44m 0.74m 

B-7 面積40.9m' 面積30.6ni

形状円形 形状円形

8 B-6 縦軸1O.42m縦軸7.46m 上に開くU字形 北西16.94m0.64-1.33m N-63.4'-E 4.71m 変化点 拡散 北1.01m

B-7 横軸 11.01m横軸7.68m N-60.t-E 4.19m 屈曲点 99.4' 

C-6 面積90.02ni面積52.95ぱ N-9.5'-w 0.69m 変化点

C-7 形 状一 形状菱形 N-17.t-W 2.74m 変化点
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E 調査の結果表傍遺跡 3.遺待と造物

第19表周溝墓計測表(つづき) 合は推定値

降号 位置 全体規模 方形(円形)区画規模 断面形状 長さ 幅 深さ N11直変換方向 点間距離 変化・屈曲点 屈曲点内角 遺物集中城 陸橋間隔

8 N-29.6'-W 2.57m 変化点

N-17.6'-W 2.04m 南1.81m

上に聞くU字形 南東14.41m09.0-2.07m N-9.8'-W 1.72m 変化点 76.3。

N-18.8'-W 2.33m 変化点

N-13.3'-W 1.37m 変化点 1ヶ所

N-20.7'-W 1.23m 変化点 1ヶ所

N-9.3'-W 1.39m 屈曲点 92.5' 

N-75.0'-E 1.60m 変化点 1ヶ所

N-66.9'-E 4.13m 変化点

N-78.0'-E 06.4m 91.8。

9 C-6 縦軸 12.61m縦軸9.09m 丸底状及び 25.52m 0.78-1.87m 0.56四 N-69.7'-E 3.73m 変化点

C-7 横軸 *9.19m横軸脅10訓 m 上に広く開く N-78.2'-w 1.38m 変化点

D-6 面積 128.17m'面積75.38m' U字形 N-58.2'-W 0.70m 屈曲点 89.6。 lヶ所

D-7 形状隅丸方形 形状方形 N-21.3'-W 0.94m 変化点

N-18.2'-W 2.17m 変化点

N-11.8'-W 1.24m 変化点

N-23.3'-W 2.00m 変化点

N-20.l'-W 3.61m 屈曲点 87.0' 

N-61.9'-E 1.44m 変化点

N-75.8'-E 2.30m 変化点

N-71.4'-E 2.83m 変化点 1ヶ所

N -74.5'-E 2.11m 変化点

N-87.0'-E 1.07m 1ヶ所

11 D-5 縦軸 13.01m縦軸9.55m 上に開くU字形 44.73m 0.48-1.57m 0.76m N-78.5'-E 2.77m 変化点

D-6 横軸 14.59m横軸 11.36m N-89.7'-W 2.56m 変化点

D-7 面積 150.08m'面積 108.07m' N-81.1'-W 2.37m 変化点

E-5 形状方形 形状方形 N-86.4'-W 1.29m 変化点

E-6 N-77.5'-W 0.91m 変化点

E-7 N-82.0'-W 1.53m 変化点

F-5 N-72.4'-W 0.93m 変化点

F-6 N-41.9'-W 0.36m 屈曲点 90.7' 

N-4.3'-W 2.05m 変化点

N-8.l'-E 1.20m 変化点

N-4.0'-E 2.80m 変化点

N -16.5'-E 1.88m 変化点

N-6.6'-E 1.22m 変化点

N-39.4'-E 1.25m 屈曲点 85.8。

N-85.8'-E 2.72m 変化点 lヶ所

N-88.l'-W 5.93m 変化点

N-79.2'-w 1.21m 変化点

N-61.4'-W 1.41m 変化点

N-40.6'-W 0.78m 屈曲点 94.0。

N-4.8'-W 1.36m 変化点

N -1.2'-E 1.44m 変化点 1ヶ所

N-1.7'-E 3.87m 変化点 1ヶ所

N-5.l'-E 1.59m 変化点 lヶ所

N-22.2'-E 0.82m 変化点

N-45.0'-E 0.48m 屈曲点 89.5' 

12 D-7 縦軸女9.69m縦軸6.60m 不明 4.71m 1.55m 0.52rr N-53.l'-E 0.86m 屈曲点 102.3' 

E-8 横軸 *9.71m横軸*6.56m N-83.3'-W 3.85m 

面積89.17m' 面積52.11m'

形状方形 形状方形 上に開くU字形 9.96m 0.77-1.11m N -76.6'-E 2.69m 変化点

N-87.l'-E 109m 変化点

N-85.7'-W 2.66m 変化点

N-76.6'-W 1.64m 108.7。 1ヶ所
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺袴と造物

第20表周溝墓計測表(つづき) 女は推定値

番号 位置 全体規模 方形(円形)区画規模 断面形状 長さ 幅 深さ Nll直変換方向点間距離 変化・屈曲点 屈曲点内角 遺物集中城 陸橋間隔

14 1-7 縦軸 *7.11m 縦軸 *5.57m 上に開くU字形 16.63m 0.38-1.26m 0.43m N -31.4'-E 1.44m 変化点

1-8 横軸 7.79m 横軸5.87m N -36.4'-E 1.47m 変化点

J-7 面積*63.03m'面積叫5.48m' N -31.1'-E 1.45m 変化点

J-8 形状方形 形状方形? N -36.9'-E 0.42m 屈曲点 102.9' 

N-85.9'-E 0.59m 変化点

N-69.1'-W 3.05m 変化点

N-62.9'-W 1.49m 変化点

N-46.9'-W 1.18m 屈曲点 84.6。

N -16.9'-E 1.65m 変化点

N-25.7'-E 1.30m 変化点

N-38.8'-E 2.59m 

17 F-8 縦軸 *9.90m縦軸 7.09m 上に広く開く 32.50m 0.59-2.09m 1.07m N-7.4'-W 5.04m 変化点 0.61m 

F-9 横軸 *12必m横軸7.26m U字形 N-14.4'-E 2.27m 屈曲点 92.7" 

G-8 面積*165.70m'面積*101.40 m' N-67.6'-E 1.56m 変化点

G-9 形状方形 形状方形 N-85.1'-E 2.29m 変化点

H-8 N-87.t-W 3.51m 変化点

H-9 N-80.5'-W 1.37m 変化点

N-71.1'-W 1.13m 屈曲点 92.5" 

N-15.1'-W 0.76m 変化点

N -1.6'-W 2.99m 変化点

N-11.6'-E 3.66m 屈曲点 92.5' 

N -81.4'-E 3.20m 変化点

N-86.7'-E 2.46m 変化点

N-89.3'-E 2.26m 82.3' 

18 1-9 縦軸6.39m 縦軸4.87m 丸底状 13.52m 0.27-0.74m 0.28m N -51.9'-E 0.61m 変化点

1-10 横軸安5.21m横軸吋.21m N-89.6'-W l.39m 変化点

面積 *57.54m'面積 *40.13ぱ N-82.3'-W 1.13m 変化点

形状方形 形状方形 N-68.8'-W 1.27m 屈曲点 84.2' 

N -6.9'-W 1.09m 変化点

N-14.9'-E 1.29m 変化点

N-24.6'-E 1.68m 変化点

N -29.9'-E 1.89m 屈曲点 83.2。

N-67.6'-W 2.91m 変化点

N-40.8'-W 0.26m 

19 G-9 縦軸 6.69m 縦軸5.34m 不明 4.20m 0.06-0.45m 0.40m N-34.6'-W 0.25m 変化点

G-10 横軸女8.37m横軸女5.71m N-72.9'-W 0.26m 変化点

H-9 面積オ136.96m'面積句9.24m' N-88.9'-W 0.97m 変化点

形状方形 形状方形 N-84.8'-E 0.82m 変化点

N-86.6'-W 2.00m 

上に開くU字形 1O.24m 0.63-1.85m 0.36m N-70.0'-W 1.48m 変化点

N-82.6'-W 1.60m 変化点

N-73.0'-W 2.58m 屈曲点 92.4' 集中

N-2.7'-W 0.41m 変化点

N-25.9'-E 1.73m 変化点

N -14.0'-E 2.44m 88.0。

20 H-9 縦軸6.18m 縦軸4.46m 上に開くU字形 7.l7m 0.57-0.90m 0.47m N-88.3'-E 1.85m 変化点

H-lO 横車自 *6.37m横軸安4.55m N-64.4'-W 0.39m 屈曲点 103.5' 

面積 *62.62m'面積六40.15m' N-24目1'-w1.04m 変化点

形状方形 形状方形 N-3.7'-W 3.47m 変化点

N-22.9'-E 0.69m 屈曲点 87.3' 

N-82.5'-E 0.54m 変化点

N-80.3'-W 1.04m 
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E 調査の結果表情遺跡 3. :i萱待と遺物

第21表溝状遺構計測表

番号 グリッド 位置 断面形状 長さ 幅 深さ Nll直変換方向 点問距離 変化点 屈曲点内角 備 考

l 6皿状 9.42m 1.48-1.95m 1.08m N -21.80
- E 溝跡は北L延びるが、調査区外

7 溝跡の南部はかく乱の影響を

I 8 受けている

2 C 6浅いU字形 5.10m 0.24-0.48m 0.21m N-97.00-W  2.86m 変化点

D 6 N-74.00-E 1.03m 屈曲点 106.90 

N-10.40-E 1.20m 

3 B 5上に開く 3.69m 0.23-1.03m l.39m N -5.20-W  0.24m 変化点 溝跡南側は、耕作の影響で消滅

U字形 N-37.30-W  1.53m 変化点

N -2.00 -W  1.93m 

4 A 5上に開く U字形 1.58m 0.27-0.52m 0.17m N-83.60-E 溝跡は西側に延びるが、調査区外

5 A 5浅い丸底状 2.74m 0.30-0.62m 0.43m N-45.40-E 1.56m 屈曲点 67.r 溝跡は耕作の影響で残りわずか

N-21.t-W 1.19m 

6 E 51 U字形 18.62m 0.56-1.10m O.77m N -74.60-W  5.26m 変化点 溝跡は東側に延びるが、調査区外

F 5 N-86.r-W 6.97m 変化点

G 5 N-78.80-W  1.94m 変化点

N-87.90-W  4.45m 

7 B 9浅い丸底状 23.29m 0.50-0.89m 1.48m N-87.30-W  4.09m 変化点 溝跡東側は、問溝跡北西部 | 
C 9及び皿状 N-78.60-W  0.22m 変化点 北側に接している

D 9 N-87.80-W  4.12m 変化点 溝跡は西側にも延びるが、

E 9 N -77.00-W  6.11m 変化点 調査区外

F 8 N -84.60-W  5.26m 変化点

F 9 N-33.20-W  2.75m 変化点

G 9 N -59.3"-W  0.76m 

8 F 71U字形 12.61m 0.42-2.01m 1.30m N-19.40-W  4.04m 変化点 溝跡南側は、 12号溝跡北部の

自然 G 71 (少し上に聞く) N -34.50-W  1.63m 変化点 北側に接している

排水路 G 8 N -5.00-W  1.25m 屈曲点 117.5" 
G 9 N -42.90-E 0.52m 屈曲点 119.1 0 

N -21.8"-W  0.58m 変化点

N-29.t-w 3.10m 変化点

N-3.r-w 1.49m 

9 H 9浅い丸底状 57.09m 0.90-2.26m 0.52m N-67.70-W  2.59m 変化点

H 10 N -51.30-W  5.35m 変化点

日 N-36.00-W  5.51m 変化点

I 10 N-52.90-W  4.46m 変化点

11 N-76.00-W  1.49m 変化点

11 N -50.5"-W  3.88m 変化点

12 N-32.30-W  2.63m 変化点

N-43.40-W  3.70m 変化点

N -32.00-W  2.71m 変化点

N-45.90-W  9.14m 変化点

N-41.00-W  2.80m 変化点

N-48.60-W  12.83m 溝跡は南側に延びるが、調査区外

10 G 81 U字形 7.13m 1.24-2.30m l.39m N -41.40-W  2.56m 変化点 溝跡南側は、 12号潜跡北東部

自然 G 91 (少し上に開く) N-14.210-E 4.56m の北側に接している

排水路 H 8 

H 9 

11 10 丸底状 6.64m 0.51-0.82m 0.22m N-68.30-W  3.34m 変化点 溝跡北西側は、 9号潜跡から

10 N-72.8"-W  1.26m 変化点 分岐している

11 N-77.r-W 0.64m 変化点

N-69.30-W  1.40m 

12 F 91V字形 26.15m 1.80-3.05m 1.95m N-75.r-W 8.45m 屈曲点 130.80 7号、 8号、 9号、 10号、 13号、

自然 F 10 N -55.70 
- E 5.98m 屈曲点 82.60 17号の溝跡が接している

排水路 G 9 N -8.80-W  4.23m 変化点

G 10 N-44.90-W  3.77m 変化点

H 9 N -24.5" -E 3.72m 

13 F 9上に聞く 3.25m 1.04-1.17m 0.61m N -28.5" -E 061m 変化点 溝跡北側は、 12号潜跡南部

自然 F 10 U字形 N -14.5" -E 2.64m 西側から分かれている

排水路
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と遺著者

第22表溝状遺構計測表(つづき)

番号 グリッド 位置 断面形状 長さ 幅 深さ N値変換方向 点間距離 変化点 屈曲点内角 備 考

14 D 8皿状 4.56m 0.60-0.64m 0.14m N-14.4'-W l.77m 変化点

N-0.7'-E 2.80m 

15 B 11 皿状 3.27m 0.25-0.36m 0.09m N-72.5'-E 0.92m 変化点 溝跡は西側に延びるが、調査区外

N-64.2'-E O.72m 変化点

N-78.7'-E 1.62m 

16 12 皿状 5.37m 0.42-1.20m 0.20m N-63.7'-W 1.76m 変化点 溝跡東側は、 9号溝跡?

K 12 N-51.3'-W 3.61m に接している

17 G 9上に開く 25.69m 0.18-1.15m 0.98m N-46.2'-W 0.22m 変化点

自然 G 10 U字形及び N-86.7'-W 0.37m 変化点

排水路 H 9丸底状 N-67.0'-E 1.05m 屈曲点 119.0' 

H 10 N-52.0'-W 0.37m 変化点

N-36.9'-W 0.32m 変化点

N-2.44'-W 0.33m 変化点

N -15.9'-W 0.70m 屈曲点 69.5。

N-67.6'-E 1.04m 屈曲点 95.7。

N-16.7'-W 1.03m 屈曲点 103.0' 

N-60.3'-E 0.51m 変化点

N -77.3' -E 0.52m 変化点

N-71.6'-W 0.33m 屈曲点 106.2。

N-34.6'-E 0.36m 変化点

N 0.23m 変化点

N-54.5'-E 0.49m 変化点

N-78.5'-W 1.07m 変化点

N-58.8'-E 0.40m 変化点

N-35.5'-E 0.60m 変化点

N-O.4'-W 0.94m 変化点

N-25.7'-E 062m 変化点

N-43.3'-E 1.02m 変化点

N -53.4'-E 1.09m 変化点

N-2.7'-E 1.30m 変化点

N-32.8'-E 1.28m 変化点

N-67.0'-E 1.27m 変化点

N -69.2'-W 1.45m 変化点

N-59.6'-E 1.27m 変化点

N-11.0'-E 0.59m 屈曲点 115.0。

N-54.0'-E 1.57m 変化点

N-28.7'-E 0.94m 変化点

N-8.4'-E 0.91m 変化点

N-34.7'-E 1.50m 

18 G 10 浅い丸底状 8.60m 0.51-1.20m 0.49m N-0.8'-E 1.04m 変化点

自然 H 10 N-32.8'-W 1.08m 変化点

排水路 N-68.7'-W 0.90m 変化点

N-16.4'-W 0.82m 変化点

N-44.5'-W 1.61m 変化点

N-27.2'-W 1.10m 変化点

N-20.3'-E 1.24m 変化点

N-11.0'-E 0.81m 

19・25 J 9皿状 33.56m 2.08-4.10m 0.99m N-8.6'-E 8.48m 変化点 溝跡北側は排水溝跡で切られて

J 10 N-2.7'-w 4.61m 変化点 いる

J 11 N-12.4'-E 3.84m 変化点 さらに北側は耕作の影響で

J 12 N-2.5'-E 7.78m 変化点 消滅している

K 10 N-22.4'-W 8.85m 

K 11 

K 12 

20自然 G 9下部liU字形で 3.44m 1.02-1.54m 0.62m N-l1.4'-E 2.85m 変化点 溝跡南側は、 17号潜跡に接する

排水路 H 9上部は丸底状 N-24.8'-W 0.59m 

21 L 7浅い丸底状 3.75m 0.30-0.84m 0.22m N-87.6'-W 0.51m 変化点 溝跡東側は、 22号溝跡

M N -67.1'-W 3.24m (井戸跡付近)に接している

-255-



E 調査の結果葉信遺跡 3.若梼と遺物

第23表溝状遺構計測表(つづき)

番号 グリッド 位置 断面形状 長さ 幅 深さ N値変換方向 点問距離 変化点 屈曲点内角 備 考

22 L 8浅い丸底状 19.18m 0.30-4.29m 0.68m N-13.8'-E 0.85m 変化点

L 9 N-3.0'-W 1.82m 変化点

M 7 N-14.6'-E 8.62m 変化点

M 8 N-33.1'-E 6.26m 変化点

M 9 N-53.3'-E 1.62m 

23 12 上に開く 15.10m 0.51-2.81m 0.98m N-2.7'-W 1.10m 変化点

自然 K 11 U字形 N-26.6'-E 0.58m 変化点

排水路 K 12 N-49.3'-E 0.70m 変化点

N-70.2'-E 0.62m 屈曲点 104.1。

N-5.7'-E 1.72m 変化点

N -11.6' -E 2.60m 変化点

N-76.6'-E 2.31m 変化点

N-59.9'-E 1.47m 変化点

N-11.2'-E 1.04m 変化点

N-54.7'-E 2.96m 

24 9浅いU字形 2.16m 0.32-0.44m 0.09m N-33.3'-E 1.35m 変化点

N-17.7'-E 0.81m 

26 I 9浅い丸底状 5.46m 0.25-0.37m O.l1m N-84.9'-E 1.59m 変化点

N-70.9'-W 3.07m 変化点

N-77.2'-W 0.80m 

27 E 7浅い丸底状 5.18m 0.57-1.12m 0.34m N-8.4'-E l.1m 変化点 溝跡西側は、平行する28号

N-1.7'-W 1.84m 変化点 溝跡に隣接している

N-12.8'-W 2.24m 

28 E 6上に開く 31.48m 1.09-2.42m 0.63m N-41.5'-E 10.15m 変化点 溝跡中央南側付近は、

E 71U字形 N-29.9'-E 4.20m 変化点 かく乱の影響を受けている

E 8 N-5.8'-W 8.34m 変化点

E 9 N-15.9'-W 6.67m 変化点

F 6 N-42.3'-W 2.11m 

F 7 

F 8 

F 9 

29 E 7浅いU字形 7.12m 1.22-1.65m 0.60m N-2.5'-E 3.44m 変化点 溝跡東側は、平行する28号

E 8 N -18.0' -E 3.68m 溝跡に隣接している

30 F 7上に聞く 3.70m 0.76-0.86m 0.42m N-66.6'-E 1.93m 変化点

F 81U字形 N-74.8'-E 1.77m 

31 F 8上に開く 6.09m 0.49-0.60m 0.53m N-23.7'-W 5.07m 変化点 溝嚇中央西側は、 32号溝灘北側に接している

U字形 N-8.6'-W 1.02m 溝嚇の北部はかく乱の影響を受けている

32 F 8上に聞く 1O.21m 0.27-0.70m 0.31m N-3.9'-E 0.17m 変化点 溝跡北側は、 31号潜跡中央

F 91U字形 N-20.8'-W 6.30m 屈曲点 88.9' 西側に接している

N-80.4'-E 3.74m 

33 E 6丸底状 3.45m 0.43-0.59m 0.25m N-55.6'-E 0~55m 変化点

F 6 N-87.5'-E 0.69m 変化点

N-82.0'-W 0.70m 変化点

N-89.8'-W 1.51m 

34 H 6丸底状 4.12m 0.51-0.78m 0.33m N-78.9'-W 0.73m 屈曲点 101.6' 

N-7.5'-W 0.75m 変化点

N-5.3'-E 1.13m 変化点

N-3.6'-E 1.51m 

35 日 7皿状 9.20m 0.46-1.17m O.44m N -85.2'-W 1.27m 変化点

I 7 N-73.2'-W 2.50m 変化点

N-79.5'-W 1.16m 変化点

N -84.4'-W 2.15m 変化点

N-77.9'-W 2.12m 

36 I 9皿状 2.89m 0.38-0.63m 0.15m N-12.1'-E 0.57m 変化点 溝跡南側は、 40号溝跡南部の

I 10 N-3.1'-W 12.59m 変化点 中央北側に接している

N -8.4'ーE 0.73m 

37 I 9丸底状 2.34m 0.30-0.55m 0.33m N-69.0'-E O.71m 変化点 溝跡西側は、 15号周溝跡南部

N-88.9'-E 1.64m 東側に接している
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と遺物

第24表溝状遺構計測衰(つづき)

番号 グリッド 位置 断面形状 長さ 幅 深さ N値変換方向 点間距離 変化点 屈曲点内角 備 考

38 I 9皿状 7.38m 0.25-0.48m O.l4m N-63.00-W  1.18m 変化点

N-17.40-W  0.93m 変化点

N-22.60-W  2.02m 変化点

N-5.90-E 2.90m 変化点

N-36.90-E 0.36m 

39 I 9丸底状 l.48m 0.29-0.35m O.l3m N-11.90-w 0.40m 変化点 溝跡南側は、 40号溝跡中央

N-10.80
- E O.l8m 変化点 北側に接している

N-23.40-E 0.91m 

40 I 9上に聞く 2.l0m 0.48-0.62m 1.04m N-87.90-W  0.82m 変化点 溝跡西側は、 44号溝跡南部

10 浅いU字形 N-78.60ー E 1.28m 東側に接している

41 H 9上に聞くV字形 14.68m 0.44-0.85m 0.42m N-12.30
- E 3.83m 屈曲点 81.90 溝跡東側で20号周溝跡と

H 10 だが底は丸底状 N-59.50-W  1.12m 変化点 接している

N-87.40-W  4.28m 変化点

N-69.60-E 0.67m 屈曲点 69.40 

N-9.30-E 1.32m 変化点

N-4.90-W  3.47m 

42 H 10 浅い丸底状 0.78m 0.30-0.37m 0.09m N-7.00-E 0.46m 変化点 溝跡北側は、 20号周溝跡南側

N-20.20-E 0.32m の溝跡と接している

43 M 8浅い丸底状 1.92m 036-0.54m O.lOm N-55.90-W  潜跡北東はl:flf霊直で58号潜跡跡と接している

44 H 9上部liV字形で 6.l5m 0.38-0.68m 0.45m N-14.60-W  2.23m 変化点 溝跡南側は、 9号溝跡中央付近

9下部liU字形 N-12.80-W  2.76m 変化点 北側に接している

10 N-20.40-W  1.16m 

45 I 9丸底状 l.43m 0.30-0.55m 0.20m N-89.70-W  0.89m 変化点

N-70.20-W  0.54m 

46 I 9丸底状 5.48m O.l8-0.42m 024m N-10.40-W  0.82m 変化点

10 N-6.20-E 1.62m 変化点

N-20.90-E 1.86m 変化点

N-36.00-E 1.17m 

47 9浅い丸底状 2.56m 0.42-0.76m 0.22m N-89.60-W  0.70m 変化点 溝跡西側は、 44号溝跡北部

N-63.30-W  1.12m 変化点 東側に接している

N-88.80-W  O.74m 

48 J 7丸底状 1O.72m 0.39-0.65m O.l8m N-35.7'-W 0.83m 変化点

N-19.70-W  0.63m 変化点

N-l8.4O-W  1.47m 変化点

N -15.40 
- E 1.51m 変化点

N-14.30-E 1.20m 変化点

N-21S-E 1.27m 変化点

N-14.00-E 0.79m 変化点

N-2.20-W  0.55m 変化点

N-12.90-E 2.47m 

49 G 10 上部は浅い 12.94m 0.30-0.74m 0.50m N-85.90-W  1.50m 変化点

H 10 丸底状 N-63.90-W  1.86m 変化点

下部はU字形 N-76.1"-W 1.13m 変化点

N-88.1"-W 2.69m 屈曲点 102.6。

N -4.70
- E 2.00m 変化点

N-9S-W 0.90m 変化点

N-1.60-E 2.86m 

50 J 7上に聞く 7.95m 0.51-0.91m 0.31m N -19.40
- E 0.58m 変化点 溝跡は北側に延びるが、調査区外

81U字形 N-26.80-E 4.55m 変化点

N-40.70-E 1.73m 変化点

N-37.40-W  1.09m 

J 7上に開く 1.64m 0.46-0.67m 0.27m N-70.80-W  溝跡西側は、調査区外

U字形 東側は50号溝跡に接している

51 J 8丸底状 6.08m 0.71-0.95m 0.49m N-23.60-E 2.77m 変化点 溝跡北側は、 53号溝跡の中央

K 7 N -31.20 
- E 3.31m 南側に接している

K 8 

52 K 8上に開く 5.l2m 0.91-1.12m O.l5m N-29.80-E 3.69m 変化点 溝跡南側は、 56号溝跡の中央

U字形 N-15.90
- E 1.51m 北側に接している
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E 調査の結果議官停遺跡 3.遺梼と遺物

第25表溝状遺構計測表(つづき)

番号 グリッド 位置 断面形状 長さ 幅 深さ N値変換方向 点間距離 変化点 屈曲点内角 備 考

53 J 7浅い丸底状 6.35m 0.95-1.27m 0.83m N-54.2'-W 溝跡中央の南側で、 51号溝跡

K 7 が接している

K 8 

54 K 7上に開く 2.53m O.l9-0.47m 0.34m N-67.8'-W 溝跡の東側は、 55号溝跡に

L 71U字形 ぶつかっている

55 10上に開く 77.l8m 1.54-2.43m 0.88m N-17.6'-E 9.82m 変化点 溝跡は北側に延びるが、

11 U字形及び N-27.6'-E 4.88m 変化点 調査区外

12 丸底状 N-24.5'-E 8.38m 変化点

K 8 N-20.5'-E 8.99m 変化点

K 9 N-22.6'-E 6.62m 変化点

K 10 N-31.7'-E 6.08m 変化点

K 11 N-41.8'-E 2.40m 屈曲点 111.3' 

K 12 N-41.8'-W 6.03m 変化点

L 7 N-42.3'-W 23.98m 

L 8 

56 J 8浅い丸底状 9.47m 0.75-1.47m 0.38m N-44.3'-W 2.32m 変化点 溝跡の東側は、 55号溝跡に

K 8 N-87.l'-E 2.42m 変化点 ぶつかっている

N-74.4'-W 1.89m 変化点

N-58.7'-W 1.66m 変化点

N-82.l'-E 1.18m 

57 M 7上に聞く 6.37m 0.38-1.30m 0.50m N-16.4'-E 3.08m 変化点 溝跡は北側に延びるが、調査区外

N 61U字形 N-29.5'-E 2.l5m 変化点

N 7 N-54.0'-E 1.14m 

58 M 7浅い丸底状 7.21m 0.22-0.32m O.l6m N-53.6'-E 3.l3m 変化点 溝跡は北東側に延びるが、調査区外

M 8 N-58.2'-E 2.77m 変化点

N 7 N -41.9'-E 1.31m 

59 L 7浅い丸底状 11.98m 0.29-0.94m 0.21m N-59.8'-W 

M 7 

M 8 

60 L 8皿状 5.94m 0.22-0.50m 0.39m N-65.6'-W 1.70m 直盗/面積

N-39.l'-W 0.73m 3.03m 

N-21.4'-E 0.50m 

N-1O.9'-E 1.02m 

N-43.3'-E 0.49m 
N-62.l。一E 0.59m 

N-83.2'-E 0.43m 

N-62.3'-W 0.47m 

61 K 11 浅い丸底状 13.42m 0.58-1.62m 0.22m N-43.8'-E i普跡南西は、 9号溝跡南東部の

K 12 及び皿状 北東側に接する

L 11 溝跡北部は62号溝跡に切られている

62 K 10 上に開く 24.04m 1.14-1.80m 0.46m N-6.6'-E 11.03m 変化点 溝跡は北側に延びるが、調査区外

K 11 U字形及び N-24.3'-W 1.09m 変化点 溝跡の南側は、 9号溝跡南東部

K 12 皿状 N-13.5'-E 1.80m 変化点 の北東側に接する

N-2.8'-W 10.l2m 

63 H 10 丸底状 14.64m 0.74-1.84m 0.55m N-76.7'-W 5.l0m 変化点

10 N-61.9'-W 9.54m 

11 

J 11 

64 J 7上に開く 4.54m 0.41-0.59m 0.34m N-27.7'-E 1.34m 変化点 溝跡は北側に延びるが、

81U字形 N-5.5'-E 2.45m 変化点 調査区外

N-6.4'-E 0.75m 

65 G 6上に開く 15.81m 0.48-1.51m 1.1lm N-21.6'-W 3.11m 屈曲点 96.5。

U字形 N-31.8'-E 1.48m 変化点

N-60.l。一E 2.l5m 変化点

N-56.9'-E 1.45m 変化点

N-78.3'-E 2.65m 変化点

N-82.3'-E 1.27m 屈曲点 77.8。

N-31.4'-W 1.06m 変化点
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と造物

第26表溝状遺構計測衰(つづき)

番号 グリッド 位置 断面形状 長さ 幅 深さ N値変換方向 点間距離 変化点 屈曲点内角 備 考

65 N-0.3'-W 3.64m 

66 H 9上に聞く 16.39m 0.40-0.84m 0.56m N-0.5'-E 4.72m 変化点 溝跡の西側の溝の北端部は

H 10 U字形 N-5.4'-W 2.47m 変化点 16号周溝墓と、南側の溝の

N-17.7'-W 2.78m 屈曲点 101.6' 東端部は15号周溝墓と接する

N-57.5'-W 0.55m 変化点

N-78.8'-E 4.57m 変化点

N-84.4'-E 1.30m 変化点

67 A 7丸底状 7.05m 0.88-1.67m 0.49m N-76.6'-E 1.13m 変化点 i誇跡は西側に延びるが、調査区外

B 7 N-58.3'-E 1.97m 変化点

N -71.1' -E 3.95m 

68 B 5上に聞く 18.50m 0.35-1.12m 0.58m N-89.7'-W 1.83m 変化点

C 51U字形 N-87.6'-W 3.87m 変化点

D 5 N-89.7'-W 3.24m 変化点

N-87.7'-E 1.85m 変化点

N-86.2'-W 1.13m 変化点

N-77.7'-W 0.44m 屈曲点 107.0。

N-26.6'-W 0.25m 変化点

N-13.9'-W 1.57m 変化点

N-5.3'-W 3.04m 変化点

N-ll.O'-W 1.28m 

69 E 7丸底状 6.60m 0.32-0.41m 0.49m N-8.1'-W 2.00m 変化点

E 8 N-4.7'-W 1.56m 変化点

N-2.7'-W 1.19m 変化点

N-3.3'-W 1.11m 変化点

N-9.9'-W 0.74m 

70 H 81U字形及び 16.42m 0.26-0.64m 0.36m N-65.1'-W 2.01m 変化点

H 9上に開く N-75.7'-W 2.54m 屈曲点 79.1。

81U字形 N-17.9'-E 1.18m 変化点

9 N -4.4'-E 1.10m 変化点

N-15.0'-E 4.18m 変化点

N-6.0'-E 2.04m 変化点

N-0.6'-E 2.08m 変化点

N-9.5'-E 1.29m 

71 G 7上に開く 25.62m 0.56-1.11m 0.52m N-11.3'-E 1.15m 変化点

H 71U字形 N-26.6'-E 1.20m 変化点

H 8 N-37.5'-E 1.65m 変化点

N-69.0'-E 2.56m 変化点

N-77.0'-E 2.26m 変化点

N-84.7'-W 1.22m 変化点

N-71.9'-W 1.54m 変化点

N-57.2'-W 1.04m 変化点

N-14.5'-W 0.90m 変化点

N-6.4'-W 12.10m 
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺袴と遺物

遺構名 位置 長軸 短軸 深さ

1号土坑 J-ll 1.86 4.00 0.26 
2号土坑 J-ll 6.10 1.60 0.40 
3号土坑 E-8・9 5.05 2.15 0.32 
4号土坑 E-8・9 6.57 2.10 0.32 
5号土坑 D'E-9 1.20 0.87 0.12 
6号土坑 J-ll 2.69 1.90 0.40 
7号士坑 C-8 1.70 0.95 0.65 
8号土坑 C-5 2.15 1.20 0.30 
9号土坑 F-6 0.51 0.39 0.10 
10号土坑 F-6 0.68 0.43 0.07 
12号士坑 B-7 0.90 0.89 0.38 
13号土坑 B-10 1.23 0.96 0.30 
14号土坑 G-8 1.77 1.47 0.40 
15号土坑 H-6 4.75 2.73 0.37 
16号士坑 E.F-7・8 1.80 0.95 0.35 
17号士坑 日-7 2.24 0.78 0.30 
18号土坑 l' J-7 1.70 1.23 0.30 
19号土坑 M-8 2.10 0.55 0.18 
20号土坑 M-7 1.37 1.25 0.35 
21号土坑 M-7 1.88 0.83 0.40 
22号土坑 M-7 1.46 0.95 0.24 
23号土坑 M-7 0.92 (0.85) 0.50 
24号土坑 M-8 (2.34) 0.62 0.40 
25号土坑 M-7 0.63 (0.37) 0.25 
26号土坑 M-7 (1.32) 0.33 0.22 
27号土坑 M-7 0.79 0.52 0.33 
28号土坑 L-8 0.74 0.36 0;13 
30号士坑 K-8 1.08 0.42 0.18 
31号土坑 J -8 0.97 0.76 0.37 
32号土坑 J -8 1.70 0.80 0.40 
33号土坑 J -8 1.42 0.50 0.35 
34号土坑 1 -9 1.29 0.65 0.23 
36号士坑 H-9 1.15 0.82 0.08 
37号土坑 H-9 1.32 0.34 0.10 
38号土坑 H-8 1.63 1.08 0.25 
39号土坑 1 -9 0.62 0.58 0.13 
40号土坑 1 -9 1.48 1.22 0.25 
43号土坑 J -9 3.06 0.65 0.32 
44号土坑 J -9 2.80 0.65 0.35 
45号土坑 J-lO 3.34 0.95 0.34 
46号土坑 J -9・10 1.63 0.82 0.40 
47号土坑 1 -9 1.93 1.32 0.36 
48号土坑 1 -9・10 3.20 1.92 0.40 
50号土坑 H-lO 2.51 1.32 0.35 
51号土坑 H-lO 1.87 1.08 0.32 

第27表土壌計測表 単位 m

一・ |遺物

3/1)1 土師器

3/1)1 須恵器

第26表土坑計測表 単位 m

N値変換方位 平面形状 断面形状 覆土 遺物
N-350- W  不定形 浅い丸底状 黒色土(7.5YR 2/1) 土器片
N-690-E 不定形 上に聞く U字形 黒色土(7.5YR 2/1) 土器片
N-50-E 不定形 上に聞く U字形 黒色土(7.5YR 2/1) 
N-50- W  不定形 上に聞く U字形 黒色土(7.5YR 2/1) 
N -750

- E 隅丸長方形 上に聞く U字形 黒色士(7.5YR 2/1) 
N-470- W  楕円形 皿状 黒色土(7.5YR 2/1) 
N-70- W  楕円形 丸底状 1-2層
N-210- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(7.5YR 2/1) 
N-600-E 不定形 丸底状 黒色土(lOYR 3/2) 土器片
N-600-E 不定形 丸底状 黒色士(10YR 3/2) 土器片|

N-200- W  円形 丸底状 黒色土(10YR 2/1) 土器片
N-810-E 隅丸長方形 上に聞く U字形 黒色土(10YR 2/1) 土器片
N-800- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(10YR 2/1) 
N-200-E 不定形 皿状 1-3層 土器片
N-850-E 不定形 上に聞く U字形 黒色土(lOYR 3/2) 
N-500-W  不定形 皿状 黒色土(lOYR1.7/1) 土器片
N-330-E 楕円形 皿状 黒色土(lOYR1.7/1) 
N-720- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色士(lOYR1.7/1) 土器片
N-300-E 円形 上に聞く U字形 黒色土(lOYR1.7/1) 土器片
N-570- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(lOYR1.7/1) 
N-600-E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土(10YR1.7/1) 
N-800-E 楕円形 丸底状 黒色士(10YR1.7/1) 
N-260-E 長楕円形 舟底状 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-400- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-320-E 長楕円形 上に開く U字形 黒色土(10YR1.7/1) 
N-320- W  楕円形 舟底状 黒色士(2.5Y 2/1) 
N-600- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-400-E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-180- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N -340

- E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-700- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色士(2.5Y 2/1) 
N-490- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-20-E 楕円形 皿状 黒色土(2.5Y 2/1) 
N -100

_ E 長楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-370-E 隅丸長方形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-500-E 円形 丸底状 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-880-E 不定形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-850- W  長楕円形 上に聞く U字形 黒色士(2.5Y 2/1) 
N-820- W  不定形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-450-E 不定形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-400- W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(lOYR1.7/1) 
N-620-W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-330-E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-140-E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
N-580-W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土(2.5Y 2/1) 
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E 調査の結果兼停遺跡 3.若様と造物

第29表 ピット計測表 単位 m

遺構名 位 置 長軸 短軸 深さ N値変換方位 平面形状 断面形状 覆 士 遺物

4号ピット G-6 0.49 0.43 0.20 N -550
- E 円形 上に聞く U字形 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 

5号ピット F-6 0.35 0.29 0.20 N-210
- E 楕円形 上に聞く U字形 にぶい黄褐色土(lOYR7/3) 

6号ピット F-6 0.24 0.22 0.10 N-680-W 円形 上に聞く U字形 暗褐色土(10YR 3/3) 

7号ピット F-6 0.25 0.22 0.07 N-580-W 楕円形 上に広く聞く V字形 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 

8号ピット F-6 0.30 0.28 0.10 N-450-W 円形 上に聞く U字形 にぶい黄褐色士(lOYR4/3) 
9号ピット F-6 0.22 0.20 0.09 N-810-E 円形 上に聞く U字形 暗褐色土 (10YR 3/3) 土器片
10号ピット G-6 0.31 0.25 0.08 N-820-W 楕円形 皿状 にぷい黄褐色土(lOYR4/3) 

11号ピット G-6 0.30 0.26 0.26 N -440
- E 楕円形 浅い丸底状 暗褐色土 (10YR 3/3) 土器片

12号ピット G-6 0.26 0.24 0.09 N-730-W 円形 上に聞く U字形 暗褐色士 (10YR 3/3) 

13号ピット G-6 0.25 0.22 0.09 N-830-W 円形 U字形 暗褐色土(10YR 3/3) 
14号ピット G-6 0.23 0.20 0.07 N -200

- E 円形 上に開く U字形 暗褐色土(lOYR 3/3) 

15号ピット G-6 0.26 0.22 0.13 N -250
- E 間丸方形 V字形 にぶい黄褐色土(10四 4/3)

16号ピット G-6 0.55 0.19 0.15 N-460-E 不定形 V字形 暗褐色土(10YR 3/3) 
17号ピット F-6 0.19 0.18 0.04 N-190-W 円形 皿状 にぶい黄褐色土(10YR4/3) 
18号ピット G-6 0.19 0.16 0.07 N-870-W 円形 上に聞く V字形 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 

19号ピット 1 -6 0.35 0.29 0.10 N-130-W 円形 上に聞く U字形 黒褐色土(lOYR 2/2) 
20号ピット H-6 0.47 0.41 0.31 N-470-W 円形 中聞に段があるがU字形 黒褐色土(lOYR 3/2) 土器片
21号ピット H-7 0.39 0.31 0.15 N -230

- E 間丸方形 丸底状 黒褐色土(lOYR 2/2) 土器片
22号ピット 1 -7 0.22 0.20 0.06 N-230-E 隅丸方形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10四 3/2)

23号ピット 1 -7 0.59 0.49 0.50 N -400
- E 楕円形 V字形 黒褐色土 (10四 2/2) 土器片

24号ピット 1 -7 0.60 0.30 0.24 N -750
- E 楕円形 U字形 黒褐色土(lOYR 2/3) 

26号ピット 1 -7 0.31 0.23 0.07 N -580
- E 楕円形 浅い丸底状 暗褐色土 (10YR 3/3) 

27号ピット 1 -7 0.34 0.31 0.39 N-800-W 円形 フラスコ状 黒褐色土 (10YR 2/3) 

28号ピット 1 -7 0.41 0.38 0.18 N-80-E 隅丸方形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/3) 

29号ピット 1 -7 0.97 0.36 0.28 N-50-E 楕円形 丸底状 暗褐色士 (10YR 3/4) 

31号ピット 1 -7 0.38 0.32 0.35 N -330
- E 円形 V字形 黒褐色土(lOYR 3/2) 

32号ピット 1 -7 0.34 0.33 0.32 N-110-E 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/2) 

33号ピット 1 -7 0.91 0.45 0.43 N -520
- E 楕円形 狭いV字形 黒褐色士 (10YR 2/2) 

35号ピット 1 -7 0.27 0.27 0.19 N-350-W 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/2) 

36号ピット 1 -6 0.33 0.30 0.13 N -850
- E 間丸方形 上に広く聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/3) 

37号ピット 1 -6 0.39 0.32 0.11 N -650
- E 楕円形 上に広く聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/3) 土器片

38号ピット 1 -6 0.55 0.30 0.10 N -490
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色士 (10YR 3/2) 

40号ピット 1 -7 0.32 0.25 0.06 N -400
- E 楕円形 皿状 黒色土 (7.5YR 2/1) 

41号ピット 1 -7 0.27 0.27 0.08 N-W-W 円形 上に広く聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/2) 

42号ピット B-4 0.21 0.19 0.10 N-400-W 円形 上に聞く U字形 黒褐色士 (10YR 2/3) 

43号ピット B-4 0.34 0.29 0.46 N -450
- E 楕円形 U字形 暗褐色土(lOYR 3/3) 

44号ピット 1 -7 0.45 0.35 0.25 N-870-E 楕円形 上に開く U字形 暗褐色土 (10YR 3/3) 
45号ピット B-5 0.34 0.27 0.18 N -750

- E 楕円形 舟底状 暗褐色土 (10YR 3/3) 

46号ピット B-5 0.29 0.23 0.12 N -410
- E 楕円形 U字形 暗褐色士 (10YR 3/3) 

47号ピット A-5 0.48 0.35 0.11 N -770
- E 楕円形 U字形 暗褐色土(lOYR 3/3) 

48号ピット D-5 0.28 0.22 0.42 N-530-E 楕円形 U字形 にぶい黄褐色土(10四 4/3)

49号ピット F-6 0.20 0.21 0.20 N -760
- E 円形 U字形 にぶい黄褐色土(lOYR5/4) 

50号ピット F-7 0.35 0.32 0.14 N-530-W 円形 V字形 暗褐色土 (10YR 3/4) 土器片

51号ピット G-7 0.23 0.18 0.04 N -550
- E 隅丸方形 丸底状 にぶい黄褐色土(lOYR4/3) 

52号ピット E-5 0.36 0.30 0.15 N -120
- E 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/3) 土器片

53号ピット E-5 0.40 0.38 0.15 N -480
- E 円形 丸底状 黒褐色土 (10YR 2/3) 

55号ピット C-8 0.49 0.44 0.25 N-50-E 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 3/1) 

56号ピット C-9 0.43 0.42 0.25 N-30-W 円形 上に聞く U字形 暗褐色土 (10YR 3/3) 
57号ピット C-9 0.48 0.42 0.31 N -440

- E 円形 上に開く U字形 黒褐色土 (10YR 3/1) 

58号ピット C-9 0.48 0.44 0.18 N-250-W 円形 上に広く聞く U字形 黒褐色土 (10四 3/2)

60号ピット L-7 0.31 0.28 0.39 N -440
- E 円形 上に聞く U字形 黒褐色士 (10YR 2/2) 

61号ピット L-7 0.23 0.21 0.16 N-320-W 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/2) 
62号ピット L-7 0.20 0.17 0.08 N-400-W 円形 U字形 黒褐色土 (10YR 2/2) 

63号ピット L-7 0.47 0.44 0.22 N -450
- E 円形 上に開く U字形 黒褐色士(lOYR 2/2) 

64号ピット L-7 0.57 0.49 0.27 N-51"-W 円形 上に聞く U字形 黒褐色土(lOYR 2/2) 土器片
65号ピット L-7 0.30 0.28 0.04 N-390-W 円形 皿状 黒褐色土(lOYR 2/2) 土器片

66号ピット L-7 0.71 0.50 0.44 N-280-W 円形2個 上に聞く U字形 黒褐色土(lOYR 2/2) 
67号ピット L-7 0.36 0.33 0.17 N-230-E 円形 上に聞く U字形 黒褐色士 (10YR 2/2) 

68号ピット L-7 0.21 0.16 0.11 N -800
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土(lOYR 2/2) 
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E 調査の結果表停遺跡 3.遺梼と遺物

第30表 ピット計測衰(つづき) 単位 m

遺構名 位置 長軸 短軸 深さ Nfl直変換方位 平面形状 断面形状 覆 士 遺物
69号ピット L-7 0.43 0.34 0.13 N -560

- E 円形 丸底状 黒褐色土(10YR 2/2) 

70号ピット L-7 0.64 0.47 0.40 N -630
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/2) 土器片

71号ピット L-7 0.43 0.38 0.28 N -430
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色士(10YR 2/2) 

72号ピット L-7 0.48 0.38 0.29 N -660
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土(lOYR 2/2) 

73号ピット L-7 0.24 0.23 0.11 N-450-E 円形 上に開く U字形 暗褐色土(lOYR 3/3) 土器片

75号ピット L-7 0.47 0.42 0.35 N-280-W 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/3) 土器片

76号ピット L-7 0.56 0.54 0.39 N-5I"-E 円形 上に聞く U字形 暗褐色土(lOYR 3/3) 
77号ピット L-7 0.27 0.25 0.12 N-240-W 円形 丸底状 1-2層
78号ピット L-7 0.41 0.33 0.26 N-810-E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (7.5YR 2/2) 

79号ピット L-7 0.33 0.31 0.24 N-350-E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (7.5YR 2/2) 

80号ピット L-7 0.45 0.39 0.13 N-250-W 円形 皿状 黒褐色土 (7.5YR 2/2) 

81号ピット L-7 0.41 0.39 0.22 N-680-E 円形 上に聞く U字形 1-2層 土器片
82号ピット K-7 0.28 0.27 0.09 N-270-W 円形 U字形 黒褐色土 (5YR 3/1) 

83号ピット L-7 0.26 0.20 0.07 N -400
- E 楕円形 浅い丸底状 黒褐色土 (5YR 3/1) 

84号ピット L-7 0.43 0.38 0.11 N-420ー E 間丸方形 皿状 黒色土 (10Y 2/1) 

85号ピット L-7 0.35 0.30 0.17 N -250
- E 不定形 上に聞く V字形 1-3層

86号ピット K-7 0.32 0.28 0.08 N-640-W 円形 皿状 黒色土(10Y 2/1) 

87号ピット K-7 0.24 0.23 0.08 N-240-W 円形 上に聞く U字形 黒色土(10Y 2/1) 
88号ピット K-7 0.39 0.32 0.08 N -720

- E 楕円形 皿状 黒色土(10Y 2/1) 
89号ピット K-7 0.28 0.27 0.14 N-370-W 円形 上に聞く U字形 黒色土(lOY 2/1) 
90号ピット K-7 0.27 0.24 0.04 N-320-W 円形 浅い丸底状 黒色土(10Y 2/1) 
91号ピット K-7 0.25 0.24 0.06 N-400-W 円形 上に聞く U字形 黒色土 (10Y 2/1) 
92号ピット K-7 0.38 0.33 0.05 N -630

- E 楕円形 浅い丸底状(皿状)黒色土 (10Y 2/1) 

97号ピット K-7 0.26 0.24 0.10 N-360-W 円形 上に聞く U字形 黒色土(lOY 2/1) 
98号ピット K-7 0.23 0.20 0.07 N-350-E 円形 浅い丸底状 黒色土(lOY 2/1) 
105号ピット C-5 0.23 0.18 0.12 N -380

- E 不定形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

106号ピット C-5 0.53 0.34 0.22 N -440
- E 楕円形 上に聞く U字形 オリーブ褐色士(2.5Y4/3) 

107号ピット C-5 0.46 0.39 0.28 N-350-E 円形 丸底状 黒色土 (2.5Y 2/1) 
108号ピット C-5 0.39 0.35 0.12 N-3I"-E 楕円形 丸底状 黒褐色土 (2.5Y 3/2) 

109号ピット C-5 0.32 0.29 0.13 N -520
- E 円形 上に聞く U字形 1-2層

110号ピット D-5 0.43 0.37 0.14 N-140-W 円形 皿状 1-5層

111号ピット D-5 0.36 0.34 0.16 N -400
- E 円形 上に聞く U字形 オリーブ黒色土(5Y2/2) 

112号ピット C-5・6 0.39 0.36 0.23 N -720
- E 円形 丸底状 黒色土 (2.5Y 2/1) 

113号ピット C-6 0.43 0.31 0.08 N _710_ E 楕円形 丸底状 黒褐色土 (2.5Y 3/2) 
114号ピット D-5 0.40 0.39 0.39 N-330

- E 円形 U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

116号ピット D-7 0.54 0.40 0.06 N-90-E 不整形 皿状 黒色土 (7.5YR 2/1) 

117号ピット D-5 0.29 0.27 0.44 N-250-E 円形 上に開く U字形 黒色土(lOYR 2/1) 
118号ピット D-6 0.49 0.48 0.10 N -120

- E 隅丸方形 皿状 黒色土 (5YR 1.7/1) 
119号ピット D-6 0.61 0.48 0.23 N -840

- E 隅丸方形 上に聞く U字形 黒色土 (7.5YR 2/1) 土器片
120号ピット D-6 0.42 0.42 0.28 N -770

- E 隅丸方形 上に聞く U字形 1-4層 土器片

121号ピット B-7 0.57 0.46 0.07 N -790
- E 隅丸方形 皿状 黒色土 (7.5YR 2/1) 

122号ピット B-7 0.35 0.29 0.44 N-710-E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土(lOYR 2/1) 
123号ピット C-9 0.45 0.36 0.10 N -800

- E 楕円形 皿状 1-2層 土器片
124号ピット B-7 0.50 0.39 0.11 N-110-W 楕円形 上に聞く U字形 1-3層 土器片
125号ピット C-7 0.32 0.30 0.20 N-350-W 円形 V字形 黒色土 (10四1.7/1)
150号ピット N-7 0.37 0.35 0.16 N -410-W 円形 舟底状 1-3層 土器片

151号ピット N-7 0.31 0.27 0.24 N -880
- E 円形 V字形 1-4層

152号ピット N-7 0.40 0.33 0.20 N -460-E 楕円形 舟底状 暗灰黄色土 (2.5Y 4/2) 
153号ピット N-7 0.23 0.22 0.04 N-240-W 円形 皿状 1-2層

154号ピット N-7 0.28 0.27 0.16 N -770
- E 円形 上に聞く U字形 1-2層

155号ピット N-7 0.21 0.21 0.09 N -280
- E 隅丸方形 上に聞く U字形 1-3層

156号ピット N-7 0.36 0.34 0.08 N -450
- E 円形 浅い丸底状 1-2層 土器片

157号ピット N-7 0.15 0.13 0.04 N -300
- E 隅丸方形 上に広く聞く U字形 黒褐色土(lOYR 3/2) 

158号ピット N-7 0.21 0.21 0.24 N -220
- E 隅丸方形 上に聞く U字形 にぷい黄褐色土(10YR4/3) 

159号ピット N-7 0.24 0.24 0.10 N-280-W 円形 丸底状 灰黄褐(lOYR 4/2) 
160号ピット N-7 0.39 0.35 0.19 N-320-W 円形 舟底状 1-3層 土器片
161号ピット N-7 0.32 0.22 0.06 N -620

- E 楕円形 浅い丸底状 黒褐色土(lOYR 3/2) 
162号ピット N-7 0.46 0.43 0.11 N-630-W 円形 皿状 黒褐色土(lOYR 3/2) 土器片
163号ピット N-7 0.33 0.29 0.16 N-110-W 円形 舟底状 暗褐色土(lOYR 3/3) 土器片
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E 調査の結果菜傍遺跡 3.遺梼と遺物

第31表 ピット計測表(つづき) 単位 m

遺構名 位 置 長軸 短軸 深さ N値変換方位 平面形状 断面形状 覆 土 遺物

164号ピット M-6 0.28 0.28 0.12 N -360
- E 隅丸方形 上に聞く U字形 1-3層

165号ピット M-6 0.22 0.21 0.09 N-560-E 隅丸方形 U字形 1-2層

166号ピット M-6 0.17 0.16 0.05 N -500
- E 不定形 上に聞く U字形 1-2層

167号ピット M-6 0.25 0.24 0.09 N-300-W 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (7.5YR 3/1) 

168号ピット M-6 0.39 0.31 0.13 N -660
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (7.5YR 3!1l 土器片

169号ピット M-6 0.29 0.26 0.22 N -260
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 3/2) 

170号ピット M-7 0.26 0.24 0.06 N-6t-w 円形 皿状 黒褐色土(lOYR 3/2) 

171号ピット M-7 0.36 0.35 0.12 N-190-W 円形 上に聞く U字形 黒褐色土(10YR 3/2) 

172号ピット M-7 0.22 0.20 0.32 N-520
- E 円形 U字形 黒褐色土(10YR 3/2) 

173号ピット M-7 0.30 0.29 0.09 N-390-W  円形 皿状 黒褐色士 (10YR 2/3) 

174号ピット M-8 0.28 0.26 0.27 N -100
- E 隅丸方形 上に聞く U字形 1-4層

175号ピット M-8 0.32 0.29 0.08 N -650
- E 円形 浅い丸底状 黒褐色土(10四 3/2) 土器片

176号ピット L-7 0.15 0.17 0.06 N-7r-E 円形 上に聞く V字形 灰黄褐色土 (10YR 4/2) 

177号ピット L-7 0.16 0.15 0.08 N -410
- E 隅丸方形 上に聞く U字形 1-3層

178号ピット L-7 0.16 0.15 0.03 N -470
- E 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR3/1)

179号ピット L-7 0.33 0.30 0.22 N-440-W  円形 上に聞く U字形 1-2層

180号ピット L-7 0.24 0.21 0.06 N-340-W 円形 上に聞く V字形 黒褐色土(lOYR3/2)

181号ピット L-7 0.19 0.19 0.06 N -800
- E 円形 上に聞く U字形 黒褐色士 (10YR3/2)

182号ピット L-7 0.22 0.20 0.09 N-200-W  円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR3/2)

183号ピット L-7 0.44 0.26 0.12 N-750-W  楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR3/2)

184号ピット L-7 0.25 0.24 0.07 N-790
- E 円形 皿状 黒褐色土 (10YR3/2)

185号ピット L-7 0.27 0.24 0.04 N -760
- E 円形 上に聞く U字形 黒褐色士(lOYR3/2)

186号ピット L-7 0.33 0.31 0.19 N-6r-E 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR3/2)

187号ピット L-7 0.60 0.26 0.15 N -580
- E 長楕円形 浅い丸底状 黒褐色土 (7.5YR 3/1) 

188号ピット L-7 0.59 0.42 0.25 N-5t-E 楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (7.5YR 3/1) 土器片

189号ピット L-7 0.25 0.24 0.05 N-220-W  円形 浅い丸底状 黒褐色土(lOYR 3/2) 

190号ピット L-7 0.30 0.27 0.07 N -400
- E 楕円形 皿状 黒褐色土(lOYR 3/2) 

191号ピット L-7 0.35 0.29 0.07 N-790-W  円形 上に聞く U字形 黒褐色土(10YR 3/2) 

192号ピット L-7 0.20 0.17 0.04 N-360-E 円形 浅い丸底状 黒褐色土 (10YR 3/2) 土器片

193号ピット L-7 0.40 0.36 0.13 N-850-W  円形 舟底状 黒褐色土 (10四 3/2) 土器片
194号ピット M-7 0.30 0.25 0.14 N -300

- E 楕円形 舟底状 黒褐色土(lOYR 3/2) 

196号ピット M-7 0.61 0.27 0.10 N-580-W  長楕円形 皿状 黒褐色土(10YR 3/2) 

197号ピット L-7 0.74 0.68 0.14 N -800
- E 円形 皿状 黒褐色土(10YR 3/2) 土器片

198号ピット L-7 0.31 0.31 0.10 N-430-W 円形 浅い丸底状 黒褐色土 (10YR 3/2) 

199号ピット L-7 0.26 0.26 0.17 N-450
- E 隅丸方形 上に開く U字形 黒褐色土(lOYR 3/2) 土破片

200号ピット L-8 0.25 0.25 0.10 N-450
- E 円形 上に聞く U字形 黒色土 (7.5YR 2/1) 土器片

201号ピット L-8 0.23 0.23 0.06 N -450
- E 円形 浅い丸底状 黒褐色士(lOYR 3/1) 

202号ピット M-8 0.28 0.26 0.10 N-360-W  円形 上に聞く U字形 黒褐色土(lOYR 3/1) 土器片
203号ピット L-8 0.28 0.28 0.10 N-140-W  円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 3/2) 土器片

204号ピット L-8 0.27 0.25 0.09 N-5r-E 隅丸方形 丸底状 黒褐色土(lOYR 3/2) 土器片
205号ピット L-8 0.81 0.58 0.23 N -100

- E 隅丸長方形 上に開く U字形 1-2層 土器片
206号ピット L-8 0.27 0.23 0.10 N-750

- E 楕円形 上に聞く V字形 黒褐色土(lOYR 2/2) 土器片

207号ピット L-8 0.64 0.59 0.29 N-30-W 円形 上に聞く U字形 黒褐色土(lOYR 2/2) 

208号ピット L-8 0.59 0.48 0.11 N -820
- E 隅丸長方形 皿状 黒褐色土(lOYR 2/2) 土器片

211号ピット M-8 0.24 0.23 0.11 N -430
- E 円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 3/2) 土器片

212号ピット L-8 0.35 0.31 0.26 N-730-W  円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (10YR 2/2) 

215号ピット H-6 0.65 0.44 0.24 N -440
- E 楕円形 上に開く U字形 黒褐色土 (10YR 2/2) 

216号ピット H-6 0.35 0.34 0.24 N-390
- E 円形 上に聞く U字形 黒色土(lOYR 2/1) 

217号ピット H-6 0.48 0.45 0.20 N-350
- E 円形 上に開く U字形 黒褐色士 (2.5Y 3/2) 

218号ピット H-6 0.40 0.32 0.25 N -130-W  楕円形 上に聞く U字形 黒褐色土 (2.5Y 3/2) 

219号ピット H-6 0.23 0.20 0.17 N-300-W  円形 上に聞く U字形 黒褐色土(10YR 2/2) 

220号ピット H-6 0.60 0.38 0.18 N-W-E 楕円形 上に広く聞く U字形 黒色土(10YR 2/2) 

221号ピット H-6 0.30 0.25 0.17 N-150
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

231号ピット H-lO 0.28 0.24 0.28 N-720-W  円形 V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

232号ピット H-10 0.18 0.14 0.14 N-180
- E 楕円形 V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

233号ピット H-10 0.27 0.26 0.08 N-650-W  円形 皿状 黒色士 (2.5Y 2/1) 

234号ピット H-10 0.27 0.22 0.18 N -840
- E 楕円形 V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

235号ピット H-10 0.30 0.25 0.12 N -240
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

236号ピット H-lO 0.28 0.22 0.24 N-180-E 楕円形 V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺袴と遺物

第32表 ピット計測表(つづき) 単位 m

遺構名 位置 長軸 短軸 深さ N値変換方位 平面形状 断面形状 覆 土 遺物
237号ピット 1 -10 0.27 0.19 0.10 N-3t-E 不定形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
238号ピット 1 -10 0.35 0.23 0.16 N -250

- E 卵形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

239号ピット 1-10 0.18 0.18 0.13 N-450
- E 円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

240号ピット 1 -10 0.18 0.17 0.13 N -450
- E 円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

241号ピット 1 -10 0.17 0.17 0.16 N -450
- E 円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

242号ピット 1-10 0.25 0.22 0.23 N-350-W  楕円形 U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

243号ピット J-lO 0.24 0.21 0.10 N -10
_ E 楕円形 皿状 黒色土 (2.5Y 2/1) 

244号ピット J-lO 0.28 0.20 0.25 N-250
- E 。H 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

245号ピット J-lO 0.39 0.33 0.27 N-100
- E 円形 狭いV字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

246号ピット J~lO 0.11 0.10 0.05 N -450
- E 円形 丸底状 黒色士 (2.5Y 2/1) 

247号ピット J-lO 0.33 0.29 0.18 N-21"-W 円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

248号ピット J-lO 0.29 0.22 0.04 N-150-E 楕円形 皿状 黒色土 (2.5Y 2/1) 
249号ピット J-lO 0.32 0.23 0.16 N-300-W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
250号ピット J -10 0.23 0.21 0.17 N-250-W 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 軽石
251号ピット J -10 0.18 0.17 0.15 N-720-W 円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 土器片
252号ピット J -10 0.19 0.15 0.17 N -450

- E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
253号ピット J -10 0.21 0.17 0.16 N -420

- E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
254号ピット J-lO 0.21 0.16 0.15 N-41"-E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

255号ピット J -10 0.30 0.26 0.14 N -350
- E 円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

259号ピット 1-10 0.22 0.18 0.18 N -450
- E 円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

260号ピット 1-10 0.23 0.18 0.15 N -280
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

273号ピット G-8 0.51 0.23 0.31 N-150
- E 不定形 狭いV字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

274号ピット G-8 0.34 0.34 0.18 N-450
- E 円形 丸底状 黒色土 (2.5Y 2/1) 

279号ピット M-8 0.23 0.14 0.11 N-620-W 楕円形 袋状-v字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
280号ピット M-8 0.24 0.23 0.07 N -310-W 円形 浅い丸底状 黒色土 (2.5Y 2/1) 
281号ピット M-8 0.23 0.17 0.08 N-250-W 楕円形 浅い丸底状 黒色士 (2.5Y 2/1) 
282号ピット M-8 0.27 0.23 0.08 N-680-W 円形 上に広く開く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
283号ピット M-8 0.21 0.17 0.14 N-260-W 楕円形 上に広く聞く V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
284号ピット M-8 0.38 0.37 0.34 N-300-E 円形 V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
287号ピット M-8 0.40 0.22 0.16 N-330-W  楕円形 上に広く聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
288号ピット H-8 0.21 0.22 0.20 N -450

- E 円形 V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

289号ピット M-8 0.40 0.34 0.08 N -30
- E 円形 丸底状 黒色土 (2.5Y 2/1) 

290号ピット M-8 0.32 0.21 0.10 N -400
- E 楕円形 丸底状 黒色土 (2.5Y 2/1) 

291号ピット L-8 0.22 0.22 0.22 N -450
- E 円形 浅い丸底状 黒色土 (2.5Y 2/1) 

292号ピット L-8 0.50 0.23 0.12 N-360-W 楕円形 上に広く聞く V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 土器片
293号ピット G-8 0.39 0.34 0.20 N -230

- E 楕円形 浅い丸底状 黒色土 (2.5Y 2/1) 
295号ピット 1 -9 0.21 0.17 0.08 N -80

- E 楕円形 皿状 黒色土 (2.5Y 2/1) 
296号ピット 1 -9 0.23 0.20 0.10 N-380-W 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
297号ピット 1 -9 0.26 0.20 0.07 N-7r-W 楕円形 皿状 黒色土 (2.5Y 2/1) 
299号ピット 1 -8 0.22 0.21 0.09 N -450

- E 円形 上に聞く V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

300号ピット H-9 0.25 0.20 0.16 N -830
- E 楕円形 V字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

301号ピット H-9 0.47 0.42 0.27 N-450-E 円形 上に聞く U字形 1-3層

302号ピット H-9 0.47 0.31 0.12 N-240-W  不定形 上に聞く U字形 1-2層

303号ピット H-9 0.42 0.33 0.35 N -130-W 不定形 V字形 1-4層

304号ピット H-9 0.67 0.58 0.19 N-2t-w 楕円形 上に聞く U字形 1-7層 土器片
305号ピット 1 -8 0.40 0.27 0.14 N -300-W 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

307号ピット 1 -8 0.20 0.15 0.15 N-2r-W 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
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遺構名 位 置 長軸
308号ピット 1 -8 0.42 
309号ピット H-8 0.33 
310号ピット 1 -8 0.31 
401号ピット M-6 0.31 
402号ピット M-7 0.42 
403号ピット M-7 0.23 
404号ピット M-7 0.42 
405号ピット M-7 0.24 
406号ピット M-8 0.24 

遺構名 位置 長軸 短軸
1号土横 B-4 0.76 0.55 
2号土嬢 B-4 (0.37) 0.40 
3号土墳 B-4 1.03 0.65 
4号土壌 B-4 0.35 0.25 
5号土墳 B-4 0.72 0.49 
6号土墳 B-4 0.68 0.50 
7号土壌 B-4 0.53 0.49 
8号土填 B-4 0.45 0.35 
9号土墳 B-4 0.72 0.46 
10号土墳 B-4 (0.22) 0.58 
11号土墳 C-4 0.72 0.71 
12号土壌 C-4 0.62 0.40 
13号土頻 C-4 0.78 0.50 
14号土墳 C-4 0.78 0.63 
15号土墳 C-4 0.39 0.37 
16号土壌 C-4 0.50 0.40 
17号士嬢 C-3・40.67 0.58 
18号土墳 C-3・40.73 0.70 
19号土填 C-4 0.62 0.55 
20号土旗 D-4 0.70 0.52 
21号土嬢 C-4 1.13 1.10 
22号土壌 B-4 (0.18) 0.68 
23号土嬢 B-4 0.65 0.50 
24号土壌 B-4 0.59 0.39 
25号土壌 G-6 (0.42) 0.40 
26号土壊 C-4 0.63 0.60 

E 調査の結果表f彦遺跡 3.若様と遺物

第33表 ピット計測表(つづき) 単位 m

短軸 深さ Nfl直変換方位 平面形状 断面形状 覆 土 遺物

0.30 0.11 N-80-W  楕円形 浅い丸底状 黒色土 (2.5Y 2/1) 
0.21 0.07 N-740-W 楕円形 皿状 黒色土 (2.5Y 2/1) 

0.26 0.23 N -440
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

0.27 0.25 N -850
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

0.36 0.12 N-490-W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

0.18 0.12 N -200
- E 楕円形 上に聞く U字形 黒色士 (2.5Y 2/1) 

0.32 0.12 N-160-W  楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

0.23 0.12 N-450-W  円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 
0.21 0.03 N-r-E 楕円形 上に聞く U字形 黒色土 (2.5Y 2/1) 

第34表土壌墓計測表 単位 m

深さ N値変換方位 平面形状 断面形状 覆土 遺 物

0.29 N-r-E 長方形 上に聞く U字形 灰色 (5Y 6/1) 人骨I体
0.13 N _50_ E 方形 上に聞く U字形 灰色 (5Y 6/1) 

0.17 N -100
- E 長方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 人骨l体

0.05 N -200-W  方形 上に広く聞く V字形 灰色 (5Y 6/1) 銭貨(寛永通賓2)・人骨片

0.10 N -80
_ E 長方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 

0.07 N -50
- E 長方形 浅い丸底状 灰色 (5Y 6/1) 銭貨(寛永通賓6)・人歯

0.11 N-50-W  方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 人骨片

0.09 N -90
- E 長方形 浅い丸底状 灰色 (5Y 6/1) 

0.10 N-70
- E 長方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 

0.05 N _70_ E 方形 浅い丸底状 灰色 (5Y 6/1) 
0.22 N -70

- E 方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 

0.08 N-150-W  長方形 浅い丸底状 灰色 (5Y 6/1) 
0.14 N-lOo- E 長方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 

0.45 N-130-E 長方形 U字形 灰色 (5Y 6/1) 人骨片

0.10 N-30
- E 方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 

0.14 N-80-W  方形 上に聞く U字形 灰色 (5Y 6/1) 

0.35 N -40
_ E 方形 上に聞く U字形 灰色 (5Y 6/1) 人骨片

0.15 N -50
- E 方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 人骨片

0.17 N-lOo-W  方形 浅い丸底状 灰色 (5Y 6/1) かわらけ片・銭貨(寛永通賓2)

0.15 N-f-E 方形 上に聞く U字形 灰色 (5Y 6/1) かわらけ片
0.25 N -80

- E 方形 上に聞く U字形 灰色 (5Y 6/1) 人骨片

0.05 N _20_ E 方形 浅い丸底状 灰色 (5Y 6/1) 

0.05 N-150
- E 方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 

0.05 N-1f-E 長方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 
(0.05) N -220

- E 不定形 皿状 日昔褐色土(lOYR3/3)かわらけ片・銭貨(寛永通賓2)・人骨片

0.08 N-90
- E 方形 皿状 灰色 (5Y 6/1) 

第35表井戸計測表

N値変換方位
N-Sr-E 
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E 調査の結果請を傍遺跡 3.還袴と遺物

第36表周溝墓出土土器観察表

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

33図 1号 弥生土器 口径 14.9 口縁部は「く」の字 外面:頭部に縄紋を 普通 10YR7/1 口縁部~

1 周溝 器高 (11.5) 状に外反する O 思わせる刺突紋が施 灰色・白色 灰白 頚部のみ

軍 頭径 6.3 されているが摩耗し 赤色粒子 残存
ている O

内面:縄紋を思わせ

る刺突紋。

33図 1号 弥生土器 器高 (4.1) 底部から体部下半 外面:斜位のハケ目。 普通 7.5YR4/1 底部一

2 周溝 底径 (8.4) にかけて大きく外 内面:摩耗している 長石・黒色・ 褐灰 体部下半

軍 反する。 が底部にわずかにハ 石英・桂色 一部
ケ目の痕。 粒子 残存

36図 2号 弥生土器 口径 (19.0) 体部は緩やかに内 外面:口縁部に刻み目 普通 7.5YR6/3 口縁部~

1 周溝 器高 (17.4) 湾し、頭部から口 痕。口縁部一体部に 長石・石英・ にぶい褐 体部下半

警 頚径 (18.0) 縁部かけやや外反 縦位・金制立のハケ目。 黒色・赤色 1/4 
体部最大径 (24.8)気昧に聞く。 内面:口縁部に横位 粒子 残存

のハケ目 O 体部に板

ナデ。

36図 2号 弥生土器 口径 (25.0) 体部は内湾し、口 外面:口縁部に刻み 普通 5YR7/4 
口縁部央;1

2 周溝 器高 (11.5) 縁部はやや外反す 日痕。口縁部~体部 灰色・黒色・ にぶい桂 体部中

翠 頚径 (20.3) るO に斜位のハケ目。 赤色粒子、 1/4 
体部最大径 (24.3) 内面:口縁部に横位 小蝶 (2剛大) 残存

のハケ目。

39図 3号 弥生土器 口径 (13.4) 口縁部は「く」の字 外面:口縁部に刻み 普通 7.5YR6/3 口縁部

I 周溝 器高 (2.7) 状に外反する O 目痕、横位・余地の 白色粒子 にぶい艦 1/16 
警 頚径 (11.1) ハケ目。 残存

内面:口縁部に横位・

斜位のハケ目。

41図 4号 弥生土器 口径 (18.8) 口縁部は「く」の字 外面:口縁部に刻み 粗 2.5YR7/4 口縁部

1 周溝 器高 (5.7) 状に外反する。 目痕、斜位のハケ目。 灰色・黒色 淡赤燈 1/6 
警 頚径 (16.6) 内面:口縁部に横位 粒子、 7.5YR7/4 残存

のハケ目。 際 (3醐大) にぶい樟

44図 5.7号 弥生土器 器高 (2.0) 平底の底部から外 外面:摩耗の為、 やや粗 7.5YR8/4 底部1/6

1 周溝 底径 (8.0) 反する O 調整不明瞭。 白色・灰色・ 浅黄樟 残存

軍 内面:横位・斜位の 茶色粒子、

ハケ目痕がわずかに 小蝶 (2皿大)

残るが摩耗している。 多い

44図 5.7号 弥生土器 器局 (4.8) 脚接合部から体部 外面:斜位のハケ目。 普通 10YR7/4 体部下半

2 周溝 脚接合部径 (7.8)下半にかけて内湾 内面:摩耗の為、調整 白色・灰色・ にぶい ~底部
台付窒 する。 不明瞭。 赤色粒子、 黄桂 1/4 

小醸 (2mm大) 残存

50図 8号 弥生土器 器高 (4.8) 平底の底部から大 外面:底部に斜位・ 普通 5YR8/4 底 部 ~

1 周溝 底径 (8.0) きく外反する。 縦位のハケ目。体部 白色・灰色 淡樟 体部下半

軍 下半にへラ磨き。 赤色粒子 5Y3/1 2/3 
内面:摩耗の為、調整 多い オリーブ黒 残存
不明瞭。

50図 8号 弥生土器 口径 (12.2) 平底は平底。体部 外面:口縁部に刻み やや粗 2.5Y7/3 口縁部

2 周溝 器高 27.6 下半が下膨れする 目痕。体部下半に波 白色・灰色 浅黄 1/3、
軍 底径 (7.6) 無花果形。頭部~ 状、斜行縄紋を思わ 透明粒子、 2.5Y5/1 体部2/3、

最小頭部 6.1 口縁部は外反し、 せる刺突紋があるが d喋 (2mm大) 黄灰 底部1/5
体部最大径 (24.7)口縁端部に段をつ 摩耗している。体部 多い 残存

けている。 中央、底部に斜位・

縦位のハケ目。

内面:摩耗の為、調整

不明瞭。

-266-



E 調査の結果葉信遺跡 3.遺梼と遺物

第37表周溝墓出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

50図 8号 弥生土器 口径 (18.6) 体部下半~体部上 外面:口縁部に刻み 普通 10YR7/3 口縁部

3 周溝 器高 (20.2) 半は大きく外反、 目痕。頭部に縦位・ 長石・石英・ にぶい 一部、

霊童 頭径 (18.6) 体部中央~頭部は 横位のハケ目。体部 黒色・茶色 黄樫 体部1/4
体部最大径 (25.6)内湾し、口縁部は に斜位のハケ目。 粒子、 残存

「く」の字状に外反 内面:口縁部に横位 磯 (4mm大)

する O のハケ目。体部に板 少量
ナデ。

53図 9号 弥生土器 器高 (16.9) 底部は平底だが中 外面:口縁部、体部、 やや粗 10YR7/2 頭部~

1 周溝 底径 6.0 央に意図的に聞け 底部に斜位・縦位の 石英粒子、 にぶい 体部、

小型壷 頭径 5.0 たと思われる穴 ハケ目。頭部にへラ 長石・灰色・ 黄桂 底部
(径1.8cm)あり O 体 磨き。 茶褐色小磯 残存
部下半まで外反し、 内面:口縁部に斜位 (2m大)

体部下半一頭部は のハケ目。 多い

内湾し、頚部~口
縁部は外反する O

53図 9号 弥生土器 器高 (19.0) 体部上半~頚部は 外面:体部に刺郊文、 やや粗 7.5YR4/1 頭部~

2 周溝 底径 (10.0) 内湾、頭部は外反 底部に斜位のハケ目。 長石・石英・ 褐灰 体部、

小型壷 頚径 4.7 する O 内面:体部と底部に 灰色・黒色 底部1/4
斜位のハケ目。 粒子、 残存

蝶 (2-3mm大)

53図 9号 弥生土器 口f王 (25.2) 体部下半~体部上 外面:口縁部に刻み 普通 10YR6/3 口縁部

3 周溝 器高 (19.6) 半は外反、体部中 目痕。口縁部一体部 長石・石英・ にぶい 部、

き警 頭径 (24.0) 央一頭部は内湾し、 は横位・斜位のハケ 黒色粒子 黄樟 体部1/3
体部最大径 (29.6)頚部一口縁部は外 目。 残存

反する。 内面:口縁部に横位

のハケ目 O

58図 11号 弥生土器 口径 (10.8) 頭部から口縁部に 外面:口縁部に刺突 普通 10YR8/2 口縁部

I 周溝 器高 (5.6) かけて外反する。 紋、余判立のハケ目。 長石・石英・ 灰白 1/16 
軍てま~ 頭径 (5.0) 頭部にへラ磨き。 黒色粒子 残存

内面:口縁部に刺突

紋。頭部にへラ磨き O

58図 11号 弥生土器 器高 (5.0) 体部から屑部は内 外面:羽状の刺突紋 粗 10YR5/2 体部

2 周溝 傾する。 の後やや細長い貼り 白告・黒色・ 灰黄褐 1/2 
軍 付(t1芋紋が一周して 石英粒子 残存

いると思われる。 多い

内面:摩耗の為、調整

不明瞭。

58図 11号 弥生土器 器高 (23.6) 体部は内湾し、頚 外面:体部上半に波 普通 7.5YR7/2 頭部~

3 周溝 頭径 7.0 部~口縁部は外反 状紋、刺突紋、 31固 長石・石英 明褐灰 体部下半

宜E 体部最大径 (28.5)する O 1組の浮紋が2箇所に 粒子多い 2/3 
あったと思わオlる。 残存
体部中央は縦位・斜
位のハケ目。体部下

半はへラ磨き O

内面:口縁部に波状

紋、ヘラ磨き。体部
は板ナデ。

58図 11号 弥生土器 口径 (18.4) 口縁部は「く」の字 外面:口縁部に刻み やや粗 7.5YR6/3 口縁部

4 周溝 器高 (5.3) 状に外反する O 目痕。口縁部~体部 灰色・白色 にぶい褐 1/4残存
警 頚径 (16.7) 上半は縦位・斜位の 赤茶色粒子

ハケ目。 蝶 (3皿大)

内面:口縁部に斜位・ 多い

横位のハケ目。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3. i茸梼と造物

第四表周溝墓出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

58図 11号 弥生土器 口径 (19.0) 体部は内湾し、口 外面:口縁部に刻み 普通 10YR5/2 日縁部~

5 周溝 器高 (8.2) 縁部は「く」の字状 目痕。頭部に縦位の 白色・黒色・ 灰黄褐 体部

警 頚径 (16.6) に外反する O ハケ目。体部に横位 赤色・石英 1/6 
のハケ目。 粒子 残存
内面:口縁部に横位 多い

のハケ目。体部に指

頭圧痕。

58図 11号 弥生土器 口径 33.4 体部は内湾する。 外面:口縁部一体部 やや粗 5YR7/6 口縁部一

6 周溝 器高 (24.3) 口縁部は「く」の字 は斜位・横位のハケ 赤色・白色 権 体部上半

蜜 頚径 30.4 状に外反し端部は 目。口縁端部を波状 灰色・透明 2/3 
体部最大径 39.2 波状。 に整える。 粒子、 残存

内面:口縁部に横位・ 小傑 (2mm大)

斜位のハケ目。体部 多い

に指頭圧痕。

58図 11号 弥生土器 口縁部 16.4 体部は内湾し、口 外面:口縁部に刻み 普通 7.5YR7/2 口縁部~

7 周溝 器高 (21.3) 縁部は「くJの字状 目痕。口縁部~体部 灰色・黒色・ 明褐灰 体部

台付審 頭径 (14.4) に外反する O は斜位・横位のハケ 桂色粒子 3/5 
体部最大径 (17.3) 目。 残存

内面:口縁部に横位
のハケ目。

61図 12号 弥生土器 口縁部 18.9 底部は平底。体部 外面:口縁部、体部 やや粗 5YR7/4 口縁部

1 周溝 器高 32.3 下半が下膨れする 中央、底部に斜位の 灰色・赤色 にぶい桂 1/2残存、
軍 底径 9.7 無花果形。頭部~ ハケ目 O 頭部、体部 粒子 5YR7/2 体部

頭径 7.4 口縁部は大きく外 下半にヘラ磨き O 頭 明褐灰 2/3残存、
反し、端部を四角 部下半に羽状の刺突 底部

形に収める O 紋。体部上半に斜位 1/4強欠
の刺突紋。口縁部に 損
刻み目が一周してい

ると思われるが、摩

耗の為、調整不明瞭。

内面:口縁部、底部
に斜位のハケ目。

61図 12号 弥生土器 器高 (20.3) 底部はほぼ平底。 外面:体部・底部に やや粗 7.5YR7/6 頭部~

2 周溝 底径 (7.6) 体部下半が下膨れ 斜位のハケ目。 灰色・白色 権 体部
宜τ主~ 頭径 5.4 する無花果形。頚 内面:底部に板ナデ。 赤色粒子、 3/4、

体部最大径 17.8部一口縁部は外反 小磯 (2mm大) 底部1/2
する O 残存

63図 14号 弥生土器 器高 (11.4) 体部下半が下膨れ 外面:斜位のハケ目 普通 2.5Y4/1 体部

1 周溝 頚径 (6.0) する無花果形を呈 後、横位・斜位の刺 白色・灰色 黄灰 1/5 
小型壷 体部最大径 (13.8)すると思われる O 突紋。体部中央に 粒子、 10YR8/2 残存

2本の波状紋。 小磯 (2酬大) 灰白

内面:摩耗の為、調整

不明瞭。

65図 17号 弥生土器 器高 (5.4) 脚部は「ハ」の字状 外面:縦位・斜位の 粗 7.5YR8/1 脚部

1 周溝 底径 (9.4) に聞く。 ハケ目。 白色・灰色・ 灰白 2/5 
台付聾 内面:横位のハケ目。 樟色粒子 残存

67図 18号 弥生土器 器高 (1.6) 体部は外反する。 外面:体部は会判立の 粗 5YR7/3 底部

1 周溝 底径 (9.8) ハケ目。 長石・石英・ にぶい樟 一部

軍 内面:摩耗の為、調整 黒色粒子 残存

不明瞭。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺符と遺物

第39表周溝墓出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

70図 19号 弥生土器 口径; 11.2 体部上半~頭部は 外面:体部上半は縦 普通 7.5YR7/2 口縁部~

1 周溝 器高 (9.9) 内湾。頭部~口縁 位のハケ目、羽状の 長石・黒色・ 明褐灰 体部中央

軍 頚径 4.2 部は大きく外反。 刺突紋。頭部はへラ 赤色・石英 残存
磨き O 口縁部は斜位 粒子 (口縁部
のハケ目、羽状の刺 多い 1/4欠損)
突紋、 3個1組の棒状

浮紋が5箇所あり。
内面:頭部はヘラ磨
きO 口縁部は3重の
羽状の刺突紋。

70図 19号 弥生土器 器品 (23.0) 底部は平底。体部 外面:体部下半はへ 普通 10YR8/3 体部1/3、

2 周溝 底径 (9.0) 下半が下膨れする ラ磨き。底部は縦位 白色・灰色・ 浅黄櫨 底部1/2

軍 体部最大径 (25.1)無花果形。 のハケ目。 茶色・黒色 残存

内面:体部は板ナデ。 粒子、
小磯 (2rnm大)
多い

70図 19号 弥生土器 口f圭 15.8 口縁部は「く」の字 外面:口縁端部と体 やや粗 7.5YR7/2 口縁部

3 周溝 器高 (20.2) 状に外反し、端部 部は斜位のハケ目。 白色・灰色・ 明褐灰 2/3、

宝E 頭径 (12.8) を四角形に収める。 内面:口縁部~体部 赤色粒子 頭部
は横位・斜位のハケ 残存

目。

70図 19号 弥生土器 器高 (2.9) 平底の底部から大 内外面とも摩耗の為、 手且 7.5YR8/4 底部のみ

4 周溝 底径 (8.0) きく外反する。 調整不明瞭。 白色・灰色・ 浅黄桂 残存

軍 赤色粒子
多い

70図 19号 弥生土器 口怪 (21.8) 体部は内湾し、口 外面:口縁部に刻み やや粗 5YR7/4 口縁部~

5 周溝 器高 (9.7) 縁部は「く jの字状 日痕。口縁部~体部 白色・灰色・ にぶい桂 体部上半
警 頭径 (20.4) に外反する O は斜位・縦位のハケ 赤色粒子、 1/5 

体部最大径 (23.8) 目O 離 (3阻大) 残存

内面:口縁部~体部 多い
は横位のハケ目。

70図 19号 弥生土器 器品 (13.5) 口縁部は「くJの字 外面:体部は縦位・ やや粗 10YR8/4 体部

6 周溝 頭径 (16.8) 状に外反し、体部 斜位のハケ目 O 白色・灰色・ 浅黄樫 2/3 
警 体部最大径 (21.0) は内湾する。 内面:口縁部は横位・ 赤色粒子、 残存

斜位のハケ目。 蝶 (3mm大)
多い

70図 19号 弥生土器 口f壬 28.5 体部下半~体部中 外面:口縁部に刻み やや粗 5YR7/2 口縁部

7 周溝 器高 (22.3) 央は外反し、体部 目痕、口縁部~体部 白色・灰色・ 明褐灰 1/5、
書 頭径 (25.5) 中央一肩部は内湾 は斜位のハケ目。 赤色粒子 体部1/5

体部最大径 (32.4)する。口縁部は「く j内面:口縁部は横位・ 欠損

の字状に外反する O 斜位のハケ目 O

72図 20号 弥生土器 器高 (5.8) 平底の底部から外 外面:底部に斜位の 普通 5YR6/6 体部下半

1 周溝 底径 (6.4) 反して立ち上がる。 ハケ目。 白色・灰色 樟 ~底部
宜 内面:摩耗の為、調整 粒子 1/4 

不明瞭。 残存

72図 20号 弥生土器 器局 (1.5) 平底の底部から外 外面:底部に縦位の 普通 7.5YR6/3 底部

2 周溝 底径 (9.2) 反する O ハケ目。 長石・石英・ にぶい褐 1/2 
軍 内面:摩耗の為、調整 黒色粒子 残存

不明瞭。
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E 調査の結果来信遺跡 3.遺符と遺物

第40表溝状遺構出土土器観察表

図版
遺構名

種目。
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

76図 28溝 弥生土器 口径 (19.8) 頚部~口縁部は 内外面とも摩耗の為、 やや粗 lOYR7/2 口縁部一|

1 器高 (9.5) 「く jの字状に外反 調整不明瞭。 長石・石英・ にぶい 頚部

軍 頭径 (7.4) する O 黒色粒子 黄櫨 1/4 
多い 残存

76図 28溝 弥生土器 器高 (12.9) 平底の底部から体 内外面とも摩耗の為、 やや粗 5YR7/6 底 部 ~

2 底径 6.4 部下半にかけて外 調整不明瞭。 白色・透明・ 樟 体部中央

壷 体部最大径 21.9 反し、体部下半か 灰色・赤色 7.5YR7/6 残存
ら体部上半にむか 粒子、蝶 (4rnrn権

って内湾する。 大)多い

76図 28溝 弥生土器 口径(17.8) 体部は内湾し、口 外面:口縁部に刻み 粗 7.5YR7/4 口縁部一

3 器高 (9.5) 縁部は「く」の字状 目痕。体部に縦位・ 白色・灰色・ にぶい桂 体部中央

費 頚径 (16.0) に外反する。 斜位のハケ目。 茶色粒子、 1/4 
内面:摩耗の為、 際 (2-4阻大) 残存
調整不明瞭。 多い

76図 28溝 弥生土器 器局 (6.6) 脚部は緩やかに 内外面とも摩耗の為、 粗 5YR6/3 脚部

4 底径 8.8 「ハ」の字状に聞く O 調整不明瞭。 灰色・白色 にぶい樫 3/4 
台付奮 脚接合部径 5.6 赤色粒子 残存

多い

76図 28溝 須恵器 口径 6.6 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 粗 2.5Y6/1 口縁部

5 器高 9.3 が台形の貼り付け 外面体部下半に5本 白色・灰色・ 黄灰 1/3 
平瓶 底径 8.0 高台が付く O 底部 の沈線。 黒色粒子 残存

頭径 5.1 一体部上半は直線 内外面とも全体に袖

体部最大径 12.9 的に外反し、体部 がかかっている O

上半一頚部は内傾

する O 頭部~口縁
部は直線的に外反

し、口縁端部を丸

く収める。

84図 50溝 弥生土器 器高 (6.1) 脚部は「ハ」の字状 外面:~前立のハケ目。 やや粗 5YR7/4 脚部のみ

1 底径 9.3 に聞く O 内面:摩耗の為、 灰色・黒色・ にぶい樫 残存

台付費 脚接合部径 (5.8) 調整不明瞭。 白色粒子、

小磯 (2rnrn大)

85図 51溝 弥生土器 口径 12.0 頭部~口縁部は大 外面:摩耗の為、 粗 2.5YR7/6 口縁部一

1 器高 (5.8) きく聞き、端部を 調整不明瞭。 灰色・白色 樟 頭部

軍 頭部 (4.8) 四角形に収める。 内面:口縁部に羽状 粒子 1/4 
の刺突紋。 残存

87図 55溝 弥生土器 口径 (13.2) 口縁部は「く」の字 外面:頭部に櫛目紋。 やや粗 7.5YR8/6 口縁部一

1 器高 (7.0) 状に外反し、端部 内面:口縁部に斜位 白色・赤色・ 浅黄樫 頭部

壷 頚径 (6.6) に段をつけている O のハケ目。 灰色粒子 7.5YR6/l 1/4 
褐灰 残存

87図 55溝 弥生土器 器高 (12.8) 肩部から頭部にむ 外面:頭部に縦位の 粗 5YR6/3 頭部、

2 頚径 11.4 かつて内傾し、頭 ハケ目 O 頭部と肩部 灰色・白色・ にぶい樟 肩部 1/4
軍 部は口縁部にむか の聞に会制立の刺突紋。 桂色・赤色 残存

って外反しながら 肩部にま判立・横位の 粒子

立ち上がる。 ハケ目。

内面:頭部に斜位の

ハケ目。

87図 55溝 弥生土器 器高 5.7 平底の底部から内 内外面とも摩耗の為、 平且 5YR7/6 体部下半

3 底径 7.2 湾して立ち上がる O 調整不明瞭。 白色・灰色 樟 1/4、
壷 粒子 底部1/2

残存
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E 調査の結果表情遺跡 3.遺袴と遺物

第41表溝状遺構出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

87図 55~毒 弥生土器 器品 (4.9) 底部は平底。体部 外面:底部~体部下 普通 10YR6/2 体部下半

4 底径 (6.2) 下半が下膨れする 半は斜位のハケ目。 灰色・白色 灰黄褐 1/3、
軍 無花果形を呈する 体部下半にへラ磨き。 黒色粒子 10YR4/1 底部1/2

と思われる O 底部に木葉痕。 灰褐 残存
内面:底部は横位の

ハケ目。

87図 55溝 弥生土器 口径 (15.0) 体部は内湾し、口 外面:口縁部に刻み 手且 5YR7/3 口縁部~

5 器高 (12.7) 縁部は「く」の字状 目痕。体部に縦位・ 白色・赤色・ にぶい樟 体部下半

書 頚径 (13.4) に外反する。 斜位のハケ目。 灰色粒子 1/4 
体部最大径(16.4) 内面:口縁部に横位 多い 残存

のハケ目 O 体部に板
ナデ。

87図 55溝 弥生土器 口径; 15.4 口縁部は「く jの字 外面:口縁部は刻み やや粗 5YR7/4 口縁部一

6 器高 (8.2) 状に外反し、体部は 目痕。口縁部~体部 灰色・白色 にぶい燈 体部中央

斐 頚径 13.5 内湾する。 は縦位・斜位のハケ 赤茶色粒子、 残存

日O 小蝶 (2mm大)
内面:口縁部は横位 多い

のハケ目 O

87図 551蕎 弥生土器 口径 (22.2) 脚接合部一体部下 外面:口縁部は刻み やや粗 7.5YR4/2 口縁部~

7 器高 (26.2) 半は外反。体部中 目痕。口縁部~体部 長石・石英・ 灰褐 体部中央、

台付費 頚径 (20.8) 央~頭部は内湾。 は縦位・斜位のハケ 黒色粒子 体部下半
体部最大径 (27.4)口縁部は「く」の字 目。 離 ~底部

状に外反する。 内面:口縁部一体部 (2~3mm大) 残存
は横位のハケ目。

87図 55溝 弥生土器 器高 (12.0) 脚接合部~底部は 外面:縦位・斜位の 普通 2.5YR5/4 脚部

8 底径 (15.4) 緩やかに外反して ハケ目。 透明・白色・ にぶい 2/3 
高杯 下りる。脚部中央 内面:横位・斜位の 灰色粒子 赤褐 残存

に径8~9mmの孔が ハケ目 O

4箇所ある。

94図 66溝 土師器 口径 (18.8) 底部は平底。口縁 外面:底部に回転糸 密 5YR7/6 口縁部

1 器高 4.6 部にむかつて大き 切り痕。 石英・黒色・ 檀 一部、

皿 底径 (8.6) く外反。 他は摩耗の為、調整 赤色粒子 底部1/4
不明瞭。 残存

95図 70溝 弥生土器 口径 (20.8) 口縁部は外反する。 外面:口縁部に刻み 普通 10YR5/1 口縁部

1 器高 (2.6) 目痕、縦位・斜位の 茶色・灰色 褐灰 1/12 

霊 ハケ目。 粒子 7.5YR7/3 残存
内面:口縁部に横位 にぶい褐

のハケ目。

97図 67溝 弥生土器 器高 (2.7) 平底の底部から外 外面:斜位のハケ目 やや粗 5YR7/4 底部3/4

1 底径 (7.2) 反する。 がわずかに残るが摩 白色・灰色 にぶい桂 残存

宜 耗している。 粒子、 2.5Y5/1 
内面:摩耗の為、 磯 (3mm大) 黄灰

調整不明瞭。 多い

99図 68溝 弥生土器 口径 (10.6) 頭部~口縁部は外 外面:斜位のハケ目。 普通 10YR7/2 口縁部

1 器高 (4.9) 反する。 内面:斜位のハケ目 白色・灰色・ にぶい 1/4 

軍 頚径 (6.1) が残るが、摩耗して 茶色粒子、 黄程 残存
いる。 小蝶 (2mm大)

多い

99図 68溝 須恵器 口径 (12.0) 口縁部は「く」の字 内外面ともナデ。 密 N7/ 口縁部

2 器高 (5.2) 状に外反し、端部 全体に軸がかかって 白色・灰色 灰白 1/8 
警 頭径 (10.8) を三角形に収めて Lミる。 粒子 残存

L 、る。
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E 調査の結果菜停遺跡 3.遺袴と遺物

第42表溝状遺構出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

101図 69溝 弥生土器 器局 (2.6) 平底の底部から大 外面:縦位・斜位の やや粗 10YR8/2 底部1/5

1 底径 (5.6) きく外反する。 ハケ目。 灰色・白色 灰白 残存
宣E 内面:摩耗の為、 粒子、 10百 5/1

調整不明瞭。 小蝶 (2mm大) 褐灰

101図 69溝 弥生土器 口径 (18.6) 口縁部は「く」の字 外面:口縁部に刻み 普通 7.5YR6/2 口縁部

2 器高 (4.5) 状に外反する。 目痕。体部に斜位・ 灰色・黒色 灰褐 1/8 
聾 頚径 (17.8) 横位のハケ目。頚部 赤色粒子 残存

に刺突紋。

内面:頭部に斜位・

横位のハケ目。

103図 71溝 弥生土器 口径 (15.0) 頭部一口縁部は外 外面:口縁部は刺突 やや粗 7.5YR7/3 口縁部

1 器高 (6.3) 反し、口縁端部は 紋後、 2個1組の浮紋 長石・石英・ にぶい樟 1/3 
軍 折り返して複合口 が3箇所に貼り付けて 撞色・黒色 残存

縁になっている。 ある。頚部は斜位の 粒子
ハケ目。

内面:口縁部は刺突

紋後、竹管紋(単位

は不明)が一周して

いると思われる。

103図 71溝 弥生土器 器局 (11.6) 体部下半一体部中 外面:体部上半に 普通 lOYR7/3 頚部一

2 頚径 4.35 央は丸昧を帯びて 2本の太い沈線と羽 石英・長石・ にぶい 体部下半
小型壷 体部最大径 13.3 外反する。体部中 状刺突紋。下半に斜 黒色粒子 黄燈 残存

央~頭部は内湾す 位のハケ目。
る。 内面:体部に指頭圧

痕。

103図 71溝 弥生土器 器高 (8.3) 底部は平底。 外面:体部下半~底 やや粗 7.5YR7/2 底 部 ~

3 底径 (8.6) 体部は丸昧を帯び 部は縦位・余粒のハ 白色・灰色 明褐灰 体部下半
壷 て外反する。 ケ目。底部に木葉痕。 粒子、 1/2 

内面:摩耗の為、 小磯 (2皿大) 残存
調整不明瞭。 多い

103図 71溝 弥生土器 口径 (14.0) ほぼ平底の底部か 内外面とも摩耗の為、 普通 10司YR8/3 底部のみ

4 器高 (3.2) ら外反して立ち上 調整不明瞭。 赤色・灰色・ 浅黄櫨 残存
壷 頚径 (7.4) がる。 白色粒子

103図 71溝 弥生土器 器高 (4.9) 底部中央に段あり。 内外面とも摩耗の為、 やや粗 5Y5/1 底 部 ~

5 底径 9.4 体部は外反する。 調整不明瞭。 長石・石英・ 灰 体部下半
軍 黒色粒子多い 残存

白色喋 (3-4

皿大)少量

103図 71溝 弥生土器 口径: 20.1 体部は内湾し、口 外面:口縁部に刻み やや粗 2.5YR6/6 口縁部

6 器高 (21.1) 縁部で「く」の字状 目痕、 j単位のハケ目。 白色・灰色 撞 1/10、
嚢 頚径 (18.8) に外反する。 体部に余ヰ位・横位の 檀色粒子 体部1/8

ハケ目。 残存
内面:口縁部に横位

のハケ目。体部に板

ナデ。

103図 71溝 弥生土器 口径 (43.3) 口縁部は「く」の字 外面:口縁部に刻み やや粗 2.5YR7/2 口縁部

7 器高 (6.1) 状に外反する。 目痕。体部はま』位の 赤色・灰色・ 明赤灰 1/10 
妻 頚径 (22.1) ハケ目。 白色粒子 N4/ 残存

内面:口縁部は横位 灰
のハケ目。

-272-



E 調査の結果兼停遺跡 3.遺袴と造物

第43表溝状遺構出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

103図 71溝 弥生土器 口径 (21.0) 口縁部は「く」の字 外面:口縁部に刻み やや粗 7.5YR7/6 口縁部

8 器高 (4.5) 状に外反する。 目痕。体部に余粒の 白色・灰色 樟 1/5 
警 頭径 (18.3) ハケ目。 粒子、 残存

内面:体部に横位の 小磯 (2mm大)
ハケ目。 多い

103図 71溝 弥生土器 口径 (15.2) 口縁部は「くJの字 外面:口縁部に刻み 普通 5YR7/2 口縁部

9 器高 (5.0) 状に外反し、端部 目痕。 茶色・灰色 明褐灰 1/5 
聾 頚径 (12.0) を四角形に収める。 内面:口縁部は横位 粒子 残存

のハケ目。 多い

103図 71溝 弥生土器 器高 (10.3) 脚部は「ハjの字状 内外面とも摩耗の為、 普通 7.5YR7/2 脚部

10 底径 (7.8) に聞く。体部は外反 調整不明瞭。 長石・石英・ 明褐灰 1/2 
台付費 脚接合部径4.6 する o 灰色粒子 残存

103図 71溝 弥生土器 器高 (7.9) 脚部は「ハ」の字状 外面:脚部は縦位・ 粗 7.5YR7/2 脚部

11 底径 (10.6) に聞き、体部は内 斜位のハケ目。 赤色・灰色 明褐灰 3/4 
台付審 脚接合部径 (5.6)湾する。 内面:脚部は板ナデ。 粒子 残存

103図 71溝 弥生土器 器局 (7.6) 脚接合部~底部は 外面:縦位のハケ目。 普通 7.5YR8/4 脚部

12 底径 10.3 緩やかに外反する。 内面:板ナデ。 赤色・灰色・ 浅黄樟 2/3 
台付費 脚接合部径 6.6 白色粒子 残存

103図 71溝 弥生土器 器高 (5.1) 脚部は「ハ」の字状 外面:ハケ目痕がわ 普通 5YR7/3 脚部のみ

13 底径 9.9 に聞く。 ずかに残るが摩耗し 黒色・灰色・ にぶい撞 残存
台付費 ている。 粒子

内面:摩耗の為、

調整不明瞭。

103図 71溝 弥生土器 器高 (7.4) 脚部は「ハjの字状 外面:縦位のハケ目。 粗 5YR7/3 脚部

14 底径 (12.0) に聞く。 内面:板ナデ。 赤色・灰色・ にぶい檀 1/4 
台付書 脚接合部径 (5.6) 樺色粒子 残存

103図 71溝 弥生土器 器高 (9.0) 脚部は「ハJの字状 外面:縦位・斜位の やや粗 7.5YR7/4 脚部

15 底部 14.0 に聞く。 ハケ目。 長石・石英・ にぶい樫 2/3 
台付費 内面:わずかに板ナ 黒色粒子 残存

デ痕?が残る。

104図 71溝 弥生土器 口径: 17.1 平底の底部から口 外面:斜位のハケ目。 普通 5YR7/2 ほぽ完形|

16 器高 7.6 縁部まで大きく外 内面:摩耗の為、 白色・灰色・ 明褐灰
鉢 底径 5.5 反する。 調整不明瞭。 桂色粒子

104図 71溝 弥生土器 口径 (22.0) 体部~口縁部は内 外面:口縁部一体部 やや粗 10YR7/3 口縁部~

17 器高 (9.5) 湾する。 は斜位のハケ目。 白色・灰色・ にぶい 体部
鉢 内面:体部に板ナデ。 赤色粒子 黄樟 1/6 

多い 残存

104図 71溝 弥生土器 口径 (17.6) 底部は平底。体部 外面:口縁部~体部 粗 2.5YR7/6 口縁部~

18 器高 12.2 は球形。口縁部は に横位・斜位のハケ 白色・灰色 樟 体部1/4、
鉢 底径 6.4 「く」の字状に外反 目。 茶色粒子、 底部

頭径 (16.0) し、端部を四角形 内面:口縁部に横位 離 (3阻大) 残存
体部最大径(18.1)に収める。 のハケ目。 多い

104図 71溝 弥生土器 器高 (4.3) 脚接合部から裾部 外面:脚接合部に縦 普通 7.5YR7/4 脚部のみ

19 底径 4.5 は短く、ほぽ垂直 位のハケ目。 白色・灰色 にぶい樟 残存
鉢? 脚接合部径 4.3 に下りる。体部は 内面:体部に板ナデ。 粒子

内湾する。

104図 71溝 弥生土器 器局 (12.2) 口縁部は直線的に 内外面とも摩耗の為、 やや粗 7.5YR7/4 口縁部

20 立ち上がり、端部 調整不明瞭。 白色・灰色・ にぶい樫 一部
鉢? を四角形に収める。 赤色粒子多い 残存

22図 7溝 土師器 口径; 12.7 丸昧を帯びた底部 外面:摩耗の為、 普通 2.5YR7/3 口縁部~

1 器高 5.0 から口縁部まで内 調整不明瞭。 石英・雲母・ 淡赤樫 底部
碗 湾する。 内面:板ナデ。 長石粒子 1/2残存
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺梼と造物

第44表溝状遺構出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率|

番号 器種

122図 7溝 須恵器 口径 04.2) 平底の底部に断面 外面:口縁部~体部 密 N7/ 口縁部~

2 器高 4.4 が台形の貼り付け はナデ。底部は回転 黒色・白色・ 灰白 体部1/4
杯身 底径 (5.5) 高台が付く。体部 糸切り痕。 灰色粒子、 残存

~口縁部はやや内 内面:全体ナデ。 小磯 (2mm大) 底部一部
湾気味に聞く。 欠損

122図 7溝 須恵器 口径 (19.8) 平底の底部に断面 外面:口縁部一体部 密 N7/ 口縁部~

3 器高 5.1 が台形の貼り付け はナデ。底部は回転 灰色・白色・ 灰白 底部
皿 底径 (10.2) 高台が付く。体部 糸切り痕。 粒子 1/5 

~口縁部はやや内 内面:全体ナデ。 残存

湾気味に大きく開 口縁部に柑がかかっ
く。 ている。

125図 9溝 弥生土器 器局 (8.5) 脚接合部は裾部に 内外面とも摩耗の為、 やや粗 2.5YR7/2 脚部のみ

1 底径 9.8 むかつて聞く。 調整不明瞭。 長石・赤色・ 明赤灰 残存

高杯 黒色粒子、
離 (4皿大)
多い

125図 9溝 弥生土器 器高 (2.3) 平底の底部から外 外面:底部は縦位の やや粗 10YR7/1 底部のみ

2 底径 7.9 反する。 ハケ目。 長石・石英・ 灰白 残存

壷 内面:摩耗の為、 灰色・黒色
調整不明瞭。 粒子、離

(1-3阻大)

125図 9溝 土師器 口径 07.2) 丸昧を帯びた底部 内外面とも摩耗の為、 粗 lOYR6/4 口縁部

3 器高 5.5 から内湾して立ち 調整不明瞭。 灰色・茶色 にぶい ~底部
杯 上がる。 粒子、 黄樟 1/2 

離 (3皿大) 残存

125図 9溝 土師器 器高 (5.7) 脚接合部一底部は 内外面とも摩耗の為、 普通 7.5YR8/2 脚部のみ

4 底径 10.2 大きく聞く。 調整不明瞭。 長石・石英・ 灰白 残存

高杯 黒色粒子

125図 9溝 土師器 牛角状を呈する。 外面は摩耗の為、 普通 2.5YR6/8 把手のみ

5 調整不明瞭。 石英・長石 樟 残存

甑 粒子、
離 (3mm大)

125図 9溝 須恵器 口径: (9.8) 弓張り状の天井部 外面:天井部は回転 密 N5/ 口縁部

6 器高 4.0 から口縁部まで内 ヘラ削り。口縁部は 白色・茶色 灰 1/2 
杯蓋 湾して下りる。 ナデ。 粒子 残存

内面:全体ナデ。

125図 9溝 須恵器 口径 (10.6) 弓張り状の天井部 外面:天井部は回転 密 N7/ 口縁部

7 器高 4.2 から口縁部まで内 へラ削り o 体部一口 白色・黒色 灰白 ~体部
杯蓋 湾して下りる。 縁部はナデ。 粒子 3/4 

内面:全体ナデ。 欠損

125図 9溝 須恵器 口径: 11.0 天井部は平らで、 外面:口縁部~体部 密 7.5YR7/1 口縁部

8 器高 4.0 体部一口縁部は直 はナデ。天井部は回 黒色・白色・ 明褐灰 1/4 
杯蓋 線的に聞いている。 転へラ削り。 茶色粒子、 欠損

内面:全体ナデ。 小磯 (2醐大)

125図 9溝 須恵器 口径 10.1 底部は弓張り状。 外面:口縁部~体部 密 N7/ 口縁部

9 器高 3.2 口縁部と体部の間 はナデ。底部は回転 白色・黒色 灰白 1/5 
杯身 に受けを持つ。口 糸切り痕。 粒子 欠損

縁部は内傾する。 内面:全体ナデ。

125図 9溝 須恵器 口径 (13.2) 体部~口縁部は内 内外面ともナデ。 密 N5/ 口縁部

10 器高 (4.4) 湾する。 内面全体に粕がかか 白色・黒色 灰 ~体部
高杯 っている。 灰色粒子 1/2 

残存
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.若様と遺物

第45表溝状遺構出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

125図 9溝 須恵器 口径 (13.0) 口縁部は「く」の字 内外面ともナデ。 密 lOYR6/1 口縁部

11 器高 (5.4) 状に外反する O 長石・石英・ 褐灰 1/6 
窒 頚径 (11.8) 灰色・黒色 残存

粒子、機

(2-3mm大)

125図 9溝 須恵器 口径 (34.4) 頭部~口縁部は緩 外面:頭部は板ナデ。 密 2.5YR4/2 口縁部

12 器高 (15.0) やかに外反する。 口縁部は刺突紋、沈 白色粒子、 灰赤 1/3 
窒 線が3箇所あり。 小磯 (2mm大) 5YR5/1 残存

内面:板ナデ。 褐灰

125図 封書 須恵器 口径 (10.0) 頚部一口縁部は丸 内外面とも摩耗の為、 密 10YR7/1 口縁部

13 器高 (5.1) 昧をもって外反す 調整不明瞭。 白色・石英・ 灰白 一頭部

題 るO 内面口縁部に軸がか 黒色粒子 1/6 
かっている O 残存

229図 6溝 山茶碗 器高 (2.7) 平底の底部に断面 外面:体部~高台部 密 5YR7/1 底部1/2

1 底径 (7.4) が三角形の貼り付 分はナデ。底部は回 灰色・白色 明褐灰 残存

碗 け高台が付く。 転糸切り痕。 粒子

内面:全体ナデ。 離 (5mm)

229図 6~蕎 山茶碗 器高 (3.5) 平底の底部に断面 外面:体部~高台部 密 7.5YR7/1 底部3/4

2 底径 (6.8) が細い長方形の貼 分はナデ。底部は回 灰色・白色 明褐灰 残存
碗 り付け高台が付く。 転糸切り痕。 粒子

体部は内湾して立 内面:全体ナデ。

ち上がる。 内外面とも柚がかか

っている。

229図 6溝 山茶碗 口径; (9.6) 平底の底部に断面 外面:口縁部一高台 密 5Y7/1 口縁部~

3 器高 2.6 が台形の貼り付け 部分はナデ。底部は 黒色・白色 灰白 体部1/3、
小皿 底径 (5.0) 高台が付く。体部 回転糸切り痕。 粒子 底部1/2

は内湾し、口縁部 内面:全体ナデ。 残存
はやや外反する O

247図 22溝 土師器 器品 (2.6) 平底の底部から外 内外面とも摩耗の為、 普通 7.5YR7/4 底部

1 底径 (5.2) 反する。 調整不明瞭。 茶色・赤色・ 浅黄櫨 1/2 
杯 透明粒子 残存

247図 22溝 かわらけ 口径 10.1 平底の底部から口 外面:口縁部~体部 普通 5YR7/6 完形

2 器高 2.8 縁部まで直線的に はナデ。底部は回転 白色・灰色・ 権

小皿 底径 5.3 聞く O ヘラ削り。 赤色・透明

内面:全体ナデ。 粒子、
小磯 (2mm)

247図 22溝 かわらけ 口径; 10.0 平底の底部から口 外面:口縁部~体部 普通 7.5YR8/4 完形

3 器高 3.1 縁部まで直線的に はナデ。底部は回転 灰色・赤色・ 浅黄樟

小皿 底径 5.8 聞く。 へラ削り O 透明粒子

内面:全体ナデ。

第46表溝状遺 構 出 土 土 錘 観 察 表

図版
遺構名 種別 長さ (mm) 最大幅 (mm) 干し径 (mm) 重量 (9) 胎土 色調 残存率

番号

240図
密 2.5YR5/4 一部欠損

1溝 土錘 20.5 8.0 2.5 1.15 白色・灰色 にぶい
1 

粒子 赤褐

第47表溝状遺 構 出 土 石 器 計 測 表

遺構名 種別 (mm) I最大長 (mm) I最大幅 (mm) I最大厚 (mm) 重量 (9) 石材

28~需 石錘 6.79 6.86 1.68 100.46 砂岩
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E 調査の結果 惑を信遺跡 3.遺袴と遺物

第48表 自然排水路出土土器観察表

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

138図 自排 土師器 口径; 7.8 丸昧を帯びた底部 内外面とも摩耗の為、 やや粗 7.5YR7/6 完形

1 (8溝) 器高 5.3 から内湾して立ち 調整不明瞭。 灰色・透明・ 樟
碗 上がり、口縁部で 赤茶色粒子

わずかに外反する O

138図 自排 土師器 口径 (12.4) 体部は内湾し、頭 内外面とも摩耗の為、 普通 2.5YR5/6 口縁部

2 (G-8) 器高 (8.0) 部~口縁部は緩や 調整不明瞭。 白色・赤色 明赤褐 1/4、
警 頚径 (10.8) かに外反する。 粒子、離 (0.5 体部1/2

-4凹大) 残存

138図 白排 土師器 口径 (22.0) 口縁部は大きく外 外面:摩耗の為、 普通 10YR4/1 口縁部

3 (G-8) 器高 (2.3) 反し、端部を丸く 調整不明瞭。 赤色・白色・ 褐灰 1/4 
窒 収める。 内面:口縁部は横位 金色粒子、 残存

のハケ目。 小蝶 (0.5-
1.5mm大)

138図 白排 須恵器 口fI 11.7 天井部は歪んでい 外面:口縁部~体部 密 N6/ d7bじ月Iじ三4ジ

4 (8溝) 器高 4.1 るO 体部は内湾し、 はナデ。天井部は回 白色・灰色・ 灰

杯蓋 口縁部は聞きなが 転へラ削り。天井部 黒色・茶色

ら直線的に下りる O に記号あり。 粒子
内面:全体ナデ。

138図 自排 須恵器 器高 2.25 弓張り状の天井部 外面:天井部は回転 密 N7/ 天井部

5 (8溝) に径3.6cmの中央が ヘラ削り O 透明・白色・ 灰白 中央のみ
f不蓋 くぼんだ円盤状の 内面:ナデ。 粒子 残存

つまみが付く。

138図 白排 須恵器 器高 2.3 弓張り状の天井部 外面:天井部は回転 密 N7/ 天井部

6 (8溝) に径2.9cmの扇平擬 へラ削り O 黒色・白色・ 灰白 中央のみ

杯蓋 宝珠状のつまみが 内面:ナデ。 粒子 残存

付く。

138図 白排 須恵器 口径 (15.4) 平底の底部に断面 外面:口縁部一体部 密 N7/ 口縁部~

7 (8溝) 器高 4.3 が偶丸方形の貼り はナデ。底部は回転 白色・灰色 灰白 体部1/3、
杯身 底径 (11.0) 付け高台が付く O ヘラ削り。 粒子 底部1/2

体部~口縁部は外 内面:全体ナデ。 残存
反する。

138図 白排 須恵器 口径 (15.1) 丸昧を帯びた底部 外面:口縁部~体部 密 N7/ 口縁部一

8 (8溝) 器高 4.5 に断面が偶丸長方 はナデ。底部は回転 白色・灰色 灰白 体部1/3、
杯身 底径 (11.2) 形の貼り付け高台 ヘラ削り O 粒子 底部残存

が付く O 体部一口 内面:全体ナデ。 高台部分
縁部は外反する。 1/2欠損

138図 白排 須恵器 口f圭 14.8 平底の底部に断面 外面:口縁部~体部 密 N7/ 口縁部一

9 (8溝) 器高 4.2 が偶丸四辺形の貼 はナデ。底部は回転 白色・灰色 灰白 底部

杯身 り付け高台が付く。 ヘラ削り。 粒子 1/4 
体部一口縁部は外 内面:全体ナデ。 残存

反する。

139図 白排 弥生土器 口f圭 15.6 頭部から口縁部は 外面:口縁部一頭部 普通 2.5YR5/6 口縁部~

1 (10溝) 器高 (13.5) 「く」の字状に外反 に縦位のハケ目。 白色・灰色・ 明赤褐 頭部

軍 底径 7.0 し、口縁端部を四 頭部に波状の刺突紋 黒色・茶色 3/4 
角形に収める。 2本。その聞に斜位 粒子、 残存

の刺突紋。体部上半 小磯 (2凹大)

に斜位のハケ目。

内面:口縁部に波状

の沈線と斜位の刺突

紋。

139図 自排 弥生土器 口径 (12.2) 頭部~口縁部は外 外面:頭部は斜位の やや粗 5YR7/6 口縁部

2 (H-9) 器高 (6.5) 反して大きく聞き、 ハケ目、ヘラ磨き。 白色・灰色 権 1/3、
軍 頭径 3.0 口縁端部を丸く収 内面:口縁部~頭部 粒子 頭部

めている。 に刺突紋。 残存
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E 調査の結果請を停遺跡 3. 遺梼と遺物

第49表 自然排水路出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

139図 白排 弥生土器 口径: 7.4 底部は平底。体部 外面:体部にI単位 やや粗 7.5YR5/1 日縁部、

3 (10溝) 器高 22.9 下半が下膨れする 3本の横線紋。その 長石・石英・ 褐灰 底部

小型壷 底径 6.2 無花果形。頭部~ 聞に斜格子紋。頭部 灰色粒子、

頚径 3.8 口縁部は外反する。 に刺突紋、ヘラ磨き O 磯 (3mm大) 欠損

体部最大径(16.2) 内面:摩耗の為、 多い

調整不明瞭。

139図 白排 須恵器 口径: 25.8 丸底の底部から体 外面:口縁部はナデ。 密 5Y5/1 ほぽ完形

4 (H-9) 器高 51.8 部下半にかけて外 頭部一底部は全体に 長石・石英・ 灰 (肩部~
警 頭径 17.7 反し、肩部から頚 叩き目。 黒色粒子 体部上半

体部最大怪(48.5)部にかけて内湾す 内面:口縁部はナデ。 一部欠損)
るO 頭部から口縁 体部下半にへラ削り O

部は外反する。 内面口縁部と外面肩
部に軸がかかってい

る。

139図 自排 山茶碗 口f壬 16.8 平底の底部に断面 外面:口縁部一品台 密 10YR7/1 口縁部~

5 (10溝) 器高 6.4 が偶丸三角形の貼 部分はナデ。底部は 白色・灰色 灰白 体部1/2
碗 底径 7.2 り付け高台が付く。 回転糸切り痕。 粒子 底部

体部は内湾気味に 内面:全体ナデ。 残存
立ち上がり、口縁 内外面とも口縁部の

部でわずかに外反 一部に柚がかかって

する。 いる。

140図 自排 弥生土器 口径 (15.0) 頭部で緩やかに屈 外面:頭部に波状紋、 普通 5YR5/6 口縁部一

1 (G-9) 器高 (9.8) 曲し、口縁部まで 刺突紋。 白色・赤色 明赤褐 頭部1/2
宜E 頚径 (7.6) 直線的に外反する。 内面:摩耗の為、 粒子、機 (0.5 残存

調整不明瞭。 -3.5凹大)

140図 白排 弥生土器 口径 (26.2) 口縁部は「くJの字 外面:口縁部は刻み 粗 10YR8/3 日縁部

2 (12溝) 器高 (6.5) 状に外反する。 日痕。口縁部~体部 白色・茶色・ 浅黄樟 1/8 
奮 頚径 (24.4) は斜位のハケ目 O 灰色粒子、 残存

内面:口縁部は横位 蝶 (3mm大)
のハケ目。 多い

140図 自排 土師器 口径 (22.2) 口縁部は「く」の字 外面:口縁部は横位 普通 2.5YR3/4 口縁部一

3 (G-9) 器高 (6.7) 状に外反する O のハケ目 O 頭部は斜 白色・赤色 暗赤褐 頭部

き警 頚径 (18.8) 位・縦位のハケ目。 粒子、 1/4 
内面:口縁部~頭部 小蝶 (0.5- 残存
は横位のハケ目。 2.0凹大)

140図 自排 土師器 口径 (23.6) 口縁部は「く」の字 外面:口縁部はナデ。 普通 10YR8/2 口縁部

4 (G-10) 器高 (4.8) 状に外反する O 体部は斜位のハケ目。 灰色・茶色 灰白 1/8 
費 頭径 (20.6) 内面:口縁部はナデ。 粒子 残存

140図 白排 土師器 口径 (21.0) 頚部で屈曲し、口 外面:頭部は縦位の 普通 5YR5/3 口縁部

5 (G-10) 器高 (4.5) 縁部は大きく開く。 ハケ目。 白色・赤色粒 にぶい 1/2、
窒 頭径 (16.6) 内面:口縁部一頚部 子、小磯 (0.5赤褐 頭部1/4

は横位のハケ目。 -1.5皿大) 残存

140図 白排 土師器 口径 (21.3) 頭部で屈曲し、口 外面:頭部は縦位の 普通 7.5YR6/3 口縁部~

6 (F-9) 器高 (5.2) 縁部は水平に聞き、 ハケ目。体部上半は 白色・赤色 にぶい褐 頭部

嚢 頭径 (15.2) 端部はやや内湾す 斜位のハケ目。 粒子、 1/4 
る。 内面:頭部は横位の 磯 (0.5-3.0 残存

ハケ目。 皿大)

140図 白排 土師器 器高 (4.0) 脚部は「ハjの字状 外面:斜位のハケ目 密 5YR6/4 脚部のみ

7 (ド9) 底径 9.8 に聞く O 後、横ナデ。 赤色・黒色 にぶい樟 残存
高杯 内面:横ナデ。 粒子、小磯

(1.5皿大)
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E 調査の結果菜傍遺跡 3.遺緯と造物

第50表 自然排水路出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

140図 白排 須恵器 口径 (12.7) 平底の底部に断面 外面:口縁部~体部 密 lOYR7/1 口縁部~

8 (12溝) 器高 3.65 が台形の貼り付け はナデ。底部は回転 白色・灰色 灰白 底部

杯身 底径 (7.8) 高台が付く。体部 ヘラ削り O 粒子、小離 1/3 
一口縁部は内湾す 内面:全体ナデ。 (2阻大) 残存

る。

140図 白排 須恵器 口径 (14.0) 平底の底部に断面 外面:口縁部~高台 密 N6/ 口縁部~

9 (F-10) 器高 4.0 が台形の貼り付け 部分はナデ。底部は 白色・茶色 灰 底部

杯身 底径 (9.4) 高台が付く。体部 回転ヘラ削り O 粒子 1/4 
一口縁部は外反す 内面:全体ナデ。 残存

る。

140図 白排 須恵器 口径 14.2 底部は歪んでいる。 外面:口縁部一品台 密 N7/ 口縁部~

10 (F-10) 器高 4.3 断面が台形の貼り 部分はナデ。底部は 灰色・白色 灰白 体部2/5
杯身 付け高台が付く。体 回転へラ削り。 黒色粒子、 欠損

部一口縁部は直線 内面:全体ナデ。 離 (4皿大)
的に外反する。

140図 自排 須恵器 口径 (20.0) 口縁部は「く」の字 内外面ともナデ。 密 10YR7/1 口縁部

11 (G-lO) 器高 (8.2) 状に外反する。 白色・黒色 灰白 1/2、
窒 頭径 (8.0) 粒子 頭部1/7

残存

144図 自排 須恵器 口径: (9.6) 底部は弓張り状。 内外面ともナデ。 密 2.5Y6/1 口縁部~

1 (J回13) 器高 (3.1) 口縁部はやや内湾 白色・茶褐色 黄灰 体部

士不蓋 気味に下りる。 粒子 1/2 
残存

第51表土壇墓出土土器観察表

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

281図 21号 かわらけ 口j壬 (7.1) 底部は平底。体部 内外面ともナデ。 普通 5YR6/6 口縁部

1 土墳墓 器高 (3.3) ~口縁部は内湾気 外面底部に回転糸切 黒色・赤色・ 樟 1/8、
皿 底径 (2.3) 昧に聞く。 り痕。 石英粒子 底部残存l

288図 26号 かわらけ 口径 (8.3) 底部は平底。 内外面ともロクロ成 密 5YR7/6 口縁部~

1 土墳墓 器高 2.1 口縁部まで外反し 形。外面底部に回転 赤色・透明・ 樟 底部 | 

小皿 て聞く O 糸切り痕。 灰色粒子 1/5残存|

第52表土墳墓出土副葬品計測表

遺構名 種別 口径 高さ 重量 材質

21号土壌墓 リン(鈴) 48.5皿 29.2 mm 50.19 g 真錨

第53表土噴出土土器観察表

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

148図 2 須恵器 口f壬 13.6 底部は貼り付け晶 内外面ともナデ。 密 10YR7/1 口縁部~

1 土壌 器高 (3.9) 台が付く O 体部は 白色・黒色 灰白 底部1/3
鉢 内湾気昧に立ち上 粒子 残存

がり、口縁部でわ

ずかに外反する。
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E 調査の結果兼停遺跡 3.遺袴と造物

第54表土噴出土土器観察表(つづき)

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

148図 2 須恵器 口f壬 (10.6) 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 密 lOYR7/2 口縁部

2 土墳 器高 17.3 が台形の貼り付け 外面底部は回転糸切 長石・石英・ にぶい 2/3 
長頚壷 底径 8.0 高台が付く。体部 り痕。外面頭部~体 黒色粒子 黄櫨 欠損

頚径 5.9 は内湾し、頭部~ 部、内面口縁部に粕

体部最大径 12.1 口縁部は外反する。 がかかっている O

第55表 土坑出土土器観察表

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

156図 土坑 須恵器 口f壬 11.0 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 密 lOYR7/1 口縁部 | 

1 器高 17.6 が台形の貼り付け 外面底部は回転糸切 黒色・長石・ 灰白 1/3 
長頚壷 底径 7.1 高台が付く。体部 り痕。外面口縁部と 茶褐色粒子 欠損

頭径 5.5 は内湾し、頭部~ 体部、内面口縁部に

体部最大径 13.4 口縁部は外反する O 利がかかっている O

156図 土坑 須恵器 口径; 10.8 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 密 10YR7/1 口縁部

2 器高 17.0 が三角形の貼り付 外面口縁部~体部、 黒色・長石・ 灰白 1/2、
長頚壷 底径 9.1 け高台が付く O 体 内面口縁部と底部に 粒子、 底部1/4

頭径 5.4 部は内湾し、頭部 軸がかかっている。 蝶 (2-9mm大) 欠損

体部最大径 12.4 ~口縁部は外反す 多い

る。

156図 土坑 須恵器 口f壬 11.2 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 密 lOYR7/1 口縁部

3 器高 18.2 が三角形の貼り付 外面底部は回転糸 黒色・長石・ 灰白 1/2 
長頚壷 底径 8.0 け高台が付く。体 切り後ナデ。 粒子 欠損

頭径 5.8 部は内湾し、頭部 外面口縁部と頭部一

体部最大径 12.5 ~口縁部は外反す 体部、内面口縁部に

る。 利がかかっている O

156図 土坑 須恵器 口径 (13.1) 平底の底部に断面 外面:口縁部~体部 密 2.5Y7/1 口縁部

4 器高 (4.8) が細い長方形の貼 はナデ。底部は回転 白色・灰色・ 灰白 1/3 
鉢 底径 (6.6) り付け高台が付く。 ヘラ削り。 茶色粒子 欠損

体部一口縁部は直 内面:全体ナデ。

線的に外反する。 内外面とも軸がかか

っている O

」 一 一 一 ---'-ー 」

第56表 ピット出土土器観察表

図版
遺構名

種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 器種

194図 20 土師器 器品 (1.5) 平底の底部から外 内外面とも摩耗の為、 普通 7.5YR8/6 底部1/5

1 ピット 底径 (5.8) 反する O 調整不明瞭。 透明・灰色・ 浅黄櫨 残存

皿 赤色粒子

194図 20 土師器 器高 (2.7) 平底の底部から外 内外面とも摩耗の為、 普通 7.5YR8/3 底部のみ

2 ピット 底径 4.6 反する。 調整不明瞭。 透明・灰色・ 浅黄燈 残存

皿 外面底部に回転糸切 赤色粒子、

り痕の痕が残るが摩 小磯 (2rnm大)

耗している。

224図 292 土師器 口径 (20.8) 口縁部は「く jの字 外面:口縁部はナデ。 普通 5YR6/3 口縁部

1 ピット 器高 (4.5) 状に外反する O 頭部は縦位のハケ目。 石英・雲母・ にぶい樟 1/4 
窒 頚径 (15.8) 内面:口縁部一頚部 黒色粒子 残存

は横位のハケ目。

117図 304 弥生土器 口径 (17.6) 口縁部は緩やかに 外面:口縁部に刻み 密 2.5YR6/6 口縁部

4 ピット 器高 (5.3) 外反する O 日痕。口縁部一体部 白色・灰色・ 樫 1/8 
窒 頚径 (16.2) に斜位のハケ目。 茶色粒子 残存

内面:口縁部に横位

のハケ目 O
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺袴と遺物

第57表 グリッド出土土器観察表

図版 グリッド 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 名 器種

296図 D-6 弥生土器 器高 (7.0) 平底の底部から外 外面:体部に斜位の 普通 5YR7/4 体部~

1 底径 10.2 反する。 ハケ目。 長石・石英・ にぶい樟 底部

軍 底部に木葉痕。 黒色粒子 残存
内面:横位のハケ目。

296図 ι7 弥生土器 器高 (12.8) 平底の底部から体 外面:体部と頭部の 普通 2.5YR5/4 底部、

2 底径 6.4 部下半にむかつて 聞に横線紋。 白色・灰色・ にぶい 体部 3/4

小型壷 体部最大径 7.1 外反し、体部下半 他は摩耗の為、調整 赤色粒子、 赤褐 残存
から頭部にむかつ 不明瞭。 機 (2-511llll大)

て内湾する O

296図 1-10 弥生土器 器高 (7.0) 平底は平底。 内外面とも摩耗の為、 普通 5YR8/3 底部~

3 底径 7.4 体部は内湾する。 調整不明瞭。 灰色・茶色 淡樟 体部下半

小型壷 体部最大径 (12.4) 粒子、 4/5 
小磯 (211llll大) 残存

296図 N-7 弥生土器 口径 (8.2) 平底の底部から体 内外面とも摩耗の為、 粗 5YR4/1 体部下半

4 器高 (5.8) 部下半まで外反し、 調整不明瞭。 白色・灰色 褐灰 ~底部
小型壷 底径 5.7 体部下半から体部 粒子 のみ残存

体部最大径 10.2 上半にむかつて内湾
する無花果形。

296図 1-10 弥生土器 器高 (14.4) 平底の底部から体 外面:体部上半に横 普通 5YR8/2 頭部一

5 底径 5.4 部下半にかけて大 線紋、浮紋、刺突羽 白色・赤色・ 灰白 底部のみ

小型壷 頭径 4.9 きく外反し、体部 状紋。 灰色粒子 残存

体部最大径 12.8 下半から頭部にむ 内面:摩耗の為、

かつて緩やかに内 調整不明瞭。
湾する無花果形。

296図 H-9 弥生土器 口径 (14.9) 平底の底部から大 内外面とも底部~体 やや粗い 10YR8/2 口縁部の

6 器高 6.5 きく外反した後、 部にかけてへラ磨 灰色・赤色・ 灰白 一部、

鉢 底径 (6.4) 体部中央から口縁 き。 黒色粒子 体部 2/3、
部にかけて内湾す 底部 1/2
るO 端部を丸く収 残存
める。

296図 H-lO 弥生土器 器局 (6.4) 平底の底部から大 外面:口縁部一体部 普通 10YR8/3 口縁部

7 底径 6.6 きく外反した後、 に縦位・斜位のハケ 白色・灰色・ 浅黄櫨 ~体部
鉢 体部中央から口縁 目O 褐色粒子、 1/5 

部にかけて内湾す 内面:摩耗の為、 蝶 (311llll大) 欠損

る。 調整不明瞭。 多い

298図 B-6 土師器 口径 (31.2) 口縁部は「く jの字 外面:口縁部はナデ 密 10YR8/3 口縁部

11 器高 (3.6) 状に外反する O 後、斜位のハケ目 O 灰色粒子 浅黄樟 1/10 

書 頭径 (28.8) 内面:口縁部はナデ。 残存

298図 B-lO 弥生土器 口径 (22.4) 体部下半一体部中 外面:体部に斜位の やや粗 7.5YR8/1 口縁部

12 器高 (19.4) 央は緩やかに外反 ハケ目。 灰色・赤色・ 灰白 3/4、

霊童 頚径 (19.2) し、体部中央一頭 内面:摩耗の為、 黒色粒子 体部1/2

部は内湾する。頚 調整不明瞭。 残存

部~口縁部は「く」
の字状に大きく開

くO

298図 B-5 弥生土器 口径 (23.2) 口縁部は大きく外 外面にわずかにハケ やや粗 10YR7/4 口縁部

13 器高 (3.3) 反する O 目が残るが、内外面 白色・透明・ にぶい 1/6 

委 頭径 (18.6) とも摩耗の為、調整 金色粒子 黄櫨 残存
不明瞭。

298図 E-6 土師器 口径 (24.2) 口縁部は「く」の字 外面:口縁部一体部 やや粗 7.5YR7/6 口縁部

14 器高 (6.5) 状に外反する。 上半は余判立のハケ目 O 灰色・茶色・ 樟 1/8 
窪 頚径 (21.7) 内面:摩耗の為、 透明粒子、 残存

調整不明瞭。 蝶 (4mm大)

-280-



E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺梼と遺物

第58衰 グリッド出土土器観察表(つづき)

図版 グリッド 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 名 器種

298図 1-6 土師器 口径 (24.4) 口縁部は「く」の字 外面:体部は斜位の 密 lOYR8/2 口縁部一

15 器高 (10.6) 状に外反し、体部 ハケ目 O 白色・黒色・ 灰白 体部上半

斐 頚径 (21.6) は内湾する。 内面:摩耗の為、 灰色粒子、 1/4 
調整不明瞭。 小蝶 (2mm大) 残存

298図 ι7 土師器 口径 (26.0) 口縁部は「く」の字 外面:体部に斜位の 密 5YR7/6 口縁部

16 器高 (6.2) 状に外反する O ハケ目。 白色・赤色・ 樟 1/5 
童書 頚径 (22.2) 灰色粒子、 残存

蝶 (4mm大)

298図 ι7 土師器 口径 (26.4) 口縁部は「く」の字 外面:体部に斜位の 密 5YR5/4 口縁部

17 器高 (6.0) 状に外反する。 ハケ目。 透明・赤色・ にぶい 1/6 
童 頚径 (24.1) 内面:体部に板ナデ、 白色・灰色 赤褐 残存

指頭圧痕。 粒子、

蝶 (3mm大)

298図 G-7 土師器 口径 (27.6) 頭部~口縁部は 外面:口縁部は横ナ 密 7.5YR6/4 口縁部

18 器高 (5.8) 「く」の字状に外反 デ。体部に斜位のハ 石英・長石・ にぶい桂 1/4 
書 頚径 (22.8) する O ケ目。 赤色・雲母 残存

内面:体部に板ナデ。 粒子、

際 (3mm大)

298図 ι7 土師器 口径 (26.0) 頭部~口縁部は 外面:口縁部はナ 密 lOYR6/3 口縁部

19 器高 (7.7) 「く」の字状に外反 デ。体部に斜位のハ 赤色・透明・ にぶい 1/4 
警 頚径 (22.1) し、体部は内湾す ケ目。 金色・白色 黄樟 残存

る。 内面:口縁部はナデ。 粒子

298図 A-5 土師器 口径: 19.7 体部から直線的に 外面:体部に斜位の やや粗 2.5YR6/6 口縁部~

20 器高 (7.2) 立ち上がり、頭部 ハケ目 O 長石・石英・ 樟 体部上半

警 頭径 15.1 ~口縁部にかけて 他は摩耗の為、調整 雲母・黒色・ 4/5 
「く」の字状に外反 不明瞭。 赤色粒子、醸 残存

する O (2-3皿大)

298図 1-7 土師器 器局 (9.0) 脚接合部から底部 外面:縦位・斜位の 密 5YR4/1 脚部

21 底径 (14.0) にむかつて緩やか ハケ目。 透明・白色・ 褐灰 1/2 
台付斐 に外反して下りる。 内面:横位のハケ目。 灰色粒子 残存

299図 B聞7 土師器 口径 (10.8) 丸昧を帯びた底部 内外面とも摩耗の為、 普通 7.5YR7/4 口縁部

22 器高 (4.5) から口縁部まで内 調整不明瞭。 赤色・灰色 にぶい樟 1/4 
主不 湾して立ち上がる O 粒子 欠損

299図 Z-14 土師器 口径 (12.6) 平底の底部から口 内外面とも摩耗の為、 普通 7.5Y8/3 口縁部~

23 器高 5.0 縁部までやや内湾 調整不明瞭。 灰色・白色・ 浅黄樫 体部 1/3、
均: 底径 (5.6) して立ち上がる O 赤色粒子 底部1/2

残存

299図 M-7 土師器 口f圭 11.2 丸昧を帯びた底部 外面:口縁部~体部 密 2.5YR6/4 ほぽ完形

24 器高 4.9 から体部まで内湾 上半はナデ。体部下 黒色・白色・ にぶい桂 (体部

模倣杯身 し、口縁部との間 半一底部は回転ヘラ 透明粒子 一部欠損)

に受けを持つ。口 削り。

縁部は内傾する。 内面:全体ナデ。

299図 G-7 土師器 口径 (12.6) 平底の底部から口 内外面とも摩耗の為、 密 2.5YR6/6 口縁部~

25 器高 (3.1) 縁部まで直線的に 調整不明瞭。 赤色・白色・ 桂 底部
巧: 底径 (9.2) 外反する O 金色・灰色 1/2 

粒子 残存

蝶 (3阻大)

299図 F-6 土師器 口径 (14.4) 平底の底部から口 外面:摩耗の為、 密 7.5YR7/6 口縁部~

26 器高 2.0 縁部まで内湾して 調整不明瞭。 白色・灰色 桂 体部 1/3、
皿 底径 (10.0) 立ち上がる。 内面:全体ナデ。 粒子、 底部 1/2

丹彩が施しである O 蝶 (4凹大) 残存
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺袴と造物

第59表 グリッド出土土器観察表(つづき)

図版 グリッド 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 名 器種

299図 N-6 土師器 口径; (7.0) 平底の底部から内 内外面とも摩耗の為、 普通 5YR8/4 体部下半

27 器高 (4.9) 湾して立ち上がる。 調整不明瞭。 白色・赤色 淡樫 ~底部
小型壷 底径 5.2 粒子 1/2 

体部最大径 (8.2) 残存

299図 恥1-7 土師器 口径 (14.2) 脚部は「ハ」の字状 内外面ともナデ。 密 5YR6/4 口縁部~

28 器高 7.7 に聞く。体部は内 外面口縁部と体部 赤色・白色・ にぶい桂 体部

高杯 底径 8.2 湾し、口縁部はや の聞に4本の沈線。 灰色粒子 1/2 
脚接合部径 5.2 や外反する。 欠損

299図 M-7 土師器 口径 (15.4) 脚部は「ハ」の字状 内外面とも摩耗の為、 密 7.5YR7/4 口縁部

29 器高 10.1 に聞き、端部でさ 調整不明瞭。 赤色・灰色 にぶい樟 1/3、
高杯 底径 (9.4) らに広く聞く。体 粒子、小磯 脚部一部

部~口縁部は大き (0.5-1mm大) 欠損

く外反する。

299図 M-7 土師器 口径 (15.0) 脚部は「ハ」の字状 内外面とも摩耗の為、 密 5YR7/8 口縁部

30 器高 9.8 に聞き、端部でさ 調整不明瞭。 赤色・灰色 燈 1/2 
高杯 底径 8.4 らに広く聞く。体 粒子、小楳 欠損

部~口縁部は大き (0.5-1mm大)
く外反する。

299図 M-7 土師器 口径 (16.2) 体部下半で屈折し、 内外面とも摩耗の為、 普通 5YR7/6 口縁部一

31 器高 (4.7) 口縁部にかけて大 調整不明瞭。 赤色・灰色・ 樟 体部
高杯 きく外反する。 透明粒子、喋 1/3 

(1-4mm大) 残存

299図 乱1-7 土師器 口径 (18.2) 体音防当ら口縁部ま 外面:口縁部に横 密 5YR7/4 口融部

32 器高 (6.0) で大きく外反し、 位・斜位のハケ目、 灰色・黒色 にぶい樟 1/6、
高杯 体部と口縁部の間 指頭圧痕。 粒子、 10R6/4 体部 1/3

に稜を持つ。口縁 内面:口縁部一体部 小醸 (2mm大) にぶい

部はさらに大きく は横位のハケ目。 赤桂
聞く。

299図 孔1-7 土師器 口径 (18.4) 体部上半に突起し 内外面とも摩耗の為、 密 7.5YR8/4 口縁部一

33 器高 (5.0) た稜を持つ。口縁 調整不明瞭。 赤色・灰色・ 浅黄樟 体部
高士不 部は大きく外反す 一部、ハケ目痕あり O 透明粒子、 1/5 

る。 小蝶 (2mm大) 残存

299図 B-lO 土師器 口径 (1l.4) 底部はやや上げ底。 外面:体部下半に斜 普通 5YR6/4 口縁部

34 器高 10.0 体部一口縁部は内 位のハケ目。 長石・石英・ にぶい桂 1/3、
鉢 底部 6.7 湾気味に立ち上が 他は摩耗の為、調整 黒色・赤色 底部

るO 不明瞭。 粒子 残存
際 (4阻大)

300図 D開6 須恵器 口径 (14.6) 天井部は弓張り状。 内外面ともナデ。 密 lOYR7/1 口縁部~

35 器高 (5.0) 口縁部まで内湾気 白色・黒色 灰白 底部1/4
杯蓋 底径 (5.4) 昧に下りる O 粒子 残存

300図 G-9 須恵器 口径 16.6 弓張り状の天井部 内外面ともナデ。 密 5Y6/1 口縁部

36 器高 3.9 から口縁部まで内 白色・灰色 灰 1/7 
杯蓋 湾して下りる。 粒子、 欠損

磯 (4mm大)

300図 K-12 須恵器 口径 9.6 弓張り状の天井部 外面:天井部は回転 密 10Y6/1 にアとじナI川rコペシ

37 器高 3.4 から口縁部まで内 ヘラ削り。体部~口 透明・白色 灰

杯蓋 湾して下りる。 縁部はナデ。 粒子
内面:全体ナデ。

300図 D-6 須恵器 口径 (15.2) 弓張り状の天井部に 外面:天井部上半は 密 N7/ 口縁部一

38 器高 4.1 径3cmのボタン状の 回転ヘラ削り。 白色粒子 灰白 天井部

杯蓋 つまみが付く O 口縁 天井部下半~口縁部 1/4 
端部はほぼ垂直に はナデ。 残存
下り、端部に段を 内面:全体ナデ。
つけている。
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E 調査の結果表傍遺跡 3.道蒋と遺物

第60表 グリッド出土土器観察表(つづき)

図版 グリッド 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 名 器種

300図 B-10 須恵器 口径 (12.8) 平らな天井部に径 外面:天井部上半は 密 N7/ 口縁部~

39 器高 (2.45) 2cmの扇平擬宝珠状 回転ヘラ削り O 白色・灰色 灰白 天井部

杯蓋 のつまみが付く。 天井部下半一口縁部 粒子 1/3 
口縁端部は垂直に はナデ。 残存

下りる。 内面:全体ナデ。

300図 K-13 須恵器 口径: 9.2 丸昧を帯びた底部 外面:摩耗の為、 密 10YR7/1 完形

40 器高 3.1 から体部は内湾し、 調整不明瞭。 黒色・白色 灰白

杯身 口縁部との聞に受 内面:全体ナデ。 粒子

けを持つ。口縁部

は内傾する。

300図 H-9 須恵器 口径 11.8 やや丸昧を帯びた 外面:口縁部~体部 密 10YR7/1 口縁部の

41 器高 4.3 底部から体部下半 はナデ。底部は摩耗 白色・灰色 灰白 一部

杯身 にむかつて外反し、 の為、調整不明瞭。 粒子 欠損

体部下半から角度 内面:全体ナデ。

を変え、口縁部まで

直線的に外反する O

300図 B-10 須恵器 口径; (1.3) 平底の底部から口 外面:口縁部~体部 密 2.5Y6/1 口縁部~

42 器高 3.6 縁部まで外反する。 はナデ。底部に回転 白色・黒色 黄灰 体部1/8、
琢身 底径 (4.4) 糸切り痕。 粒子、 底部

内面:全体ナデ。 醸 (3mm大) 残存

内外面とも口縁部に

軸がかかっている O

300図 K-12 須恵器 口径; 10.0 底部はほぼ平底。 内外面ともナデ。 密 N7/ 口縁部

43 器高 3.7 体部~口縁部は直 灰色粒子 灰白 のみ1/2
杯身 底径 5.0 線的に外反する。 欠損

300図 ι7 須恵器 口径 (14.6) 平底の底部に断面 外面:口縁部~品台 密 5Y5/1 口縁部

44 器高 (3.8) が台形の貼り付け 部分はナデ。底部は 白色・灰色 灰 5/6、
杯身 底径 (10.8) 高台が付く。体部 回転糸切り痕。 粒子 高台部分

~口縁部は直線的 内面:全体ナデ 1/5 
に外反する O 欠損

300図 G-ll 須恵器 口径 (15.2) 底部はやや歪んで 外面:口縁部~高台 密 10YR7/1 口縁部~

45 器高 4.0 いる。断面が台形 部分はナデ。底部は 白色・茶色・ 灰白 体部 1/3、
杯身 底径 (9.6) の短い貼り付け高 回転ヘラ削り。 灰色粒子 底部

台が付く。体部一 内面:全体ナデ。 残存

口縁部は内湾気昧

に緩やかに聞く O

300図 ι10 須恵器 口径 (14.6) 平底の底部に断面 外面:口縁部~体部 密 N6/ 体部~

46 器高 (4.2) が三角形の貼り付 はナデ。底部は回転 白色・黒色 灰 底部 1/2、
士不身 底径 (10.5) け高台が付く。体 ヘラ削り。 粒子、小磯 口縁部の

部~口縁部は直線 内面:全体ナデ。 (2mm大) 一部

的に外反する。 欠損

300図 G-ll 須恵器 口径 13.6 底部はやや歪んで 外面:口縁部~高台 密 N5/ 口縁部の

47 器高 4.8 いる O 断面が半円 部分はナデ。底部は 白色・灰色 灰 一部

杯身 底径 9.0 形の貼り付け高台 回転ヘラ削り。 粒子、 欠損

が付く O 体部は内 内面:全体ナデ。 際 (5皿大)

湾し、口縁端部で

わずかに外反する O

300図 D-7 須恵器 口径 14.5 底部は歪んでいる。 外面:口縁部~体部 密 N7/ 口縁部~

48 器高 4.2 断面が台形の貼り はナデ。底部は回転 白色・灰色 灰白 体部1/5、
杯身 付け高台が付く O ヘラ磨き O 茶色粒子 底部4/5

体部~口縁部は内 内面:全体ナデ。 残存

湾気味に立ち上が

るO
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E 調査の結果菜停遺跡 3.遺符と遺物

第61表 グリッド出土土器観察表(つづき)

図版 グリッド 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 名 器種

300図 E-10 須恵器 口径; 9.9 頭部は口縁部にむ 内外面ともナデ。 密 2.5Y6/1 口縁部一

49 器高 (9.6) かつて緩やかに外 白色粒子 黄灰 頚部
長頭壷 反し、口縁部で大 残存

きく外反する O

300図 B-10 須恵器 口径 (10.8) 頭部は緩やかに外 内外面ともナデ。 密 2.5YR7/1 口縁部

50 器高 (9.2) 反しながら立ち上 白色・黒色 灰白 1/4、
長頭壷 がり、口縁部で大 粒子 頭部

きく聞く。口縁端 欠損
部を三角形に収め
ている。

300図 C-9 須恵器 口径 (9.8) 頭部~口縁部は外 内外面ともナデ。 密 lOYR6/1 口縁部~

51 器高 (7.7) 反しながら立ち上 内外面とも全体に軸 黒色・白色 褐灰 頭部1/2
長頭壷 頚径 (5.0) がり、口縁端部を がかかっている。 粒子 残存

二角形に収める O

300図 M-8 須恵器 口径(13.0) 頭部一口縁部は外 内外面ともナデ。 密 7.5Y7/1 口縁部

52 器高 (7.5) 反し、口縁端部を 内外面とも紬がかか 灰色・白色 灰白 1/4 
長頭壷 =角形に収める。 っている O 粒子 残存

口縁部に稜線 l本。

300図 N-7 須恵器 口径: 5.4 平底は丸昧を帯び 外面:口縁部一体部 密 7.5Y7/1 ほぼ完形

53 器高 7.4 ている。体部は内 はナデ。底部は回転 白色・灰色 灰白
短頚壷 頭径 5.9 湾し、口縁部はや 糸切り痕。 粒子

体部最大径 10.9 や内傾気昧に立ち 内面:全体ナデ。
上がる O

300図 H-6 須恵器 器高 (7.3) やや丸昧を帯びた 内外面ともナデ。 密 2.5Y7/1 底部、

54 底径 7.4 底部に断面が三角形 白色・赤色 灰白 体部の
軍τ去三 の貼り付け高台が付 粒子 一部

く。体部は内湾気味 残存
に立ち上がる O

300図 D-10 須恵器 器高 (6.4) 平底の底部に断面 体部は内外面とも 密 10YR8/1 底部一

55 底径 (14.8) が台形の貼り付け ナデ。他は摩耗の為、 白色・黒色 灰白 体部
宜E 高台が付く O 体部 調整不明瞭。内外面 粒子 1/3 

は内湾気味に立ち とも部分的に袖が 残存
上がる。 かかっている。

300図 ι7 須恵器 器高 (4.6) 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 密 2.5Y8/1 底部のみ

56 底径 (8.5) が台形の貼り付け 内面の一部に軸が 灰色・白色 灰白 残存
軍 高台が付く。体部 かかっている。

は外反する O

300図 K-7 須恵器 器高 (6.9) ほぽ平底の底部 外面:全体ナデ後、 密 2.5Y7/1 体部~

57 底径 4.4 から体部上半まで 孔の部分は指ナデ。 灰色・白色 灰白 底部

躍 体部最大径 10.4 外反し、体部上半 体部上半に紬が 粒子、小磯 残存
から頭部にむかつ かかっている O (2mm大)
て内湾する。体部
中央に径約1cmの孔
が1カ所ある。

303図 G-6 山茶碗 口径 (14.4) 平底の底部に「ハ」 外面:口縁部~高台 密 10YR6/1 口縁部の

64 器高 5.5 の字状に聞く貼り付 部分はナデ。底部に 白色・黒色 褐灰
碗 底径 7.0 け高台が付く。体部 回転糸切り痕。 茶色粒子 体部 1/3、

は内湾し、口縁部で 内面:全体ナデ 底部
やや外反する。 残存

303図 D-6 山茶碗 口径 (17.0) 平底の底部に「ハ」 外面:口縁部一高台 密 5Y4/l 口縁部~

65 器高 (5.4) の字状に聞く貼り 部分はナデ。底部は 白色・茶色 灰 底部1/4
碗 底径 (7.4) 付け高台が付く。 回転糸切り痕。 粒子、 残存

体部は内湾し、口 内面:全体ナデ。 小蝶 (2mm大)
縁部でわずかに外
反する。
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E 調査の結果葉信遺跡 3.遺停と遺物

第62表 グリッド出土土器観察表(つづき)

図版 グリッド 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 名 器種

303図 K-ll 山茶碗 口径 (15.0) 平底の底部に「ハj内外面ともナデ。 密 10YR7/1 口縁部の

66 器高 6.0 の字状に聞く貼り 灰色・白色 灰白 部、

碗 底径 (7.4) 付け高台が付く。 粒子 体部~
体部~口縁部は内 底部 1/3
湾して立ち上がる O 残存

303図 ]-7 山茶碗 口径; 16.1 平底の底部に「ハ」 外面:口縁部~高台 密 5Y6/1 口縁部

67 器高 5.6 の字状に聞く高い貼 部分はナデ。底部は 灰色・茶色・ 灰 2/3 
碗 底径 8.3 り付け高台が付く。 回転糸切り痕。 白色粒子 欠損

底部一体部は内湾し 内面:全体ナデ。

て立ち上がり、体部

一口縁部は直線的に

外反する。

303図 F-6 山茶碗 口径 (16.4) 平底の底部に垂直 外面:口縁部~品台 密 lOYR7/1 口縁部一

68 器高 7.9 に下がる高い貼り 部分はナデ。底部は 白色・灰色 灰白 体部1/4、
碗 底径 8.1 付け高台が付く。 回転糸切り痕。 粒子、 底部

体部~口縁部は内 内面:全体ナデ。 小磯 (2凹大) 残存
湾する。

303図 E-6 山茶碗 口径 (13.8) 平底の底部に「ハ」 外面:底部に回転糸 密 2.5Y6/1 口縁部~

69 器高 3.7 の字状に聞く貼り 切り痕、「分Jと判読 灰色・透明 黄灰 体部1/6、
碗 頚径 (7.2) 付け高台が付く O できる墨書。口縁部 粒子 底部

体部~口縁部はや 一高台部分はナデ。 残存
や内湾気味に大き 内面:全体ナデ。

く聞く。

303図 F-6 山茶碗 口径 (15.0) 平底の底部に「ハ」 外面:口縁部一高台 密 lOYR7/2 口縁部

70 器高 4.6 の字状に聞く貼り 部分はナデ。底部に 灰色・白色 l こ〆~~ミ 2/3 
碗 底径 (6.8) 付け高台が付く。 回転糸切り痕。 茶色粒子、 黄櫨 欠損

体部は内湾し、口 内面:全体ナデ。 磯 (2-3mm大)

縁部でわずかに外

反する。

303図 E-9 山茶碗 口径 (16.6) 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 密 10Y7/1 口縁部~

71 器高 5.0 が台形の低い貼り 内面口縁部~体部に 白色・灰色 灰白 底部 1/4I 
碗 底径 (8.9) 付け高台が付く。 紬がかかっている。 粒子 残存

体部は直線的に開

き、口縁部でわず

かに外反する。

303図 E.{) 山茶碗 口径 (17.2) 平底の底部に断面 外面:口縁部~高台 密 10YR7/1 口縁部一

72 器高 (5.6) が台形の低い貼り 部分はナデ。底部は 白色・灰色 灰白 体部 1/4、
碗 頭径 (8.6) 付け高台が付く。 回転糸切り痕。 粒子 底部

体部一口縁部は直 内面:全体ナデ。 残存

線的に外反する。 内外面とも口縁部~

体部に緑袖がかかつ

ている。

303図 E-5 山茶碗 口径 16.8 平底の底部に断面 外面:口縁部~高台 密 2.5Y6/1 ほぽ完形

73 器高 5.9 が台形の低い貼り 部分はナデ。底部に 白色・灰色 黄灰

碗 底径 KO 付け高台が付く。 記号あり O 粒子、磯

体部は内湾し、口 内面:全体ナデ。 (1 -8mm大)

縁部でわずかに外

反する。

303図 E-6 山茶碗 口径 (17.5) 平底の底部に断面が 内外面ともナデ。 密 10YR7/1 口縁部一

74 器高 5.5 台形の低い貼り付け 長石・石英・ 灰白 底部

碗 底径 (8.6) 高台が付く。底部~ 黒色粒子 1/2 
体部はやや丸昧をも 残存

って外反し、体部一

口縁部は直視的に外

反する O
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E 調査の結果来信遺跡 3. i萱梼と遺物

第63表 グリッド出土土器観察表(つづき)

図版 グリッド 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 名 器種

303図 E-5 山茶碗 口径 (13.5) 平底の底部に断面 外面:口縁部~品台 密 2.5Y6/l 口縁部~

75 器高 (4.3) がつ角形の貼り付 部分はナデ。底部は 白色・黒色 黄灰 体部1/6、
小碗 頭径 (6.6) け高台が付く。体 回転糸切り痕。 粒子、小磯 底部 1/2

部は内湾し、口縁 内面:全体ナデ。 (2mm大) 残存
部でわずかに外反
する。

303図 じ11 山茶碗 口径 (13.2) 平底の底部に断面 外面:口縁部~品台 密 7.5Y7/1 口縁部~

76 器高 4.3 が細長く垂直に下 部分はナデ。底部は 黒色・白色 灰白 体部1/4、
小碗 底径 (7.0) がる貼り付け高台 回転糸切り痕。 粒子 底部1/2

が付く。体部は内 内面:全体ナデ。 残存
湾し、口縁部でわ
ずかに外反する O

303図 H-7 山茶碗 口径 13.8 平底の底部に断面 外面:口縁部~高台 密 2.5Y8/1 完形

77 器高 4.1 が偶丸二角形の貼 部分はナデ。底部は 白色・灰色 灰白
小碗 底径 7.2 り付け高台が付く。 回転糸切り痕。 粒子

体部一口縁部は内 内面:全体ナデ。 際 (5mm大)
湾気味に聞く。

303図 1-16 山茶碗 口径 13.6 平底の底部に断面 外面:口縁部~高台 密 2.5Y6/1 口縁部

78 器高 4.2 が偶丸=角形の貼 部分はナデ。底部は 白色・黒色 黄灰 1/3、
小碗 底径 6.8 り付け高台が付く。 回転糸切り痕。 粒子 底部 1/6

体部一日縁部は内 内面:全体ナデ。 欠損

湾気昧に聞く。

303図 Y-12 山茶碗 器高 (3.3) 平底の底部に断面 外面:体部~高台 密 5Y7/1 体部 1/3、

79 底径 6.8 が偶丸三角形の貼 部分はナデ。底部は 灰色・白色 灰白 底部
小碗 り付け高台が付く。 回転糸切り痕。 粒子、 残存

体部は口縁部に向 内面:全体ナデ。 磯 (4mm大)
けて内湾する。

303図 F-15 山茶碗 口径 (13.4) 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 密 2.5Y7/1 口縁部~

80 器高 (4.2) が偶丸=角形の貼 灰色・白色 灰白 体部 1/4、
小碗 底径 (6.2) り付け高台が付く。 粒子 底部 1/2

体部~口縁部は直 残存
線的に大きく外反
する O

303図 K-11 山茶碗 口径 (13.0) 平底の底部に断面 外面:口縁部~品台 密 2.5Y7/1 口縁部~

81 器高 4.3 が台形の小さな貼 部分はナデ。底部は 灰色・白色 灰白 体部1/6、
小碗 底径 (6.6) り付け高台が付く。 回転糸切り痕。 粒子 底部

体部は内湾し、口 内面:全体ナデ。 残存
縁部でわずかに外
反する O

304図 F-6 山茶碗 口f圭 (12.4) 平底の底部に断面 外面:体部はナデ。 密 10YR7/1 体部~

82 器高 (4.0) が台形の貼り付け 底部は回車議切り痕。 白色・灰色 灰白 底部 2/3
小碗 底径 6.4 高台が付く。体部 内面:全体ナデ。 粒子 残存

は内湾する。

304図 Y-12 山茶碗 器局 (2.0) 平底の底部に断面 外面:品台部分は 密 7.5YR7/1 底部のみ

83 底径 5.9 が台形の貼り付け ナデ。底部は回転 黒色・白色・ 明褐灰 残存

小碗 高台が付く。 糸切り痕。 透明粒子
内面:紬がかかって
おり、調整不明。

304図 E圃6 山茶碗 口径 (9.6) 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 密 5Y6/1 口縁部一

84 器高 3.2 が偶丸二角形の貼 白色・赤色 灰 底部 1/4
小皿 底径 (6.0) り付け高台が付く O 粒子 残存

体部~口縁部は内
湾気昧に聞く。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺袴と遺物

第64表 グリッド出土土器観察表(つづき)

図版 グリッド 種別
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 名 器種

304図 ι7 山茶碗 口径 10.2 平底の底部に断面 内外面とも全体ナデ。 密 7.5YR6/1 口縁部~

85 器高 3.0 が偶丸三角形の貼 白色・灰色 褐灰 体部

小皿 底径 5.4 り付け高台が付く。 粒子 1/6 
体部~口縁部は緩 欠損
やかに内湾する。

304図 &5 山茶碗 口径 10.1 平底の底部に断面 外面:口縁部~品台 密 5Y5/1 完形

86 器高 3.5 が三角形の貼り付 部分はナデ。底部は 白色・黒色 灰

小皿 底径 5.8 け高台が付く。体 回転糸切り痕。 粒子、
部は内湾気昧に立 内面:全体ナデ。 蝶 (3mm大)

ち上がる O 内面全体に柚がかか
っている。

304図 E-5 山茶碗 口径; 10.1 平底の底部に断面 内外面ともナデ。 密 2.5Y6/1 ほぽ完形

87 器高 3.0 が三角形の貼り付 長石・黒色 黄灰 (口縁部

小皿 底径 5.2 け高台が付く O 体 粒子 一部欠損)

部一口縁部は外反

する O

304図 B-7 山茶碗 口径 (10.8) 平底の底部に断面 外面:口縁部~高台 密 2.5Y7/1 口縁部~

88 器高 3.7 が三角形の貼り付 部分はナデ。底部は 赤色・茶色・ 灰白 底部

小皿 底部 (7.2) け高台が付く。体 回転糸切り痕。 黒色・白色 1/2 
部は内湾し、口縁 内面:全体ナデ。 粒子、 残存
部でわずかに外反 口縁部一体部に軸が 離 (4mm大)
する。 かかっている。

304図 F-6 山茶碗 口径 (10.0) 平底の底部に断面 外面:口縁部一品台 密 2.5Y6/1 口縁部~

89 器高 3.1 がつ角形の貼り付 部分はナデ。底部は 白色・赤色 黄灰 底部

小皿 底径 (5.5) け高台が付く。体 回転糸切り痕。 粒子 1/3 
部~口縁部は大き 内面:全体ナデ。 残存
く外反する O

304図 E-14 山茶碗 口径: (8.0) 平底の底部から口 外面:口縁部~体部 密 2.5Y8/1 口縁部~

90 器高 1.7 縁部まで直線的に はナデ。底部は回転 白色・灰色 灰白 体部 1/4、
小皿 底径 (3.6) 大きく外反する。 糸切り痕。 粒子 底部

内面:全体ナデ。 残存

304図 D-5 山茶碗 口径: (8.8) 平底の底部から外 外面:口縁部~体部 密 lOYR7/1 口縁部~

91 器高 1.9 反して立ち上がり、 はナデ。底部は回転 白色・灰色・ 灰白 体部

小皿 底径 5.3 口縁端部でわずカヨ 糸切り痕。 茶色粒子 1/3 
に内湾する O 内面:全体ナデ 欠損

305図 B-5 かわらけ 器品 (2.0) 平底の底部から外 外面:底部に回転糸 普通 5YR8/4 底部のみ

92 底径 4.6 反して立ち上がる。 切り痕。 白色・黒色 淡桂 残存

小皿 粒子

305図 C-7 かわらけ 器高 (2.2) 平底の底部から外 外面:底部は回転糸 密 7.5YR8/4 底部のみ

93 頚径 3.8 反する。 切り痕。 灰色・白色 浅黄桂 残存

小皿 内面:全体ナデ。 粒子

305図 B-5 かわらけ 器局 (2.1) 底部は平底。 外面:底部に回転糸 普通 7.5YR8/4 底部のみ

94 底径 5.2 切り痕。 黒色・赤色 浅黄燈 残存

小皿 粒子

305図 ι6 かわらけ 口径 11.4 平底の底部から口 外面:底部に回転糸 普通 5YR6/6 ほぼ完形

95 器高 2.6 縁部まで大きく外 切り痕。 赤色・灰色 樟 (口縁部、

小皿 底径 4.2 反する。 他は摩耗の為、調整 粒子 体部、底部

不明瞭。 一部欠損)

305図 B開5 かわらけ 口径 (8.0) 平底の底部から口 外面:口縁部一体部 密 10R6/6 口縁部~

96 器高 2.3 縁部まで外反する。 はナデ。底部に回転 黒色粒子 赤樫 底部1/4
小皿 底径 (4.4) 糸切り痕。 残存

内面:全体ナデ。
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺停と遺物

第65表 グリッド出土土器観察表(つづき)

図版 グリッド 種目Ij
法量 (cm) 形態 調整 胎土 色調 残存率

番号 名 器種

305図 D-6 かわらけ 口径 (9.8) 底部は平底。体部 内外面とも摩耗の 普通 7.5YR7/4 口縁部

97 器高 3.0 ~口縁部は直線的 為、調整不明瞭。 透明・赤色 にぶい桂 1/7、
小皿 底径 5.5 に外反する。 粒子 底部1/5

残存

305図 D-6 かわらけ 口径 (8.4) 平底の底部から口 内外面とも摩耗の為、 普通 7.5YR8/4 口縁部一

98 器高 2.8 縁部まで外反し、 調整不明瞭。 赤色・灰色 浅黄樟 底部

小皿 底径 (5.4) 端部を丸く収める O 粒子 1/3残存

306図 H-7 陶器 口径: (7.0) 平底の底部~口縁 外面:底部~体部は 密 2.5Y6/2 口縁部~

99 器高 (1.6) 部は内湾気昧に大 ナデ。 白色粒子 灰黄 底部

小皿 底径 (3.0) きく聞く O 内面全体、外面口縁 1/2 
部に粕がかかってい 残存
るO

306図 1-8 陶器 口径: 11.4 底部は局台を削り 内外面ともロクロ成 密 7.5YR2/2 ほぽ完形

100 器高 6.3 出している。体部 形。 灰色・茶色 黒 (口縁部

天目茶碗 底径 4.3 は直線的に外反し、 外面口縁部~体部下 粒子 2.5YR7/1 一部欠損)

口縁部でわずかに 半、内面全体に黒褐 明褐灰

角度を内側に変え 軸がかかっている O

外反する。

第66表 グリッド出土石器計測表

図版
グリッド名 種目Ij (mm) 最大長 (mm) 最大幅 (mm) 最大厚 (mm) 重量 (9) 石材

番号

297図
D-5 有茎式打製石鍛 2.83 1.68 0.61 2.01 安山岩

8 

297図
G-9 石鍾 8.22 5.83 2.21 145.52 砂岩

9 

297図
H-8 石錘 8.24 6.03 2.22 170.78 砂岩

10 

第67表 グリッド出土土鍾観察表

図版 グリッド
種別 長さ (mm) 最大幅 (mm) 干し径 (mm) 重量 (9) 胎土 色調 残存率

番号 名

土師器 密 5YR6/6 完形
301図

G-7 42.0 14.5 4.0 
白色・透明 桂

58 
8.39 

粒子
土錘

土師器 密 lOYR7/3 1/3残存
301図

J嗣7 23.3 (10.9) 5.0 (1.69) 
白色・赤色 にぶい黄樟

59 
土錘

灰色粒子

土師器 密 7.5YR8/3 1/3残存
301図

A-6 (36.4) (21.0) (4.6-9.5) (5.99) 
白色・灰色・ 浅黄樫

60 透明・金色 2.5YR7/4 
土錘 粒子多い 淡赤樫

土師器 密 10YR7/4 一部欠損
301図

B-11 (70.5) 42.0 (11.6-21.0) (89.02) 
白色・透明・ にぶい黄樟

61 赤色粒子 5YR6/6 
土錘 桂

一ー----Lーーー L一一一ー
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E 調査の結果表停遺跡 3. i宣待と造物

第68表 グリッド出土装身具観察表

図版 グリッド
種別 外径 (mm) 厚さ (mm) 孔径 (mm) 重量 (g) 色調

番号 名

302図
A-4 ガラス小玉 4.4 3.0 1.2 0.09 薄青色

62 

302図
B-6 ガラス小玉 4.7 4.6 1.4 0.13 薄青色

63 

第69表近世土壌墓出土銭貨計測表

図版番号 遺物番号 種類 径 (mm) 重さ (g) 備考

252図 1 1号土墳墓 1 寛永通賓 24.7 2.80 

252図 2 1号土墳墓 2 寛永通賓 24.0 2.25 

252図 3 1号土壌墓 3 寛永通賓 23.9 2.53 

256図 1 3号土壌墓 1 寛永通賓 22.4 1.44 

256図 2 3号土壌墓 2 寛永通賓 23.4 2.23 

256図 3 3号士墳墓 3 寛永通賓 23.9 2.49 

256図 4 3号土墳墓 4 寛永通賓 22.8 2.07 

256図 5 3号土墳墓 5 寛永通賓 25.3 2.87 背面に「文」の文字がある

256図 6 3号土墳墓 6 寛永通賓 25.0 3.93 背面に「文」の文字がある

259図 1 4号土墳墓 1 寛永通賓 22.6 1.72 

259図 2 4号土壌墓 2 寛永通賓 23.2 (1.62) 欠損

262図 1 6号土墳墓 1 寛永通賓 23.1 (1.86) 欠損

262図 2 6号土壌墓 2 寛永通賓 23.8 2.05 

262図 3 6号土壌墓 3 寛永通賓 25.1 3.31 背面に「文jの文字がある

262図 4 6号土墳墓 4 寛永通賓 25.0 2.81 背面に「文」の文字がある

262図 5 6号土壌墓 5 寛永通賓 24.8 3.18 背面に「文」の文字がある

278図 4 19号土嬢墓 1 寛永通費 22.7 2.01 

278図 5 19号土墳墓 2 寛永通賓 24.4 2.14 

278図 6 19号土壌墓 3 寛永通賓 24.8 3.39 

278図 7 19号土壌墓 4 寛永通賓 25.0 3.34 背面に「文」の文字がある

281図 5 21号土壌墓 l 寛永通賓 24.4 2.08 

281図 6 21号土墳墓 2 寛永通賓 23.1 2.32 

281図 7 21号土墳墓 3 寛永通賓 23.4 2.77 

281図 8 21号土壌墓 4 寛永通賓 22.6 2.66 

281図 9 21号土墳墓 5 寛永通賓 25.3 4.33 背面に「文」の文字がある

281図 10 21号土墳墓 6 寛永通賓 25.4 3.21 背面に「文Jの文字がある
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E 調査の結果来傍遺跡 3.遺袴と造物

第70表近世土墳墓出土銭貨計測表(つづき)

図版番号 遺物番号 種類 径 (mm) 重さ (9) 備考

286図 l 25号土壌墓 1 祥符通賓 24.8 3.24 北宋 1009年

286図 2 25号土墳墓 2 嘉祐通賓(真) 23.5 2.87 北宋 1056年

286図 3 25号土墳墓 3 口口通賓 23.2 2.91 

286図 4 25号土墳墓 4 !照寧元賓 23.5 3.14 北宋 1068年

286図 5 25号土墳墓 5 元豊通賓 23.5 2.94 北宋 1078年

286図 6 25号土壌墓 6 聖宋元賓 23.9 1.89 北宋 1101年

288図 1 26号土墳墓 1 寛永通賓 24.9 2.79 

288図 2 26号土墳墓 2 寛永通賓 23.1 2.77 

288図 3 26号土壌墓 3 寛永通賓 24.5 2.30 

288図 4 26号土墳墓 4 寛永通賓 24.6 (2.87) 一部欠損

288図 5 26号土墳墓 5 寛永通賓「寛口通口」 (24.0) (1.53) 半分欠損

288図 6 26号土壌墓 6 寛永通賓 24.9 3.63 背面に「文」の文字がある

288図 7 26号土壌墓 7 寛永通賓 25.1 2.75 背面に「文」の文字がある

第71表遺構・グリッド出土銭貨計測表

図版番号 遺物番号 種類 径 (mm) 重さ (9) 備考

247図 4 22溝 No.1 元豊通賓(行書) 23.1 2.61 北宋 1078年

247図 5 22~蕎 No.2 聖宋元賓(真) 24.3 3.19 北宋 1101年

307図 101 B-4 No.1 寛永通賓 (11波) 28.1 4.82 明和 6年

307図 102 B-4 No.2 寛永通賓 24.1 3.25 

307図 103 B-4 No.3 寛永通賓 23.4 3.00 

307図 104 B-4 No.4 寛永通賓 24.3 3.32 

307図 105 B問5 No.1 寛永通賓 23.9 3.12 

307図 106 B-5 No.2 寛永通賓 24.6 4.46 

308図 107 B-5 No.3 寛永通賓 24.5 3.03 

308図 108 B-5 No.4 寛永通賓 24.5 3.37 

308図 109 B-5 No.5 寛永通賓 24.3 3.08 

308図 110 B-5 No.6 寛永通賓 24.8 2.66 

308図 111 B-5 No.7 寛永通賓 24.3 3.80 

308図 112 B-5 No.8 寛永通賓 25.2 4.12 背面に「文」の文字がある

308図 113 B-5 No.9 寛永通賓 25.0 3.17 背面に「文jの文字がある
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E 調査の結果兼傍遺跡 3.遺梼と遺物

第72表遺構・グリッド出土銭貨計測表(つづき)

図版番号 遺物番号 種類 径 (mm) 重さ (g) 備考

308図 114 C-5 No.1 寛永通賓 25.1 3.83 

308図 115 じ5 NO.2 寛永通賓 24.9 2.09 

308図 116 C-5 No.3 寛永通賓 24.4 3.21 

308図 117 K-7 政和通賓(真) 24.1 2.19 北宋 1111年

308図 118 K-12 開元通賓 25.0 (1.66) 一部欠損唐621年

第73表近世土墳墓出土鉄釘計測表

図版番号 遺物番号 長さ (mm) 重さ (g)

264図 1 7号土墳墓 NO.1 (33.3) (1.51) 

264図 2 7号土壌墓 No.2 44.3 1.25 

264図 3 7号土壌墓 No.3 (34.7) (1.14) 

264図 4 7号土墳墓 No.4 46.2 2.29 

268図 1 11号土墳墓 No.1 42.6 0.55 

268図 2 11号土嬢墓 No.2 40.7 0.89 

268図 3 11号土墳墓 NO.3 44.5 0.93 

268図 4 11号土壌墓 No.4 (30.5) 0.93 

268図 5 11号土壌墓 No.5 (34.3) 0.91 

274図 1 16号土壌墓 No.1 (30.3) (0.80) 

274図 2 16号土嬢墓 NO.2 (31.6) (0.88) 

278図 1 19号土墳墓 NO.1 40.3 1.73 

278図 2 19号土墳墓 No.2 (33.8) 1.86 

278図 3 19号士墳墓 No.3 (23.0) 0.68 

281図 2 21号土壌墓 NO.1 44.9 4.78 

281図 3 21号土壌墓 NO.2 47.0 2.01 

281図 4 21号士墳墓 NO.3 53.0 3.39 
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E 調査の結果菜傍遺跡 4. まとめ

4. まとめ
兼情遺跡で確認した遺構は、周溝墓が16基、溝状遺構が62条、穴状遺構のうち土坑が45基、土墳が 2

基、土墳墓(近世の土墳を「土壌墓」として区分した)が26基、ピット(柱穴状遺構)が232基、井戸跡

が 1基の合計322基62条である O 遺構以外には自然排水路も 8条確認している O これらの遺構と自然排水

路の形状、覆土の状況、覆土から出土した遺物の内容および遺構の確認面を総合的に検討し、弥生時

代・古墳時代・中世・近世とに時代区分した。

( 1 )弥生時代

弥生時代の遺構は周溝墓が16基、溝状遺構が40条、穴状遺構のうち土坑が2基、ピットが28基の合計46

基40条で、出土遺物は弥生土器片が10.871.点、石器が 4点ある

-周溝墓

周溝墓はE陵緩斜面に構築されているが、後世の農地改善事業に伴う土木工事等により上位面が削平

され、主体部を確認することができなかったため、溝の形状・覆土の状況・遺物の出土状況・遺物の内

容を総合的に検討して周溝墓と判断した。周溝の方向軸は、西側では北西・南東方向、中央では南北方

向、東側では北東・南西方向を指向し、地形の等高線にほぼ直交している。

16基のうち調査区の西部で確認した 2・3・4号の 3基が円形周溝墓と考えられる以外は、方形周溝墓

の範囲毒に入ると考えられる O

出土遺物は壷と賓の 2器種である。壷は中・小型査の両者があり、口縁部の形態で直口縁(第309図

1・2)・複合口縁(第309図 3、第310図 8)の 2者に分けられる O 器形は器高に比べ体部の張りが大きく、

ずんぐりした形のもの(第309図 5・6)と、下膨れの無花果形をしたもの(第309図 2、第310図 7・9・

10・11・12) とがある O 紋様は櫛歯状施具による疑似縄紋(羽状の刺突紋が多い)を肩部に施している

(第309図 1・2・4~ 6、第310図 8)。小型壷の中には体部中央にまで施紋しているもの(第310図11) も

ある O 蓋は全体に球胴形で、大型(第312図23 ・ 24) ・中型(第311図 13~20) ・小型(第311図21 ・ 22) の

3種があり、底部を欠いているが台付歪と考えられる O 器面の全体に粗いハケ日痕が残っている O また、

口縁部に菱形や細い縦長のキザミ目を施している。脚は「ハIの字状に聞いている(第312図25)0これ

らの特徴はいずれも菊川式土器の後期後半の特徴を示している O したがって、これらの出土遺物から周

溝墓は弥生時代後期後半に編年付けられる O

-溝状遺構

溝状遺構は調査区の東側に多く分布しており、 40条の内、 20条から弥生土器片が出土している O 特に

55号溝跡は溝の規模も大きく、弥生土器の出土量も多い。また、 49・52・66・68・69・71号溝跡では覆

土の上位から土師器片・須恵器片が少量出土しているが、流れ込みと考えられる。

出土遺物は壷・蓋・鉢の 3器種である O 査は大型(第313図26・33・34)・中型(第313図29・30・32)・

小型(第313図31 ・ 35) の 3 種類があり、口縁部の形態で直口縁(第313図26~28) ・複合口縁(第313図

29・30)の 2者に分けられる。器形は器高に比べ体部の張りが大きくずんぐりした形のもの(第313図31)

と、下膨れの無花果形をしたもの(第313図32・35) とがある O 紋様は櫛歯状施具による疑似縄紋(羽状

の刺突紋が多い)を口縁内部に施したもの(第313図28)、櫛歯状施具による刺突紋を施した後、 2個 1

組の浮紋を貼り付けた口縁部(第313図29)、体部上半に 2本の太い沈線と羽状刺突紋を施したもの(第

313図31)、頚部と肩部の聞に櫛歯状施具による刺突紋を施したもの(第313図33) などがある O 査は全体

に球胴形で、大型(第314図42・43)・中型(第314図39・44)・小型(第314図41・41)の 3種があり、底部

を欠いているが台付査と考えられる O 器面の全体に粗いハケ目痕が残っている O また、口縁部に菱形や

細い縦長のキザミ日を施している O 脚は「ハ」の字状に聞いており(第314図45~47) 、脚部の中央に孔

が 4箇所空けられているもの(第314図47) もある O 鉢は平底で口縁帯を持たないもの(第313図36) と、

平底で頚部から口縁部にかけて「く」の字状に屈曲し、口唇部に面を持つもの(第313図37) とがある。

これらの特徴はいずれも菊川式土器の後期後半の特徴を示しおり、出土遺物から判断する限りにおいて

は、溝状遺構は周溝墓と同様に弥生時代後期後半に編年付けられる。
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E 調査の結果兼停遺跡 4. まとめ

-穴状遺構

穴状遺構は土坑 2基とピット28基を確認した。土坑はH-7グリッドの中央部と 1-7グリッドの南東

部のいずれも緩斜面上で確認したが、平面形状・断面形状とも規則d性はなかった。ピット群はH-6グリッ

ド、 H-9グリッドの北東部から 1-8グリッドの南西部にかけて分布するもの、 L-7・8グリッド、

M-7グリッドの北部からM-8グリッドの東部にかけて分布するものと、 B-7グリッド、 C-9グリッ

ド、 J-10グリッドに単独で存在するものとがあり、緩斜面から平地との境界近くに分布しているが、分

布状況・平面形状・断面形状とも規則性はなかった。なお、 304号ピットから出土した聾も口縁部にキザ

ミ目を施した菊川式土器の後期後半の特徴を示している。また、自然排水路を含む遺構以外から出土し

た弥生土器も、遺構から出土した土器と同じ様相を示している。

以上のことから、兼情遺跡における弥生時代の遺構と遺物は弥生時代後期の所産と考えられる。

( 2 )古墳時代

古墳時代の遺構は緩斜面の上位部と調査区中央の平地部との境界近くに集中している。溝状遺構が13

条、穴状遺構のうち土墳が 2基、土坑が43基、ピットが170基の合計215基13条と自然排水路が 8条で、出

土遺物は須恵器片が10，119点、土師器片が18.331点、土製品が 5点、装身具が 2点ある。

-溝状遺構

溝状遺構は13条の内、 7・9・59・60号溝跡から須恵器・土師器片が出土している。特に、 7・9号溝跡

は緩斜面と平地との境界線に位置し、緩斜面からの雨水を排水するための溝のようにも思える。

自然排水路は緩斜面下の平地から池までの短い流路を有し、弥生時代の遺構や古墳時代の遺構の一部

を切っている。これらの自然排水路からは弥生土器や山茶碗も出土しているが、他の遺構を切ることに

よる流れ込みと考えられ、古墳時代の須恵器・土師器が出土遺物の主体を占めている。

出土遺物は土師器の杯・高杯・碗・聾の 4器種、須恵器の杯蓋・杯身・高杯・聾・醸の 5器種である。土

師器の杯は半球状を呈し、丸味を帯びた底部から内湾して立ち上がったもの(第315図 48) と、平底の

底部から内湾して立ち上がったもの(第315図49) とがある。碗(第315図50) も杯と同様の半球状を呈

し、口縁部に向かつて内湾している O 高杯は脚のみで、高脚で裾部が広く聞くもの(第315図51) と、短

脚で聞くもの(第315図52)がある。聾は口縁部の破片のみで、全体の器形は不明であるが、口縁部の形

態は「くJの字状に開くもの(第315図53・54・56) と、水平に強く引き出し、口縁部に最大径を持つも

の(第315図55・57) とがある。杯・短脚の高杯・碗は 6世紀の所産と考えられ、蓋の口縁部を水平に強

く引き出し、口縁部に最大径を持つものは 8世紀の所産と考えられ、時代の幅がある。遺構以外から出

土した土師器の中にも第299図25の杯や第299図26の皿のように 8世紀の所産と考えられる土器がある。

須恵器の杯蓋は天井部が丸いもの(第315図58) と天井部が平らで口縁部が広く聞くもの(第315図60・

61)、天井部にボタン状または擬宝珠状のつまみを付けたもの(第315図62・63) とがある。天井部が平

らで口縁部が広く開くものは遠江須恵器編年のE期末葉に比定される。杯身は丸底で口縁部との聞に受

けを持ち、短い口縁部が内傾するもの(第315図64) と断面が長方形または台形の高台を持つもの(第

315図65~71) がある。前者は遠江須恵器編年の町期前葉に、後者はN期末葉から V期前葉に比定される。

遺構以外から出土した杯蓋・杯身も同じ様相を呈している。高杯(第316図72)は杯部の破片のみで全容

は不明であるが、杯部が浅く、底部から内湾して立ち上がる形態は町期末葉から V期前葉に比定出来る

と思われる。聾は丸底で体部上半に最大径を持つ聾(第316図75)が10号溝跡から出土している。器高が

51.8cm、口径が28.5cm、体部の最大径が48.5cmある。比較資料が少なく遠江須恵器編年のN期前葉に比定

できるかどうか疑問が残る。また、聾の口縁部の破片の中に、頚部の外面に板ナデ仕上げが認められ、

口縁部に刺突紋と 3本の沈線を 3箇所に施したもの(第316図76)がある。題は頚部から口縁部にかけて

の破片のみで全容は不明であるが、口縁部の形態から見て町期末葉から V期前葉に比定出来ると思われ

る。また、遺構以外から出土した醸の体部(第300図57) も形態から見て町期末葉から V期前葉に比定出

来ると思われる。さらに、遺構以外から出土した長頚壷の頚部から口縁部にかけての破片(第300図49~

51)も形態から見て町期末葉から V期前葉に比定出来ると思われる。

自然排水路 (12号溝後)から出土した植物遺体はモモであった。モモは中国が原産地で奈良時代に渡

来したと言われているが、自生説もある。モモは春の農事始めに邪霊被いをするために供えられるとさ

れており、意図的に
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第315図 溝状遺構から出土した土師器と須恵器の集成図
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第316図 溝状遺構から出土した須恵器の集成図

穴状遺構は土墳が 2基、士坑が43基、ピットが170基の合計215基を確認した。

ヨ廃停遺跡 4. まとめ
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土墳はB-9グリッドの北部と F-6グリッドの中央部で確認したが、平面形状・断面形状とも共通性

はなく、 B-9グリッドの 1号土墳は喋床を伴い、土師器片が出土しているのに対し、 F-6グリッドの 2

号土墳は礁が床面から確認面に散乱している状態で、長頚壷と鉢の 2点が出土している。いずれも喋床

または喋群と遺物を伴なっていることから土壌と判断した。

土坑は43基を確認したが、遺物を伴っているものは 1・2・9・10・13・19・20号土坑の 7基である。こ

のうち、 10号土坑から出土した長頚壷 3点(第317図81~83) は 2 号土墳から出土した長頚査(第317図

80) と同様で、須恵器というよりも 9世紀末から10世紀初めにかけての灰軸陶器と言った方が良いよう

に思える。

ピット群はD-5・6グリッド、 E-5グリッド、 F-6.7グリッド、 G-6・8グリッド、 H-6・7グ

リッド、 1-7グリッド、 L-7・8グリッド、 M-6.7・8グリッド、 N-7グリッドなど緩斜面に分布

するものと、 H-I0グリッド、 1-9・10グリッド、 J-lOグリッドなど平地に分布するものとがあるが、

緩斜面に分布するものが圧倒数を占めている。しかし、分布状況・平面形状・断面形状とも規則'性はなかっ

た。なお、 292号ピットから出土した土師器の蓋の口縁部片は、口縁部に横ナデ仕上げが認められ、体部

にハケ目痕を残しており、 6世紀の土師器の特徴を示している。

また、遺構以外から出土した土師器・須恵器も、遺構から出土した土器と同じ様相を示している。
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第317図 土墳・土坑から出土した土器の集成図

なお、遺構外から出土した遺物の中に、土師質の土錘が 3点見られるが、これらの土錘は漁網用の土

錘と考えられ、僅かな資料ではあるが、漁猟が行われていたことを示唆している O

装身具のガラス小玉 2点は、丘陵部に存在した横穴から流失したものと考えられる。

以上の遺構と遺物から、断片的ではあるが古墳時代を含む古代(6世紀から10世紀初めにかけて)の

人々の営みの存在が証されたことになる O

( 3 )中世

中世の遺構は溝状遺構が 1条、穴状遺構のうちピットが18基の合計18基 1条で、出土遺物は山茶碗片

が9，495点ある。溝状遺構は緩斜面の上位に分布し、また、ビット群も A-5グリッド、 B-4・5グリッ

ド、 1-7グリッド、 K-7・8グリッドというように緩斜面の上位に分布している。これらの分布状況

は緩斜面の下位から平地にかけて中世の遺構が存在しなかったのではなく、上位層が後世の土地改良によ

り削平されたことによるものと考えられ、調査区の南部で池が広がっている箇所 (Z-14グリッド、 E

14グリッド、 F-15グリッド、 1-16グリッド)から山茶碗が出土していることから証明される O

出土遺物は山茶碗の碗・小碗・小皿の 3器種ある O 器形(特に口径や高台の断面形状)・色調・胎土に

含まれる砂粒などにより窯産地区分を試みたが、明確に区分することは出来なかった。当然の事ながら、

東遠江系窯産のものが多くを占めている。
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E 調査の結果兼停遺跡 4. まとめ

大まかな区分であるが、以下のように分類できる。

I期 (12世紀前半から中頃)

古相 碗は口径が17cm前後で、口縁部が緩やかに外反し、断面が三角形状の高い高台が付くもの(第

303図64・65)。小碗は口径が10cm前後で、体部は僅かに内湾し、口縁部がほぼ直線上に聞き、断面が三角

形状の低い高台が付くもの(第303図75・81)。

新相 高台が古相よりも低く、「ハ」の字状に開くもの(第303図的・ 70)。

E期 (12世紀後半)

碗は底部が I期よりも小型化し、断面が台形状の高台が付くもの(第303図72・79)。小皿は田期より口

縁部の聞きが小さく、器高が高いもの(第304図88)。

E期 (13世紀)

碗は口縁部が直線的に聞き、体部が僅かに内湾し、断面が小さな三角形状か低く潰れた高台を持つもの

(第303図73・74・76・80)。小皿は器高が低く底径が大きいもの(第304図86・91)。

山茶碗片の中には色調が灰白色で、胎土に灰色・白色粒を少量含む湖西窯産系ものも見られる。

以上のように、遺物から見る限りにおいては12世紀から13世紀に至る時代の遺構が存在していたことを

示唆している。

( 4 )近世

近世の遺構は溝状遺構が 8条、穴状遺構のうち土壌墓が26基、ピットが15基、井戸跡が 1基の合計42

基 8条で、出土遺物は陶磁器片が710点、銭貨が60点、鉄製品が83点、かわらけ片が247点、人骨片が

2，056，点ある。

溝状遺構の内、 1号溝跡、 21・22溝跡は排水溝と考えて良いであろう。特に21・22溝跡は井戸跡と関連

した溝といえる。井戸跡は石組みの円筒形の井戸で、深さも最深部で80cmと浅く、譲水面も確認面より深

さ54cmと浅いため、生活用水として用いたとは考えられず、農業用水を取るための井戸と理解できる。石

組みに用いた川原石の中に「にツ川 六ツjという墨書が見られ、新川(にっかわ)集落に関連する井戸

と推定される。

土壌墓の26基は、ほとんどが丘陵裾部に分布し、地山層を掘り込んで、いる。大小の差はあるが平面形状

も断面形状もほぼ同じと見て良いであろう。 25号土墳墓のみが緩斜面にあり、形状も副葬品の銭貨も他の

土壌墓とは異なる様相を呈している。 1 号土墳墓に埋葬された人は推定身長が150~156cmの壮年男'性 (25

~30歳)、 3 号土壌墓に埋葬された人は推定身長が157~162cmの青年男性 (15~18歳)という分析結果が

でている。

土壌墓から出土した遺物は銭貨・かわらけ・鈴・鉄釘がある。銭貨はいわゆる六文銭で、死者が三途の

川を渡るときの渡し賃として頭陀袋の中に一文銭を 6枚入れるという葬送儀礼の一つで、六道銭とも言わ

れている。出土した銭貨は25号土墳墓以外は「寛永通賓」で、「寛永通賓」が鋳造された年代は寛永13年

(1636)から万延元年 (1860)であるので、「寛永通賓」が出土した 1.4号土壌墓は寛永13年 (1636)以

降に埋葬されたことになり、「寛永通賓」の裏面に「文jの文字がある新「寛永通賓Jが出土した 3・6・

19・21・26号土壌墓は新「寛永通賓」が鋳造された寛文 8年 (1668)以降に埋葬されたことになる。 25

号土墳墓から出土した銭貨は全て渡来銭で、鋳造年代が北宋の1009年から1101年である。六文銭の風習が

発生したのは中世より後とされており、渡来銭の鋳造年代と埋葬された年代とは一致しない。掛川市の向

山遺跡ではこれらの渡来銭と「寛永通賓」が一緒に出土した事例もある。また、遺構以外から出土した銭

貨もほとんどが「寛永通賓」であり、出土した位置も土墳墓が集中して確認された斜面の下部である。

かわらけで図化できたものは21・26号土壌墓から各 1点、 22号溝跡から 2点、遺構以外から 7点出土

している。全て小皿で、平底の底部から外反して立ち上がっている。中には口縁部まで大きく外反してい

るもの(第305図95) もある。

7.11・16.19・216号土壌墓から鉄釘が出土したことは、早桶(屈葬の棺)に入れて埋葬し、蓋を釘付

けした証拠である。

以上のように、兼情遺跡は後世の農地改善事業により遺跡の上位層が削平されていたにもかかわらず、

弥生時代後期から近世に至るまでの遺構と遺物を多数確認した。その中で、弥生時代後期の周溝墓、古墳時
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E 調査の結果議官信遺跡 4. まとめ

代の土墳、近世の土壌墓と、墓制に関する遺構が各時代を経て連続して存在していたことは、この遺跡の

大きな特徴といえる O 残念ながらこれらの墓制に関する遺構を構築した人々の集落祉は存在しなかった。
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E 調査の結果 骨子釈山砦 1.遺跡の概要

〈帝釈山砦〉

1 .遺跡の概要

( 1 )大東町域に存在する中・近世の城館跡

大東町域に存在する中世から近世にかけての城館跡は49箇所が知られている。中世の地方の豪族は平地

や低正陵の緩斜面に「館Jを構えて領地を治めていたが、ひとたび戦が起こると「館jは「城Jの機能を

果たさなければならず、基本的な防御施設として館の四方を取り囲む堀と土塁を備えていた。大東町域に

存在する館跡としては、入山瀬三郎館・八相寺館・長嶋河内守館・雑賀館・土方氏館・国安館の 6箇所

が知られているが、八相寺館・土方氏館・国安館以外の館は消滅している。

新興の武士団の活動が活発化すると、平地の館は楯龍もるために城としての防御施設をより強化したが、

少数の兵力で大軍を迎え撃っために地形の険しい山に城を築くようになり、平地の館から山城へ移行して

いった。大東町域に存在する山城としては、昭和50年(1975)10月16日に固の史跡に指定された高天神

城がある。この高天神城の攻防に係わる「砦」が町域の各所に分布しており、小笠山砦・日向砦・風吹砦・

高瀬砦(高瀬城山)・岩滑砦(岩滑城山)・人ッ谷砦・毛森山砦・西ノ谷砦・田ヶ谷砦・惣勢山砦・安威砦・

火ヶ峰砦・能ヶ坂砦・宇峠砦(宇峠城)・萩原口砦・矢本山砦・林ノ谷砦・畑ヶ谷砦・星川砦・釜田砦・帝

釈山砦・中村砦(中村城山)・中川原砦・芳峠砦・神宮寺砦・三井山砦・獅子ヶ鼻砦の27箇所ある。中でも、

小笠山砦・火ヶ峰砦・能ヶ坂砦・中村砦(中村城山) ・三井山砦(大坂砦・相坂砦) ・獅子ヶ鼻砦の 6

砦は武田氏の拠点であった高天神城を攻撃するために徳川家康が造らせたと言われている砦である。また、

当時の武将の屋敷跡として原川大和守屋敷・渥美源五郎屋敷・渡辺金太夫屋敷・小笠原右京屋敷・大石

屋敷・池田縫平屋敷・岡部丹波屋敷・宝屋敷・斉藤宗林屋敷・三俣殿屋敷など10箇所、当地に在住した

刀鍛治の屋敷として高天神兼明屋敷・国包屋敷・国安屋敷など 3箇所、今川氏が領地としていた時代の

代官屋敷や末端行政組織「便補保(ぴんぼのほ)Jの収納吏の館であった入官庁などが 2筒所ある。

( 2 )帝釈山砦の概要
今回調査を行った帝釈山砦は、高天神城を攻撃するために徳川家康が造らせたと言われている 6砦の

一つ中村砦に隣接する砦で、中村砦と一体を成す砦と言われている。中村砦については、天正 8年(1580)

3月の『家忠日記』に

「廿五日 乙丑相坂取出普請しかけて候て、中村取出へ越候、普請候」

「廿八日 戊辰中村普請出来候」

とあるように、 3月25日に相坂取出(大坂取出)すなわち三井山砦の工事中に、中村砦にきた徳川家

康は、工事の指示を出している。「中村取出jと記載されていることは、既に砦は存在しており改修工事

かあるいは増設工事を指示したことになる。そして、 3日後の 3月28日に工事は終了している。

『家忠日記』には、この三井山砦や中村砦の他に獅子ヶ鼻砦についての記載がある。すなわち、天正 8年

(1580) 6月

「十一日 己酉高天神取出場ししかはな陣取候j

「十二日庚戊取出普請候」

「十七日 乙卯取出普請出来候J
とあり、 6月11日に家康は獅子ヶ鼻に陣取り、翌12日に砦の工事を指示し、 5日後の12日に工事は完成

している。「ししかはな取出jと記載されていないことから、はじめて獅子ヶ鼻砦が構築されたと推察で

きる。しかし、中村砦に隣接する「帝釈山jについて『家忠日記』に記載はない。

昭和10年(1935)に発刊された『高天神城戦史Jには小笠山砦・風吹砦・惣勢山砦・安威砦・火ヶ峰砦・

能ヶ坂砦・萩原口砦・矢本山砦・林ノ谷砦・中村砦(中村城山)・三井山砦・獅子ヶ鼻砦の12箇所につい

ての記載があるが、ここにも帝釈山砦についての記載はない。

昭和56年 (1981) に発刊された『静岡県の中世城館跡.1 (静岡県教育委員会編)に、帝釈山砦の記載が

あるので、そのまま紹介する。

「帝釈山(タイシャクヤマ)砦

大東町土方字川久保、新川字海戸

高天神城東南2.5kmにあり、標高45.0mの帝釈山を中心に東西に伸びる尾根及び山麓一帯を含め、中村

城山と接する持口を境とし城郭を形成している。帝釈山を主軸とする櫓台の外に赤山櫓、白鳥山櫓を
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E調査の結果帝釈山砦 1 .遺跡の概要

番号 遺跡名

1 入山瀬三郎館

2 八相寺館

3 長嶋河内守館

4 雑賀館

5 土方氏館

6 国安館

7 両天神城

8 小笠山砦

9 日向砦

10 風吹砦

11 高i頼(城山)砦

12 岩滑(城山)砦

13 八ツ谷砦

14 毛森山砦

15 西ノ谷砦

16 回ヶ谷砦

17 惣勢山砦

18 安威砦

19 火ヶ峰砦

20 能ヶ坂砦

21 宇峠砦

22 萩原口砦

23 矢本山砦

24 林ノ谷砦

25 畑ヶ谷砦

26 星川砦

27 釜田砦

28 帝釈山砦

29 中村(城山)砦

30 中川原砦

31 芳峠砦

32 神宮寺砦

33 ニ井山砦

34 獅子ヶ鼻砦

35 原川大和守屋敷

36 渥美源五郎屋敷

37 渡辺金太夫屋敷

38 小笠原右京屋敷

39 岡部丹波屋敷

40 宝屋敷

41 斉藤宗林屋敷

42 大石屋敷

43 二俣殿屋敷

44 池田縫平屋敷

45 局天神兼明屋敷

46 国包屋敷

47 国安屋敷

48 代官屋敷

49 八官庁

第74表 大東町域に存在する中・近世の城館跡

種別

官官

自宮

査官

査官

査官

長官

山城

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

砦

屋敷

屋敷

屋敷

屋敷

屋敷

屋敷

屋敷

屋敷

屋敷

屋敷

鍛冶

鍛冶

鍛冶

屋敷

官庁

所在地 地目 遺構・遺物 備考

入山瀬宇垣戸 林地・宅地 消滅

高瀬 境内 五輪塔等

今滝字殿ノ谷 宅地 消滅

中字公丈、高塚 宅地 消滅

土方字堀之内 宅地

国安 宅地・畑

上土方嶺向字鶴翁山 林地 曲輪・堀切・土塁・堀 国指定史跡

入山瀬宇小笠山 林地 曲輪・堀切・土塁・空堀・櫓台・

武者走り

落合字日向ヶ谷 林地

入山瀬字東谷 林地
高j頼 林地

岩滑 林地 曲輪 一部残

岩滑宇八ツ谷 林地 消滅

中 林地 曲輪

西ノ谷宇上屋中 畑他 土塁・堀・井戸

中 林地・畑

中 林地

下土方字青谷 林地(植林)

下土方、中 林地・畑 曲輪

小貫字能ヶ坂 林地 (帯)曲輪・竪堀・武者走り 標柱

小貫、土方 林地

土方 林地

土方 林地 空堀・(段)曲輪

土方 林地

下土方宇畑ヶ谷他 林地 空堀・堀切・士塁・(帯)曲輪

大坂字星川 林地・畑 曲輪・堀切

大坂 林地 (段)曲輪

中 林地 (帝)曲輪・武者走り

中 林地 石錘・山茶碗 標柱

大坂宇中河原 林地・畑 曲輪・堀切

大坂字寺部 林地 (段)曲輪・堀切・土塁

大坂 林地・墓地

大坂 林地 曲輪・堀切・士塁・武者走り 標柱

岩滑、小笠町大石 公園 曲輪・堀切・土塁

局i頼 畑・宅地 消滅

土方字嶺向 宅地 土塁 標柱

下土方字平塚 溜池 標柱

下土方宇畑ヶ谷 宅地

大坂 t回 消滅

川久保 宅地・畑 消滅

中宇品塚 宅地 消滅、標柱|

大坂 宅地

二俣字殿屋敷 宅地・畑 土塁

中 宅地 土塁

中 t目 消滅、標柱

国包 畑-宅地 一部残り

国安 宅地 土塁 一部残り

東大坂字海戸 宅地 消滅

浜野 宅地

参考文献:r静岡県の中世城館跡』静岡県教育委員会文化課編 1981年
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E 調査の結果 骨子折山砦 1.遺跡の概要

N
A
4
4
l
 

凡例

.館跡
内山城、砦跡

A 屋敷跡

0 

第318図 大東町域の城館跡分布図
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E 調査の結果 帝釈山砦 1.遺跡の概要 2.遺跡の層序

設け、兼政池の両翼に伸びる先端及び山腹山麓にかけて波状階段式曲輪を設け、各鞍部に低土居を配置、

切堀を主要鞍部、山頂尾根添に幅7.0mの武者走を併設、陣館は山腹のくぼみ及び山麓谷戸に配置し、

防御形式を取った城塞となっている O

本砦は中村城山と一体となった城域と思われるが、釜田砦と接する点の低地防御を主体として作られ

たか、また、当時入江であった中村城山の前衛的城塞かである。今川水軍は相良及び国安、横須賀に拠

点を持ち、本城前の海戸部落はその船着場ともいわれ、四般、大名小路、みの輪、上屋敷の名がある O

附近川久保に鍛冶屋敷等あり、本砦の赤山櫓台はもと赤山神社が祭られていたが、江戸中期に山麓に下

ろす。本神社は天正 8年に建てられたともいわれているが定かではない。本城も今川時代高天神支城群

のーっとして築城、南部に向かつての防御縄張りで構築された要害城となっている。」

o 1田 2∞m

第319図 帝釈山砦及び中村城山等見取り図

出典 r静岡県の中世城館跡.1 (静岡県教育委員会編)

以上のように、『静岡県の中世城館跡』では、帝釈山砦を中村砦と一体となった城域として捉え、下小

笠川の対岸にある釜田砦と接する点の低地防御を主体として作られたか、または中村砦の前衛的城塞かで

あろうとしている O さらに、高天神城の支城群のーっとして築城し、南部に向かつての防御体制を持つよ

うに構築された要害の城であるとしている O

2.遺跡の層序

( 1 )土層の堆積状況

今回の調査で設定したトレンチは17箇所(第320図)で、延長距離は153.8m、発掘調査面積は153.8ばで

ある O 第 1トレンチから第 7トレンチは帝釈山の山頂から西方向に伸びる丘陵の尾根部に設定し、第 8ト

レンチから第15トレンチはさらに北西方向に伸びる丘陵の尾根部と丘陵裾部に設定した。第17トレンチと

第18トレンチは横穴群が在る丘陵の延長上で南西方向に伸びる正陵の尾根部に設定した。なお、第17トレ

ンチの東側丘陵尾根部は横穴群を調査した際に全面発掘したが、帝釈山砦に関連した遺構・遺物は

出土していない。

調査は曲輪の切・盛土状況、地山を切る堀切の形状、土塁の盛土状況などのを重視し、遺構の確認に努

めた。ほとんどのトレンチが地山層の上に20~40cmの厚さで表土層か地山の風化層が堆積している状況

で、切・盛土は皆無であった。また、第13トレンチは崩壊地形に見られる土層の堆積状況を示していた。

各トレンチの状況は以下の通りある O
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兼政池

第320図

E 調査の結果 骨宇者町山王手 2.遺跡の層序

μ王T心3王_T-
宅ータマ;
、、ふみ〆1llt

トレンチの設定位置見取図
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E 調査の結果帝釈山砦 2遺跡の層序

第 1トレンチ
櫓台が想定されている山頂部から西方向へ伸びる丘陵傾斜面に、等高線に交わる東西方向に設定したト

レンチ(長さ1O.50mX 幅1.00m) で、地山上に20~30cm程度の表土が堆積している O 表土はオリーブ褐色

で、締まりは弱く、粘性はややある。地山層はオリーブ黄色で、締まりは固く、粘性はややある O

遺構・遺物は確認されなかった。

1層表土。オリーブ褐色 (2.5Y4/4) 0 2m 

締まりは弱く、粘性はややあり。 I

2層オリーブ黄色 (5Y6/3)
地山が風化した角磯の層。
締まりは固く、粘性はなし。

3層地山。オリーブ黄色 (5Y6/4)
5-lOcm大の角傑を含む。
締まりは固く、粘性やゃあり O

第321図 第1卜レンチ北壁地層断面図

第 2卜レンチ
第 1トレンチの南隣で、等高線に交わる南北方向に設定したトレンチ(長さ5.60mX幅1.00m)で、地

山上に30~40cm程度の表土が堆積している O 表土はオリーブ褐色で、締まりは普通、粘性はややある。地

山層はオリーブ黄色で、締まりは固く、粘性はややある O 遺構・遺物は確認されなかった。

ミ主夫ラ 一一-36.000

3 

1層表土。オリーブ褐色 (2.5Y4/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
木根が多く含まれる。

2層 オリーブ褐色 (2.5Y4/3) ・オリーブ黄色 (5Y6/3) 1 
地山と同質の塊が 1層に混在。 且

3層 オリーブ褐色 (2.5Y4/4)締まりはふつう、粘性はややあり。
4層地山。オリーブ黄色 (5Y6/3)締まりは固く、粘性はややあり。

第322図 第2卜レンチ東壁地層断面図
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E 調査の結果 骨子釈山砦 2.遺跡の唇序

第 3トレンチ
第 2トレンチの西隣で、等高線に交わる南北方向に設定したトレンチ(長さ6.00mX幅1.00m)で、地

山上に30cm程度の表土が堆積している O 表土はオリーブ褐色で木根を多く含む。締まりは普通で、、粘性は

ややある O 地山層はオリーブ黄色で締まりは固く、粘性はややある。遺構・遺物は確認されなかった。

1層 表土。 Yオリーブ褐色 (2.54/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
木根が多く含まれる。

2層 オリーブ褐色 (2.5Y4/3) ・オリーブ黄色 (5Y6/3)
地山と同質の塊が 1層と混在。

3層 オリーブ褐色 (2.5Y4/4)締まりはふつう、粘性はややあり。
4層地山。オリーブ黄色 (5Y6/3)締まりは固く、粘性はややあり。

第323図 第3トレンチ東壁地層断面図

第 4卜レンチ

36.000 

3 

第 2トレンチの西隣で、等高線に交わる南北方向に設定したトレンチ(長さ4.50mX幅1.00m)で、地

山上に30cm程度の表土とトレンチの北隅で 2層の層序が確認された。畑地として改変されたときの層と考

えられ、表土はオリーブ褐色で木根を多く含む。締まりは普通で、粘性はややある O 第 2層はオリーブ褐

色で、表士と地山層が混在している。締まりは普通で、、粘性は僅かにある。第 3層はオリーブ褐色で、締

まりは普通、粘性はややある O 地山層はオリーブ黄色で、締まりは固く粘性はない。遺構・遺物は確認さ

れなかった。

三子之斗て¥γ一一一」 し ー

1層表土。オリーブ褐色 (2.5Y4/3)締まりはふつう、粘性はややあり。l
木根が多く含まれる。

2層 オリーブ褐色 (2.5Y4/3) ・オリーブ黄色 (5Y6/3)地山と同質の塊が 1層と混在。
締まりはふつう、粘性は僅かにある。

3層 オリーブ褐色 (2.5Y4/4)締まりはふつう、粘性はややあり O

4層地山。オリーブ黄色 (5Y6/3)締まりは固く、粘性はなし。

第324図 第4トレンチ東壁地層断面図
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E 調査の結果 す茨山砦 2.遺跡の層序

第 5トレンチ
第4トレンチの西隣で、等高線に交わる南北方向に設定したトレンチ(長さ9.00mx幅1.00m) で、地

山上に30cm程度の表土と、 トレンチの南北隅で 2層の層序が確認された。畑地として改変されたときの層

と考えられ、表土と地山層が混在している O 表土は暗オリーブ褐色で締まりは普通、粘性はややある O 第

2層は黄褐色で締まりは普通、粘性はややある O 第3層はオリーブ黄色で、締まりは普通、粘性はややある O

地山層は灰白色で、締まりは固く、粘性はややある O 遺構・遺物は確認されなかった。

※破線部は第6トレンチの横断部分

1層表土。暗オリーブ褐色 (2.5Y4/3)
締まりはふつう、粘性はややあり。

2層黄褐色 (2.5Y5/4)
締まりはふつう、粘性はややあり。

3層オリーブ黄色 (5Y6/3)
締まりはふつう、粘性はややあり。

4層地山。灰白色 (5Y8/2)
締まりは固く、粘性はややあり。

第325図 第5卜レンチ酉壁地層断面図

第 6卜レンチ

32.000 

。 2m 

標高約30mの平坦地に、等高線に並行して東西方向に設定したトレンチ(長さ34.00mX幅1.00m) で、

地山上に20cm程度の表土と、畑地として改変されたときの層が堆積している O 表土はオリーブ褐色で締ま

りは普通、粘性はややある O 第2層は灰オリーブ色で締まりは普通、粘性はややある O 地山層は灰黄色で

締まりは固く、粘性はややある O 遺構・遺物は確認されなかった。

第 7トレンチ
第6トレンチに直交するように、南北方向に設定したトレンチ(長さ7.50mX幅1.00m) で、地山上に

20cm程度の表土と、トレンチの北隅で 2層の層序と積み石が確認された。表土はオリーブ褐色で締まりは

普通、粘性はややある O 第2層は近・現代の積み石でオリーブ黄色である。第 3層は黄褐色で締まりは普

通、粘性はややある O 地山層は灰黄色で締まりは固く、粘性はややある O 遺構・遺物は確認されなかった。

第 8トレンチ
第 6 トレンチの西隣で、等高線に交わる東西方向に設定したトレンチ(長さ8.00mX幅1.00m)で、地

山上に30~40cm程度の表土と、表土より粘性のやや強い第 2 層が、自然地形の傾斜面にそって堆積してい

る。表土はオリーブ褐色で締まりは普通、粘性はややある。第 2層はオリーブ褐色で締まりは普通、粘性

は第1層よりもやや強い。地山層は灰黄色で、締まりは固く、粘性はややある O 遺構・遺物は確認されな

かった。

第 9卜レンチ
第10トレンチの北隣で、等高線に交わる東西方向に設定したトレンチ(長さ7.50mX幅1.00m) で、地

山上に50cm程度の表土と、トレンチの中央から西側傾斜部分にかけて三層の層序が確認された。畑地とし

て改変されたときの層と考えられる。表土はにぶい黄褐色で締まりは普通、粘性は僅かにある。第 2層は

にぶい黄褐色で締まりは普通、粘性はなし。第 3層はオリーブ黄色で、締まりは固く、粘性はない。地山層

は灰白色で締まりは固く、粘性はない。遺構・遺物は確認されなかった。
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E 調査の結果 骨子折山砦 2.遺跡の唇序

ジ 主?守三_'1 2 一二三三ムム-31.000 
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第6卜レンチ北壁土層断面図(全体図)
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第6トレンチ北壁土層断面図
(1/3 ) ※破線部は第5トレンチの横断部分
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主

第6卜レンチ北壁土層断面図

(2/3) 

2 

-/ヨヲ戸ミ斗ーξご と ミ
4 

第6トレンチ北壁土層断面図

(3/3) ※破線部は第7トレンチの横断部分

1層表土。オリーブ褐色 (2.5Y4/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
2層灰オリーブ色 (5Y5/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
3層黄褐色 (2.5Y5/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
4層地山。灰黄色 (2.5Y7/2)締まりは固く、粘性はややあり。

第326図 第6トレンチ北壁地層断面図
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E 調査の結果 骨子沢山砦 2.遺跡の層序

31.000 

2m 

1層表土。オリーブ褐色 (2.5Y4/4)
締まりはふつう、粘性はややあり。

※破線部は第6トレンチの横断部分

2層近・現代の積み石。オリーブ黄色 (5Y6/3)
3層黄褐色 (2.5Y5/4)

締まりはふつう、粘性はややあり O

ただし、極小(径5mm以下)の粒 (10YR5/6)を約 1-2%の面積割合で含む。
4層地山。灰黄色 (2.5Y7/2)締まりは固く、粘性はややあり。

第327図 第7トレンチ東壁地層断面図

0 

1層表土。 2.5Yオリーブ褐色 (4/6)締まりはふつう、粘性はややあり。

2層 2.5Yオリーブ褐色 (4/6)締まりはふつう、粘性は 1層よりやや強い。

3層地山。灰白色 (5Y8/2)締まりは固く、粘性はややあり。

第328圏 第8トレンチ南壁地層断面図
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E 調査の結果 骨子署青山砦 2.遺跡の暦序

二 J己マ「ごミ三

1層 表土。にぶい黄褐色(lOYR5/3)締まりはふつう、粘性はわずかにあり O

2層 にぶい黄褐色(lOYR6/4)締まりはふつう、粘性はなし。
3層 オリーブ黄色 (5Y6/3)締まりは固く、粘性はなし。
4層地山。灰白色 (5Y8/2)締まりは固く、粘性はなし。

第329圏 第9トレンチ北壁地層断面図

第10トレンチ

2m 

第 8トレンチの北隣で、等高線に交わる東西方向に設定したトレンチ(長さ9.50mX幅l.OOm)で、地

山上に30~60cm程度の表土と、トレンチの東側傾斜部分で 2 層の層序が確認された。表土はオリーブ褐色

で締まりは普通、粘性はややある。第 2層は地山と同質の角疎を含み、締まりは普通、粘性はややある O

地山が風化し、その一部と表土が混在した層と考えられる。地山層は灰黄色で締まりは固く、粘性はない。

遺構・遺物は確認されなかった。

2 

0 

1層表土。オリーブ褐色 (2.5Y4/4)締まりはふつう、粘性はややあり。 I
2層 オリーブ褐色 (2.5Y4/4)締まりはふつう、粘性はややあり。

ただし、地山と同質の角喋 (30-lQOrn皿大)が混在する O

3層 オリーブ黄色 (5Y6/4)締まりはふつう、粘性はややあり。
4層地山。オリーブ黄色 (5Y6/3)締まりは固く、粘性はなし。

第330圏 第10トレンチ南壁地層断面図
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E 調査の結果帝釈山砦 2.遺跡の層序

第11卜レンチ
計画地の西部で兼政池の東に、等高線に交わる東西方向に設定したトレンチ(長さ11.00mx幅1.00m)

で、地山上に40cm程度の表土が堆積している O トレンチの南側は大東町教育委員会が行った事前調査時の

重機の作業跡である O 表土は黄褐色で締まりは普通、粘性はややある O 第 2層はオリーブ色で締まりは普

通、粘性はややある。地山層はオリーブ黄色で、締まりは固く、粘性はない。遺構・遺物は確認されな

かった。

---t...ミス ~têヂ七千

1層表土。黄褐色 (2.5Y5/4)締まりはふつう、粘性はややあり。
2層 オリーブ色 (5Y5/4)締まりはふつう、粘性はややあり O

3層地山。オリーブ黄色 (5Y6/3)締まりは固く、粘性はなし。

第331図 第11トレンチ南聖地層断面図

。 2m 

第12トレンチ
第14トレンチの北側で、等高線に交わる南北方向で地山層を横穴状に掘り抜いてあり、近代の防空壕で

はないかと考えられる O 第 1層はオリーブ褐色で締まりは普通、粘性はややある O 地山層はオリーブ黄色

で締まりは固く、粘性はない。遺物は確認されなかった。

!)> 1)> 

⑩ 

B B' 

B 旦15.000C C' 

hコ

C .Q15.000 

1)> 

1層表土。オリーブ黄色 (5Y6/ 3) 

締まりはふつう、粘性はややあり。

2層地山。オリーブ褐色 (2.5Y4/ 4) 

締まりは固く、粘性はややあり。

印・

0
0
0

O 2 m 

第332圏 第12トレンチ(防空壕)平面・断面図
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E 調査の結果 骨子釈山砦 2.遺跡の層序

第13卜レンチ
第14トレンチの東隣で、等高線に交わる南北方向に設定したトレンチ(長さ4.00mX幅l.OOm)で、地

層断面図に示されるように表土より下の層が幾重にも重なり合い、かつて地滑りにより崩壊した地形であ

ることが判る O 地山層はオリーブ黄色で、、締まりは固く、粘性はない。遺構・遺物は確認されなかった。

l層表土。オリーブ褐色 (2.5Y4/4)締まりはふつう、粘性はややあり。
ただし、径5-20mmの塊(オリーブ黄色5Y6/3)を約3-5%の面積割合で含む。

2層暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
3層 オリーブ褐色 (.5Y4/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
4層 オリーブ褐色 (2.5Y4/3)締まりはふつう、粘性はややあり。

ただし、 3層より粒径は細かい。
5層 暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)が約70%で、オリーブ褐色 (2.5Y4/3)が約30%

締まりはふつう、粘性はややあり。
8層 オリーブ褐色 (2.5Y4/3)締まりはふつう、粘性あり。
9層黒褐色(lOYR3/2)締まりはふつう、粘性はややあり。
10層黒褐色 (10YR3/2)締まりはふつうで、粘性は9層よりやや強い。
11層 オリーブ褐色 (2.5Y4/4)締まりはふつうで、粘性は l層よりやや強い。
12層 オリーブ褐色 (2.5Y3/3)締まりはふつう、粘性はややあり。

第14卜レンチ

ただし、 2層よりサラサラ感がある。
13層 オリーブ褐色 (2.5Y3/3)締まりはふつうで、 11層より粘性は強い。
14層黒褐色 (2.5Y3/2)締まりはふつう、粘性はややあり。
15層地山。オリーブ黄色 (5Y6/3) しまりは固く、粘性はなし。

ー-16.000

o 1 m 

第333図 第13トレンチ南壁地層断面図

第17トレンチの東隣で、等高線に並行して南北方向に設定したトレンチ(長さ7.50mX幅l.OOm)で、

地山上に80cm程度の表土が堆積している。トレンチの一部で 2層の層序が確認されたが、地山が風化して

変色した層と考えられる O 表土は黄褐色で締まりは普通、粘性はややある O 第 2層は浅黄色で締まりは固

く、粘性はややある O 地山層はオリーブ黄色で締まりは固く、粘性はない。遺構・遺物は確認されなかった。

竺竺竺=竺竺』 /----ー/マ二二二
竺竺ーーーーー~ー一一一ーーー一一一ー---ーマ二~

1層表土。黄褐色 (2.5Y5/4)締まりはふつう、粘性はややあり。
ただし、 3層の地山と同質の角磯 (20-100皿皿大)を、面積割合で約 3%含む。

2層浅黄色 (5Y7/4)締まりは固く、粘性はややあり。 3層が風化した状態。
3層地山。オリーブ黄色 (5Y6/3)締まりは固く、粘性はなし。

第334圏 第14トレンチ南壁地層断面図
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E 調査の結果 帝釈山砦 2遺跡の居序

第15卜レンチ
調査地南部で、等高線に並行する東西方向に設定したトレンチ(長さ4.00mX幅1.00m)で、地山上に

20cm程度の表土が堆積している O 表土は黄褐色で締まりはふつう、粘性はややある O 地山層は灰白色で締

まりは固く、粘性はない。遺構・遺物は確認されなかった。

:込二~JF
ヰ
」~ 五三23.000

o 2m 
ヒニゴ

1層表土。黄褐色 (2.5Y5/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
2層 オリーブ黄色 (5Y6/4)締まりは固く、粘性はややあり。
3層灰オリーブ色 (5Y5/3)締まりはふつう、粘性は僅ーかにあり。
4層黄褐色 (2.5Y5/3)締まりはふつう、粘性はやや強い。
5層地山。灰白色 (5Y8/2)締まりは固く、粘性はなし。

第335図 第15卜レンチ北壁地層断面図

第16卜レンチ
第15トレンチに直交するように、傾斜地の等高線に交わる南北方向に設定したトレンチ(長さ7.00mX

幅1.00m) で、地山上に1O~40cm程度の表土が堆積している O 表土は黄褐色で締まりはふつう、粘性はや

やある O 地山層は灰白色で締まりは固く、粘性はない。遺構・遺物は確認されなかった。

22.000 

也、
1

1

一
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一
一
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昼噌

~. ・.

1層表土。黄褐色 (2.5Y5/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
2層地山。灰白色 (5Y8/2)締まりは固く、粘性はなし。

第336図 第16トレンチ東壁地層断面図
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E 調査の結果 骨子署青山砦 2.遺跡の層序

第17トレンチ
第 9トレンチの北隣で、等高線に交わる南北方向に設定したトレンチ(長さ18.20mX幅l.OOm)で、地

山上に40cm程度の表土と、 2層の層序が確認された。表土と地山がまじりあったものと考えられる。表土

は黄褐色で締まりはふつう、粘性はややある。第 2層はオリーブ黄色で締まりは固く、粘性はややある。第

3層は灰オリーブ色で締まりは普通、粘性は僅かにある。第4層は黄褐色で締まりは普通、粘性はやや強

い。地山層は灰白色で締まりは固く、粘性はない。遺構・遺物は確認されなかった。

-. 
a 
a 
< ， ， ， ， 

e 
a ， 

; 

1層表土。黄褐色 (2.5Y5/3)締まりはふつう、粘性はややあり。
2層地山。灰白色 (5Y8/2)締まりは固く、粘性はなし。

。

第337圏 第17トレンチ北東壁地層断面図

3.遺構と遺物
各トレンチにおいて遺物・遺構は全く確認されなかった。

4.まとめ
以上のように今回の調査においては、各トレンチにおいて遺構・遺物は確認されなかった。

22.000 

1m 

『静岡県の中世城館跡.i (静岡県教育委員会編)に示された帝釈山砦の記載事項と図面によれば、兼政

池の両翼に伸びる丘陵の尾根部には波状階段式曲輪が在り、各鞍部には低土居を配置し、主要鞍部には堀

切が在るとしている。しかし、今回の調査で明らかなように曲輪・土塁・堀切の痕跡は全く確認され

なかった。

帝釈山の山頂部が発掘調査されていないので、結論を出すことが出来ないが、他のE陵尾根部も今回の

調査対象地域と同様の様相を呈しており、古文書・古文献・古記録にも「帝釈山砦Jなる記載が確認され

ていないこと踏まえ、砦としての存在を検討する必要があろう。
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F 調査の成果と課題

lV 調査の成果と課題
1 .兼情横穴群
今回の調査では 4基の横穴を確認したが、完全な保存状態を維持していたものはなかった。

1号横穴は箱式石棺を確認したが、蓋石は乱れ、内部からは人骨片と耳環が 1点、鉄鉱片が 1点のみで、

それ以外に棺内での副葬品は確認できなかった。ただし、玄室の奥壁東隅から土師器の杯が 7点、高杯が

6点、須恵器の杯蓋が 8点、杯身が 8点、高杯が 1点、査が I点、の計31点がまとまって出土している。

2号横穴は玄室の床面を残すのみで、石棺・棺台・棺座・敷石・喋床などの埋葬施設は確認できなかっ

たが、、玄室の西側から土師器の高杯が 5点、長頚査が 2点、奮が 2点、須恵器の杯蓋が 2点、杯身が 6点、

曜が 2点、提瓶が 1点、壷が 1点、鉄鉱片が 6点、中央部から切子玉が 2点、棄玉の破片が 1点、ガラス

小玉が14点、砥石が I点、大万の鍔の破片が 1点、東側から土師器の鉢が 1点、須恵器の杯蓋が 1点、杯

身が l点、小型壷が 2点、鉄鉱片が 8点、鉄鎌片が 2点、南東側から小型の大万が 1口、大万のハパキ片

が 1点、鉄鉱片が 1点の合計64点が出土している。

3号横穴は造り付けの石棺を確認することができたが、石棺から出土した遺物は銭貨「寛永通賓jと「か

わらけjで、江戸時代に再利用したものと考えられる。なお、出土した銭貨「寛永通賓jは、背面に「丈J
の字が読みとれる新「寛永通賓Jで、この銭貨は江戸時代の寛文 8年 (1668)以降に鋳造され、使用され

た銭貨であるので寛文 8年以降に埋葬されたことになる。

4号横穴は覆土が無く、規模・形態などから古墳時代の所産と断定するのは困難であり、今後、検討を

要する。

確認した遺物の時期が横穴の構築年代と必ずしも一致するとはいえないが、 1.2号横穴から出土した須

恵器・大万・鉄鉱の形態は 6世紀後半から 7世紀前半に見られる特徴を示しており、横穴が構築された年

代は大東町域で確認されている横穴と同様に、 6世紀後半から 7世紀前半と考えられる。 1.2号横穴から

出土した須恵器を比較すると、 2号横穴から出土した須恵器は 1号横穴から出土した須恵器より一段階古

い形態を示している。なお、追葬の有無に関しては、出土した遺物から明確な時期差は認められなかった。

兼情横穴群の形状・規模を玄室の平面形状によって分類すると、隅丸方形(1号横穴)と三角フラスコ形

( 2・3号横穴)とに分けられる。 1号横穴の玄室は隅丸方形で組合せ式箱式石棺を有し、 2号横穴の玄室は

三角フラスコ形で埋葬施設はなく、 3号横穴の玄室は三角フラスコ形で造り付けの石棺を有するというよ

うに、 3基とも異なった特徴を持っている。さらに共有する墓前域が確認されなかったことや、それぞれ

の横穴の標高も異なること。さらに横穴の存在が考えられる正陵の上部が削平されていることなどから単

位群について断定することは困難で、ある。今回の調査区域の隣地において、さらに調査が行われれば、単

位群の構成も判明する可能性がある。

2 .兼情遺跡
兼情遺跡で確認した遺構は、周溝墓が16基、溝状遺構が62条、穴状遺構のうち土坑が45基、土墳が 2基、

土墳墓(近世の士墳を「土墳墓」として区分した)が26基、ピット(柱穴状遺構)が232基、井戸跡が 1基の

合計322基62条である。遺構以外には自然排水路も 8条確認している。

弥生時代の遺構は周溝墓が16基、溝状遺構が40条、穴状遺構のうち土坑が 2基、ピットが28基の合計46

基40条で、出土遺物は弥生土器片が10，871，点、石器が 4点ある。

周溝墓は丘陵緩斜面に構築されているが、後世の農地改善事業に伴う土木工事等により上位面が削平さ

れ、主体部を確認することができなかった。周溝の方向軸は、地形の等高線にほぼ直交している。 16基の

うち調査区の西部で確認した 2・3・4号の 3基が円形周溝墓と考えられる以外は、方形周溝墓の範曙に

入ると考えられる。出土遺物は壷と聾の 2器種で、いずれも菊川式土器の後期後半の特徴を示している。

したがって、これらの出土遺物から周溝墓は弥生時代後期後半に編年付けられる。

溝状遺構は調査区の東側に多く分布しており、特に、 55号溝跡は溝の規模も大きく、弥生土器の出土量

も多い。出土遺物は壷・聾・鉢の 3器種で、いずれも菊川式土器の後期後半の特徴を示しおり、出土遺物

から判断する限りにおいては、溝状遺構は周溝墓と同様に弥生時代後期後半の所産と考えられる。

穴状遺構は土坑 2基とピット28基を確認した。土坑はいずれも緩斜面上で確認したが、平面形状・断面
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F 調査の成果と課題

形状とも規則性はなかった。ビット群は緩斜面から平地との境界近くに分布しているが、分布状況・平面

形状・断面形状とも規則性はなかった。ピットから出土した土器も菊川式土器の後期後半の特徴を示して

いる。また、自然排水路を含む遺構以外から出土した弥生土器も、遺構から出土した土器と同じ様相を示

している。以上のことから、兼情遺跡における弥生時代の遺構と遺物は弥生時代後期の所産と考えられる。

古墳時代の遺構は緩斜面の上位部と調査区中央の平地部との境界近くに集中している。溝状遺構が13条、

穴状遺構のうち土壌が 2基、土坑が43基、ピットが170基の合計215基13条と自然排水路が 8条で、出土

遺物は須恵器片が10，119点、土師器片が18，331，点、土製品が 5点、装身具が 2点ある。

溝状遺構の内、特に、 7.9号溝跡は緩斜面と平地との境界線に位置し、緩斜面からの雨水を排水する

ための溝のようにも思える。自然排水路は緩斜面下の平地から池までの短い流路を有し、弥生土器や山茶

碗も出土しているが、古墳時代の須恵器・土師器が出土遺物の主体を占めている。出土遺物は土師器の

杯・高杯・碗・蓋の 4器種、須恵器の杯蓋・杯身・高杯・蓋・ハソウの 5器種である O 土師器の杯・短脚

の高杯・碗は 6世紀の所産と考えられるが、蓋の中には 8世紀の所産と考えられるものもあり、時代の

幅がある。遺構以外から出土した土師器の中にも 8世紀の所産と考えられる土器がある。須恵器は遠江

須恵器編年の E期末葉~V期前葉に比定される。遺構以外から出土した須恵器も同じ様相を呈している。

穴状遺構は土墳が 2基、土坑が43基、ピットが170基の合計215基を確認した。土墳はいずれも蝶床また

は蝶群と遺物を伴なっていることから土墳と判断した。土坑の内、 10号土坑から出土した長頚壷は 2号

土墳から出土した長頚壷と同様で、 9世紀末から10世紀初めにかけての灰紬陶器と言った方が良いように

思える。ピット群は緩斜面に分布するものと、平地に分布するものとがあるが、緩斜面に分布するものが

圧倒数を占めている。しかし、分布状況・平面形状・断面形状とも規則性はなかった。なお、 292号ピッ

トから出土した土師器片は、 6世紀の土師器の特徴を示している。また、遺構以外から出土した土師器・

須恵器も、遺構から出土した土器と同じ様相を示している。なお、遺構外から出土した土師質の土錘は漁

網用の土錘と考えられ、漁猟が行われていたことを示唆している。装身具のガラス小玉 2点は、正陵部

に存在した横穴から流失したものと考えられる。

以上の遺構と遺物から、断片的ではあるが古墳時代を含む古代(6世紀から10世紀初めにかけて)の人々

の営みの存在が証されたことになる。

中世の遺構は溝状遺構が 1条、穴状遺構のうちピットが18基の合計18基 1条で、出土遺物は山茶碗片が

9，495，点ある。

溝状遺構は緩斜面の上位に分布し、ピット群も緩斜面の上位に分布している。これらの分布状況は緩斜

面の下位から平地にかけて、後世の土地改良により削平されたことによるものと考えられ、調査区の南部

に広がっている池から山茶碗が出土していることから証明される。出土遺物は山茶碗の碗・小碗・小皿の

3器種あり、東遠江系窯産のものが多くを占めている。遺物から見る限りにおいては12世紀から13世紀に

至る時代の遺構が存在していたことを示唆している。

近世の遺構は溝状遺構が 8条、穴状遺構のうち土墳墓が26基、ピットが15基、井戸跡が 1基の合計42基

8条で、出土遺物は陶磁器片が710点、銭貨が60点、鉄製品が83点、かわらけ片が247点、人骨片が2，056点

ある。

溝状遺構の内、特に21・22溝跡は井戸跡と関連した排水溝といえる。井戸跡は石組みの円筒形の井戸で、

譲水面も確認面より深さ54cmと浅いため、生活用水として用いたとは考えられず、農業用水を取るための

井戸と理解できる。石組みに用いた川原石の中に「にツJIIJという墨書が見られ、新川(にっかわ)集落

に関連する井戸と推定される。

土壌墓は、ほとんどが正陵裾部に分布し、地山層を掘り込んで、いる。大小の差はあるが平面形状も断面

形状もほぼ同じと見て良いであろう。 25号土壌墓のみが緩斜面にあり、形状も副葬品の銭貨も他の土壌墓

とは異なる様相を呈している。 1 号土墳墓に埋葬された人は推定身長が150~156cmの壮年男性 (25~30

歳)、 3 号土壌墓に埋葬された人は推定身長が157~162cmの青年男'性 (15~18歳)という分析結果がでて

いる。出土遺物は銭貨・かわらけ・鈴・鉄釘がある。銭貨の鋳造年代から判断すると、「寛永通賓Jが出

土した1・4号土壌墓は寛永13年(1636)以降に埋葬されたことになり、裏面に「文Jの文字がある新

「寛永通賓jが出土した 3・6・19・21・26号土墳墓は寛文 8年 (1668)以降に埋葬されたことになる。 25

号土墳墓から出土した渡来銭は鋳造年代が北宋の1009年から110
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に出土した事例もあり、渡来銭の鋳造年代と埋葬された年代とは一致しない。また、鉄釘が出土したこと

は、早桶(屈葬の棺)に入れて埋葬し、蓋を釘付けした証拠である O

以上のように、兼情遺跡は後世の農地改善事業により遺跡の上位層が削平されていたにもかかわらず、

弥生時代後期から近世に至るまでの遺構と遺物を多数確認した。その中で、弥生時代後期の周溝墓、古墳

時代の土墳、近世の土墳墓と、墓制に関する遺構が各時代を経て連続して存在していたことは、この遺跡

の大きな特徴といえる O残念ながらこれらの墓制に関する遺構を構築した人々の集落祉は存在しなかった。

その集落の確認が今後の課題といえよう O

3聞帝釈山砦
今回の調査においては、各トレンチにおいて遺構・遺物は確認されなかった。『静岡県の中世城館跡』

(静岡県教育委員会編)に示された帝釈山砦の記載事項と図面によれば、兼政池の両翼に伸びる丘陵の尾

根部には波状階段式曲輪が在り、各鞍部には低土居を配置し、主要鞍部には堀切が在るとしている O しか

し、今回の調査で明らかなように曲輪・土塁・堀切の痕跡は全く確認されなかった。

帝釈山の山頂部が発掘調査されていないので、結論を出すことが出来ないが、他の丘陵尾根部も今回の

調査対象地域と同様の様相を呈しており、古文書・古文献・古記録にも「帝釈山砦jなる記載が確認され

ていないこと踏まえ、砦としての存在を検討する必要があろう O
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附載 兼情遺跡の近世土嬢墓から出土した人骨について

国立科学博物館人類研究部

梶ヶ山真里・馬場悠男

1.緒言

兼情遺跡は、静岡県小笠郡大東町海戸地内に所在し、平成12年 3月~平成13年3月まで大東町教育委

員会が調査主体者となりに静岡人類史研究所が調査を担当して発掘調査された。人骨は近世の土墳墓2基

からそれぞれ 1体づっ出土した。土墳墓は、東西に長軸をとりほぼ長方形を呈する。 2体の人骨は、頭を

西にした屈葬状態である。

2.出土人骨

(1) 1号土墳墓から出土した人骨

.埋葬状態・保存状態

人骨は、岩盤を20cmほど掘り込み、長軸80cmX短軸50cmほどの長方形の土墳墓に、頭を西に向け、右

半身を下にし、下肢を極度に屈曲した側臥屈葬姿勢である。一体分として概ね完全である。

<(1 ④
 

B B 

<(1 <(1 
げl叩市

B ..e12.500m 

50cm 

第1図 1号土墳墓における人骨の出土状況図

.年齢・性別・推定身長

頭蓋において側頭骨乳様突起が良好に発達し、前頭骨側面輪郭が直線的であること、骨盤の大坐骨切痕

が鋭角に切れ込んでいることからこの個体は男性と思われる。縫合の癒合・消失がはじまり、歯の岐耗状

態は象牙質がわずかに露出しているものがある。椎骨の辺縁には骨腕の形成はない。信頼性の高いといわ

れる恥骨結合面の形態は25~30才と推定される。したがって、当人骨の死亡推定年齢は壮年前半と思わ

れる。

藤井法による推定身長は、 151.5cm(右上腕骨)、 152.8cm(右大腿骨)、 148.3cm(右腔骨)、となり、こ

れらの平均値は150.1cmとなる。ピアソン法では156cm(上腕骨)、 158cm(大腿骨)、 154.7cm(腔骨)とな

り、平均値は156.3cmである。

-頭蓋

頭蓋は、左頬骨弓の一部が破損する以外は完形である。脳頭蓋の最大長は172mm、幅は131mmであり、江

戸時代男性平均値より小さい。頭蓋の長幅示数は76.2となり中頭である。上面観は卵形に近く、後面観は
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家型である O

第1表 1号土壇墓から出土した人骨の頭蓋計測値

兼情遺跡 江戸時代人 現代人

計測項目 ♂ ♂ ♀ ♂ ♀ 

1 .最大長 172 181.9 175.4 178.9 170.8 

5 .頭蓋底 97 101.9 97.7 100.7 95.6 

8.最大幅 131 139.8 136.8 140.3 135.9 

8/1 76.2 76.9 78.1 78.5 79.7 

17. パジオン・ブレグマ高 131 137.5 133.3 138.1 132.5 

1/17 76.5 75.6 75.8 77.3 77.7 

9.最小前幅 88 94.5 91.8 93.2 91 

9/8 67.1 67.7 67 66.4 66.9 

40.顔長 90 99.3 96.7 97.2 94.4 

45.頬骨弓幅 117 135.4 126.1 132.9 124.9 

46. 中顔幅 99.6 94.8 98.6 93.5 

46/45 73.9 74.8 74.3 74.8 

47.顔高 116 118 123.8 115 

48.上顔高 64 83.3 70.7 67.1 

47/45 99.1 88.3 93.1 92.2 

48/45 54.7 51.1 53 53.3 53.8 

48/17 48.8 64.2 51.2 50.6 

51.眼嵩幅 41 43.2 42 42.7 41.1 

52. 眼嵩高 33 34.4 34.9 34.3 33.8 

51/52 80.5 79.5 83.3 80.8 82.4 

54. 鼻幅 26.2 25.1 25 24.5 

55. 鼻高 52.5 49.5 52 49 

54/55 49.9 50.9 48.4 50.2 

65. 下顎関節突起幅 119 127.5 119.8 122 115.7 

66.下顎角幅 97 102.2 94.8 96.9 90.3 

68. 下顎長 64 76.5 71.4 

70.枝高 57 68.2 58.3 62.6 57.6 

71.枝幅 33 35.4 31.1 33.1 31.1 

71/70 64.7 52 51.3 53.1 54.3 

前頭骨は小さい。側頭椋の稜はほとんど発達していない。冠状縫合の走向は単純で、あり、外板において

一部に癒合が見られる O 矢状縫合はやや複雑で、癒合が数箇所に認められる O 頭頂結節はあまり発達せず、

頭頂孔は右に 2箇所、左に 1箇所ある O ラムダ縫合の走向はやや複雑で、、縫合骨が右に 2つ、左に 1つあ

るO 外後頭隆起の発達が極めて顕著で、先端は下垂する O 乳様突起の発達は良好であるが、乳突上稜の発

達は良好とはいえない。外耳孔は大きな楕円形である。外耳道骨腫は左右ともない。頭蓋底では、項平面

は狭いが筋肉付着面のレリーフは発達している O 舌下神経管は二分しておらず、ベサリウス孔もない。

顔面では、眉聞や眉弓はほとんど発達していない。鼻根部は平坦で、ある O 前頭骨頬骨突起ほとんど張り

出していない。眼嵩上縁は曲線を呈し、眼寓口は丸い。梨状口は洋梨型で、下縁は鈍である O 顔面の高さ

は、江戸時代男性としては低い。しかし、頬骨弓幅が狭いため、ウイルヒョウ上顔示数は大きい方である。

頬骨の張り出しは弱い。歯槽部は退縮しておらず、犬歯嵩は深い。歯槽突起の表面の骨は薄く、歯根が露

出する部分がある。上顎骨の下縁は一旦上方に深く入り込み、頬骨へ続いている。口蓋下面では口蓋溝や

口蓋腕は明瞭であるが内側口蓋橋は形成していない。

下顎骨は全体的に小さく、高さが低い。オトガイ隆起やオトガイ結節の発達が弱い。下顎筋突起の先
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端は上方を向いている。下顎角外面の岐筋商は不明瞭である。下顎角内面の翼突筋付着部は普通程度の発

達で、深い畝状の隆起は特にみられない。この個体の岨噂筋は発達しておらず、それは側頭線の発達が不

明瞭であることと矛盾しない。

歯の保存状態は以下の歯式の通りである。

765432 111 234 567 

8765432 111 234 5 6 7 8 

この個体は、歯列の不整が著しく、いわゆる「乱食い歯jの状態である。下顎右第3大臼歯は萌出途中

であり、下顎左第 3大臼歯は岐合面が近心方向を向いて萌出している。上顎左側切歯は上顎左犬歯の舌側

に重って萌出している。下顎右側切歯は下顎右中切歯の舌側に入り込んで萌出している。下顎右第2大臼

歯はカリエスにより歯冠がなくなっている。歯の岐耗は、象牙質が第 1大臼歯にわずかに見られる程度で

ある。したがって、ブロカの I~II の段階に相当する。上顎切歯は著しいシャベル形であり、上顎第 1 大

臼歯にカラベリ結節はない。

-躯幹体肢骨

椎骨は一部が破損しているものがあるが、頚椎 7点、胸椎 5点、腰椎12点保存されている。腰椎の椎体

辺縁に骨腕の形成は認められない。

上肢骨では、鎖骨は左右とも完形である。計測値は、江戸時代男性平均よりもはるかに小さい。左の円

錐靭帯結節が極端に突出している。肩甲骨は左右とも保存されているが、下部には部分的な破損がある。

上腕骨は左右とも男性としては華春で、細い。三角筋付着面はほとんど発達していない。右上腕骨に比べ

左上腕骨がやや太く、左鎖骨の円錐靭帯結節が突出していることを考慮すると、この個体は左利きであっ

た可能性が考えられる。左右尺骨および左右槙骨は骨体が全体的に細く、華者である。

手根骨、中手骨、中節骨は、部分的に破損箇所があるが概ね保存されている。末節骨は断片的である。

下肢骨のうち、寛骨では左の腸骨稜の一部と右腸骨嵩の一部が破損している以外は良好に保存されてい

る。大坐骨切痕は鋭角に切り込んでいる。耳状面辺縁には骨臓の形成はない。恥骨縫合面は畝状の隆起は

ほとんどない。大腿骨はほぼ完形である。骨体はほぼ直線的で、左右とも長さが410凹である。江戸時

代男性平均値よりわずかに下回る。骨体の太さも、江戸時代男性平均より細く華者である。後面粗線の隆

起はほとんど発達していない。大腿骨下端の下問寓は広く男性的である。膝蓋骨は左右とも保存されてい

る。腔骨では、右の骨端の一部が破損している。骨体の太さは江戸時代女性平均よりも小さい。ヒラメ筋

線はほとんど認められない。左腔骨下端には障鋸面に対応する関節面が形成されている。排骨の骨体は江

戸時代女性の平均値に近く細い。しかし、骨間縁はそれぞれが明瞭である。骨体中央部の断面は、前縁を

中心に左右から摘んだような形態である。距骨は左右とも残っている。習慣的な障据面の前方への延長が

認められる。距骨頚には骨質の高まりがあり、腔骨関節面における関節面延長と対応している。腫骨は左

右とも完形である。前距骨関節面と中距骨関節面が一つの大きな関節面となっている。

(2) 3号土墳墓から出土した人骨

.埋葬状態・保存状態

人骨は、長軸80cmX短軸50cm~まどの長方形を呈した土壌墓に、頭を西に向け下肢を極度に屈曲した横臥

屈葬で埋葬されている。一体分として概ね完全であるが、部位の部分的な破損がある。

-年齢・性別・推定身長

年齢は歯の岐耗がほとんどなく、四肢骨の骨端が未癒合であることから 15~18才の青年と思われる。性

別については、男性の可能性が高い。すなわち眉聞や眉弓の隆起はないが、側頭骨乳様突起は基底部が頑丈

で大きい。四肢骨のほとんどが、筋肉付着面はほとんど隆起しておらず、滑らかな印象をもつが、それは

未成年であるためと思われる。いまだ成長段階であるにもかかわらず、推定身長は骨端の未癒合部分を加

えると最大長約43cmである。そこからから推定される身長は、藤井法で157.5cm、ビアソン法で、162cmであ

る。すでに四肢骨の長さは成人男性の骨の大きさに匹敵するものがある。

-頭蓋

頭蓋の保存状態は悪い。骨質が脆いため、取り上げ時点で右側面に固定剤が散布されている O その部分

はかろうじて原型をとどめているが、泥が付着しているので詳細な観察ができない。顔面左半、左側頭部
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第2図 3号土壌墓における人骨の出土状況図

は大きく破損している。正確ではないが、最大長は約18cmほどである。頭蓋上面や後面輪郭は右側から判

断する限り類五角形と思われる。前頭最小幅は90mmで江戸時代男'性としてはやや小さい。縫合の走向は単

純である。癒合状態は、外板でも内板でも聞いている。内板の表面は滑らかで、静脈の圧痕はない。側頭

骨の乳様突起は基底部が頑丈であるが、下垂部は小さい。外耳孔の大きさはさほど大きくなく、楕円形を

呈する。乳突上稜は不明瞭である。顔面の眉聞や眉弓は隆起していない。眼宵上縁は曲線を呈しており、眼

嵩口は円形であったと推測できる。鼻根の陥入状態は不明である。

下顎骨は頑丈な印象である。下方に向かつて広がり、側面の傾斜が強い。オトガイ表面が破損している

ため、オトガイ隆起やオトガイ結節の形態は不明である。大臼歯周辺が全体的に厚くなり、下顎角は外反

している。オトガイ孔は左右に Iつづつある。

歯の保存状態は以下の歯式の通りである。

654321112345 

765432111234567 

歯列弓は小さい。歯の岐耗はエナメル質がわずかに磨り減っている程度であり、ブロカの Iに相当する。切

歯はシャベル形ではなく、上顎大臼歯にはカラベリ結節はない。

-躯幹四肢骨

椎骨と肋骨は断片的にしか保存されていない。

全体的に四肢骨は、若い個体であるために筋肉付着面は発達せず、骨表面が滑らかである。

左鎖骨は胸骨骨端が破損している。骨体が細く、華者である。上腕骨は左右とも保存されている。右は

下端が破損している。骨頭は未癒合であるが、遠位端は癒合している。骨体の太さは、江戸時代男性とし

ては細い。骨体の三角筋粗面は不明瞭である。樟骨および尺骨は左右とも保存されている。槙骨の骨頭は

未癒合であるが、尺骨の骨頭は癒合している。榛骨と尺骨の骨体の太さは、江戸時代男性として普通であ

る。骨間縁の発達は比較的良好である。

寛骨は、腸骨と坐骨が未癒合である。坐骨の大坐骨切痕の湾入は鋭角に入り込んでいる。大腿骨は左右

とも保存されている。両端は未癒合である。骨体は直線的で、後面の粗線の隆起はほとんどない。大殿筋

粗面が大きく凹んでおり、若い個体の特徴をよく示している。骨体の太さは江戸時代女性平均とほとんど

-328-



fíft載近tff:土演から出土 Lt~人骨について

大差がない。腔骨も左右とも骨体が良好に保存されている O 骨端は未癒合である O 骨体は太く、江戸時代

男性平均に匹敵する O 骨体の断面は三角形を呈する O ヒラメ筋付着部が凹んでいる O 排骨は左右とも骨端

が破損し、骨体の中央部が保存されている O 骨体は、江戸時代男性平均を上回るほど、太く頑丈で、骨間

縁が明瞭である O 距骨や腫骨は、江戸時代成人女性の大きさに匹敵する O

手根骨、中手骨、手の指骨および足根骨、中足骨、足の指骨などは破損しているものがあり、断片的で

ある。保存されているものに特に記する特徴はない。

第2表 兼情遺跡出土人骨の四肢骨計測値および比較

兼情遺跡 江戸時代人(鈴木他.1969.) 現代人

1号基 3号基

計測項目 ♂ (♂) ♂ ♀ ♂ ♀ 

鎖骨 右 左 右 左

1 .最大長 145 143 

4. 中央垂直径 12.5 12 

5 .中央矢状径 10 10.5 

5/4. 中央断面示数 80 87.5 

上腕骨

1 .最大長 295 295 296 269.7 295.9 272.4 

5.体最大径 20.5 20 21 22.7 19.6 22.4 19.7 

6.体最小径 16.5 17 16 17.7 14.9 17.7 14.7 

6/5.体断面示数 80.1 85 76.2 75.6 76.6 78.3 75.1 

榛骨

1.最大長 221 221 224.2 199.8 225.1 202.1 

4.体横径 15 14 15 14.5 16.6 14.4 16.5 14.6 

5 .体矢状径 11 12 11.5 11 11.9 9.8 11.8 9.8 

5/4.体断面示数 73.3 85.7 76.7 75.8 71.8 68.4 241.5 67.4 

尺骨

1 .最大長 240 242.1 223.4 241.5 218.7 

11.体矢状径 12 12 11.5 11 11.6 10.5 12.5 11.3 

12.体横径 16 15.5 15 16.5 16.2 14.1 16.3 13.9 

11/12.体横断示数 75 77.4 76.6 66.6 79 75.1 80.9 76.9 

大腿骨

1 .最大長 410 410 395 413.8 377.9 412.1 381.8 

6.体中央矢状径 25 24.5 24.5 28.3 24.8 27.6 24.5 

7.体中央横径 25 25.5 25 27.4 34.1 26.3 23 

8. 中央周 80 78 78 87.2 76.9 83.7 73.8 

6/7.体中央断面示数 100 96.1 98 103.9 103.1 105.4 107.3 

腔骨

1 .全長 325 320 331.2 298.3 325.3 298.3 

8. 中央最大矢状径 24.8 24 28 28 28.9 25.7 28.7 25.7 

9. 中央横径 20 21 20 20.5 21.6 20.3 22.8 20.3 

9/8. 体断面示数 80.6 87.5 71.4 73.2 74.9 72.4 78.7 78.7 

排骨

1.最大長 322 322 327.2 296.1 322.4 301.7 

2. 中央最大径 13 13 14 14 15.3 12.8 14.8 13.6 

3. 中央最小径 11 11 12 12.5 11 9.4 10.9 9.5 

3/2.体断面示数 84.6 84.6 85.7 89.2 72.1 73.9 73.4 70.1 
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3.結語
兼情遺跡から出土した 2体の人骨は、 1号土壌墓から出土した人骨は壮年男性であり、 3号土墳墓から

出土した人骨は、 15~18才前後の成長段階であるために性差が明確に現れていないが男性の可能性が高い

ことがわかった。 1号土墳墓から出土した人骨については、顔高だけみると江戸時代人としては低顔で、あ

たかも縄丈人を思わせるが、頬骨弓が極めて狭いためコルマン上顔示数99.1は過狭顔である O その上、下

顎骨は華者で、歯列弓が小さく[乱食い歯」であり、いわゆる「将軍顔jを思わせるほどである O 四肢骨

の筋付着部の発達がほとんどなく、男性としての頑丈さはない。 3号土墳墓から出土した人骨も男性の可

能性が高い。したがって、 2体とも江戸時代人として全く問題はないが、 1号墓出土人骨の狭く細い顔と

華者な体格という特徴は、江戸時代人としても極めて現代的であるといえる O
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This report detai1s excavations of the Kanasei rock-cut tombs， Kanasei Site ruins and 

Taishakuyama F ort， which lie in a planned construction zone where intercepting drains for the 

Shimo-ogasa River will be built. The site is in Kaito， Daito・cho，Ogasa County， Shizuoka 

Prefecture. 

The Kaito district， which includes the Kanasei rock-cut tombs， the Kanasei Site， and 

Taishakuyama F ort， is located on the southeast side of the center of Daito・cho，Ogasa County， 

Shizuoka Prefecture. The Kanasei rock-cut tombs lie on hills that stretch westward企omthe 

southeast side of Kanemasa Pond， and the Kanasei Site ruins lie on the gentle southem slopes 

of the hills and on the adjacent plains. Overall， the hills themselves are presumed to be the site 

of Taishakuyama F ort. 

Kanasei Rock-Cut Tombs 

We identified four rock-cut tombs in this excavation; none of them， however，remained in 

complete form. 

Rock -cut tomb 1 was identified to be a slab coffin. The coffin cover did not remain in complete 

form. Only pieces of human bone forms， an earring， and a flake of iron arrowhead were found 

in the coffin; there were no other grave artifacts. Thirty-one relics in total were found in the 

eastem comer of the far wall in the main burial chamber. The Haji pottery that we found 

includes seven dishes and six pedestalled dishes; and the Sue pottery that we found consists of 

eight dishes， eight dishes with fitted covers， one pedestalled dish， and one jar. 

一Therewas no stone coffin found in rock-cut tomb 2; only the floor part of the main burial 

chamber remained. A total of 64 relics were found in the chamber. They include:企omthewest 

part of the chamber， five pedestalled dishes， two long-necked jars， and two pots， all Haji 

po悦 ry;six dishes， two dishes with伽 edcovers， two wine servers， one hanging jug， one jar， 

all Sue po伽 ry;and six flakes of iron arrowhead. Found in the center of the chamber were two 

faceted beads， one 企agmentof a barrel-shaped bead， 14 glass beads， one whetstone， and one 

guard for a long sword. From the east part ofthe chamber， one Haji pottery bowl; one dish， one 

dish with fitted cove巳twosmall jars in Sue pottery; eight pieces of iron arrowhead， and two 

iron sickles were found. From the southeast side of the chamber， one small long sword， one 

flake仕oma decorated sword， and one chip of iron arrowhead were found. 
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We realized that rock-cut tomb 3 had been reused during the Edo Period(1603 '1867). A 

Kan'ei-ts由 ocoin and three small Kawarake pottery biscuit dishes were found in the stone 

coffin. The coin was minted and used in 1668 at the earliest， and was therefore buried in or 

after 1668. 

Rock -cut tomb 4 was not conc1uded in the era. 

Since the figuration of Sue pottery， long swords， and iron arrowheads found in rock-cut tombs 

1 and 2 show characteristics identical to those of the late sixth c印刷ryand the early seventh 

cen同ry，it is estimated that the rock-cut tombs were constructed during those times. 

Kanasei Site Ruins 

We identified 322 ruins and 62 ditches in total at the Kanasei Site. They inc1ude 16 moated 

burial precincts and 306 pit ruins， which consist of 45 earthen pits， two burial pits， 26 modem-

era pit burials， 232 pits， one well， as well as 62 ditches. We also identified eight naturally 

formed drainage ditches in non-ruin areas. 

Yayoi Period 

Excavated artifacts inc1ude 1ω0，871 Yayo凶ipottery仕agment臼sand four stone implemen凶lts

burial precincts of the Yayoi Period are cons仕加uctedon the slopes of the hi11s. The upper parts 

of the main burial sites were not recognizable， because they were graded flat and subsequently 

disturbed in later ages by civi1 engineering work associated with agrarian reform projects. The 

axes of the moats of血eburials mostly run at right angles to topographical contour lines. The 

burial areas with moats 2， 3， and 4 out of 16 precincts that were found at the westem part of the 

researched area are considered to be circular-type moats. The remaining burials are regarded as 

belonging to the category of square-shaped burial moats. Only two kinds of artifacts were 

excavated there: jars and pots. Each of them has characteristics of the later half of late 

Kikugawa pottery. Therefore these burial precincts with moats are identified in chronological 

order as those ofthe later half ofthe late Yayoi Period. 

Most ditches were found in the eastem part of the area investigated. Ditch 55 is particularly 

large in scale and yielded a great amount of Yayoi pottery. Three kinds of relics were found in 

the ditches: jars， pots， and bowls， all of which show characteristics of the later half of late 

Kikugawa pottery. Considering the time of these excavated relics， the ditches are also 

identified in chronological order as belonging to the later half of the late Yayoi Period， as with 

the moated burial precincts. 
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As for pit勾peruins， we found 28 pits and 2 earthen pits. The earthen pits were found on the 

slopes of the hills， however they showed no pattem in plane and cross-section surface shapes. 

Groups of pits were seen on the slopes of the hills toward the area bordering the plains. Again， 

there was no pattem seen in the distribution system， plane， and cross-section surface shapes. 

Pottery found in the pits also showed the same features as those of the later half of late 

Kikugawa pottery. Yayoi pottery found仕omnon-ruin areas as well as企omnaturally formed 

drainage ditches shows the same characteristics as po伽 ryfound in the ruins. Taking these 

facts into consideration， ruins and artifacts found at the Kanasei Site are believed to belong to 

the late Yayoi Period. 

Kofu n Period 

Kofun Period or tumulus period ruins are grouped on the upper gentle slopes of the hills and 

the area bordering the plains that lie in the center ofthe research zone. We found 215 ruins and 

13 ditches in total. They include 215 pit ruins， which consist of 2 burial pits， 43 earthen pits 

and 170 pits， and 13 ditches. We also found 8 naturally formed drainage ditches. The excavated 

relics are sorted into 10，119 flakes of Sue pottery， 18，331 flakes of Haji pottery， 5 earthen 

relics， and 2 accessories. 

Ditches 7 and 9 are located on the slopes of the hills and the border of the plains. It seems they 

served as ditches to drain rainwater 合omthe gentle slopes. Naturally formed drainage ditches 

are short in length，仕omthe plains at the foot of the gentle slope up to the pond. The main 

relics found in the ditches are Sue pottery and Haji pottery ofthe Kofun Period， although some 

Yayoi pottery and Yamajawan-cup pottery were also excavated. Four kinds of Haji pottery 

were found: dishes， pedestalled dishes， cups， and pots. Also five kinds of Sue pottery were 

found: dishes， dishes with fitted covers， pedestalled dishes， pots， and wine servers. Dishes， 

short田 leggedpedestalled dishes， and cups in Haji pottery are considered to be products of the 

sixth century; however some pots seem to be manufactured during the eighth century. It is 

di百icultto identiちra certain point in the chronological arrangement. Some Haji pottery objects 

that were found from in non-ruin areas also seem to have been made during the eighth c印刷ry.

Suepo伽 ryfound at this site is identified as that of the late Totoumi Sue pottery chronology 111 

through early V. Other Sue pottery excavated仕omplaces other than the ruins is also the same. 

We recognized 215 pit勾peruins， including ， 2 burial pits， 43 earthen pits， and 170 pits. The 

burial pits were identified because they were found together wi由 gravelfloors and clusters of 

scattered pebbles. A long田 neckedjar found in earthen pit 10 is identical to one found in burial 

pit 2. It is better described as ash-glazed pottery made in the late ninth century or early tenth 
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century. Some groups of pits are on the gent1e slopes of the hills and some groups are on the 

plains， but the majority of them are found on the slopes. We identified no pattem in their 

dis出bution，plane， and cross-section surface shapes. Flakes of Haji po仕eryfound in pit 292 

show characteristics of sixth century Haji po枕ery.Haji pottery and Sue pottery found in non-

ruin areas were also identical to earthenware found in the ruins. Clay Haji pottery weights 

found in non-ruin areas are thought to be clay net sinkers used for fishing nets. They indicate 

that fishing was done. 

From the ruins and their associated relics， it is known that people lived in也ISarea企omthe 

sixth through the early 10th centuries. 

Medieval Period 

From the medieval ruins we found a ditch and 18 pit ruins. 9，495 f1akes of Yamajawan-cup 

pottery were excavated. 

Ditches are seen on the gentle upper slopes of the hills， as are groups of pits. We uncovered 

three kinds of relics: cups， small cups， and small dishes， all earthenware made during the 12th 

and 13th cen加nes.

Early Modern Period 

In the modem ruins， we found 8 ditches and 43 pit-type ruins that include 26 pit burials， 16 

pits， and the vestiges of a well. Excavated relics include 710 f1akes of pottery and porcelain， 60 

coins， 83 ironwork items， and 247 f1akes of Kawarake biscuit po社ery，as well as 2，056 human 

bone fragments. 

It appe訂 S由atditches 21 and 22 are drainage ditches that are related to the vestiges of the well. 

The well is cylindrical in shape， constructed by piling up rocks， and the depth is shallow: The 

highest water immersion line is only 54 cm (21 inches) below what we recognized as the 

opening of the well. Therefore it is thought that the well was used to provide water to farmland 

rather than for domestic use. 

Most of the pit burials are seen at the foot of the hills. Although there are some differences in 

their sizes， their plane and cross-section surface shapes are almost the same. Pit burial 25 alone 

is situated on the slope of the hills， and its formation and coins， which are burial artifacts， 

present di首erences仕omthose of the other pit burials. Excavation analyses show that the body 

buried in pit burial 1 is estimated to be that of a middle-aged male， 25 to 30 years old， with a 

height of 150 1156 cm (4'11" to 5'1 "). Another body found in pit burial 3 is estimated to be 
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young male， 15 to 18 years old， with a height 0ぱf1凶57 11“62 cm (σ5'2" tω05'4" 

were c∞01血ns，Kawa紅rakebiscuit pottery， bells， and iron nails. Based on the dates that the Kan'ei-

tsuho coins were minted， we estimate that pit burials 1 and 4 were constructed in 1636 or later， 

and pit burials 3ラ 6，19， 21， and 26， in which a new勿peof Kan'ei-tsuho coins with the kanji 

character iθon the back were found as grave artifacts， were made in 1668 or later. The iron 

nails uncovered are a clear indication that the dead body was laid in a wooden coffin whose 

cover was nailed down for burial. 

At the Kanasei Site， we excavated numerous ruins and relics from the Yayoi Period up to 

modem times as described above， although the upper strata of the site had been graded f1at and 

later disturbed by agrarian reform projects. Under such circumstances， it is worthy to notice 

that the Kanasei Site includes traces of burial systems of each era in succession， including 

moated burial precincts of the late Yayoi Periodラburialpits of the Kofun Period， and recent pit-

style burials. Regrettably， however， we could not find vestiges of the human settlement whose 

members constructed these structures and left the relics concemed with the burial systems. 

Taishakuyama F ort 

We found no ruins or relics of Taishakuyama Fort at the site. It is difficu1t to provide a 

conclusion to this report， as the top of Mt. Taisyaku has not been explored. It will be necessary， 

however， to review whether Ta泊IS油hakuザyamaFor此t

existed or not， because the geographical features of the mountain ridges and hills are almost 

identical to those we excavated this time， and there is no record that mentions Taishakuyama 

Fort in any ancient documentsラ literature，or archaic records. 
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